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本書 を 書き出してから、 自分 は 寝食 を 忘れて 兼行し、 

三 力 月に して 脱稿した。 しかし この 思想 を まとめる 為 

ほ とん 

に は 、それよりも ずっと 永い 間、 殆ど 約 十 年間 を 要し 

むろう さいせい 

た。 健 脳な 読者の 中には、 ずっと 昔、 自分と 室 生 犀 星 

等が 結束した 詩の 雑誌 「感情」 の 予告に 於て、 本書の 

近刊 広告が 出て いた こと を 知って るだろう。 実に その 

頃から して、 自分 はこの 本 を 書き出し たの だ。 しかも 

中途に して 思考が 蹉跌し、 前に 進む ことができ なく 


なった。 なぜなら そこに は、 どうしても 認識の 解明し 

得ない、 困難の 岩が 出て 来たから。 

いかに 永い 間、 自分 はこの 思考 を 持て あまし、 荷物 

の 重圧に 苦しんで いた ことだろう。 考えれば 考える 程、 

書けば 書く ほど、 後から後からと 厄介な 問題が 起って 

きた。 折角 一 つの 岩 を 切りぬ いても、 すぐ また 次に、 

別の 新しい 岩が 出て 来て、 思考の 前進 を 障害した。 す 

くな くと も 過去に 於て、 自分 は 二 千 枚 近くの 原稿 を 書 

き、 そして 皆 中途に 棄 てて しまった。 言いよう のない 

憂鬱が、 しばしば 絶望の どん底から 感じられた。 しか 

も 狂犬の ように 執念深く、 自分 はこの 問題に 嚜 じりつ 


やせがまん 

いていた。 あらゆる 瘠 我慢の 非力 を ふるって、 最後に 

まで 考えぬ こうと 決心した。 そして 結局、 この 書の 内 

容の 一 部分 を、 鎌 倉の 一 年間で 書き終った。 それ は 『自 

由 詩の 原理』 と 題す る 部分的の 詩論で あつたが、 或る 

い  てもと 

事情から 出版が 厭やに なって、 そのまま 手許に 残して 

おいた。 

大 森に 移って きてから、 再度 全体の 整理 を 始めた。 

そして 最近、 おに この 大部の 書物 を 書き終った。 これ 

に は 『自由詩の 原理』 を 包括したり、 そのず つと 前に 

書いて 破いた 『詩の 認識に ついて』 も、 概要 だけ を 取 

り 入れて おいた。 そして 要するに、 詩の 形式と 内容と 


にわた ると ころの、 詩論 全体 を 一貫して 統一した。 即 

ち この 書物に よって、 自分 は 初めて 十 年来の 重荷 をお 

よう や  い き 

ろし、 漸く 呼吸が つけた わけ だ。 何とい う 重苦しい、 

困難な 荷物であった ろう。 自分 はち かって 決心した。 

もはや 再度こう した 思索の 迷路の 中へ、 自分 を 立ち入 

ら せまいと 言う こと を。 

自分 はこの 書物の 価値に ついて、 自ら 全く 知ってい 

ない。 意外に この 書 は、 つまらない もので あるか 知れ 

ない。 或は また、 意外に 面白い もので あるか 知れない。 

そうした 読者の 批判 は 別と して、 自分 は 少なく ともこ 

の 書物で、 過去に 発表した 断片的の 多くの 詩論 II 雑 


誌 その他の 刊行物に 載る —— を、 殆ど 完全に 統一した。 

それらの 詩論 は、 たいてい 自分の 思想の 一部 を、 体系 

から 切断して 示した もので、 多く は 暗示 的で あったり、 

結論が 無かった りした 為に、 しばしば 読者から 反問 さ 

れ たり、 意外の 誤解 を 招いたり した。 (特に 自由詩 論 

に関する もの は、 多くの 人から 誤解され た。) 自分 はこ 

れ 等の 人に 対し、 一 々答 解す る ことの 煩 を 避けた。 な 

ぜ なら 本書の 出版が、 一 切 を 完全に 果す こと を 信じた 

からだ。 この 書物に 於ての み、 読者 は 完全に 著者 を 知 

かぎ 

り、 過去の 詩論が 隠して おいた 一つの 「鍵」 が、 実に 

问 であ つ たかを 気附 くであろう。 


日本に 於て は、 実に 永い 時日の 間、 詩が 文壇から 迫 

キリシタン 

害されて いた。 それ は 恐らく、 我が国に 於け る 切支丹 

の 迫害 史が、 世界に 類な きものであった ように、 全く 

外国に 珍ら しい 歴史であった。 (確かに 吾人 は 詩と い 

う 言語の 響の 中に、 日本の 文壇 思潮と 相容れない、 切 

支 丹 的 邪宗 門の 匂い を 感ず る。) 単に 詩壇が 詩壇と し 

て 軽蔑され ている ので はない。 何よりも 本質的なる、 

ぼうとく 

詩的 精神 そのものが 冒瀆 され、 一 切の 意味で 「詩」 と 

つばき 

いう 言葉が、 不潔に 唾 かけられて いるので ある。 我々 

は 単に、 空想、 情熱、 主観 等の 語 を 言う だけで も、 そ 

ゆえ ちょうしょう  にんぴにん  ひんせき 

の 詩的の 故に 嘲笑され、 文壇 的 人非人と して 擯斥 さ 


れた。 

こうした 事態の 下に 於て、 いかに 詩人が 圧 屈され、 

ひきょう 

卑怯な おどおどした 人物にまで、 ねじけて 成長せ ねば 

ならないだろう か。 丁度 あの 切支丹が、 彼等の マリア 

観音 を 壁に 隠して、 秘密に 信仰 を つづけた ように、 我々 

の虐た げられ た 詩人た ち も、 同じく その 芸術 を 守る た 

めに、 秘密な 信仰 をつ づけねば ならなかった。 そして 

詩的 精神 は 隠 i され、 感情 は 押しつ ぶされ、 詩 は 全く 

健全な 発育 を 見る ことができなかった。 「こうした 

あんたん 

暗澹たる 事態の 下に」 自分 は 幾度 か 懐疑した。 「詩 は 

まさ  ほろ 

正に 亡びつつ あるので はない か？」 と。 それほど 一般 


の 現状が、 ひどく 絶望的な ものに 見えた。 

けれども 今や、 詩 を 求めよう とする 思潮の 浪が、 新 

しい 文学から 起って きた。 すべての 新興 文学の 精神 は、 

すくなくとも 本質に 於け る 詩 を 叫んで いる。 おそらく 

かざみ 

は 彼等に よって、 文学の 風見が 変る だろう。 そして 

我々 の あまりに 鎖国 的な、 あまりに 島国 的な 文壇 思潮 

が、 もっと 大陸 的な 世界 線の 上に 出て くるだろう。 実 

きゅうてきし  ぞ う お 

に 自分 は 長い間、 日本の 文壇 を 仇 敵視し、 それの 憎悪 

によって 一 貫して 来た。 あらゆる 詩人 的な 文学者 は I 

I 小説家 で も 思想家 で も —— 日 本に 於て は 不遇で あつ 

た。 のみならず 彼等の 多く は、 自殺 や 狂気に さえ 導か 


ふくしゅう 

れた。 —— 正義 は 復謦 されねば ならない。 

だが 既に 時期 は 来て いる。 何よりも 民衆が、 文学に 

於け る 詩 を 求めて いる。 彼等 は 文壇 を 見捨てて しまつ 

た。 そしてより 詩的 精神の ある 彼等の 文学 —— 即ち 大 

衆 文学 —— の 方に 走って 行った。 我々 の 進歩した 民衆 

は、 もはや 文壇に 於け る 芸術的な、 そして あま リに芸 

術 的で ある ことによって、 精神の 詩 を 持たない ような 

文学 書類 を、 一切 読もうと しないだろう。 一方 文壇の 

内部から は、 あの 小児病 的 情熱の 無産 派 文学が 興って 

ちょうせん 

きて、 過去の 死に かかった 文壇に 挑戦して いる。 あ 

ら ゆるす ベての 事情が、 今や 失われた 詩 を 回復し、 文 


学の 葬られた 霊魂 を 呼び 起そうと している の だ。 正義 

は 復活され るであろう。 

この 新世紀の 朝に 際して、 自分が この 書物 を 出版す 

るの は、 偶然 にも 意義の 深い ことと 言わ ねばならぬ。 

自分 はこの 書物に 於て、 詩に 関する 根本の 問題 を 解明 

した。 即ち 詩的 精神と は 何で あるか、 文学の どこに 詩 

が 所在す るか、 詩の 表現に 於け る 根本の 原理 は 何で あ 

るか、 詩と 他の 文学との 関係 はどうで あるか、 そ も そ 

も 詩と 言われる 概念の 本質 は 何で あるか、 等々 につい 

て、 思考の 究極す る 第 一 原理 を 論述した。 故に 標題の 


示す 如く、 正に 『詩の 原理』 である けれども、 普通に 

刊行され てる 詩 書の 如く、 単に 韻律 音譜の 註で あつ 

たり、 名 詩の 解説 的 批判で あったり、 初学者の 入門 的 

手引で あったり、 或は 独断 的 詩論の 主張であった りす 

る ものと は、 全然 内容が 異 つてい る。 この 書の 考えて 

いる 事 は、 詩の 部門 的 思考で なくして、 文学、 芸術、 

及び 人生の 全般に 於け る 詩の 地位が、 正しく どこに あ 

るか を 判別す ると ころに ある。 故に この 書物の 論ずる 

範囲 は、 単に 韻文 学と しての 詩に 限らず、 本質に 於て 

詩と いう 言語が 包括し 得る、 すべての 文芸 一 般に 及ん 

でい る。 (実に 或る 意味から みて、 本書 は 一種の 小説 


論で さえ ある。) 

思う に 「詩」 という 言語 ほど、 従来 広く 一般的に 使 

つかま 

用され て、 しかも その実 体の 不可解で あり、 意味の 摑 

えど ころな く 漠然とし たもの はないで あろう。 本書 は 

あいまい 

この 曖昧 を はっき リ させ、 詩の 詩た る 正体 を 判然 明白 

に 解説した。 (自分の 知っている 限りこう した 書物 は 

外国に も 無い よう だ。) そこで 自分の 読者 は、 すくなく 

ともこ の 書物から、 詩と い う 観念が 意味す ると- J ろ の 

真の 根本の 定義 を 知り 得る だろう。 そして これが 解れ 

ば、 文学の 最も 重大な 精神が 解った ので ある。 故に 自 

分の 望む ところ は、 単に 詩の 作家ば かりで なく、 いや 


しく も 詩的 精神の 何物た るか を 知ろうと している、 す 

ベての 文学者 及び 芸術家の 全部に 向って、 この 書物 を 

読んでも らいたい ので ある。 諸君が もし この 書物 を 一 

読 すれば、 すくなくとも 翌日から して、 詩の 批判 を 正 

当に する ことができる であろう。 

西暦 一 九 二八 年 十月 

まごめ 

大森馬 込 町に て 著者 


新版の 序 

インテリの 通有性 は、 自分の 心情が 為して る 仕事に 

対して、 自分の 頭脳が 懐疑 を 持 つ こと だと 言われ て い 

る。 詩 を 作る の は、 情緒と 直観の 衝動に よる 内臓 的 行 

為で あるが、 詩の 原理 を 考える の は、 理智の 反省に よ 

る 頭脳の 悟性 的 行為で ある。 ところで、 詩人と しての 

私の 生活が、 過去に その インテリの 通有性 を、 型通り 

に 経過して 来た。 即ち 私 は、 一 方で 人生 を 歌いながら、 

一 方で 人生の 何物た るか を 思想し 続け、 一 方で 詩 を 書 

きながら、 一方で 詩の 本質に ついて 懐疑し 続けて 来た。 


この 『詩の 原理』 は、 私が 初めて 詩と いう もの を 書い 

た 最初の 日から、 自分の 頭脳に 往来した 種々 の 疑問の 

総譜 表で ある。 

しかし この 書の 初版が 出てから、 既に 約 十 年の 時日 

が 経って る。 この 長い 歳月の 間に、 自分の 思想に 多少 

の 変化と 進歩が あり、 今日の 私から 見て、 この 著に 幾 

分の 不満な きを 得ない。 しかし それ は 部分的の 事で あ 

り、 大体に 於て 一 貫す る 主脈の 思想 は、 十 年後の 今の 

私 も 依然として 同じで あり、 堅く 自分 は その 創見と 真 

実 を 信じき つてる。 

私が この 書 を 書いた の は、 日本の 文壇に 自然 主 義が 


横行して、 すべての 詩 美と 詩的 精神 を 殺戮した 時代で 

あった。 その 頃に は、 詩壇 自身 や 詩人 自身で さえが、 

文壇 の 悪 レア リズ ムゃ 凡庸 主義に 感染して、 詩の 本質 

こうまい  かえ 

とすべ き 高邁 性 や 浪漫性 を 自己 虐殺し、 却 つ て 詩を卑 

俗的デ モク ラシィに 散文 化する こと を 主張して いた。 

したがつ てこの 『詩の 原理』 は、 かかる 文壇に 対する 

挑戦で あり、 併せて また 当時の 詩壇への 啓蒙だった。 

今や 再度、 詩の 新しい 黎明が 来て、 詩的 精神の 正し 

い 認識が 呼び戻された。 すべての 美なる もの、 高貴な 

る もの、 精神的なる もの、 情熱 的なる もの、 理念 的な 

る もの 及び 浪漫的なる 一 切の もの は、 本質的に 詩 精神 


の 泉 源す る 母 岩で ある。 そして 日本の 文壇 は、 今や そ 

の 母 岩の 発掘に 熱意して いる。 単に 文壇ば かりで はな 

い。 日本の 文化と 社会 相の 全部 を 通じて、 詩 精神が 強 

く 熱意され てる 事、 今日の 如き 時代 はかって 見ない。 

過去 約 十 年の 間に、 十数 版 を 重ねて 一 万 余人の 読者に 

読まれた この 小 著が、 長い間の 悪い 時代 を 忍びながら 

も、 かかる 今日の 時 潮 を 先駆して 呼ぶ ために、 多少の 

予言 的 責務 を尽 した か も 知れな いこと に、 著者と し て 

の 自慰 を 感じて 此 所に 序文 を 書く ので ある。 

西暦 一 九 三 八 年 五月 


著 
者 


—— 読者の ために —— 

この 書物 は 断片の 集 編で はなく、 始めから 体系 

を 持って 組織的に 論述した ものである。 故に 読者 

に 願う ところ は、 順次に 第一 頁から 最後まで、 章 

を 追って 読んでも らいたい ので ある。 中途から 拾 

い 読み をされ たので は、 完全に 著者 を 理解す る こ 

とがで きないだろう。 

各 章の 終に 附 した 細字の 註 は、 本文の 註釈と 

言うよ り は、 むしろ 本文に おいて 意を尽 さなかつ 

た 点 を、 さらに 増補して 書いた ので ある。 故に 細 


字の 分 も 注意して 読んで いただきたい。 『詩の 原 

理』 について、 自分が 始めて 考え出し たの は、 前 

の 書物 『新しき 欲情』 が 出版され た 以前であって、 

当時 既に 主題の 一 部 を 書き出し ていた。 したがつ 

てこの 書の 思想の 一 部分 は、 前の 書物 『新しき 欲 

情』 の 中に も 散在して いる。 

この 書 は 始め 八 百 枚 ほどに 書いた 稿 を、 三度 書 

き 換えて 後に 五 百 枚に 縮小した。 なるべく 論理 を 

だそく 

簡潔に し、 蛇足の 説明 を 除こうと したから である。 

特に 自由詩に 関する 議論 は、 それだけで 既に 三百 

枚の 原稿紙に なって る 稿本 『自由詩の 原理』 を、 


僅か この 書の  一 二 章に 縮小し、 大略の 要旨 だけ を 

概説した。 したがって 或る 種の 読者に は、 多少 難 

解と 思われる 懸念 も あるが、 十分 注意して 精読す 

れば、 決して 解からない と 一一 一一 n うと ころ はない と 思 

う。 
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詩と は 何ぞゃ 


詩と は 何だろう か？ これに 対する 答 解 は、 形式 か 

らと 内容から との、 両方 面から 提出され 得る。 そして 

実に 多くの 詩人が、 古来 この 両方 面から 答 解して いる。 

もし これ 等の 答 解に して 完全 だったら、 吾人 は その 


どっち を 聞いても 好い ので ある。 なぜなら 芸術に 於け 

る 形式と 内容の 関係 は、 鏡に 於け る 映像と 実体の 関係 

だから。 

しかしながら 吾人 は、 その どっちの 側からの 答 解か 

らも、 かって 一 つの 満足の もの を 聞いて いない。 特に 

内容から された もの は、 一 般に 甚だしく 独断 的で、 単 

に 個人的な 立場に 於け る、 個人的な 詩 を 主張して いる 

あるい 

にすぎない。 例えば、 或は 詩 は 霊魂の 窓で あると 言い、 

天啓の 声で あると 言い、 或は 自然の 黙契で あると 言い、 

記憶への 郷愁 だと 言い、 生命の 躍動 だと 言い、 鬱屈 か 

らの 解放 だと 言い、 一 々阃 人に よって 意見 を 異にし、 


ひっきょう 

一 も 普遍 妥当す ると ころがない。 畢竟 これ 等の もの 

は、 各々 の 詩人が 各々 の 詩論 を 主張して いるので あつ 

て、 一般につ いての 「詩の 原理」 を 言って るので ない。 

吾人が 本書で 説こうと する の は、 こうした 個人的の 詩 

論で なくして、 一般につ いて 何人に も 承諾され 得る、 

普遍 共通の 詩の 原理で ある。 

さて 内容から された 詩の 解説が、 かく 各人 各 説で あ 

るに 反して、 一 方形 式から された 詩の 答 解 は、 不思議 

に 多数 者の 意見が 一致し、 古来の 定見に 帰結して いる。 

ぼく、 詩と は 韻律に よって 書かれた 文学、 即ち 「韻文」 

であると。 思う にこの 解説 ほど、 詩の 定義と して 簡単 


であり、 かつ 普遍に 信任され ている ものはないだろう。 

しかし この 解説が、 果して 詩の 詩た るべき 本質 を、 形 

式 上から 完全に 定義して いるだろう か？ 第一の 疑問 

ま  リズム  パ— ス 

は、 先ず 韻律と は何ぞ や、 韻文と は何ぞ やと 言う こと 

である。 字書の 語 解 は、 この 点に 就いて 完全な 答案 を 

持つ であろう。 にもかかわらず、 古来 多くの 詩人 等 は、 

この 点で 態度 を晦 まし、 強いて 字義 の 言明 さ れ た 定義 

を 避けて る。 けだし、 彼等の 認識 中には、 詩と 散文と 

の 間に 割線が なく、 しばしば 韻文の 延べた 線が、 散文 

の 方に 紛れ込んで いるの を 知って るから だ。 彼等 は そ 

あいまい 

の 点で 困惑し、 語義 を 曖昧に してお くこと から、 ずる 


くご まかそうと している ので ある。 

されば * リズム や 韻文 やの 語 も、 詩人に よって それ 

ぞれ また 解釈と 意見 を 異にして いる。 誰もお そらく、 

この 言語の 意味す る 字書の 正解 を 知って るだろう。 し 

かも 多くの 詩人 等 は、 これに また 各自の 勝手な 附説を 

つけ、 結局して 自己の 詩と 結びつけて いるので ある。 

故に 詩の 形式に 於け る 答 解 も、 つまり は 内容に 於け る 

それと 同じく、 どこに も 共通 普遍の 一致がない、 各人 

各 説の 独断 説に すぎない ことが 推論され る。 しかし 

此処で は、 仮り に 各人の 意見が 一 致し、 文字通りの 正 

解され た 韻文 を 以て、 詩の 詩た る 典型の 形式で あると 


認めて おこう。 しかし それにしても、 尚 この 答 解 は 疑 

わしく、 定義と して 納得で きない もの を 考えさせる。 

もし 果してそう であり、 詩の 詩た る 所以が 韻文で あ 

ると するならば、 およそ 韻律の 形式に よって 書かれた 

すべての もの は、 必然に 皆 詩と 呼ばるべき 文学に 属す 

るだろう。 然るに 世に は、 正則なる 律 格 や 押韻 やの 形 

式 を もっていながら、 本質 上に 於て 詩と 称し 得ない よ 

うな 文学が ある。 即ち 例えば、 ソクラテスが 韻文 修辞 

の 練習と して、 獄中で 書いた と言われる イソ ップ 物語 

の 押韻 訳 や、 ァ リスト テレスが 書いた と言われる、 同 

じ 押韻の 哲学 論理 や、 或は 我が国 等に よく 見る 道徳 処 


世の 教訓 歌、 学生が 地理 歴史の 諳記に 便す る 和歌 等の 

ものである。 これ 等の 文字 は、 確に だれが みても 異存 

のない、 文字通りの 正則な 韻文で あるに かかわらず、 

本質 上から 詩と 呼ぶ ことができな いので ある。 反対に 

一方に は、 ツル ゲ ネフ ゃボ— ドレ エルの 書いた 詩文の 

如く、 散文の 形式で あるに かかわらず、 本質から 詩と 

いわゆる 

呼ばれて る 一 種の 文学、 即ち 所謂 「** 散文詩」 が あ 

る。 

されば 詩の 答 解 は、 散文 (PROSE) に対する 韻文 

(VEI^SE) と言う 如き、 単純な 断定に よって は 尽し得 

ない。 すくなく ともこの 答 解 は、 その 「散文」 「韻文」 


等の 語に 特殊な 解説 を附 さない 限り は、 形式からの 見 

方と しても、 合理的な 普遍性 を 持たない だろう。 もし 

実に 合理的の もので あったら、 形式が それ 自ら 内容の 

投影で ある 故に、 本質に 於て 詩と 考え 得ない ような 文 

字 を、 外見 上から 紛れ 入れる ような こと は 無い わけで 

ある。 故に 形式から も 内容から も、 従来 詩に 就いて 答 

解され たす ベての もの は、 一として 合理的な 普遍性 を 

有して いない。 詩と は何ぞ や？ という 問に 対して、 

過去に 人々 が 答えた すべての もの は、 部分的な 偏見に 

執した 誤謬で ある、 もしくは 特殊の 窓 を 通して 見た、 

個人の 独断 的 主張で あるかであって、 一般に 普遍的に、 


どんな 詩に もどの 詩人に も、 共通して 真理で ある 如き 

答 解 は、 かって 全く 無かった ので ある。 

そこで 本書 は、 この 普遍的な 解答 をす るた めに、 内 

容と 形式との、 二つの 方面から 考察 を 進めて 行こうと 

思って いる。 けだし 詩と は 「詩の 内容」 が 「詩の 形式」 

を 取った ものである からだ。 そこで 本書の 前半 を 内容 

論と し、 後半 を 形式論と し、 前の ものの 肖像が、 後の 

ものの 鏡面に 映り 出して くるよう に、 論述 を 組織した 

いと 思って いる。 

* 詩の リズム を 解して、 心の 起る 浪の 音波な 


ど 言う 人が ある。 これ 形式 を 内容に 移して 説い 

たもので、 この 思想から 自由詩の 所謂 

イン ナァ リズム 

「内部 韻律」 という 如き 観念が 生ずる ので ある。 

だが こうな つてく ると 「韻文」 の 語義が 益々 不 

可 解になる。 

** 詩と 韻文と が 同 字義なら ば、 散文詩と い 

う 語 は 何の 意味 か。 散文 (詩で ない もの) と 詩 

(韻文) とが、 一 つの 言語で 結びつく の は、 北と 

南、 善と悪との 反対 を、 同時に 考える ような 矛 

暂 である。 


内容 論 


第 一 章 主観と 客観 


詩と いう 言語が 指示して いる、 内容 上の 意味 は 何 だ 

ろうか？ 例えば 或る 自然の 風景 や、 或る 種の 音楽 や、 

或る 種の 小説 等の 文学が、 時に 詩的と 呼ばれ、 詩が あ 

ると 言われる 時、 この場合の 「詩」 と は 何 を 意味して 


いるの だろう か。 本書の 前半に 於て、 吾人 はこの 問題 

を 解決し ようと 思って いる。 しかし これ を釈く 前に は 

表現の 一般的の ものに わたって、 原則の 根拠す ると こ 

ろ を 見ねば ならぬ。 なぜならば この 意味の 「詩」 とい 

う 言語 は、 特殊の 形式に よる もので なく、 あらゆる 一 

切な ものに わたって、 内容の 本質と する 点 を 指す ので 

あるから、 以下 吾人 は、 Si らく 詩と いう 観念から 離別 

をして、 表現の 原則す る 公理に つき、 基本の 考察 を 進 

めて 行こう。 

さてす ベての 芸術 は、 二つの 原則に よって 分 属され 

てる。 即ち 主観的 態度の 芸術と、 客観的 態度の 芸術で 


ある。 実に あらゆる 一切の 表現 は、 この 二つの 所属の 

中、 何れ かの 者に 範疇して いる。 もちろん 吾人の 知 

ろうとす る 詩 も、 この 二つの 所属の 中、 どっち かの 者 

でなければ ならない。 故に この 点での 認識 を 判然 さす 

ベく、 究極まで 徹底的に やって 行こう。 そもそも 芸術 

上に 於け る 主 観 的 態度と は 何だろう か。 客観的 態 度 と 

は 何だろう か。 此処で 始めから 分明して いる 一 つの こ 

と は、 主観が 「自我」 を 意味して おり、 客観が 「非 我」 

を 意味して いる ことで ある。 

そこで 一般の 常識 は、 ごく 単純に 考えて 解釈して い 

る。 即ち 表現の 対象 を 自我に 取る かまた は 自我 以外の 


あるい 

外物に 取る かによ つて、 或は 主観的 描写と 呼ばれ、 或 

は 客観的 描写 と 言われ る。 しかし この 解釈が 浅薄 で あ 

り、 真の 説明に なって いない こと は 明白で ある。 もし 

いわゆる 

そうであるなら ば、 彼 自身 を モデルと する 画家の 所謂 

自画像 は、 常に 主観的 芸術の 典型と 見ねば ならない。 

しかも そんな 荒唐無稽が あるだろう か。 ひとしく 自画 

像で ある 中に も、 主観的 態度の 画風 も あるし、 純 客観 

風の 画風 も ある。 画家に とって みれば、 モデルが 自分 

であると 他人で あると は、 あえて 関する ところでない 

の だ。 文学に しても その 通りで、 作者 自身の 私生活 を 

描いた もの、 必ずしも 主観的 文学と 言えな い だろう。 


或る 浅薄な 解釈 者 は、 一 人称の 「私」 で 書いた 小説 類 

を、 すべて 主観的 文学と 言って いるが、 もしそう した 

小説に 於て、 「私」 という 言葉の 代りに 「彼」 を 置き、 

もしくは 青 野三吉 という 他人の 固有名詞 を 入れ換えた 

ら、 単に それだけの 文字の 相違で、 主観 小説が 直ちに 

客観 小説に 変って くるの か？ 

常識の ある もの は、 だれも そんな 馬鹿 を 考えない。 

或る 小説に 於て、 主人公が 「私」 であろうと 「彼」 で 

あろうと、 文学の 根本 様式に 変リ はしない。 或る 作家 

が、 もし 科学的 冷酷の 態度 を 以て、 純 批判的に 自己 を 

ふる 

観察し、 写実主義の メス を 振って 自己の 解剖 図 を 見せ 


なお 

るなら ば、 これ をし も 尚 主観的 描写と 言い、 主観主義 

の 芸術 と言うだろう か。 この場合の モデル は 自我で あ 

るに かかわらず、 実に は 却って 客観 描写と される ので 

ある。 これに 反して 或る 作品 は、 自己 以外の 第三者 や、 

自然 外界の 事件 を 対象と して 描いて るのに、 却ってし 

ばし ば 主観主義と 考えられ てる。 たとえば ュ —ゴ ー や 

ジュ ー マの 浪漫派 小説 は、 専ら 広い 人生 社会 を 書い 

ている のに、 定評 はこれ を 主観 派の ものに 見て いる。 

反対に 日本の 自然 派 小説の 大部分 は、 作者 自身 をモデ 

ル とした 純 私小説で あるに かかわらず、 当時の 文壇の 

批判に 於て、 客観 文学の 代表と 思惟され ていた。 さら 


さ いぎよ う 

に 尚 一 つの 例 を 言えば、 西 行 は 自然 詩人の 典型で あり、 

専ら 自然の 風物 外景 のみ を 歌って いたに かかわらず、 

今に 於ても 昔に 於ても、 彼の 歌風 は 主観主義の 高調と 

考えられ ている。 

されば 主観と 客観との 区別が、 必ずしも 対象の 自我 

と 非 我と に 有る のでな く、 もっと 深いと ころに 意味 を 

もってる、 或る 根本の ものに 存 する ことが 解る だろう。 

何よりも 第一に、 此処で 提出され ねばならない 問題 は、 

そもそも 「自我と は何ぞ や？」 という 疑問で ある。 主 

観が 自我 を 意味す る 限り、 この 問題の 究極 点 は、 結局 

して 此処に 達せねば ならないだろう。 自我と は问 だろ 


うか。 第一 に 解って いる こと は、 自我の 本質が 肉体で 

ない と言う ことで ある。 なぜならば 画家 は、 自分の 肉 

体 を 鏡に 映して、 一の 客観的 存在と して 描写して いる。 

また 自我の 本質 は、 生活 上に 記憶され てる 経験で もな 

いだろう。 なぜなら 多くの 小説家 等 は、 自己の 生活 経 

きわ 

験 を 題材と して、 極めて 客観的 態度の 描写 をして いる。 

では 自我と は 何だろう か？ すくなくとも 心理 上に 

於て 意識され る、 自我の 本質 は 何であろう か？ この 

困難な 大 問題に 対して は、 おそらく 何人も、 容易に 答 

える ことができないだろう。 然るに 幸いに も、 近代の 

大 心理学者 ウィリアム. ゼ ー ムスが、 これに 対して 判 


然 たる 解決 をし、 有名な 答 解 を あたえて いる。 曰く 一 

つの 同じ 寝室に、 太郎と 次郎が 一 所に 寝て いる。 朝、 

太郎が 目を覚ました 時、 いかにして 自分の 記憶 を、 次 

郎の それと 区別す るか。 けだし 自我の 意識 は 「温 感」 

であり、 或る 親しみの ある、 ぬ くらみの 感 であるのに 

非 我の 記憶 は 「冷 感」 であ リ、 どこか よそよそしく、 

肌に つかない 感じが する。 自我 意識 は 即ち 温熱の 感で 

あると。 (ゼ ー ムス 「意識の 流れ」) 

この ゼ— ムスの 解説から、 吾人 は 始めて、 意識に 於 

ける、 自我の 本体 を 自覚し 得る。 自我と は 実に 温熱の 

感 であり、 非 我と は それの 伴わない、 冷たく よそよ そ 


しい 感 である。 故にす ベて 温熱の 感の 伴う もの は、 吾 

人の 言語に 於て 「主観的」 と 呼ばれる ので ある。 然る 

に 温熱の 感の 所在 は、 それ 自ら 感情 (意志 を 含めて) 

である 故に、 すべて 主観的 態度と 言われる もの は、 必 

然に 感情的 態度 を 意味して いる。 反対に 情味のと ぼし 

く、 知的 要素に 於て 克っ たもの は、 その 冷感の 故に 客 

観 的 態度と 言われる。 例えば 可憐な 小 動物が 苛められ 

あいれん 

ている の を 見て、 哀憐の 情 を 催し、 感傷的な 態度で 見 

ている 人 は、 その 態度に 於て 主観的 だと 言われる。 こ 

れ に反して 無関心の 態度 を 取り、 冷静な 知的の 眼で そ 

れを 見て いる 人 は、 客観的な 観察 をして いると 考えら 


れる。 

そこで 思いつかれ るの は、 こうして 言語の 解釈され 

てる、 一般の ありふれた 様式で ある。 一般に 人々 はこ 

う 考えて いる。 主観と は 自我に 執す る 態度で あり、 客 

観と は 自我 を 離れる 態度で あると。 吾人 はだれ もこの 

思想 を、 普通に 当然の ことに 思って いる。 だが 考えて 

みれば、 世の中に これほど 奇妙な 思想 はなかろう。 な 

ぜ といつ て 人間が 分身 術の 魔法で も 知らない 限り は、 

自分で 自分から 離れるな どい う 奇態な 業が、 実際にで 

きる I 舌がない からだ。 しかも こうした 思想が、 さも 当 

然 のように 行われる の は、 この場合に 於け る 「自我」 


が、 常に 「感情」 を 指して るから だ。 即ち 「自我 を 離 

れる」 という 意味 は、 感情的な 態度 を排 して、 理智的 

な 冷静の 態度 を 取る と言う 意味で ある。 反対に 「自我 

に 執す る」 と は、 感情的な 態度 を 取る こと を 意味して 

いる。 

かく 「自我」 と 「感情」 と は、 心理 上に おいて 同字 

義に 解釈され る。 ゆえに 主観的なる もの は、 必然に 皆 

感情的で ある。 たとえば 前の 例に おいて、 西 行の 歌 や 

ュ ー ゴ ー の 小説 やが、 外界の 自然 や、 社会 を 題材と し 

たもので あるに かかわらず、 それの 批判が、 いつも 主 

観 的と 評する の は、 表現の 態度が 感情的で、 作家の 情 


緖ゃ 道徳 感 やで、 世界 を 情味ぶ かく 見て いるから であ 

る。 これに 反して、 自然 派 等の 小説が、 作家の 私生活 

を 書いて いながら、 一般に 客観的と 評されて いるの は、 

その 描写の 態度が 冷静で あり、 知的な 没 情感の 観照 を 

している からで ある。 そこで 芸術 上の 主観主義と は、 

感情 や 意志 を 強調す る 態度 を 言い、 客観主義と は 情意 

を排 し、 冷静な 知的の 態度に よって、 世界 を、 無関心 

に 観照す る 態度 を 言う。 

されば 常に 言われる 如く、 客観 はき まって 「冷静な 

る 客観」 であり、 主観 は 常に 「熱烈なる 主観」 である。 

この 逆 即ち 「冷静なる 主観」 や 「熱烈なる 客観」 など 


は、 宇宙の どんな 言語に も 存在し ない。 熱と 主観 は 一 

語で あり、 冷と 客観 は 一 義 である。 それ故に また、 あ 

ら ゆる 主観 芸術の 特色 は温感 であり、 あらゆる 客観 芸 

術の 特色 は冷感 である。 多くの 芸術品の 上に 於て、 い 

かに この 二 つの 著る しい 対照が 現われて るか を、 さら 

に 次章に 於て 論説しょう。 


第二 章 音楽と 美術 

はんち ゆ- r 

—— 芸術の ニ大 範疇 


人間の 宇宙観 念 を 作る もの は、 実に 「時間」 と 「空 

間」 との 二形 式で ある。 故に 吾人の あらゆる 思惟、 及 

び あらゆる 表現の 形式 も 所詮 この 二つの 範疇に すぎな 

いだろう。 そこで 思惟の 様式に ついて みれば、 すべて 

の 主観的 人生観 は 時間の 実在に かかって ぉリ、 すべて 

いわゆる 

の 客観的 人生観 は 空間の 実在に かかって いる。 所謂 唯 

心 論と 唯物論、 観念論と 経験論、 目的論と 機械論 等の 

如き、 人間 思考の ニ大 対立が よると ころ は、 結局して 

皆 此処に 基準して いる。 

ところで この 対立 を 表現に ついて 考えれば、 音楽 は 


即ち 時間に 属し、 美術 は 即ち 空間に 属して いる。 実に 

音楽と 美術と は、 一切 芸術の 母音であって、 あらゆる 

表現の 範疇す る 両極で ある。 即ち 主観主義に 属する 一 

切の 芸術 文学 は、 音楽の 表現に 於て 典型され、 客観 主 

義に 属する すべての もの は、 美術の 表現に 於て 典型 さ 

れる。 故に 音楽と 美術との 比較 鑑賞 は、 それ 自ら 文芸 

一 般に 通じての 認識で ある。 

音楽と 美術！ 何とい う 著る しい 対照だろう、 およ 

そ 一切の 表現 中で、 これほど 対照の 著る しく、 芸術の 

ま 

南極と 北極と を、 典型的に 規範す る もの はない。 先ず 

き  シムホ ニイ 

音楽 を 聴き 給え。 あのべ ー ト ー ベ ン の 交響楽 や、 シ ョ 


パ ンの 郷愁 楽 や、 シュ— ベ ルトの 可憐な 歌謡 や、 サン • 

サ ー ンスの 雄大な 軍隊行進曲 やが、 いかに 情熱の 強い 

魅力で、 諸君の 感情 を 煽ぎた てる か。 音楽 は 人の 心に 

酒精 を 投じ 烈風の 中に 点火す るよう な ものである。 

仏蘭西 革命 当時の 狂 児で なくと も、 あの マルセ ー ュの 

歌 を 聴いて 狂 熱し、 街路に 突進し ない ものが どこに あ 

ろうか。 音楽の 魅力 は 酩酊で あり、 陶酔で あり、 感傷 

である。 それ は 人の 心 を 感激の 高所に 導き、 熱風の よ 

あるい  お ぼ 

うに 狂乱させる。 或 は 涙 もろくな り、 情緒に 溺れ、 哀 

切 耐えが たくな つて、 嗚咽す る。 ニイ チェの 比喩 を 借 

りれば、 音楽 こそげ にデォ ニソス である。 あの 希臘的 


狂暴の、 破壊 好きの、 熱風 的の、 酩酊の、 陶酔の、 酒 

好きの 神の デォ ニソス である。 

これに 対して 美術 は、 何とい う 静観 的な、 落着いた、 

智慧 深い 瞳 をして いる 芸術 だ ろ う。 諸君 は 音楽会 の 演 

奏を 聴いた 後で、 直ちに 美術 展覧会に 行き、 あの 静か 

な 柔らかい 落着いた 光線 や 気分の 中 を、 あちこちと 鑑 

賞しつつ 歩いた 時、 いかに 音楽と 美術と が、 芸術の 根 

本 的 立場に 於て、 正反対にまで 両極して いる こと を 

知った であろう。 会場の 空気 そのもの すらが、 音楽の 

演奏で は 熱して おり、 聴 客が 狂気 的に 感激して いる。 

そして 美術の 展覧会で は、 静寂と して 物音 もな く、 人々 


ざと  め 

は 意味 深げ に、 鑑賞の 智慧 聡ぃ瞳 を 光らして いる。 か 

しこに は 「熱狂」 が あり、 此処に は 「静観」 が あり、 

一 方に は 「情熱」 が 燃え、 一 方に は 「智慧」 が 澄んで 

る。 

実に 美術の 本質 は、 対象の 本質に 突入し、 物 如の 実 

相 を 把握しょう とすると ころの、 直覚 的 認識 主義の 極 

致で ある。 それ は 智慧の 瞳 を 鋭 どくし、 客観の 観照に 

澄み渡って 行く。 故に 絵画の 鑑賞に は、 常に 静かな 秋 

空が あり、 澄みき つた 直感が ぁリ、 物に 動ぜぬ 静観 心 

と 數智の 行き渡った 眼光が ある。 それ は 見る 人の 心に、 

或る 冷徹した、 つめたい 水の 美 を 感じさせる。 即ち こ 


の 関係で、 音楽 は 正に 「火の 美」 であり、 美術 は 正に 

「水の 美」 である。 一方 は 燃える ことによって 美しく、 

一方 は 澄む ことによって 美しい。 そして 絵画 のみでな 

く、 またもち ろん、 すべての 造形美術 がそう である。 

たとえば、 建築の 美し さは、 あの 幾何学 的な、 数理 式 

的な、 均斉 や 調和の 取れた、 そして 大地の 上に 静寂と 

してる、 あの つめたく 澄んだ 触覚に ある。 それ は理智 

的の 静観 美で、 熱風 的の 感情 美で ない。 即ち ニイ チェ 

の 比喩で 言えば、 美術 はま さ に 智慧 の 女神 アポ 口 に 

よって 表徴され てる、 端麗 静観の 芸術で ある。 

音楽と 美術に よって 代表され てる、 この 著る しい 両 


極 的の 対照 は、 他の 一 切の 芸術に 普遍して、 主観的の 

ものと 客観的の ものと を 対照 づけて る。 即ち 主観的な 

る 一 切の 芸術 は、 それ 自ら 音楽の 特色に 類 属し、 客観 

的なる すべての もの は、 本質 上に 於て 美術の 同 範に属 

している。 そこで これ を 文学に ついて 考えれば、 詩 は 

音楽と 同じように 情熱 的で、 熱風 的な 主観 を 高調す る 

に 反し、 小説 は 概して 客観的で、 美術と 同じように 知 

的で あり、 人生の 実相 を 冷静に 描写して いる。 即ち 詩 

は 「文学と しての 音楽」 であ リ、 小説 は 「文学と して 

の 美術」 である。 

しかしながら 言語の 意味 は、 常に 関係 上の 比較に か 


かってい るから、 関係に してち がって くれば、 言語の 

指定す る ものもち がって くる。 例えば 函館は 日本の 北 

で、 台北 は 日本の 南で ある。 けれども 北海道の 地図 か 

ら 言えば、 函館は その 南で あり、 台湾の 地図から 見れ 

ば、 台北 は その 北方で ある。 故に 詩 や 小説が 世界して 

いる、 各々 の 内側に 入って 見れば、 そこ はまた 主観 主 

義と 客観主義 とが、 それぞれの 部門に 対立し、 音楽 型 

と美 術 型と が 分野して いる。 先ず 小説に ついて 見れば、 

浪漫派 や 人道 派 等の 名で 呼ばれる もの は、 概して 皆 主 

観 主義 の 文学で あり、 自然 派 や 写実 派 の 名目に 属する 

もの は、 多く 皆 客観主義の 文学で ある。 したがって 前 


者の 特色 は、 愛 や 憐憫 やの 情緒に 溺れ、 或は 道義 観 や 

正義 観 やの、 意志の 主張す ると ころ を 強く 掲げ、 すべ 

てに 於て 音楽の ように 燃焼 的で ある。 これに 反して 客 

観 派の 小説 は、 知的に 冷静な 態度 を 以て、 社会の 現実 

して いる 真相 を 描こうと する。 

次に 詩に 於ても、 やはり この 同じ 二 派の 対照が ある。 

例えば 西洋の 詩で、 抒情詩と 叙事詩の 関係が そうで あ 

る。 一般に 言われて いる 如く、 抒情詩 は 主観的の 詩に 

属し、 叙事詩 は 客観的の 詩に 属する。 しかし 叙事詩が 

客観的 だと 言う 意味 は、 必ずしも それが 歴史 や 伝説 を 

書く からでな く、 他に もっと 本質的な 深い 意味が ある 


からで ある。 だが、 この 問題 は 本書の ずっと 後に 廻し 

ておいて、 当面の 議事 を 進めて 行こう。 日本の 詩に つ 

いて 見れば、 和歌と 俳句の 関係が、 主観主義と 客観 主 

義を 対照して いる。 詩の 内容の 点から みても、 音律の 

点から みても、 和歌の 特色が 音楽 的で あるに 反して、 

俳句 は 著る しく 静観 的で、 美術の 客観主義と 共通して 

いる。 また 箇々 の 詩 派に ついて 言えば、 欧洲の 浪漫派 

や 象徴派に 属する 詩 風 は、 概して 情緒 的の 音楽 感を高 

調し、 古典派 や 高踏派に 属する もの は、 美術的の 静観 

と 形式美と を 重視す る。 

かく 主観主義と 客観主義と は、 凡ての 芸術の 部門に 


於て、 それぞれの 著る しい 対立 を 示して いる。 実に 美 

術 や 音楽 やの、 典型的な 芸術に 於て さえ も、 また それ 

自身の 部門に 於て、 この 左右 両党が 対立して いるので 

ある。 先ず 美術に ついて 考えれば、 一方に ゴ— ガン や、 

ゴ ー ホゃ、 ムンヒ や、 それから 詩人 画家の ブレ ー クな 

どが いて、 典型的な 主観 派 を 代表して いる。 即ち この 

種の 画家た ち は、 対象に ついて 物の 実相 を 描く のでな 

く、 むしろ 主観の 幻想 や 気分 や を、 情熱 的な 態度で 画 

布に 塗りつ け、 詩人の ように 詠歎したり、 絶叫したり 

している ので ある。 故に 彼等の 態度 は、 絵に よって 絵 

を 描く というよりも、 むしろ 絵に よって 音楽 を 奏して 


いるの だ。 然るに この 一方に は、 ミケ ラン ゼロ や、 チ 

おうきよ  ほく さ い 

チア ンゃ、 応挙 や、 北 斎 や、 ロダン や、 セ ザンヌ やの 

如く、 純粋に 観照 的な 態度に よって、 確実に 事物の 真 

相を摑 もうと すると ころの、 美術家の 中の 美術 主義者 

が 居る。 

音楽が また 同様で あり、 主観主義の 標題 楽と、 客観 

主義の 形式 楽と が 対立して いる。 標題音楽と は、 近代 

に 於け る 一 般 的の 者の ように、 楽曲の 標題す る 「夢」 

や 「恋」 や を、 それの 情緒 気分に 於て 表情し ようとす 

る 音楽で あり、 その 態度 は 純粋に 主観的で ある。 然る 

に 形式 音楽の 態度 は、 楽曲の 構成 や 組織 を 重んじ、 主 


として 対位法に よる フ ー ゲゃ カノンの 楽 式から、 造形 

美術の 如き 荘重の 美 を 構想しょう とする のであって、 

きわ 

極めて 理智 的なる 静観の 態度で ある。 即ち 形式 音楽 は 

「音楽と しての 美術」 と言うべ く、 これに 対する 内容 主 

義の 標題 楽 は、 正に 「音楽の 中での 音楽」 というべき 

だろう。 


第三 章 浪漫主義と 現実主義 


きた 

上 来 述べ 来った ように、 あらゆる 一切の 芸術 は、 主 

観 派と 客観 派との 二 派に わかれ、 表現の 決定的な 区分 

をして いる。 実に この 二つの 者 は、 芸術の 曠野 を 分界 

する 二の 範疇 で、 両者 は 互に 対陣し、 各々 の 旗 号 を 立 

て、 各々 の 武器 を もって 向き合つ てる。 

人間の 好戦的 好奇心 は、 しばしば この 両軍 を 衝突 さ 

せ、 勝敗の 優劣 を 見ようと 欲する。 しかしながら 両軍 

の 衝突 は、 始めより 無意味であって、 優劣の あるべき 

理由がない。 なぜならば 主観 派の 大将 は 音楽で あり、 

客観 派の 本塁 は 美術で あるのに、 音楽と 美術の 優劣に 

至って は、 何人も 批判す る ことができない からだ。 も 


し 或は、 強いて これ を 批判す る ものが ありと すれば、 

こうお  きら 

それ は 単なる 趣味の 好悪、 個人と しての 好き嫌い にす 

ぎないだろう。 (あらゆる 芸術 上の 主義 論争 は、 結局 

して 個人的な 趣味の 好悪に すぎな い ので ある。 ) 

然るに それ にもかかわらず、 古来 この 両 派の 対陣 は、 

文学 上に 於て 盛んに 衝突し、 異端 顕正の 銃火 を まじえ、 

長く 一勝 一 敗の 争論 を 繰返して きた。 この 不思議なる 

争闘 は、 けれども 必ずしも 無意味でなかった。 なぜな 

らば それによ つて、 表現に 於け る 二 大分 野の 特色 を 明 

ら かにし、 相互の 旗色 を 判然とす る ことができ たから 

だ。 よって 激戦の 陣地に ついて、 左右 両軍の 主張 を 聞 


き、 突撃に 於け る 文学 上の 合図 を 調べて みょう。 

文学 上に 於け る 主観 派と 客観 派との 対立 は、 常に 浪 

漫 派と 自然 派、 もしくは 人道 派と 写実 派 等の 名で 呼ば 

れ ている。 先ず 客観 派に 属する 文学、 即ち 自然主義 や 

写実主義の 言う ところ を 聞いて みょう。 

お ぼ  なか 

. 感情に 溺れる 勿れ。 

• 主観 を排 せよ。 

. 現実に 根ざせ。 

• あるがままの 自然 を 描け！ 

これに 対して 主観 派に 属する 文学、 即ち 浪漫主義 や 

人道主義の 言う ところ はこうで ある。 


• 情熱 を 以て 書け！ 

• 主観 を 高調せ よ。 

. 現実 を 超越す ベ し。 

なんじ 

• 汝 の 理念 を 高く 掲げよ！ 

両 派の 主張 を 比較して みよ。 いかに 両方が 正反対で、 

著る しい コントラスト をして いるかが 解る だろう。 前 

者の 正と すると ころ は 後者の 邪で あり、 後者の 掲げる 

標語 は 一方の 否定す ると ころで ある。 そもそも 何故に 

二つの 主張 は、 かく も 反対な 正面衝突 をす るの だろう 

か。 けだし この 異議の 別れる 所以 は、 両者の 人生に 対 

する 哲学 —— 人生観 そのもの —— が、 根本に 於て ち 


がって いるから である。 文学 上に 於け るすべ ての 異論 

は、 実に この 人生観の 別から 来て いる。 これ を 両方の 

者に ついて 調べて みょう。 

客観 派の 文学、 即ち 自然主義 や 写実主義に ついて 見 

れば、 人生 は 一 つの 実在で ぁリ、 正に それが 有る 如く、 

現実に 於て 見る 如くで ある。 そして 生活の 目的 は、 こ 

の 現実的なる 世界に 於て、 自然人 生の 実相 を 見、 真実 

を 観照し、 存在の 本質 を 把握す る ことに 外なら ない。 

故に 芸術家と しての 彼等の 態度 は、 この 実に 「あるが 

ままの 世界」 に対して、 あるがままの 観照 をす る こと 

にある。 この 生活 態度 は 知的で あり、 認識 至上 主義で 


あり、 一切 「真実への 観照」 にか かってる。 即ち それ 

は 「観照の ための 芸術」 である。 

然るに 一 方に 於て は、 浪漫主義 等の 主観 派 文学が、 

これと ちがった 人生観 を 抱いて いる。 この 派の 人々 に 

取って みれば、 人生 は 現に 「ある もの」 でな く、 正に 

「あるべき もの」 でなければ ならない。 この 現実す る 

ところの 世界 は、 彼等に とって 不満で あり、 欠点で あ 

リ、 悪と 虚偽と に充 たされて いる。 実に 有るべき とこ 

ざま 

ろの 人生 は、 決して こんな 態であって はならない。 真 

に 実在 さるべき もの は、 かかる 醜悪 不快の 現実で なく、 

すべから くそれ を 超越した ところの、 他の 「観念の 世 


界」 になければ ならぬ。 故に この 派の 人々 にと つてみ 

れば、 芸術 は それの 理念に 向って、 呼び 求める ところ 

キ」 と ■ つ 

の祈禱 であり、 或は この 不満なる 現実 苦から 脱れ るた 

めの、 悲痛な 情熱の 絶叫で ある。 それ は 何等 「認識の 

ため」 の 表現で なく、 情意の 燃焼す る 「意欲の ため」 

の 芸術で ある。 

こんてい 

かく 二つの 芸術 は、 初めから 人生観の 根柢 を 異にし 

ている。 一方の 者に とって は、 凡て 現実す る 世界 (あ 

ると ころの もの) が 真で あり、 美と 完全と 調和との 一 

切が、 それの 観照に 於て 実在され る。 即ち 彼等の 主張 

レア— ル 

によれば、 実在 は 「現実 以外」 にある のでな く、 「現実 


の 中に」 存在す る。 (したがって 「現実 を 凝視せ よ」 と 

いう 標語が 言われる。) ところが 一 方の 人生観で は 

実在が 「現実の 中に」 あるので なく、 彼 自身の 理想の 

中に、 観念の 中に 存す るので ある。 言い換えれば、 こ 

の 現実 世界 は 不満足の もの —— 肯定で きない もの —— - 

であって、 真に 考えら るべき 世界 は、 主観の 構成す る 

「観念の 中に」 実在す る。 (したがって 「現実 を 超越せ 

よ」 という 標語が 言われる。) 

この 二つ の異 つた 思想に 於て、 読者 は 直 に 希臘哲 

学の 二つの 範疇、 即ち プ ラトンと アリス ト テレス を 

れんそう 

聯想す るであろう。 実に プ ラトンの 哲学 は、 それ 自ら 


芸術 上の 主観主義 を 代表し、 ァ リスト テレス は 客観 主 

義を 代表して いる。 即ち プ ラトンの 思想に よれば、 実 

けいじじょう  イデ ャ 

在 は 現実の 世界に なくして、 形而上の 観念 界に存 する 

ので ある。 故に 哲学の 思慕 は、 この イデ ャに 向って あ 

こがれ、 羽ばたき、 情熱 を 駆り立て、 郷愁の 横笛 を 吹 

き 鳴らす にある。 これに 反して ァ リスト テレス は、 実 

在 を 現実の 世界に 認識した。 彼はプ ラトンの 説 を駁し 

て 真理 を 「天上」 から 「下界」 におろ し、 「観念」 から 

「実体」 に 現実 させた。 彼 は 実に レア リズムの 創始者で、 

プ ラトンの 詩的 ロマンチシズムと 相対の 極 を 代表して 

いる。 そして この 二者の 思想 は、 古来から 今日に 至る 


なお 

まで、 尚 一貫した 哲学 上の 両分 派で、 おそらく はずつ 

と 未来にまで、 哲学の 歴史 を 貫通す る 論争の 対陣 だと 

言われて いる。 そして この 二者の 議論が 尽きない 限り、 

芸術 上に おける 二 派の 論争 も 止まない ので ある。 

ともあれ 吾人 は、 此処に 至って 「主観主義」 と 「客 

観 主義」 との、 芸術 上に おける 二 派の イズム を 分明し 

得た。 要するに 二 派の 相違 は、 その 認定す る 宇宙の 所 

在が、 自我の 観念に 於て であるか、 もしくは 現象界の 

実体に 存す るかと いう、 内外 両面の 区別に すぎない。 

(これ を 音楽と 絵画に ついて 考えて みよ。) 然るに 観念 

界に存 する もの は、 常に 自我 (主観) と 考えられ、 現 


象 界に存 する もの は、 常に 非 我 (客観) と 思^される 

から、 此処に 主観 派と 客観 派の 名目が 生ずる ので ある。 

前に 他の 別の 章に 於て、 自分 は 心理学 上の 見解から、 

いわゆる 

所謂 「主観」 の 何物た るか を 述べて おいた が、 此処に 

至って 実在論 的の 見地から も、 主観の 本性 を 知る こと 

イデ ャ 

がで きる の だ。 即ち 主観と は 「観念」 であって、 自我 

の 情意が 欲求す る 最高の もの、 それの みが 真実で あり 

実体で あると ころの、 真の 規範され たる 自我で ある。 

故に 「主観 を 高調す る」 と は、 自己の 理想 や 主義 や を 

イデ ャ 

掲げて、 観念 を 強く 主張す る ことで あり、 逆に 「主観 

を 捨てよ」 と は、 そうした 理想 や 先入見 やの、 すべて 


の イデ ォ 口 ギィと ドグマ を 捨て、 非 我 無関心の 態度 を 

以て、 この 「あるがままの 世界」 「あるがままの 現実」 

み 

を視 よと いう ことで ある。 

ところで この 「主観 を 捨てよ」 は、 自然 派 その他の 

客観主義の 文学が、 常に 第一 の モット ォ として 掲げる 

ところで ある けれども、 一方 主観主義の 文学に 取って 

みれば、 主観が それ 自ら 実在であって、 生活の 目標た 

る 観念で ある 故に、 主観 を 捨てる こと は 自殺で あり、 

全 宇宙の 破滅で ある。 彼等の 側から 言って みれば、 こ 

の 「あるがままの 現実 世界」 は、 邪悪と 欠陥と に充ち 

た 煉獄で あり、 存在と しての 誤謬であって、 認識 上に 


肯定され ない 虚妄で ある。 何と なれば、 彼等に とって、 

レア— ル 

実に 「有り」 と言われる もの は イデ ャ のみ。 他 は 虚妄 

の 虚妄、 影の 影に すぎない からだ。 

然るに、 客観主義の 方で は、 この 影の 影た る 虚妄の 

世界が 真に 「有る」 ところの もの —— この 非 実在と さ 

れる 虚妄の 世界が、 レア ー ルの 名で 「現実」 と 呼ばれ 

てる。 即ち この 方の 見地から は、 現実す る 世界 だけが 
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真実で あり、 実に 「有り」 と言われる ものであって、 

主観の イデ ャに存 する 世界 は、 実な き 観念の 構想 物 I 

I 空想の 幻影 • 虚妄の 虚妄 —— と考えられる。 故に 両 

方の 思想 は 反対で あり、 同じ レア— ル という 言語が、 


逆に 食いち が つ て 使用され てる。 

この 両方の 思想の 相違 を、 最もよ く 説明す る 

もの は、 プ ラトンと ァ リスト テレスの 美術 論で 

ある。 プ ラトンに よれば、 自然 は イデ ャの 模写 

であるのに、 美術 は その 模写 を 模写す る 故に、 

虚妄の 表現で あり、 賤 しく 劣等な 技術で あると 

いうので ある。 (彼が 音楽 を 以て 最高の 芸術と 

し、 美術 を 以て 劣等の 芸術と 考えた の は、 いか 

にも プラト ン らしく 自然で ある。) これに 反し 

てァ リスト テレス は、 同じく 美術 を 自然の 模写 


であると 認めながら、 それ故に 真実で あり、 

智慧 の 深い 芸術で あると 考えた。 

要するに 客観主義 は、 この 現実す る 世界に 於て、 す 

ベての 「現存す る もの」 を 認め、 そこに 生活の 意義と 

満足と を 見出そう とすると ころの、 レア リス チックな 

現実的 人生観に 立脚して いる。 客観主義の 哲学 は、 そ 

れ 自ら 現実主義に 外なら ない。 これに 反して 主観主義 

は、 現実す る 世界に 不満し、 すべての 「現存し ない も 

の」 を 欲情す る。 彼等 は 現実の 彼岸に 於て、 絶えず 生 

活の 掲げる 夢 を 求め、 夢 を 追 い かける - J とに 熱情し て 


口 マ ンチ シズム 

いる。 故に 主観主義の 人生観 は、 それ 自ら 浪漫主義に 

外なら な レ 

かく 芸術 上に 於け る 主観主義と 客観主義の 対立 は、 

人生観と しての 立場に おける、 浪漫主義と 現実主義の 

対立に 帰結す る。 彼が もし ロマンチストで あったなら 

ば、 必然に 表現 上の 主観主義者になる であろうし、 彼 

が もし レア リストであった ならば、 必然に 表現 上の 客 

観 主義者 になる であろう。 しかし 言語 は 概念 上 の 指定 

であつ て、 具体的な 事物に ついて 言う のでない から、 

単に 概 称して 口 マン チ ストと 言い、 レア リストと 言う 

中には、 特色 を 異にする 多くの 別種が 混同して いる。 


例えば 普通に レア リストと 称されて る 作家の 中に、 

却って 本質 上の ロマンチスト がいた りする。 また ロマ 

ンチ ストの 中に も、 理念 を 異にし 気質 を 別にす ると こ 

ろの 人々 が 居る。 以上 次第に 章 を 追って、 これ 等の 区 

別 を 判然とす るであろう。 

第 四 章 抽象 観念と 具象 観念 


前章に 述べた 如く、 主観主義の 芸術 は 「観照」 でな 

く、 現実の 充 たされない 世界に 於て 自我の 欲情す る 

観念 (理念) を 掲げ、 それへの 止みが たい 思慕から し 

なげ  力な 

て、 訴え、 歎き、 哀しみ、 怒り、 叫ぶ ところの 芸術で 

ある。 故に 世界 は 彼等に とって、 現に あると ころの も 

のでな くして あるべ きと ころの もので なければ ならな 

いの だ。 

では その 「あるべき ところの 世界」 は 何だろう か。 

イデ ャ 

これすな わち 主観の 掲げる 観念であって、 各々 の 人の 

気質に より、 阃性 により、 境遇に より、 思想に より、 


それぞれ 内容 を 別にして いる。 そして 各々 の 主観的 文 

学者 は、 各々 の 特殊な 観念から、 各自の 「夢」 と 「ュ— 

ト ピア」 と を 構想し、 それぞれの 善き 世界 を 造ろうと 

考えて いる。 しかしながら この イデ ャの 中には、 概念 

きわ  イデ ャ 

の 定義 的に 明白して いる、 極めて 抽象的な 観念 も ある 

ほ とん 

し、 反対に 概念の 殆ど 言明され ないような、 或る 

縹 渺 たる 象徴的、 具象的な 観念 も ある。 

先ず 第一 に、 概念の 最も 判然として いるもの を あげ 

れば、 すべての ぎ 謂 「主義」 がそう である。 主義と 称 

する もの は —— どんな 主義で あっても —— 観念が 抽象 

の 思想に よ つ て、 主張 を 定義 的に 概念 づけた もので あ 


るから、 あらゆる イデ ャの 中で は、 これが 最も はっき 

リ している。 しかしながら 芸術の 本質 は、 元来 具象的 

な ものであって、 抽象的、 概念的の もので はない。 故 

に 後に 述べ る 如く、 概ねの 芸術の 掲げる イデ ャは、 「主 

義」 と 称する 類の もので なくして、 より 概念 上に は漠 

然として いると ころの、 したがってより 具象 上に は 実 

質的で あると ころの、 他の やや 異 つた 類の 観念で ある。 

な お 

しかし それ は 後に 廻して、 尚 「主義」 についての 解説 

を 進めて 行こう。 

さて 人の 知る 通り、 主義に は 色々 な 主義が ある。 た 

とえば 個人主義、 社会主義、 無政府主義、 国粋主義、 


享楽主義、 本能 主義、 自然主義、 ダダ イズム、 二 ヒリ 

ズム など、 いくらでも 数え きれない ほど 無数に あるが、 

すべて 「主義」 と 名称の つく 一切の もの は、 各々 の 人 

が 掲げる イデ ャ であって、 その 主観に 取っての 「ある 

べき 世界」 を 思想して いる。 各々 の 主義者 等 は、 これ 

によって 世界 を 指導し、 改造し ようと 意思して いる。 

故に 一 切の 主義 は —— どんな 主義で あっても —— 本来 

「理想的な もの」 でなければ ならない。 然るに 世に は 

「理想的な もの」 に 反対す ると ころの、 反 理想主義の 主 

義が ある。 即ち 例えば、 「現実主義」 とか 「無 理想主義」 

とか 「虚無主義」 とか 言う 類の 主義で ある。 


これ はどうした 矛盾であろう か？ いやしくも 人が 

主観 を 掲げ、 或る 理想への 観念 を 持たない 中 は、 主義 

と言う 如き もの はあり はしない。 然るに 彼 自身が 主義 

であって、 しかも 理想 を 拒絶す る 主義と はどうい うわ 

け か？ だが この 不思議 は 不思議で ない。 何と なれば 

「理想 を 否定す る 主義」 は、 それ を 否定す る ことに 於て 

彼 自身の 理想 (観念 界) を 見出す からだ。 例えば 仏陀 

の 幽玄な 哲学 は、 一 切の 価値 を 否定す る ことに 於て、 

逆に 価値の 最高の もの (涅槃) を 主張して いる。 そし 

て 所謂 ニヒリズム は、 存在の あらゆる 権威 を 否定し な 

がら、 逆に その 虚無に 権威 を 感じ、 そこに 彼 自身の ィ 


デャを 見て いる。 ダダ イズムの 如き も 「 一 切の 主義 を 

奉じない」 と 言いながら、 その 「主義 を 奉じない 主義」 

を 奉じて る。 故に 絶対の 意味で 言えば、 世に イデア リ 

ズム でない ところの、 どんな 主義 も 有り得ない。 一 切 

主義で あるす ベての もの は、 それ 自ら 理想的で あり、 

観念的で あるの だ。 

しかし 前に 述べた 通り、 芸術 は 抽象的な もので なく 

して 具象的な ものであるから、 純粋の 意味の 芸術品 は、 

かかる 「主義」 と 称する 如き 概念 上の イデ ャを 持た な 

い。 芸術家の 持てる イデ ャは、 もっと 漠然とし ており、 

概念 上に は 殆ど 反省され ない ところの、 或る 「感じら 


れる 意味」 である。 芸術家 は —— 純粋の 芸術家で ある 

限り —— 決して どんな 主義者で もない。 なぜなら 芸術 

は、 主義 を 有する ことによって、 真の 「表現」 を 失つ 

てし まう からで ある。 以下 この こと を 説明す るた め、 

観念に 於け る 「抽象的の もの」 と 「具象的の もの」 と 

イデ ャ  ,u か 

即ち 観念と しての 抽象 物と 具象 物と が、 どこで 如何に 

違って るか を 話して みょう。 
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具象的なる すべての もの は、 種々 雑多の 複雑した 要 


素から 成立して いる。 具象的 (具体的) なる 存在と は、 

実に 多が 一 の 中で 融け 合い、 部分が 全体の 中に おいて、 

しんとう 

有機的に 滲透 混和して 統一 された ものに 外なら ない。 

然るに 理智の 反省 は、 これ を 概念に よって 分析し、 有 

とだな  わ 

機 的な 統 一 を 無機 的に 換え、 部分 を箇々 の 戸棚に 別け、 

ひきだし 

見出し 力— ドの 抽斗 を 付けて 索引に 便利に する。 そこ 

で 必要の 場合に 応じ、 吾人 はこれ 等の 索引から、 一 つ 

の 戸棚 を 見附けて 抽き 出す ので ある。 これ 即ち 「抽象」 

である。 故に 概念的に 抽象され たす ベての 者 は、 真の 

具体的の もので なくして、 全体から 切り離され、 戸棚 

を 設けて 人為的に 整理され たもので あって、 何の 生命 


的なる 有機 感も 持って いない。 真の 生命 感 ある 「事実 

の もの」 は、 常に 概念に よって 抽象され ない、 具象的 

の ものの みで ある。 

そこで 吾人の 生活 上で、 常に 感じ てること、 思って 

る こと、 悩んで いる こと は、 それ 自身と していつ も 具 

体 的の ものである。 即ち それ は 環境 や、 思想 や、 健康 

や、 気分 やの、 種々 雑多な 条件から 成立して いる。 然 

るに 人間の 言語 は、 すべて 抽象 上の 概念で あり、 事物 

の 定義に すぎな い 故に、 言語が 概念と し て —— 即ち 説 

明 や 記述と して —— 使用され る 限り は、 到底 かかる 実 

の 思 い を 言 い 現わせない。 か かる 具体的の 思 い を 現わ 


すに は、 ただ 絵 具 や、 色彩 や、 音律 や、 描写 や、 文学 

やが あるの みだ。 そうして これ を 吾人 は 「表現」 と 呼 

ん でる。 表現 は 即ち 芸術で ある。 

すべての 芸術家 等が、 人生に 対して 持って る イデ ャ 

は、 この種の 生活 感 から 欲情され る 真の 具体的の もの 

である。 故に それ は 主義者の 持って る それの 如く、 議 

論され たり、 説明され たり、 概念され たりし 得る もの 

でない。 主義と しての イデ ャは、 それ 自ら 抽象 上の 観 

念で あり、 人為的に 区別され た 戸棚 を もち、 見出し 附 

の 力 ー ドを もった 思想で あるから、 いつでも 反省に 照 

らし 出され、 自由に 弁証され、 定義 上に 説明す る こと 


も 可能で あるが、 芸術家の 有する イデ ャは、 かかる 無 

機 物の 概念で なく、 実に は 分析に よって 捕捉され ない 

有機的の 生命 感 である 故に、 全く 説明 もで きず、 議論 

もで きず、 単に 気分 上の 意味と して、 意識に 情念され 

ている のみで ある。 

故に 芸術家 は、 彼 自身の イデ ャ について、 自ら 反省 

上の 自覚 を 持たない。 換言すれば 芸術家 は、 何 を 人生 

について 情欲し、 イデ ャ している か を、 自分自身に 於 

て 意識して いないの である。 況んゃ 他人に 向って、 か 

かる イデ ャの 何物た るか を、 全然 説明す る ことが 不可 

能で ある。 ただ 彼等の イデ ャは、 その 音楽 や、 絵画 や、 


うた まろ 

小説 やの、 表現に 於ての み 語られる。 例えば 歌 麿の 絵 

画 をみ て、 彼の イデ ャが エロチシズムへの 艷 めかし き 

没落で ある こと を、 明らかに はっきりと 知り 得る よう 

に、 芸術の 場合に 於て は、 表現の みが 真実の イデ ャを 

語る。 そして かく 表現され 得る もの は、 決してい かな 

る 概念 を も 有して いない。 概念 を 有する イデ ャは、 も 

はや 具象的の もので なくして 抽象で あり、 したがって 

はんちゅう 

「主義」 の 範疇に 属して いる。 

故に 芸術、 及び 芸術家に 於け る イデ ャは 「観念」 と 

いう 言語の 文字 感に 適切し ない。 観念と いう 文字 は、 

何 かしら 一 の 概念 を 暗示して おり、 それ 自ら 抽象 観 を 


指示して いる。 然るに 芸術の イデ ャは、 真の 具象的の 

ものであるから、 こうした 言 語感に 適切せ ずして、 む 

しろ VISION とか 「思い」 とかいう 語に 当ってい る。 

そして 尚 一 層 適切に は、 「夢」 という 言語が 当ってい る。 

そこで 観念 と い う 文字 の 通りに 、 夢と い う 文字 に イデ 

イデ ャ 

ャの 仮名 をつ け 「夢」 として 考える と、 この場合の 実 

体す る 意味が はっきりと 解って くる。 即ち 芸術家の 生 

活は 「観念 を 掲げる 生活」 でな くして、 「夢 を 持つ 生活」 

なの だ。 もし それが 前者 だったら、 芸術家で なくして 

主義者に な つ てし まう であろう。 

多くの 生命 感 ある 芸術品 は、 すべて 表現の 上に 於て、 


こうした 具体的 イデ ャを 語って いる。 例えば トルスト 

ィゃ、 ドスト イエ フス キイ や、 スト リンドべ ルヒ やの 

小説 は、 各々 の 作家の 立場に 於て、 何 かしらの 或る ィ 

デャ を、 人生に 対して 熱情して いる。 吾人 は 彼等の 作 

を 通して、 そうした イデ ャの 熱情に 触れ、 そこに 或る 

意味 を 直感す る。 しかも これ を 言語に 移して、 定義 的 

に 説明す る ことが 不可能で ある。 なぜならば それ は 主 

義で なく、 理想と いうべき もので もな く、 ただ 具体的 

の 思いと して、 非 概念的に 直感され る ものであるから。 

そして 芸術に 於け る 批評家の 為すべき 仕事 は、 かかる 

具体的 イデ ャを 分析して、 これ を 抽象 上に 見る ことか 


あるい 

ら、 或は トルストイ について 人道主義 を 発見し、 スト 

えんせいかん 

リンドべ ルヒ について 厭世観 を 発見した りする ので あ 

る。 

同様の イデ ャは、 絵画に ついても、 音楽に ついても、 

詩に ついても 発見され、 すべて 本質 は 同じで ある。 し 

かし 就中、 詩 は 文学の 中の 最も 主観的な ものである 故、 

詩と 詩人に 於ての ほど、 イデ ャが 真に 高調され、 感じ 

深く 現われて いるもの はない。 詩人の 生活に 於け るィ 

デャ は、 純粋に 具体的の ものであって、 観念に よって 

全く 説明し 得ない もの、 純一に 気分と しての み 感じら 

ばしょ う 

れる 意味で ある。 芭蕉 はこの イデ ャ に対する 思慕 を 指 


して 「そぞ ろなる 思い」 と 言った。 彼 は それによ つて 

さ いぎよ う 

旅情 を 追い、 奥の 細道 三千 里の 旅 を 歩いた。 西 行 も 

同じで あり、 或る 充 たされない 人生の 孤独 感 から、 常 

しょうじょう  やまが 

に蕭条 とした 山家 を さまよい、 何物 かの イデ ャを追 

い 求めた。 思う に 彼等の 求めた もの は、 いかなる 現実 

に 於ても 充足され る 望みの ない、 或る プラト ン的 イデ 

ャ —— 魂の 永遠な 故郷 —— へのの すたる じ やで、 思慕 

の 夢み る 実在であった ろう。 

思う にこうした イデ ャは、 多くの 詩人に 共通す る 本 

質の もの、 詩的 霊魂の 本源の もので あるか 知れない。 

なぜなら 古来 多くの 詩人が 歌った ところ は、 究極に 於 


て は 或る 一 つの、 いかにしても 欲情の 充 たされない、 

I フィフ  た V- ぼ < 

生 の 胸底に 響く 孤独 感を 訴える から。 実に 啄木 は 

い のち 

歌つ て 言う。 「生命な き 砂の 悲し さよ さらさらと 握れ 

ば 指の 間より 落つ」 「高き より 飛び下りる 如き 心 もて 

この 一生 を 終る すべな きか」 と。 彼の 求めた もの は 何 

だろう か —— おそらく それ は 啄木 自身 も 知らなかった _ 

ただ どこかに、 或る時、 何等か、 燃え あがる ような 生 

活の 意義 をたず ね、 蛾 群の 燈 火に 飛び込む ように、 全 

主観の 一切 を 投げ出そう とする、 不断の 苛た しき 心 

の あこがれ、 実在の イデ ャを 追う 熱情だった。 されば 

彼の 生涯 は、 芸術に よっても 満足され ず、 社会運動に 


よ つ て も 満足され ず、 絶えず 人生の 旅情 を 追った 思慕 

の 生活、 「何処に か ある 如し」 「遂に 何処に か 我が 仕事 

ある 如し」 の 傷心 深き 生活だった。 

だが 詩人に して、 いずこ か 傷心 深くない ものが ある 

し な  しゅんしょう 

だろう か。 支那の 詩人 は 悩ましげ にも、 「春宵 一刻 

たんそく 

価千金」 と 歎息して いる。 そ は 快楽への 非力な 冒険、 

追え ども 追え ども 捉えが たい 生の 意義へ の、 あらゆる 

しょせん 

人間の 心に 通ず る 歎息で ある。 所詮す るに 詩人の イデ 

まさ 

ャは、 他の すべての 芸術家の それに 優って、 情熱 深く 

燃えて ると ころの、 文字通りの 「夢」 の 夢み る もので 

あろう。 


浪漫主義と 理想主義と の、 二つ の 類似した 言 

語に 於け る 別が、 イデ ャに 於け る 具象と 抽象と 

の、 はっきりした 差別 を 示して いる。 即ち 理想 

主義と 言う 言葉 は、 或る 概念され たる、 一 の 名 

目 ある 観念 へ の 理想 を 意味し、 浪漫主義と いう 

言葉 は、 或る 漠然とした、 名目な き イデ ャ への 

あこがれ を 意味して いる。 故に 芸術家の 主観に 

あって は、 理想主義 と言う もの はなく、 常に 浪 

漫 主義が 有る のみで ある。 


ゲ— テは その エッケ ルマンとの 対話に 於て、 

次の ような こと を 語って る。 

「観念 だって？ 私 はそんな もの は 知らない ご 

「独逸 人 は 私のと ころへ 来て、 ファウストの 中 

にどう い う 観念 を 具体化しょう としたかと 尋ね 

る。 まるで 自分が それ を 知っていて 言える かの 

よう だ ご 

「私が 自覚して、 一 貫した 観念 を 表現し ようと 

した 唯一 の 作 は 親和力だろう。 そのため あの 小 

やす 

説 は 理解し 易く はなった が、 そのために 善く 

なった と は 言えない。 むしろ 文学的 作品 は、 不 


可 測で あれば ある ほど、 悟性で 理解し がた けれ 

ばし がたい ほど、 善い もの だと 思って いる ご 


第五 章 生活の ための 芸術 • 芸術の ための 

芸術 


芸術家の 範疇に は 二つ ある。 主観的な 芸術家と、 


客観的な 芸術家で ある。 そして 前者が 常に 観念 を 追い、 

人生に 対して 「意欲す る」 態度 をと るに 反し、 後者が 

常に 静観 を 持し、 存在に 対して 「観照す る」 態度 をと 

るの は、 前に 既に 述べた 通り だ。 

ところで この 前の もの、 即ち 主観的な 芸術家 等 は、 

人生に 対して 欲情し、 より 善き 生活 を 夢想す ると ころ 

から、 常に 「ある 所の 世界」 に 不満し、 「あるべき 所の 

世界」 を 憧憬して いる。 そして この 「あるべき 所の 世 

界」 こそ、 彼等の 芸術に 現われた VISION であり、 主 

イデ ャ 

観に 掲げられた 観念で ある。 されば この種の 芸術家 等 

イデ ャ  イデ ャ 

は、 何よりも 観念に 於て 生活し、 観念に 於て 実現す る 


こと を 望んで いる。 彼等が 真に 願う ところ は、 主観の 

かく も 熱望す る 夢の 中に、 彼 自身が 実に 生活し、 実に 

現実す る ことで ある。 即ち イデ ャ がその 生活の 目標で 

あり、 規範で あり、 願望され る 一切の 理想で あるの だ。 

そして、 芸術 (表現) は、 かかる イデ ャ に対する あこ 

がれで あり、 勇躍への 意志で ぁリ、 もしくは 嘆息で あ 

きとう  あるい  は か 

り、 祈禱 であり、 或は 絶望の 果敢なき 慰め —— 悲しき 

玩具 —— であるに すぎない。 故に 表現 は 彼等に とって、 

真の 第一 義 的な 仕事で なく、 イデ ャの真 生活に 至る 行 

路の、 「生活の ための 芸術」 である。 もし 彼等に して 希 

望 を 達し、 その 祈禱が 聴かれ、 熱情す る イデ ャの夢 を 


現実し 得たら ば、 もはや 表現 は 必要が なく、 直ちに 芸 

術が 捨てられて しまう であろう。 (だが 真の 芸術家の 

有する 夢想 は、 イデ ャの 深奥な 実在に 触れて る もので、 

永遠に 実現され る 可能がない 故、 結局して 彼等 は 終生 

の 芸術家で ある。) 

然るに 客観的の 芸術家 は、 一方で これと 別な 態度で、 

表現の 意義 を 考えて いる。 彼等 は 主観に よって 世界 を 

見ず して、 対象に ついて 観察して いる。 彼等の 態度 は、 

世界 を 自分の 方に 引きつけ るので なく、 ある 所の 現実 

からして、 意義と 価値と を 見ようと する。 故に 生活の 

目的 は、 彼等に とって 価値の 認識、 即ち 真 や 美の 観照 


である。 然るに 芸術に あって は、 観照が それ 自ら 表現 

である 故に、 芸術と 生活と は、 彼等に とって 全く 同一 

義の ものに なって くる。 即ち 生活す る ことが 芸術で あ 

り、 芸術す る ことが 生活な の だ。 芸術 は 生活 以外に あ 

るので なく、 それ 自体の 中に 目的 を 有して いる。 何と 

ならば 生活の 目標が、 彼等に とって は、 表現 (観照) 

であり、 芸術と 生活と が、 同じ 言語の 二重 反復に すぎ 

X」 ヽゝ ？  o 

る レカ、 ら 

即ち 言わば 彼等に とって、 芸術 は 正に 「芸術の ため 

の 芸術」 なの だ。 


文壇で 言われる 「生活の ための 芸術」 「芸術の ための 

芸術」 の 正しい 本質 は、 実に 前述した 如くで ある。 即 

ちそれ は 「イデ ャの ための 芸術」 と 「観照の ための 芸 

術」 の 別 語であって、 つまり 言えば 主観主義と 客観 主 

義、 浪漫主義と 現実主義との、 人生観 的 見地から くる 

芸術の 見方 に すぎな い。 主観的 ロマンチシズムの 人生 

観に 立って る 人 は、 必然に 「生活の ための 芸術」 を考 

える し、 客観的 レア リズムの 立場に いる 人た ち は、 必 

然に 「芸術の ための 芸術」 を 思う であろう。 しかし 注 


意す ベ きこと は、 こ うした 見解が 態度 上 の もので あつ 

て、 芸術作品 としての 批判 上に は、 何等 関係 しないと 

いう ことで ある。 

この 事実 を 説明す るた め、 別の 一例 を 取って 話して 

みょう。 例えば 学問 をす る 人に は、 種々 異 つた 態度が 

ある。 或る 多くの 人々 は、 立身出世 のために 学問 をし 

他の 或る 篤志な 人々 は、 社会 民衆の 利福の ために、 学 

術 を 役立てようと 思って 学問す る。 或は また 一方に 

と  あんしん リ つめい 

は、 学問に よって 生活 上の 懐疑 を釈 き、 安心立命 を 得 

ようとす る 人々 も あるであろう。 そして 最後に は、 何 

等 他の 目的の ためで なく、 純に 学問す る ことの 興味に 


よって、 即ち 「学問の ための 学問」 をす る 人た ちが あ 

る。 

かく 学問す る 人の 態度に は、 種々 の異 つた 種類が あ 

る けれども、 学術が 学術と して 批判され る 限りに 於て 

は、 純に 真理と しての 学術 価値 を 問う のであって、 他 

の 功利 価値 や 実用 価値に 関してい ない。 例えば 電信 や 

蒸気船 や は、 発明の 目的が 社会の 福祉に あつたに せよ、 

或は 純に 科学的の 興味に あつたに せよ、 発見と しての 

価値に 変リ がな く、 また その 学術 上の 批判に 於て は、 

利用の 有益と 無益と を 問わない ので ある。 

芸術が また これと同じで、 主観に 於け る 作家の 態度 


は、 価値 批判の 上に 関係し ない。 故に もし 諸君が 意志 

するならば、 芸術 は 売文の ためで あっても よく、 ミツ 

ヮ石鹼 の 広告の ためで あっても よく、 或は 共産主義の 

きょうせい 

宣伝の ためで もよ く、 社会 風規の 匡正 や 国利民福の 

ためで も 好い。 ただし かしこれ を 批判す る 上から は、 

そうした 個々 の 解説と 立場に つかず、 表現 自体と して 

の 芸術的 価値 を 見る ので ある。 もしそう でな く、 芸術 

さ 

の 批判 を 個々 の 主観的 立場で 聴いたら、 ーも批 準の よ 

ると ころがないだろう。 なぜならば 或る 者 は 宣伝の 効 

果を 主張し、 或る 者 は 商品 販売の 効果 を 重視し、 或る 

者 は 教育 上の 効果 を 言い立て、 各々 の 価値の 批準 がて 


ん でに ちが つてく るから。 

されば 芸術の 批判に あって は、 作家の 態度の 如何 を 

問わず、 単に 表現され た 作物から、 芸術と しての 純粋 

価値 —— 芸術と し て の 芸術 価値 —— を 問う ので ある。 

今日 赤色 露西亜の 過激派 政府 は、 盛んに ボ リシ ェ ヴィ 

キ ー の 宣伝 芸術 を 出して る けれども、 吾人の これに 対 

する 批判 は、 宣伝効果の 有無 を 問う のでな く、 ひとえ 

に 芸術と しての 価値に 於け る、 魅力の 有無 を 問う ので 

い わ ゆる 

ある。 所謂 教育 映画 や、 伝染病 予防の 宣伝 ポスタ— 等 

に対する 批判の 規準 点が、 皆 これに 同じで ある。 これ 

らの 場合に 弁明して、 単なる 芸術と して 書いた のでな 


く、 社会意識の 大義に よって 書いた から、 そのつ もり 

で 高く  や はり 芸術と して  買 つて くれと 言 う 如 

き、 前後 矛盾した 虫の 好い 要求 は、 到底 受けつ けられ 

ない ので ある。 

「生活の ための 芸術」 と 「芸術の ための 芸術」 とが、 

この 点の 批判で やはり 同様で ある。 作家 自身の 態度と 

して は、 芸術が 慰安 的な 「悲しき 玩具」 であろう とも、 

いのち 

或は 生命が けな 「真剣な 仕事」 であろう とも、 批判す 

る 側に は 関係が なく、 何れにせよ 表現の 魅力 を 有し、 

作品と して 感動 させて くれる ものが 好い ので、 芸術の 

批判 は 芸術に 於ての みなされ るの だ。 換言すれば 芸術 


は —— どんな 態度の 芸術で あっても —— 芸術 それ 自体 

の 立場から、 芸術 を 芸術の 目的で 批判され る。 

では 芸術が 芸術と して、 芸術の 目的から 批判され る 

というの は、 どういう こと を 意味す るだろう か。 言い 

かえれば 芸術 批判の 規準 点 は、 いったい どこに あるの 

だろう か。 これに 対する 答 は、 一般に 誰も 知って る 通 

りで ある。 即ち 芸術の 価値 批判 は 「美」 であって、 こ 

の 基準され た 点からの み、 作品の 評価 は 決定され る。 

そして 此処に は、 もちろん いかなる 例外 を も 許容し な 

い。 いやしくも 芸術品で ある 以上に は、 悉 く 皆 美の 

価値に よって 批判され る。 芸術の 評価 はこれ 以外に な 


く、 また これ を 拒む こと もで きないの である。 

しかしながら 美の 種目に は、 大いに その 特色 を 異に 

すると ころの、 二つの 著る しい 対照が ある。 即ち その 

一 つ は 純粋に 芸術的な 純 美であって、 他の 一 つ はより 

人間的な 生活 感に 触れる ところの、 或る 別の 種類の 美 

である。 そこで 「芸術の ための 芸術」 が 求める もの は、 

主として この 前の 方の 美に 属する。 故に 彼等 は、 純 美 

ち え  よろこ 

としての 明 徹した 智慧 を 悦び、 描写と 観照の 行き届 

いた、 表現の 芸術的に 洗煉され た、 そして どこか 冷た 

い 非人間的の 感じが する、 或る クリ ー ァに 澄んだ 美 を 

求める。 これに 反して 一方の 人々 は、 そうした 非人 間 


的の 美を悦 ばない。 彼等の 芸術に 求める もの は、 もつ 

と 人間性の 情 線に 触れ、 宗教 感ゃ 倫理 感ゃを 高調し、 

生活 感情に 深く ひびいて くると ころの、 より 意欲 的で 

温感の ある 美な ので ある。 

すべての 所謂 「生活の ための 芸術」 は、 この 後者に 

属する 美 を 求める。 故に 彼等 はこの 点から、 芸術 至上 

主義の 審美学に 反対して、 より ダイナミックの 芸術論 

を 主張す る。 今日 我が 文壇で 言われる プ ロレ タリ ャ文 

学の 如き も、 この 後者に 属する 一派であって、 彼等が 

要求して いる 芸術 は、 実に この種の 美な ので ある。 さ 

れば 彼等 は、 表面上に 「宣伝と しての 芸術」 を 説いて 


いながら、 内実に はや はり その 作品が、 芸術と しての 

批判で 評価され る こと を 欲して おり、 態度が 甚だし 

あいまい  きわ  めいもう 

く 曖昧で 不徹底 を 極めてい る。 けだし この 一派の 迷妄 

は、 その 芸術 上に 於て 正しく 求めよう とする 美の 意識 

と、 政治 運動と しての イデ ォロ ギィと を、 無差別に 錯 

覚 している 無智に 存 する。 

ところで この 前の 方の 美、 即ち 「芸術の ための 芸術」 

が 求める もの は、 歙智の 澄んだ 「観照 的」 の 純 美で あつ 

て、 正しく 美術が 範疇して いる 冷感の 美に 属する。 

反対に 「生活の ための 芸術」 が 求める もの は、 ょリ燃 

焼 的 で 温 熱感 に 富んで ると ころの、 音楽 の 範疇 美 に 所 


属して いる。 然るに 「生活の ための 芸術」 は、 始め か 

ら 主観主義の 立場に 立 つ て 人生 を 考える ものである 故 

に、 彼等の 求める ところが、 美術の 純 美に なくして 音 

楽の 陶酔に ある こと は、 全く 予定され たる 当然の 帰結 

である。 そして この こと は、 同様に 他の 一方の 者に つ 

いても 考えられる。 されば 「生活の ための 芸術」 と 言 

しょせん 

い 「芸術の ための 芸術」 と言うの も、 所詮 は 主観 派と 

客観 派との、 美に 対する 趣味の 相違に すぎない ので、 

本質に 於て 考えれば、 意外に 全く 同じ 芸術 主義者の 一 

族で ある ことが 解る であろう。 


上 節 述べた ところに よって、 吾人 は 「生活の ための 

芸術」 と 「芸術の ための 芸術」 と を 明解した。 芸術 上 

に 於て 言われる この 対語 は、 以上 述べた ことによ つ て 

その 本質 を尽 している。 決して これより 他に は、 どん 

な 別の 解釈 も 有り得な いの だ。 然るに 日本の 文壇で は、 

不思議に 昔から 伝統して、 あらゆる 言 語が 履き かえた 

でたらめの 意味で 通って いる。 例えば 芸術至上主義と 

いう 語の 如き も、 日本で は 全く 正体の 見ち がった 滑稳 

の 意味に 解され てるが、 同様に この 「生活の ための 芸 


術」 という 語の 如き も、 殆ど 子供ら しく 馬鹿馬鹿しい 

解釈で、 昔から 文壇に 俗解され てる。 この 章の ついで 

に 於て、 簡単に 稚 愚の 俗見 を 啓蒙して おこう。 

日本の 過去の 文壇で は、 この 「生活の ための 芸術」 

という 命題 を、 単に 「生活 を 描く 芸術」 として 解釈し 

いわゆる 

た。 これが ため 所謂 生活 派と 称する 一 派の 文学が、 

せんえつ 

僭越に も 自ら 「生活の ための 芸術」 と 名乗った りした。 

この 所謂 生活 派の 何物た るか は 後に 言う が、 もし 単に 

「生活 を 描く」 ことが、 生活の ための 芸術で あると すれ 

ことごと 

ば、 東西 古今、 あらゆる 一 切の 文芸 は、 悉 く 皆 「生 

活の ための 芸術」 に 属する だろう。 なぜならば 生活、 


即ち Human-life を 書かない 芸術と いう もの は、 一 と 

して 実に 有り得ない からだ。 即ち 或る 者 は 思索 生活 を、 

或る 者 は 求道 生活 を、 或る 者 は 性的 生活 を、 或る 者 は 

孤独 生活 を、 或る 者 は 社会生活 を 書いて いる。 

しかし 過去の 日本 文壇で は、 この 「* 生活」 という 

語が 狭義に 解され、 主として 衣食の ための 実生活、 も 

き がさ はん 

しく は 起臥 茶飯の 日常生活 を 意味して いた。 それで 所 

謂 「生活 を 描く」 という 意味 は、 米塩の ための 所帯 暮 

しゃ、 日常茶飯の 身辺 記事 や を 題材と するとい う 意味 

であって、 これが 即ち 所謂 「生活 派」 の 文芸だった。 

だが 「生活の ための 芸術」 という こと は、 本質に 於て 


そうした 文芸と ちがって いる。 もし その 種の 文芸が、 

実に 「生活の ため」 と言われ るの だったら、 この場合 

の 「ため」 は 何 を 意味す るの か。 それが for の 意味、 

即ち 生活に 向って、 生活の 目標の ためで ない こと は 明 

らか だ。 なぜなら 茶 を 飲んだ リ、 無駄話 をしたり する 

あるい 

日常生活 や、 或は 単に 米塩の ために 働ら いてる 生活、 

即ち 単に 「生きる」 ための 実生活 やに、 何の イデ ャも 

目標 もない こと は、 初めから 解リ きってる 話 だから。 

では この 「ため」 は、 「利用す る」 「役立てる」 という 

意味になる のだろう か。 過去の 自然主義の 文芸で は、 

多分に そう 解したら しい。 だが そうとすれば、 一 層以 


て 不可解で あり、 奇怪 千万な 謎 語で ある。 なぜなら 

細民 窟 のじめ じめ した 長屋 住い や、 おつけ 臭い 所帯 話 

や を 書いた 文学が、 実生活の ための 利益になる という 

こと は、 いかにしても 考え 得ない から。 

読者に して 常識 あらば、 今日の 文壇で か か る 啓蒙 は 

無用であろう。 文芸 は、 単に 「生活 を 描く」 ことによ つ 

て 「生活の ため」 と 呼ばれる のでな く、 生活に 理念 を 

有し、 イデ ャに 向っての 意欲 を 掲げる ことによって、 

特に 「生活の ための 芸術」 と 呼ばれる ので ある。 況ん 

や 生活の 語 を 狭義に 解して、 日常茶飯の 身辺 的 記録の 

類 を、 没 主観の 平面 描写に よ つ て 書く 文学が、 何等 「生 


活の ための 芸術」 でない こと は 明らか だ。 否、 日本の 

文壇 常識で 言われる 生活 主義の 芸術と は、 一 種の 茶人 

的 身辺 小説の ことであって、 真の 「生活の ための 芸術」 

と は、 全然 立場 を 反対に する 文学で ある。 

真の 意味で 「生活の ための 芸術」 と言われる もの は、 

前説の 如く 主観の 生活 イデ ャを 追う 文学で あり、 それ 

より 外に は 全く 解説がない ので ある。 故に 例えば、 

ばしょ 1 つ 

ゲ ー テゃ、 芭蕉 や、 トルストイ や は、 典型的なる 「生 

活の ための 芸術家」 である。 かの 異端 的 快楽主義に 

わくでき 

惑溺した ワイルドの 如き も、 やはり この 仲間の 文学者 

きわ 

で 「生活の ための 芸術家」 である。 なぜなら 彼 は、 極 


めて 詩人 的なる ロマンチックの 情熱 家で、 生涯 を 通じ 

て 夢 を 追い、 或る 異端 的なる 美の ュ— ト ピア を 求めて 

いたから。 然るに 世人 は、 往々 にして ワイルド 等を芸 

術 至上 主義者と 言い、 芸術の ための 芸術家と 称して い 

る。 この 俗見の 誤謬に ついて、 ついでに 此処で 一言し 

てお こう。 

元来 「芸術の ための 芸術」 という 標語 は、 ルネ サン 

スに 於け る 人間 主義者に よって、 初めて、 標語され た 

ものであって、 当時の 基督教 教権 時代に、 文芸が 宗教 

や 道徳の 束縛 を 受ける に 対し、 芸術の 自由と 独立と を 

宣言した 言葉で あ つ た。 即ち 人間 主義者 等が 意味した 


ところ は、 芸術が 「教会の ため」 や 「説教の ため」 で 

なく、 芸術 それ 自体の ために、 芸術の ための 芸術と し 

て 批判 さるべき こと を 説いた ので ある。 故に 当時の 意 

味に 於て は、 正統なる 芸術 批判の 主張であって、 もと 

より 「生活の ための 芸術」 に対する 別の 主張で はな かつ 

たの だ。 

然るに 当時の 人間 主義者 等 は、 初めから 基督教に 

はんぎゃく 

叛逆して 立って いた 為、 この 「芸術の ための 芸術」 と 

いう 語 は、 それ 自ら 反 基督教、 反 教会 主義の 異端 思 ■ 

を 含蓄して いた。 即ち 当時の ヒュ— マ ニズム は、 故意 

ぼうとく 

に 神聖 冒瀆 の 思想 を 書き、 基督教が 異端視す る 官能 の 


快楽 を 追い、 悪魔 視 される 肉体の 讃美 をして、 すべて 

の 基督教 道徳に 反抗した 為、 彼等の 標語 「芸術の ため 

の 芸術」 は、 それ 自ら 異端 的の 悪魔主義 や 官能的 享楽 

主義 や を、 言語 自体の 中に 意味す るよう に 考えられた _ 

然るに 「芸術」 は それ 自ら 「美」 を 意味す る 故に、 此 

処に 唯美主義 とか、 芸術至上主義 とかいう 言葉が、 必 

然 に 異端 的 の 快楽 主 義 や、 反 基督の 悪魔主義 や と 結ぶ 

ことにな つた。 今日 尚 十九 世紀に 於け る ワイルド や 

ボ— ドレ エル や を、 しばしば 唯美主義 者と 呼び、 芸術 

至上 派と 呼び、 「芸術の ための 芸術家」 と 言ったり する 

の は、 実に ルネサンス 以来の ヒュ ー マ ニズム が、 文壇 


的に 伝統して いるた めで ある。 

しかしながら 言うまでもなく、 こうした 称呼 はも は 

や、 今日の もので なく、 かの ゴシック 建築の 寺院と 共 

に、 古風な 中 世紀の 遺風に 属して いる。 今日の 時代 思 

潮に 於て は、 もはや 「美」 や 「芸術」 やの 言語が、 力 

トリック 教的 叛逆の 「異端」 を 意味して いない 故に、 

我々 の 文壇が こうした 古風の 遺風の 意味に 於て、 唯 美 

主義 や 芸術至上主義 を 言語す るの は 馬鹿げ ている。 今 

日の 意味に 於て、 正しく 唯美主義と 言わるべき 芸術 は、 

人間 感ゃ 生活 感ゃを 超越した と ころの、 真の 超人的な 

る 芸術至上主義 —— 即ち 純一 に 徹底した る 「芸術の た 


めの 芸術」 —— について のみ 思惟され るの だ。 

* 生活 Life という 言語が、 日本に 於て そうし 

た 卑近の 意味に 解され るの は、 日本人 そのもの 

が 非常に —— おそらく は 世界 無比に —— 現実的 

の 国民であって、 日常 起臥の 身辺 生活 以外に、 

いかなる 他の Life を も 考え 得ない からで ある。 

この 現実的な 思想 は、 俳句 や 茶の湯の 如き、 民 

族 芸術の 一 切に 現われて いる。 特に 茶道の 如き 

は、 日常 起臥の 生活 を 直ちに 美化しょう とする 

のであって、 芸術的 プラグ マチ ズムの 代表で あ 


り、 日本人の Life に対する 極端な 現実的 観念 を、 

最もよ く 語って いる。 つまり 「生活の ための 芸 

術」 が、 日本で は 茶道の 精神で 解され たの だ。 


第 六 章 表現と 観照 

以上 各 章に わた つ て、 吾人 は 芸術に 於け る ニ大 範疇、 

即ち 主観主義と 客観主義と を 対照して 来た。 そして あ 

ら ゆる 著る しい コントラストで、 芸術の 南極と 北極と 


を 対照した。 しかしながら 地球の 極地 は、 一 つの 地軸 

ほ とん 

に 於て 両端して ぉリ、 人が 想像す るよりも、 実に は殆 

ど 酷似して いる。 芸術に 於け る 二つの 極地 も、 決して 

外見の ようで はなく、 実に は 同じ 本質 点で、 互に 共通 

している ので ある。 そして この 共通点 は、 共に これ 等 

の 芸術が 成立して いる、 表現に 於け る 根本の もの、 即 

ち 観照の 智慧で ある。 

吾人 は 前の 章に 於て、 主観主義が 情意 本位の 芸術で 

ぁリ、 客観主義が 観照 本位の 芸術で ある こと を 解説し 

た。 しかしい かなる 主観主義の 芸術 も、 本来 観照な し 

もちろん 

に 成立し ない こと は 勿論で ある。 なぜなら 芸術 は —— 


どんな 芸術で も —— 表現に 於ての み 存在し、 そして 表 

現 は 観照な しに 有り得な いから。 明白に 知れて いる 事 

は、 感情の どんな 熱度 も、 決して 表現 を 生み出さない 

という ことで ある。 芸術に 於て、 感情 は その 動機 —— 

芸術 を 生もうと する 熱意に すぎない。 表現す る もの は 

感情で なく、 この 感情 を 鏡に 照し、 文学 や 音楽 やに 映 

すと ころの、 知性に 於け る 認識 上の 才能で ある。 

この 事実 を 知る ために、 先ず 音楽に ついて 考えよう。 

音楽 は 主観 芸術の 典型で あり、 純一 に 感情的な 表現で 

ある けれども、 智慧の すぐれた 観照な しに は、 その 最 

も 単純な 小唄 すら 作り 得ない。 なぜなら 音楽の 表現 は、 


音の 高低 強弱に 於け る 旋律と リズム を 通じて、 心の 悲 

しみ や 喜び や を、 それ の 気分 さながらに 描出す る の で 

あるから、 音楽家が 音に よって 心 内の 情緒 を 描く の は、 

画家が 色 や 線 やによ つて、 外界の 物象 を さながらに 描 

くと 同じく、 ひとしく 対象の 観照で ある。 ただ 両者の 

異なる ところ は、 その 対象が 心 内と 外界と、 時間と 空 

間と に 於け る 別にす ぎない。 

抒情詩が これに また 同じで ある。 詩人に してよ く感 

情の 機密 を 捉え、 それの 呼吸 や 律動 や を 真 さながらに 

表現す るので なかったら、 どうして 詩が 人 を 感動 さす 

ことがあり 得よう か。 そして 「表現す る」 こと は、 そ 


れ 自ら 「観照す る」 に 外なら ない。 故に もし 感情の み 

が 高調して、 これ を 観照す る 智慧が 無かった ならば、 

吾人 は 野蛮人 や 野獣の ように、 ただ 狂 号して 吠え、 無 

意味な 絶叫 をす るの みだろう。 けだし 詩人と 一 般 人と、 

芸術家と 一 般 人との、 ただ 一 つの 相違が 此処に ある。 

前者 は それ を 表現し 得、 後者 は それ を 表現し 得ない。 

されば いやしくも 表現が あり、 芸術が あると ころに 

は、 必ず 客観の 観照が ある。 実に 伊太利の 美学 者ク 

口 ー チェが 言う 如く、 認識 (観照) に 無き もの は 表現 

に 無く、 表現に 無き もの は 認識 にないの である。 吾人 

は 知らない こと を 書き 得ない。 そして 「知る」 という 


こと は、 芸術 上の 言語で 「観照」 を 意味す るの だ。 故 

に 「観照」 と 「表現」 と は 同 字義で あり、 したがって 

また それが 「芸術」 と ィコ— ル である。 実に 人間の あ 

ら ゆる 生活 は、 ひとしく 常に 考え、 ひとしく 悩み、 ひ 

としく 感じ 経験して いる。 しかも 大多数 は 表現し 得ず、 

芸術家の みが 為し 得る の は 何故か。 これ 彼等に のみ 恵 

いわゆる 

まれた る 特殊の 才能、 即ち 所謂 「芸術的 天分」 が ある 

からで ある。 

故に 一 切の 芸術 は、 音楽で あると 美術で あると、 詩 

であると 小説で あると を 問わず、 すべて 皆 観照に よつ 

ての み 成立す る。 然るに 観照され てる もの は、 その 限 


りに 於て 客観的で ある 故に、 言語の 純粋の 意味に 於け 

る 主観  も しそうした 言葉が 言え る と すれば  は 、 

芸術 上に 於て 存在し ない ことが 解る であろう。 此処に 

於て か 吾人 は、 表現と しての 主観主義と 客観主義 とが、 

どこで 特色 を 異にする か を、 さらに 今一度 考え直して 

見ねば ならない。 

り はく 

李 白 は 長 安の 酒家に 酔って、 酒 一斗 詩 百篇で 

あつたと 言う。 だが この 意味 は、 一方に 酒 を 飲 

みっつ、 一方に 詩 を 書いて いたと いう ことで、 

泥酔しつつ 詩作した という ことではないだろう。 


こうしん 

酒に 酔って る 時 は、 感情が 亢進して 世界が 意味 

深く 見える けれども、 実際に は 決して どんな 表 

現 もない ので ある。 なぜなら アル コー ルの 麻酔 

が、 観照の 智慧 を 曇らして しまう からだ。 酔 人 

に は 芸術がない。 


第 七 章 観照に 於け る 主観と 客観 


いかなる 純情 的 主観主義の 芸術で も、 観照な しに 表 


現の 有り得な いこと は、 前章に 述べた 通りで ある。 で 

は 主観主義と 客観主義 は、 どこで その 態度 特色 を 異に 

している のだろう か。 表現に 於ての 観照 を 持つ ことで 

は、 両者 共に 一致して いる。 しかも 自然 派 等の レア リ 

ズムの 文学で は、 浪漫派 等 を 称して 感傷的と 言い、 客 

観 性が 無い と 言って 非難す る。 たしかに 両 派の 観照に 

於け る 態度 は、 根本に 於て ちがった ところがなければ 

ならぬ。 

然り。 そこに は 一 の 明白な 相違が ある。 即ち 主観 主 

義の 芸術で は、 観照が 観照と して 独立せ ず、 いつも 主 

観の 感情と 結びつい てる。 換言すれば 彼等 は、 対象の 


物に 就いて 物 を 見ず して、 それ を 自己の 主観に 引き 入 

れ、 気分 や 感情の 中に 融 かしてし まう。 例えば 恋愛 詩 

お ま 

を 書いて る 人 は、 恋愛の 情緒の 中に 溺れて おり、 その 

感激の 高調で 表現して いる。 この場合に 表現が、 感情 

を 言語 の 上に 照らす と ころの、 智慧 の 不断な 観照と 共 

に 行われて いると いう こと は、 自ら 意識的に 自覚し な 

いほ どで さえ ある。 対象が 心 内に なく、 外界に ある 場 

合 も 同様で、 例えば 西 行の ような 詩人 は、 自然の 風物 

について、 自然 それ 自体 を 観照して いるので はなく、 

いつも 主観の 感情 を 高調し、 感情 それ 自身の 気分の 中 

に、 自然 を融 かし 込んで いるので ある。 


故に 彼等の 認識 は、 知的に 冷徹した 認識で なく、 感 

もや  ひとな つ  かす 

情の 温かい 靄の 中で、 いつも 人懐かしげ に 霞んで いる。 

それ は 主観に 融け 込んで いる 客観で あり、 知的に 分離 

する 事ので きない もの だ。 然るに レア リズムの 客観 派 

では、 こうした 感情的 態度が 排斥され る。 彼等 は 物に 

就いて 物 を 見、 科学的 冷静の 態度に 於て、 観照 を明徹 

にしよう とする。 故に 主観 を 排斥し、 感情に よって 物 

を 見ず して、 冷酷 透明な 歙智 によって、 真に 客観的に 

徹しよう とする ので ある。 故に 前者の 態度 は、 つまり 

「主観の ための 観照」 であり、 後者 は 「観照の ための 観 

照」 である。 


しかしながら 実際に は、 真に 「観照の ための 観照」 

ほ とん  ま 

を 考えて いる 芸術 は、 殆ど 稀れ にし か 無いで あろう。 

特に 文学に 於て はそう であって、 たいていの 多くの 者 

は、 この 観照の 背後に 於て、 別の 主観が 「意味」 を 主 

張して いるので ある。 丁寧に 説明 すれば、 そうした 真 

実の 世界 を レア リス チックに 描き出す ことから、 作家 

自身の 情感して いる 或る 主観 を、 読者に 訴え、 暗示し 

ようとして いるので ある。 つま リ 言えば 両者の 相違 は 

前者が 直接に 主観 を 露出し、 訴え、 叫び、 主張して い 

ると ころの もの を、 後者 は 絵画の ように 描き出し、 人 

生の 縮図 を 見せる ことから、 主観に 於け る 作家の 意味 


を、 読者に 暗示す るので ある。 即ち 前者の 行き方 は 音 

楽で あり、 後者の 行き方 は 絵画で ある。 

いわゆる  しょせん 

かく 考えれば、 所謂 客観主義の 文学 も、 所詮 は 「主 

観の ための 観照」 であり、 他の 者と 選ぶ ところが 無く 

なって くる。 どっちに しても、 結局の 目的 は 主観で 

あって、 それ を 描き出す のが 主 だと すれば、 間接の ま 

だるつ こい 画な ど 描かずに、 直接の 主観 を じかに 出し 

て、 露骨に 訴えたり、 叫んだり、 主張した りする 方が 

好い じ やない か、 と 多くの 主観主義者 は 考える ので あ 

る。 これによ つて 彼等 は、 直ちに 主義 を ひつ さげて 演 

ある い なお 

説したり、 人生観 を 評論したり、 或は 尚 一 層 主観的な 


詩人の ように、 まっすぐに 直情 そのもの を 露出して 絶 

叫す る。 実に 彼等 は、 気の 短 かい 性急の 人た ちで ある。 

だがし かし 一方で は、 こうした 性急の 詩人た ちが、 客 

びんしょう 

観 主義者に よつ て 憫笑 されて る。 なぜならば 客観 主 

義者 は、 人生の 真相 を 描く という こと、 そのこと 自身 

に 芸術的な 別の 興味 を 持って るから だ。 丁度す ベての 

科学者が、 真理の 探求 を イデ ャ している にか かわ らず、 

尚 かつ 実際に は、 科学す る こと 自身、 実験す る こと 自 

身に 於て、 学者 的な 興味 を もってる のと 同じで ある。 

この 興味がなかったら、 何人も 科学者に はなら ないだ 

ろう。 同様に 芸術家 等 は、 芸術す る こと 自身、 世相 を 


観照す る こと 自身に、 彼の 特別な 興味 を 持つ ので、 そ 

れが無 か つ たら、 始めから 皆 は 主義者 や 思想家に な つ 

てし まう。 

此処が 実に、 主観主義者と 客観主義者の 別れる とこ 

ろ だ。 前者に あって は、 何よりも 主観 を 露出し、 「訴え 

る」 という ことが 大切な のに、 後者 はむしろ、 それ を 

同時に 「描く」 という ことが 眼目な の だ。 したがって 

後者の 良心 は、 客観の 明徹を 期し、 真実 を 確実に する 

ことに 存す るので、 彼等が 主観主義者の 感情的 態度 を 

排す るの は、 この 「真実」 を 重んずる 認識 的 良心に よ 

るので ある。 反対に 前者に あって は、 真実よりも むし 


ろ 感情が 先に 立ち、 主観への 一 直線の 表現が 要求され 

る。 

この 両者の 関係 は、 丁度 二人の 旅人に たとえられる。 

主観主義者 にあって は、 旅行 は 目的地に 急ぐ ためで 

あ？ こ 

あって、 旅行す るた めの 旅行で ない。 彼等 は慌 だし 

げに 歩き、 四囲の 風景 や 人情な ど を、 まるで 観察し よ 

うと 思って いない。 反対に 客観主義者 は、 旅行す る 事 

それ 自身に、 興味 を 持って る 旅行者で ある。 もちろん 

彼等 も、 一定の 目的地 は 持って るだろう。 だが それに 

達する と 達しない と は、 主観に 於て どうで も 好い ので、 

より 当面の 興味 や 仕事 は、 周囲の 社会 を 観察し、 人情 


を 調べ、 風俗 を 知り、 世態 を 眺める ことに かかって い 

る。 そして 実に、 旅行 そのものの 真意義が 此処に ある 

の だ。 故に 後者 は 「旅行の ための 旅行」 であり、 真の 

意味の 旅行家と 言う べきだろう。 これに 対して 前者 は、 

旅行 それ 自体に 意義 を 認めない 旅人であって、 人生の 

慌 だしき、 性急なる 飛脚で ある。 

この 典型に 属する もの は、 多く 宗教家、 求道者、 主 

義者、 哲学者 等に 見る ものであって、 芸術家の 中には 

稀れ である。 なぜならば 芸術家と は、 芸術す る こと 自 

身 —— 芸術の ための 芸術 —— に、 直接の 興味 を もつ 種 

族 だから。 実に 小説家 や 戯曲 家 や は、 その 最も 主観的 


な 作家であって さえ も、 やはり 人生 を 観察し、 風俗 を 

描写し、 表現 を 表現す る こと 自身に 於て、 当面の 直接 

な 興味 を もってる。 (でなければ どんな 小説 や 戯曲 も 

有り得ない。) 故に 彼等の 認識 態度 は、 常に 純粋に 客観 

的で、 主観の 情意から 独立して いる。 真に 主観的の 態 

度に よって、 世界 を 感情の 眼で 見て いるもの は、 あら 

ひと 

ゆる 文学者の 中で、 ただ 独り 詩人 あるの みで ある。 詩 

人 だけが、 言語の 正しき 意味に 於て、 純に 主観主義者 

と 云う ベ きで ある。 


第 八 章 感情の 意味と 知性の 意味 


自然主義の 写実 論 は、 世界 を その 存在の ままに 於て、 

少しも 主観に 於け る 選択 をせ ず、 物理的 レンズの 忠実 

もちろん 

さで 書け と 言った。 勿論 彼等の 芸術論 は、 当時の 浪漫 

派の 文学 II それ は 偏狭な 道徳 観と 審美 観と で、 あま 

リ 多くの 選択 をし すぎた、  に対する 反動と して 言 

われた もので、 その 限りに 於ての 啓蒙 的 意義 を 有する。 

しかし こうした 写実 論 から、 その 啓蒙 的 意義 を 除 い て 

考えたら、 世に これほど センスの 欠けた 思想 は 無 かろ 


う。 なぜなら 主観に 於け る 選択な くして、 いかなる 認 

ひっきょう 

識も 有り得な いから。 畢竟、 認識 するとい うこと は、 

こんとん 

この 混沌 無秩序な 宇宙に ついて、 主観の 趣味 や 気質 か 

ら 選択し つ つ、 意味 を 創造 するとい うこと に 外なら な 

ヽ o 

レ 

故に 人間に よって 見られた 世界 は、 それ 自ら 「意味 

としての 存在」 である。 そして 「価値」 と は、 意味の 

普遍に 於け る 証 価 を 言う。 あらゆる 人間 文化の 意義 は、 

宇宙に 於け る 意味に 於て、 真善美の 普遍 価値 を 発見す 

る ことに 外なら ない。 されば 道徳と 言い、 宗教と 言い、 

学術と 言い、 芸術と 言い、 一 切に わたる 人間 文化の 本 


質 は、 結局して 意味の 最も 深い もの を、 その 普遍的 証 

価に 於て 発見し、 人生に 一 の 創造 を あたえる ことに か 

かってい る。 

では 意味の 最も 深い もの は 何だろう か。 主観的に 考 

えれば、 意味と は 気分、 情調で ある。 人が 酒に 酔って 

る 時、 世界 は 意味 深く 感じられる。 恋をして いる 時、 

世界 は 色と 影と に充 ち、 到る ところに 意味 深く 感じら 

れる。 そして 道徳 や 正義感に 燃え立つ てる 時、 或は 

宗教 的な 高い 気分に な つ てる 時、 すべ て 人生 は 意味 深 

く、 汲め ども 尽きない ものに 感じられる。 そこで 主観 

に 於け る これ 等の 気分 を、 逆に 呼び 起して くる もの、 


即ち 感情の 高空 線に 音波 を 伝え、 心の 電気 を 誘導 させ 

て くれる もの は、 すべて、 意味と しての 認識 価値が あ 

る ものである。 然るに これ 等の 気分 感情 は、 すべて 心 

こうしょう  なみ 

を 高 翔 させ、 浪立 たせ、 何等か 普遍に 向っての ひろが 

い わ ゆる 

り を 感じさせる ところの もの、 即ち 美学 上の 所謂 「美 

感」 に 属する もので、 普通の 私有財産 的な 無価値の 感 

情、 即ち 美学 上の 所謂 「実感」 とちが うので ある。 実 

感には 意味の 感 なく、 私人 的に しか 価値がない のに、 

美感 は 普遍的の ものであって、 広く 万人の 胸に 響 を あ 

たえ、 かつ 表現への 強い 衝動 を 感じさせる。 一般に 宗 

教感、 倫理 感、 及び 芸術的 音楽 感の 本質が 此処に 存す 


る こと は 言うまでもな い。 

この 「実感」 という 語 は、 今日の 文壇で 「体 

験」 とか 「生活 感」 とかいう 意味に 転用され て 

いる。 だが これ を 当初に 使った の は 自然主義で、 

美学 上の 原意に 用いられ ていた。 即ち 当時に 言 

われた 「実感で 書け」 の 意味 は、 美的 陶酔の な 

い 感情、 プロ ゼック な 現実感で 書け の 意味 だつ 

た。 

文壇に 於て は、 今日 この 言語が 転化して し 

まった けれども、 一般の 社会に 於て、 尚し ばし 


ば 原意の ままで 使用され てる。 例えば 裸体画 問 

題 等に つ いて、 警察官が 言う 「実感 を 挑撥 する」 

等が そうで ある。 

かく 一  方から 考える と、 意味の 深さ は 感情の 深さに 

比例し、 より 情 線に 振動 を あたえる もの ほど、 より 意 

味の 深い ものである。 然るに また 一方から、 客観の 立 

場に 於て 考える 時、 意味の 深さ は 認識の 深さに 比例す 

る。 より 深く 真実に ふれ、 事物 や 現象の 背後に 於て、 

普遍的に 法則す る もの (科学的 真理) や、 或は その 科 

学 的 真理の 上に 於て、 さらに 法則 を 法則す る 一 切の 根 


本 原理 (哲学的 真理) に ふれた 時、 吾人 は それ を 意味 

深長と 云う。 この場合の 「意味の 感」 は、 言う まで も 

なく 合理 感で、 理性の 抽象す る 概念で ある けれども、 

理性が 理性 自身と して、 直接に 意味の 感を 伝える もの 

は、 芸術 上に 於け る 直感的 理性 (観照の 智慧) であつ 

て、 それの 認識が 深い もの ほど、 直感的に 意味 深く 感 

じられ る。 そして この 直感的 理性 は、 その 概念 性の 有 

無 を 除いて、 本質に は 科学 や 哲学の 認識と 同じ ことで、 

常に 事物と 現象の 背後に 於て、 或る 普遍的に 実在す る 

もの —— 即ち 自然人 生の 本 有 相 —— を、 観照の 面に 映 

し 出そうと 意図して いる。 


かくの 如く 「意味の 深さ」 は、 一方で は 感情に よつ 

て 測量され、 一方で は 理性に よって 測量され る。 しか 

し 理性が 理性 自身と して、 意味 を 測量す る こと はでき 

ないだろう。 意味 は 一 つの 「感じ」 であって、 広い 意 

フィ リング  しょせん 

味の 感情 に 属する 故に、 所詮 言えば 一 切 は、 主観 上で 

の 測量に 帰して しまう。 けれども 「感情的な 意味」 と 

「知性的な 意味」 と は、 たしかに その 意味に 於け る、 感 

じの 色 合 や 気分が ちがって いる。 例えば 吾人が、 音楽 

に 酔って 人生 を 意味 深く 感ずる 時と、 アインスタイン 

の 相対性原理 を 始めて 学んで、 世界の 新しい 意味 を感 

じた 時と、 同じく 「意味の 感」 では あるが、 その 感の 


色に 相違が あり、 どこかに 特別の ちがいが ある。 そし 

てこの 「意味の 感」 に 於け る 解釈の 相違から、 実に プ 

ラトンと ァ リスト テレスが 別れた の だ。 

プ ラトンと ァ リスト テレス、 哲学 上 に 於け る 浪漫主 

義 者と 現実主義者の 差別に ついては、 既に 他の 章で も 

述べた けれども、 此処で さらに 根本の 本質に 触れねば 

かんじん 

ならぬ。 肝腎な こと は、 プ ラトンと ァ リスト テレスが 

本質に 於て 全く 一致して いると いう ことで ある。 彼等 

は 共に 形而上学 者であって、 現象の 背後に 実在す る、 

一 の 本体 的なる もの を 求めた。 ただ 異なる の は、 前者 

の 態度が 瞑想 的、 哲学的で あつたに 反し、 後者の 態度 


が 経験的、 科学的であった こと だ。 換言すれば、 前者 

が 時間の 「観念 界」 に 於て、 直ちに 瞑想から 達しよう 

とした 実在 を、 後者 は 空間の 現象界から、 物質の 実体 

を 通じて 見ようと した。 しかも 究極に 於て、 二人の 見 

ようとし たもの は 一 であ リ、 ひとしく 形而上の 実在 

だった。 にもかかわらず、 何故に あの 悲痛な 師弟 は、 

最後に 暄嘩 をして しまった のか。 けだし この 悲劇 は、 

弟子が 師の 「詩」 を 理解し 得ず、 師が 弟子の 「散文」 

を 読まなかった という、 気質の 避けが たい 運命に あつ 

たの だ。 

プ ラトンに ついて 思惟され るの は、 何よりも 彼が 詩 


人であった という ことで ある。 彼に 於て は、 冷たい、 

氷結した、 純理 的の もの を 考える ことができなかった。 

彼の イデ ャは 詩的で あり、 情味の 深い 影 を 帯びた、 神 

ひょうび よう 

韻縹渺 たる 音楽で ある。 これに 反して アリス トテレ 

スは、 気質 的の 学者であって、 古代に 於け る 典型的の 

学究で ある。 彼に は 詩的な 情趣が 全く 無かった。 故に 

彼の 哲学した 実在 は、 純然たる 理智 的の 概念で あり、 

冷たい、 没 情味の、 純 学術 上の 観念だった。 即ち 換言 

すれば、 ァ リスト テレスの 観念 は 純理 的の 意味で あつ 

て、 プ ラトンの それ は 宗教 的の 意味で ある。 プ ラトン 

にあって は、 イデ ャが 感情の 中に 融 かされ 気分の 情趣 


もや 

ある 靄で かすんで いる。 故に アリス ト テレスの 純理 を 

以て、 これ を 理解す る こと は 不可能だった。 そこで は 

感情と 智慧が 融 化し ており、 分離す る ， J とがで きな い 

の だ。 

この プ ラトンの 観念 こそ、 それ 自ら 文芸 上に 於け る 

主観主義者の イデ ャ であって、 また その 観照に 於け る 

法則で ある。 前章に 述べた ように、 主観主義者の 観照 

は、 常に 感情と 共に 働き、 感情の 中に 融 化して おり、 

主観と 分離して 考えられない ところの、 情趣の 温かい 

ものである。 これに 反して レア リズムの 客観主義者 は、 

智慧の 透明 さ を 感覚し つ つ、 観照 を 意識し つ つ 観照し 


ている。 故に 彼等 は、 それの 透明 を 暈ら すと ころの、 

すべての 主観的な もの、 情感 的な もの を 追い出し てし 

まう。 彼等 はァ リスト テレス 的 没 主観の 認識で、 事物 

の 本 相に 深く 透 入しょう と 考えて いる。 

だから 主観 派と 客観 派と は、 結局 言つ て その イデ ャ 

する 「真実」 の 意味が ちがう ので ある。 一方 は 宗教 感 

的に、 情感の 線に 触れる 実在 を 求めて いるのに、 一方 

は 純粋に 知的で あり、 観照 的に 明 徹した 真実 を 探して 

いる。 したがって 両 派の 「真実」 に関する 意見 は、 い 

つも この 点で 食いち が つ てく る。 かの 自然 派が 浪漫主 

義を 非難したり、 写実主義が 空想的 文学 を 虚偽 視 した 


りする の は、 畢竟 客観主義の 意味に よって 「真実」 を 

解す るからで、 プ ラトンの 不幸な 弟子、 アリス トテレ 

スが師 を 理解し 得なかった と 同じで ある。 もし プラト 

ンの 立場で 見れば、 どんな 観照に 徹した 写実主義の 文 

学 すら、 その 真理の 深さに 於て、 感傷的なる 恋愛 詩の 

ー篇に すら 及ばない の だ。 故に 賢人 パスカル はこれ を 

言った。 曰く、  * 感情 は 理智の 知らない 真理 を 知って 

ると。 

* パスカルの 言葉 は、 長く 人々 に 神秘 視 され 

た。 なぜなら 「知る」 もの はすべ て 知性で ある 


のに、 感情が 理智の 知らない もの を 知る という 

の は、 眼な くして 物 を視る 不思議で あるから。 

しかし パスカルの 言う 意味 は、 そうした 無智の 

感情 を 指す のでな くして、 智慧の 認識と 共に 融 

け 合 つ てる 感情 —— 即ち 主観的 態度の 観照 —— - 

を 指して いるので ある。 


第 九 章 詩の 本質 


ごじん 

今や 吾人 は、 始めて 本書が 標題す る 実の 題目、 詩と 

は何ぞ や？ の 解説に 這 入って きた。 詩と は 何だろう 

か。 形式に ついて ではなし、 内容に ついて 言われる 詩 

と は 何だろう か？ 吾人 はこれ に対する 解答 を、 どこ 

か 前に 他の 章で 暗示した ように も 思われる し、 また 未 

だしなかった ように も 考えられる。 とにかく 伺れ にせ 

よ、 この 章に 於て 決定的な 解答 をして しまおう。 

そもそも 詩と は 何だろう か。 広い 意味に 於て、 自然 

や 人生の 到る ところに 観念され てる、 一種 不思議な 

「詩」 という 言葉 は 何だろう か。 吾人 は あえて それ を 

不思議と 言う。 なぜなら この 言葉 は、 常に 多くの 人々 


によって 使用され、 到る ところに 思惟され ている にか 

かわらず、 一 も 判然とした 定義が なく、 どこか 正体が 

とら  もや  あいまい 

不明で あり、 捉え どころ のない 靄の 中で、 曖昧 漠然と 

している からで ある。 吾人 はこの 不思議 を 解明して、 

詩の 本質す る 定義 を 確立せ ねばならな いの だ。 

第一に 解つ てること は、 この 意味の 詩が 形式 上の 詩 

でな くして、 詩と いう 文芸が 本質して いると ころの、 

普遍の 本体 上の 精神、 即ち 「詩的 精神」 を 指して いる 

ことで ある。 そこで この 問題 を 解決す るた め、 あら ゆ 

る 一般の 場合に ついて、 人々 が 普通に 考えて いる 詩的 

いわゆる 

精神、 即ち 所謂 「詩的」 の 何事た るか を 調べて みょう。 


もし 多数の 場合に ついて、 それが 観念され てる 例証 を 

見、 すべてに 共通す る 本質 を 取って みれば、 意外に 造 

作な く、 吾人 は 詩の 定義に 到達す る ことができる であ 

ろう。 但し この場合に 於て は、 一方に 詩的 精神の 反対 

の もの、 即ち 世人の 言う 「* 散文的の もの」 について、 

おなじ 思考 を 対照して 行かねば ならない。 

* 「詩」 の 対照 は 必ずしも 「散文」 でない か 

も 知れない。 なぜなら 「散文」 は 「韻文」 に 対 

する 言語であって、 必ずしも 詩に おける 対語で 

ないから。 しかし 一般の 言語と して は、 やはり 


散文が 詩の 対語と して 用いられ てる。 それで 

散文的と いう 言語 は、 一般に 非 詩的の もの、 詩 

的で ない もの を 意味して いる。 ここで 使用す る 

もちろん 

プロ ゼック も、 勿論 この 通解の 語意に よる。 

人々 は 一般に、 何 を 詩的と 考え、 何 を プロ ゼック と 

思惟す るだろう か。 もちろん 後に 言う 如く、 こうした 

感じ は 人に よってち がう ので ある。 だが 思考 を 簡明に 

する ために 特に 一般の 場合に ついて、 大多数の 人が 一 

致して いる 例証 を 取って みょう。 そして 出来るだけ 多 

ま 

数の 例 を あげてみ よう。 先ず 自然につ いて 考えれば、 


一般に 人々 は、 青い 海 や 松原が あると ころの、 風光 

明媚の 景を詩 だと 言う。 もしくは 月光に 照らされ てる、 

あおじろ  なが  あるい  かすみ 

蒼白い 夜の 眺め を 詩的 だと 言う。 或は 霧 や 霞 のか 

も ■ つろう 

かってる、 朦朧と した 景色 を 詩的 だと 言う。 そして こ 

の 反対の もの、 即ち 平凡に して 魅惑の ない 景色 や、 昼 

間の 白日に 照ら される 街路 や、 明ら さまに 露出 さ れ て 

る 眺め や は、 すべ て 詩の ない プロ ゼック の もの だと 言 

、つ。 

同じような 感じ 方から、 人々 は 或る 都会 を 詩的と 言 

い、 他の 都会 を プロ ゼック だと 言う。 例えば 定評 は、 

奈良ゃ 京都 を 指して 「詩の 都」 と 言い、 大阪ゃ 東京 や 


を プロ ゼック だと 言う。 或は 伊太利の ヴェ ニス を 詩的 

二 ュ ー ョ ー ク 

と 言い、 マン チェス タァゃ 紐 育 を プロ ゼック だと 言 

う。 また 熱帯 無人 境の 阿弗利加 内地 や、 原始的なる 南 

洋タヒ チの蛮 島 等 は、 単に それ を 思う だけで も、 吾人 

にと つて 詩的の 興奮 を 感じさせる。 そして この 反対 は 

到る ところに 見慣れて いる、 吾人の 文明 的 社会で ある _ 

人物に ついて 言えば、 秀吉ゃ ナポレオン やの 生涯 は 

詩的で あるが、 徳川家 康の 成功 は 散文的 だ。 同様に ま 

きぶん 

た紀文 大尽の 成金 は 詩的であって、 安田 善兵衡 の勤儉 

貯金 は プロ ゼック だ。 仏蘭西 革命の 原動力た る ルッソ 

ォは、 純粋に 詩人 的の 人物と して 感じられ るが、 革命 


の 実行 家た る ロペス ピエ— ルは、 より 散文的の 人物に 

感じられる。 そして 一般につ いて 言えば、 運命の 数奇 

きわ 

を 極め、 境遇の 変化に 富んだ 人の 生涯 は 詩的で あるが、 

平凡 無為に 終った 人の 生涯 は 散文的 だ。 

もっと 外の 例 を あげてみ よう。 飛行機に 乗って 太平 

洋を 横断したり、 或は 文明 を 過去に 逆行して、 古風な 

駕籠に 乗って 旅行した りする の は 詩的で あるが、 普通 

の 汽車に 乗って 平凡な 旅行 をす るの は 散文的 だ。 恋愛 

や、 戦争 や、 犠牲的 行為 や は 詩的であって、 結婚 や、 

所帯 暮 しゃ、 単調な 日常生活 や は プロ ゼック だ。 すべ 

てに 於て、 歴史の 古い 過去の もの は 詩的で あるが、 現 


代 的の 事物 は プロ ゼック だ。 人間 も 正義 や 革命 ゃを考 

えてる 時 は 詩的で あるが、 借金の 言い わけ を 考えて る 

時 は プロ ゼック だ。 そして 一般に、 神話 的の もの ほど 

詩的であって、 科学的に 実証され たもの ほど プロ ゼッ 

クだ。 

以上 吾人 は、 できるだけ 多くの場合 について、 一般 

に 思惟され る 「詩的の もの」 と 「プロ ゼック の もの」 

と を 対照して 来た。 だが 前に も 言った 通り、 こうした 

感じ 方 は 人々 によって ちがう ので、 甲の 人が 詩的と 感 

ずる もの、 必ずしも 乙の 人に とっての 詩的で ない。 反 

対に 一方の 人が 詩と 考える ところの ものが、 一方の 人 


ひっきょう 

の 散文であった りする かも 知れない。 畢竟 上例した 

ところの もの は、 仮り に 大多数 者の 一致 を 見て、 世間 

的 通解に よった にすぎないの である。 故に 吾人の 地位 

を 換えて、 特殊な 個人的の 立場で 見れば、 もちろん 一 

般の 通解と 異なる ところの、 別の 詩的 や プロ ゼック が 

有り得る だろう。 次に 吾人 は、 この 特殊な 場合 を 調べ 

てみ よう。 

前の 例に 於て、 通 見 は 奈良ゃ 京都 を 詩的と 言い、 伊 

太 利の ヴ エニス を 「詩の 都」 と言う。 けれども 奈良ゃ 

京都に 住んで る 人が、 果して 自分の 住んで る 町 を、 真 

に 詩的と 感じて いるだろう か。 同じ 別の 例 を 言えば、 


欧米人 は 常に 東洋 を 「詩の 国」 と 言い、 特に 日本 をド 

リ ー ム ランドの ように 考えて る。 けだし 彼等に とって 

は、 我々 の 鳥居 や、 仏寺 や、 キ モノ や、 ゲイ シャ や、 

紙の 家 やが、 すべ て 夢幻 的な 詩 を 感じさせ るからで あ 

る。 だが 我々 の 日本人に 取って みれば、 キ モノ や 紙の 

家 や 足駄 ほど、 世界に 於て プロ ゼック な 事物 はない の 

ョ ー 口 ッ。 ハ 

だ。 我々 にと つて みれば、 逆に 欧羅巴の 方がず つと 詩 

的で ある。 故に 伊太利 ヴ エニスの 芸術家 等 は、 ゴンド 

ラを焼 打ちして 水巿を 破壊し、 自動車と 飛行機の 爆音 

じゅうてん 

で充塡 された、 幾何学 的 コンク リ— トの 近代 都巿を 

造れと 言って る。 けだし 彼等に とって みれば、 あの 黴 


臭い 古都の 空気 ほど、 没趣味で 散文的な もの は 宇宙に 

ない の だ。 

同様の 事情に よって、 都会人の 詩 は 常に 田園に あり、 

田舎 人の 考える 詩 は 都会に ある。 前の 例に 於て、 阿 弗 

利 加の 内地 や 熱帯の 孤島 を 詩的と 考える の は、 煩瑣な 

社会制度に 悩まされて、 機械 や 煤煙 やの ために 神経 衰 

弱と なって ると ころの、 一般 文明 人の 主観で ある。 反 

対に そうした 蛮地に 住んで いる 土人 は、 近代 文明の 不 

はリき ゆう 

思議な 機械 や、 魔術の ような 大都会 や、 玻璃 宮の 窓に 

映る 不夜城の 美観 を 眺めて、 この 上 もな く 詩的な もの 

に 思う であろう。 現代の 吾人に とって みれば、 駕籠に 


乗って 旅行す る こと は 詩的で あるが、 昔の 日本人に 

とって みれば、 これく らい プロ ゼック の もの はな かつ 

おかじょうき 

たろう。 むしろ 彼等 は、 西洋の 陸蒸気に 乗って 旅する 

こと を、 無限の 詩的に 考えて いた。 

かく 個人的の 立場で 考えれば、 各々 の 人の 思惟す る 

こと は、 各々 について 皆ち がって いる。 故に 何が 「詩 

的な もの」 であり、 何が 「散文的な もの」 であるか は、 

一 も 明白な 判定 を 下し 得ない。 畢竟 各々 の 人の 環境 や 

主観に よって、 一々 その 見る ところ を 別々 にし、 した 

がって 詩の 対象が 異 つてく る。 そして かくの 如くば、 

吾人 は 遂に 絶望す る 外ないで あろう。 けれども 認識の 


対象 は、 何物が 詩的で あるか と言うので なくして、 詩 

的 精神 そのものの 本体が、 いかなる 性質で あるかと い 

う 一事に かかって いる。 換言すれば 問題 は、 山の 景色 

が 詩的で あるか、 海の 景色が 詩的で あるかと いう、 そ 

の 対象の 判別で はなく、 こうした 一般の ものに ついて、 

吾人の 心に 感じられる 「詩」 の 本質が、 いかなる 本 有 

性の もので あるかに 存す るので ある。 

そこで 吾人 は、 今 述べた あらゆる 一般の 場合に つい 

て、 個々 に 共通す る 本質 点 を 探して みょう。 もちろん 

この場合の 思索に 於て は、 一切 詩の 対象に ついて 見な 

いで、 ただ それ を 心に 感ずる ところの、 人の 心意の み 


を 観察す る。 故に 始めに 例題した 多数 者の 通解 も、 後 

に 説いた 個人的な 特殊な 場合 も、 すべて この場合に は 

同じであって、 無差別 一様に 考え 得られる。 そもそも 

この 本質 は、 何だろう か。 第一 に 明白に 解って るの は、 

すべて 見る 人の 立場に 於て、 平凡に 感じられる もの、 

あり ふれて 感じられる もの、 見慣れて 退屈に 思われる 

もの、 無意味で 剌戟を 感じない もの 等 は、 決して 詩的 

な 印象 を 呼び 起さな い という 事  即ち プロ ゼ ックに 

感じられる という こと  である。 

およそ 詩的に 感じられる すべての もの は、 何等か 珍 

しい もの、 異常の もの、 心の 平地に 浪を 呼び 起す とこ 


ろの ものであって、 現在の ありふれた 環境に 無い もの、 

即ち 「現在して ない もの」 である。 故に 吾人 はすべ て 

外国に 対して 詩情 を 感じ、 未知の 事物に あこがれ、 歴 

史の 過去に 詩 を 思い、 そして 現に 環境して いる 自国 や 

よく 知れて る もの や、 歴史の 現代に 対して 詩 を 感じな 

い。 すべて これ 等の 「現在して いるもの」 は、 その 現 

実感 の 故に プロ ゼック である。 

故に 詩的 精神の 本質 は、 第一 に 先ず 「非 所有への あ 

こがれ」 であり、 或る 主観 上の 意欲が 掲げる、 夢の 探 

求で ある ことが 解る だろう。 次に 解明され る こと は、 

すべて 詩的 感動 を あたえる もの は、 本質に おいて 「感 


情の 意味」 を もっている という ことで ある。 この 事実 

を 例に ついて 証明しょう。 例えば 前の 多くの場合で、 

神話が 科学よりも 詩的で あり、 月光の 夜が 白昼よりも 

詩的で あり、 奈 良が 大阪 よりも 詩的で あり、 恋愛が 所 

帯暮 しよりも 詩的で あり、 秀吉 が家康 よりも 詩的で あ 

ると して、 一般の 人々 に 定見され てるの はどうい うわ 

IT  /J  o 

け か 

先ず 神話と 科学 を 考えて みよ。 昔の 人 は 月 を 見て、 

嫦娥ゃ ダイヤ ナ のよう な 美人が 住んで る、 天界の 理想 

国 を 想像して いた。 然るに 今日の 天文学 は、 月が 死滅 

の 世界であって、 暗澹たる 土塊に すぎない こと を 解明 


している。 そして この 科学の 知識 は、 月に 対する 吾人 

の 詩情 を 幻滅させる。 なぜなら そこに は、 自由な 空想 

れんそう 

や 聯想 を 呼び 起す ベ き、 豊富な 感情と して の 意味が な 

く、 冷たい 知性の 意味し か 感じられない からだ。 一般 

に 夜の 景色 や 霧の かかった 風景 やが、 白昼の それに 比 

して 詩的に 感じられる 理由 も、 また これと同じで ある。 

即ち 前 の 者に は 空想と 聯想の 自由が あり、 主観的なる 

感情 を 強く 呼び 起す のに、 白昼に 照らし 出された もの 

に は、 そうした 感情の 意味が なく、 反対に 知的な 認識 

を 強制し、 レア リス チックな 観察 をさせる からで ある。 

奈 良と 大阪 との 関係 もこれ に 同じで、 前者に は 歴史的 


の 懐古が あるのに、 後者に は その 感情の 意味が なく、 

実務 的な 商業都市で、 すべてが 知性の 計算に 属する か 

らだ。 

かく 空想 や 聯想の 自由 を 有し て、 主観の 夢 を 呼び 起 

すすべ てのもの は、 本質に 於て 皆 「詩」 と考えられる 

反対に 空想の 自由が なく、 夢が 感じられない すべての 

もの は、 本質に 於ての 散文で あり、 プロ ゼック の もの 

と考えられる。 故に 詩の 本質と する すべての もの は、 

しょせん 

所詮 「夢」 という 言語の 意味に、 一切 尽きて いる 如く 

思われる。 しかしながら 吾人の 仕事 はこの 「夢」 とい 

う 言語の 意味が、 実に 何 を 概念す るか を 考える ので あ 


る。 

夢と は 何だろう か？ 夢と は 「現在し ない もの」 へ 

の あこがれ であり、 理智の 因果に よって 法則され ない、 

ひしょう 

自由な 世界への 飛翔で ある。 故に 夢の 世界 は 悟性の 先 

はんちゅう 

験 的 範疇に 属して ないで、 それと はちがつた * 自由 

の 理法、 即ち 「感性の 意味」 に 属して いる。 そして 詩 

が 本質す る 精神 は、 この 感情の 意味に よ つ て 訴えられ 

たる、 現在し ない ものへの 憧憬で ある。 されば 此処に 

至って、 始めて 詩の 何物た るかが 分明して 来た。 詩と 

は何ぞ や？ 詩と は 実に 主観的 態度に よ つ て 認識され 

たる、 宇宙の 一 切の 存在で ある。 もし 生活に イデ ャを 


有し、 かつ 感情に 於て 世界 を 見れば、 何物に も あれ、 

詩 を 感じさせない 対象 は 一 もない。 逆に また、 かかる 

主観的 精神に 触れて くるす ベての もの は、 何物に も あ 

れ、 それ 自体に 於ての 詩で ある。 

故に 「詩」 と 「主観」 と は、 言語に 於て ィコ ー ルで 

ある ことが 解る だろう。 すべて 主観的なる もの は 詩で 

あって、 客観的なる もの は 詩で ない の だ。 しかし 吾人 

は、 此処で 一 つの 疑問が 提出され る こと を 考えて る。 

なぜなら 本書の ずっと 前の 章 (主観と 客観) で 言った 

ように、 詩 それ 自体の 部門に 於て、 主観主義と 客観 主 

義 との 対立が あるから だ。 詩が もし 主観と 同 字義で あ 


るなら ば、 詩に 於け る 客観 派と 言う もの は 考えられな 

きわ 

い。 次に また 或る 多くの 芸術品 は、 極めて 客観的な レ 

ァ リズムで ありながら、 本質に 於て 強く 詩 を 感じさせ 

る 魅力 を 持って る。 これ はどうした ものだろう か。 す 

ベて これ 等の ことにつ いて、 本篇と 次篇の 全部に わた 

り、 徐々 に 解明して 行く であろう。 

* カント は 「理性」 を 二部に 区分し、 因果の 

理性と 自由の 理性 を 対立 させた。 即ち 所謂 「純 

粋 理性」 と 「実践理性」 とが これで ある。 カン 

トの 意味で は、 この 自由の 理性が 倫理に のみ 関 


している。 しかし それが 「感情の 意味」 を 指す 

限り、 単なる 道徳 感 ばかりでなく、 芸術 上の 美 

的 理性 を も 入る ベ きで ある。 

第 十 章 人生に 於け る 詩の 概観 

詩の 本質す る ものが、 それ 自ら 「主観的 精神」 であ 

る こと は 前に 述べた。 では この 主観的 精神、 即ち 「詩」 

は 人生の どこに あるだろう か。 そして 此処に 人生と 言 


う 意味 は、 人間 生活の 文化に 於け る、 価値の 顕揚され 

たものに つ いて 言う ので ある。 吾人 はこの 章に 於て 道 

徳、 芸術、 宗教、 学術 等の 一 切に わたる 詩的 精神の 所 

在 を 概観しょう。 

ま 

始めに 先ず、 道徳的 精神に ついて 考えよう。 道徳的 

精神 は どんな もので も、 本質に 於て 一 種の 詩的 精神で 

あり、 詩と いう 言語の 広い 所属に 含まれて る。 なぜな 

ら 倫理 感の 本質 は、 それ 自ら 感情と しての イデ ャを掲 

げる、 主観的 精神に 外なら ないから。 特に 就中、 愛に 

於け る 情緒の 如き は、 恋愛と 結んで 抒情詩の 根本の も 

のにな つてお り、 人道と 結んで 主観主義 文学 —— 例え 


ば 浪漫派な ど —— の 主要な モチ— ヴ とな つ ている ほど 

だ。 愛 以外の 他の 道徳 感も、 すべて 人の 胸 線に 響 を 与 

え、 普遍的なる 精神の ひろがり を 感じさせる。 即ちす 

ベての 倫理 感は、 本質 上での 美感に 属し、 詩と 同じき 

高 翔感ゃ 陶酔 感ゃ を、 その 「感情の 意味」 に 於て 高調 

する。 此処で ついでに、 こうした 道徳的 情操に 特色し 

ている、 二種の 異 つた 種別 を 述べて おこう。 

道徳的 情操に 於て、 広く 「善」 と 呼ばれる ものに は、 

それぞれの 内部的 分類が ある。 例えば 「愛」 「正」 「義」 

等の 者で、 多少 その 倫理的 内容 を 別にし、 したがって 

その 情操 を 異にして いる。 これ 等の 中、 最も 純粋に 感 


情 的で、 かつ 実践的で ある もの は、 言うまでもなく 「愛」 

である。 愛に は 全く 論理が なく、 その 情操 は 純一 に感 

傷 的で、 女性的に、 柔和であって 涙ぐましい。 普通に 

セ ンチ メン卜 

言う 「情緒」 という 美感 は、 この 道徳 情操に 於て 最 

高潮に 表象され る。 かの 人道主義 や、 他愛 主義 や、 そ 
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の 他の 博愛 教 道徳 は、 すべて 情緒の 上に 基調して い 

る。 これに 対して 「正」 や 「義」 や は、 何等かの 主義 

信念の 上に 立つ もので、 概して 思想 的 要素 を 多分に 

持って る。 

されば 一切の 主義と 名 づける もの は、 すべて この 倫 

理的 正義感に 出発して いる。 たとい 徳に 反対す る 主義 


—— 例せば 悪魔 主 義 や 本能 主義 —— のよう な もので 

あっても、 本質 はや はり、 別の ュ ニックな 正義 を 信ず 

ると ころの、 同じ 倫理 線の 上に 立って いるので、 この 

本質の 点から 言うならば、 世に 無 道徳的なる いかなる 

主義 もない わけで ある。 そして この 正義感の 情操 は、 

まん ま つ 

愛の それと 反対で あり、 男性的で 反撥の 力に 強く、 意 

志 を 強調し、 どこか 心 を 高く、 上に 高 翔させる ような 

思いが ある。 カントが 倫理 感の 本性 を 説明して、 天に 

ありて は 輝 やく 星辰、 地に ありて は 不易の 善意と 言つ 

たの は、 その 語調 さながらに、 この種の 倫理的 情操 を 

明示して いる。 それ は 愛の 情操と 並んで、 道徳 感のニ 


大 種目 を 対立して いる。 (文芸の 上に 於て、 いかに こ 

の 対立が 現象して くる か は、 後に 至って 解る であろ 

う。) 

かく 道徳的 情操 は、 本質に 於ての 詩的 精神で ある 故 

に、 すべて 倫理 感を 基調と している 文芸 は、 必然に 「詩」 

の 観念に 取り入れられる。 しかしながらよ リ 真の 詩 を 

持つ もの は、 道徳で なくして 宗教で ある。 なぜなら 宗 

教は、 一 層 「感情の 意味」 が 濃厚で あり、 イデ ャに於 

て の 夢が 深く、 永遠に 実在す る も のに 対する プ ラトン 

的 思慕の 哲学 を 持って いるから。 実に 宗教の 本質 は、 

或る 超 現在 的な ものへの あこがれ であり、 霊魂の イデ 


きとう 

ャに 向う 訴え (祈 禱) である。 故に 宗教 的 情操の 本質 

は、 真の 詩が 有する 第 一 義感の 要素と 符節し、 芸術の 

最も 高い 精神 を 表象して いる。 実に 詩と 宗教と は、 本 

質に 於て 同じような ものである。 ただ 異なる 点 は、 一 

方が 表現であって、 芸術の 批判に 属し、 一方が 行為で 

あ つ て 倫理の 批判に 属する という ことに ある。 

宗教のより 思弁 的で、 主観のより 瞑想 的な もの は、 

いわゆる 

即ち 所謂 哲学で ある。 此処で 哲学に 就いて 一 言しょう。 

哲学と いう 語の 狭い 意味 は、 科学に 対する 哲学 II 認 

けいじじょう 

識論 や、 形而上学 や、 論理学 や、 倫理学 や —— を 意味 

している。 しかし その 語の 広い 意味 は、 かかる 特殊 的 


の 学術で なく、 一般に 「哲学す る 精神」 を もった とこ 

ろの、 すべての 思想 や 表現に ついて 言われる。 即ち こ 

の 関係 は、 丁度 「詩」 という 言語が、 詩学の 形式に つ 

いて 言われる 場合と、 内容 的に 詩的 精神 を 有する とこ 

ろの、 一般につ いて 言われる のと 同じで ある。 そこで 

広い 意味の 哲学 —— 即ち 哲学的 精神 を 有する もの —— 

と は、 すべて 本質に 於て 主観 を 掲げ、 何 かの 実在 的な 

もの、 もしくは 普遍原理 的な ものに 突入しょう とする 

思想であって、 例えば ルッソ ォ、 ゲ ー テ、 ニイ チェ、 

トルストイ 等の 詩学 的 人生 評論の 類が、 みなこれ に 類 

している。 


しかし 哲学と いう 言語の、 さらに 一 層 本質的に 拡大 

された 範囲に 於て は、 すべて イデ ャを 有する 主観、 及 

び 主観的 表現の 一 切 を 包括す る。 即ち 例えば、 これに 

ましょう 

よって 「芭蕉の 哲学」 とか 「ワグネルの 哲学」 とか 「* 

浮世絵の 哲学」 とか 言われ、 さらに 或る 芸術 や 文学 や 

が、 哲学 を 有する か 否か 等が 批判され る。 この 意味で 

いわれる 哲学と は、 哲学的 精神に 於け る 究極の もの、 

即ち 「主観性」 について 言われる ので ある。 故に 「哲 

学がない」 と言う こと は、 主観性の 掲げる イデ ャ がな 

い、 即ち 本質 上の 詩がない という 意味で ある。 かの 

ゲ— テが 「詩人 は 哲学 を 持たねば ならぬ」 と 言った の 


も、 勿論 この 意味 を 指す のであろう。 

* 浮世絵の 哲学 は 或る 頹廃 的なる 官能の 世界 

に 没落し、 それと 情死しょう とする ニヒ リス 

うた まろ  はるの ぶ 

ティ ックな エロチシズムで、 歌 麿 や 春 信が 最も 

よく 代表して いる。 

最後に、 詩的 精神の 最も 遠い 極地に 於て、 科学の 没 

主観な 太陽が 輝 やいて いる。 明白に、 だれも 知ってい 

る 如く、 科学 は 主観的 精神 を 排斥し、 一 切 「感情の 意 

味」 を 殺して しまう。 故に 科学に かかって は、 道徳 も 


宗教 も 型な しで あり、 知性の 冷酷の 眼で 批判され る。 

まっさつ 

実に 科学 は、 人生から 「詩」 を 抹殺す る ことにの み、 

その 意地 あしき 本務 を 持って るよう に 思われる。 しか 

も マ J の 科学的 精神が、 宇宙の 不思議に 対する 詩的 驚異 

と、 未知の 超 現実 を 探ろうと する 詩感に 出発して いる 

こと は、 何とい う 奇妙な 矛盾だろう。 けだし 科学 は、 

詩的 精神の 最も 大胆な 反語であって、 その 否定す ると 

ころの ものから、 逆に 他の 「夢」 を 創ろうと する ので 

ある。 故に 科学の あると ころに は、 常に 飛行機が あり、 

磁力が あり、 ラジオが あり、 電信が あり、 不断の 新し 

き 発明と 夢と が ある。 もし 科学が 無かったら、 人生 は 


いかに 退屈に して 変化が なく、 夢の ない 単調の ものに 

なる であろう。 そして かく 考えれば、 科学 こそ は 「詩 

の 中の 詩」 であると も 逆説され る。 

かく 一般につ いて 観察す ると、 宗教 も、 道徳 も、 科 

学 も、 人生の 価値に 於け る あらゆる ものが、 本質に 於 

て 皆 「詩」 であり、 詩的 精神の 所在と して 考えられる。 

実に この 本質 上の 意味に 於て、 詩 は 人生の 「価値 一 般」 

であり、 あらゆる 文明が 出発し、 基調す ると ころの 実 

体で ある。 すくなくとも 詩的 精神の 基調な くして、 人 

間 生活の 意義 は 感じられない。 それ は 生活 をして 生活 

たらしめ、 人間 をして 人間たら しめ、 真 や 善 や 美 やの 


高貴に 心 を 向わせる ところの、 実の ヒ ュ— マ 二 チイ (人 

間 良心) の 本源で ある。 然り —— 、 詩的 精神の 本質 は 

実に ヒ ュ ー マ 二 チイで ある。 

しかしながら 吾人 は、 言語の 使用に ついて 注意し よ 

こうぼう 

う。 詩と いう 言語 を 拡大して、 こんな 風にまで 広茫と 

ひろげて 行ったら、 遂に 詩の 外延 は 無限に 達し、 内容 

のない 空 無の 中で ノンセンス として 消滅せ ねばならな 

いだろう。 言語 はすべ て 比較で あり、 他との 関係に 於 

ての み 意味 を もっから、 詩と いう 言語が 正しく 言われ 

る 範囲に 於て、 他との 関係 を 切って しまおう。 換言す 

れば 我々 は、 他のより 客観的なる ものに 対してより 主 


観 的なる もの を 指摘し、 その 狭い 範囲での み、 詩と い 

う 言語 を 限定しょう。 すくなくとも 第 一 に、 先ず 科学 

を 詩の 範囲から 逐ぃ 出して しまおう。 次に 或る 種の 哲 

学 —— デカルト やへ— ゲル —— を 拒絶しょう。 なぜな 

ら これ 等の もの は、 詩と いうべく あまりに 乾燥無味で 

あって、 知性の 意味が 勝ちす ぎている から。 

では 学術の どの辺から、 詩の 範囲に 入り 得る だろう 

か。 これにつ いての 限定 は、 一般に 多数の 定見が 一致 

している。 常識に 準ずる のが 無難であろう。 その 世間 

の 定評で は、 プ ラトン や、 ブルノ— や、 ニイ チェ や、 

ショ ー ペン ハウェル や、 老子 や、 荘子 や、 ベルグ ソン 


やが、 一般に 詩人 哲学者と 呼ばれて いる。 なぜなら 彼 

等 の 思想 は 主観的で、 他の 学究の ように 純理 的 思弁 を 

せず、 意味が 情趣の ある 気分に よって 語られて いるか 

ら、 先ず これ 等の 思想家 は、 定評の ある 如く 詩人に 属 

する。 そして 同時に、 詩と いう 言語の 拡大され 得る 広 

い 範囲 も、 この辺の 思想 や 学術で 切って おこう。 これ 

より 先に 延びて 行く こと は、 詩と いう 言語 を 空 無 の 中 

に 無くして しまう。 

そこで 吾人 は、 先ず 詩の 円周す る 外輪 を 描き 得た わ 

けだ。 次に はこれ を 内に 向って、 円の 中心点 を 求めて 

みょう。 どこに 詩の 中心点が あるだろう か？ 考える 


まで もない。 この 中心点 こそ 即ち 文壇の 所謂 「詩」 で、 

吾人の 抒情詩 や 叙事詩 を 指す の だ。 故に 詩と いう 言語 

を 中心的に 考えれば、 真に 詩と いうべき は 吾人の 所謂 

詩 (叙事詩 や 抒情詩) であって、 他の すべての 文学 や 

思想 や は、 単に 詩に 類似す る もの、 詩的な ものと 言う 

にすぎないの だ。 次章 はさら に 進んで、 文学 及び 芸術 

に 現われた 「詩的の もの」 を 考えよう。 

「無 道徳」 と 「反 道徳」 と を 区別せ よ。 無 道徳 

というの は、 全然 倫理的 観念の 外にお り、 善悪 

の 何れに も 没交渉な もの を 言う。 これに 対して 


反 道徳 は、 愛他主義と 個人主義 とに 於け る 如く、 

同じ 一 つの 倫理 線の 上で、 反対に 向き合つ てる 

もの を 言う。 故に 反 道徳と 道徳 (通俗的 道義 観 

念) と は、 同一 線 上で 絶えず 衝突す る けれども、 

無 道徳 は 別の 並行 線に 属して おり、 全然 倫理的 

問題と は 没交渉で、 どこに も 交 切す る 機縁が な 

ヽ o 

レ 


第 十 一 章 芸術に 於け る 詩の 概観 


芸術 以外の ものに 於け る、 詩的 精神の 概観 は 既に 述 

ベた。 次に 吾人 は、 特に 芸術に ついて 考えよう。 芸術 

の 世界に 於て、 どこに 「詩的な もの」 が あるだろう か？ 

だが、 最初に 言って おくの は、 この 質問が 芸術 自体の 

部門に 属して、 他との 関係に 属して ない という ことで 

ある。 もし 他との 関係で 言うならば、 芸術 はすべ て I 

I どんな 芸術で も —— 本質 上に 於ての 詩に 属して いる。 

なぜなら 芸術の 意義 は 美で あるのに、 美 は それ 自ら 「感 

情の 意味」 であって、 純粋に 主観 上の ものに 属する か 

ら、 しばしば 或る 芸術 は、 科学の 如き 客観 を 標語して 


いる。 だが この 意味の 「科学の 如く」 が、 一種の 修辞 

上の 比喩であって、 文字通りの 正解で ない こと は解リ 

きってる。 芸術 は どんな もので も、 決して 科学の よう 

に 没 情味 • 没 主観の もので はない の だ。 

故に 科学に 比して 言う 時、 芸術 それ 自体が 「詩」 の 

観念で 称呼され る。 そして 「詩人」 と言う 言葉の 広い 

意味が、 人生に 対して は 芸術家 一般 を 指して いるので 

ある。 けだし 芸術 は、 人生に 於け る 最も 主観的な もの 

であり、 最も 「詩的な もの」 の 一 つで あるから だ。 し 

かしながら 言語 は、 常に 関係に 於ての み 意味 を 持って 

る。 吾人が 此処に 問おうと する の は、 芸術と 他との 関 


係で なく、 芸術 それ 自体の 部門に 於て、 どこに 比較 上 

の 詩が あるかと 言う ことで ある。 

考察 を 進め て 行こう。 どこに 芸術 中 の 詩が ある だろ 

うか。 最初に 解りき つてい るの は、 詩と いう 言語が 本 

源して いる 実の 文学、 即ち 叙事詩 や 抒情詩 等の もので 

ある。 だが この 解リ きった もの を 除外して、 他の 別の 

形式に よる 表現から、 詩的 精神の 高い もの を 探して み 

ま 

よう。 第 一 に 先ず、 何よりも 音楽が 考えられる。 音楽 

はすべ て —— 西洋の 音楽で も 日本の 音楽で も —— 本質 

的に 主観 芸術の 典型に 属して いる。 音楽 ほどに も、 感 

情の 意味 を 強く 訴え、 詩 を 感じさせる 表現 はないで あ 


ろう。 この 意味で 音楽 は、 詩 以上の 詩、 詩の 中での 詩 

と言う ことができる。 

然るに 人々 は、 しばしば 音楽の 中に 於け る、 或る 特 

殊な 音楽 を 指して 「詩」 と 言って る。 たとえば ショパ 

ンゃ、 ベ— ト ー ベン や、 ドビ ッシ— や は、 常に 一般 か 

ら 詩人 音楽家と 呼ばれて いる。 そして ハイドン や、 

バッハ や、 ヘンデル や は、 そう 呼ばれて いないの であ 

る。 何故だろう か？ けだし 前に 他の 章で 述べた 如く、 

音楽 の 部門に 於ても、 それぞれ また 主観 派と 客観 派と 

の 対立が あり、 そして ショパン 等 は 前者に 属し、 バッ 

ハ等は 後者に 属して いるから だ。 「詩」 という 言語 は、 


常に あらゆる 関係の 比較に 於て、 主観的の ものに のみ 

属する ので ある。 (「音楽と 美術」 参照) 

しかし 吾人 は、 この 章に 於て 特に 文学の こと を 考え 

よう。 なぜなら 詩の 形式 は、 本来 文学に 属して おり、 

小説 や 戯曲と 密接な 関係 を 有する から。 さて 文学 —— 

詩 以外の 文学 —— に 於て、 どこに 詩的な 表現が ある だ 

ろう 力 

第一に 考えられ るの は、 ポオの 小説 や、 メ— テ ルリ 

ンクの 戯曲 やで ある。 一 般に 言われる 如く、 これ 等 は 

「散文 学と しての 詩」 であって、 小説 や 戯曲の 形に 於け 

る、 詩的 精神の 最も 高い もの を 表現して いる。 吾人 は 


ポオの 『アッシュ ル 館の 没落』 や、 メ— テル リンクの 

『タンタ— ジルの 死』 を 読む 時に、 小説 や 戯曲 を 読む と 

いうより は、 むしろ 全くの 純粋の 詩 を 読んで いるよう 

な感 がする。 すくなく ともこれ 等の 文の 本質 は、 詩の 

持って いる 第一義 感の 精神と 共通して いる。 そして 詩 

に 於け る 第 一 義感の 精神が、 宇宙の 実在 性に 触れよう 

とする メタ フィジックの 宗教 感 である こと  それ 故 

に 宗教が 詩的 精神の 最高 部で ある こと —— は、 前章に 

於て 既に 説いた。 (前章 参照) 

かく 宗教 観に 情操す る もの を、 芸術 上で 普通に 「象 

徴」 と 言って る。 この 象徴に 関する 別の 解義 は、 後に 


他の 章で 詳説す るが、 とにかく ポオ ゃメ— テル リンク 

は、 これによ つて 象徴派と 呼ばれて いる。 そこで これ 

等の 象徴派に つぎ、 詩的 精神の 最も 高調され た 文学 は、 

人の 知る 如く 浪漫派 や 人道 派の 文学で ある。 実に ゲ— 

テゃ、 ュ— ゴ ー や、 ジュ ー マ や、 トルストイ や、 ドス 

トイ エフ ス キイ やの 小説 は、 詩的 精神の 最も 情熱 的な 

もの を 感じさせる。 なぜなら 彼等の モチ— フは、 主と 

して 愛 や 人道 やの、 道徳的 情操の 上に 立って いるから 

である。 前章に 述べた 通り、 すべて 倫理 感の 本質す る 

ところ は、 それ 自ら 詩的 精神で ある 故に、 倫理的 観念 

—— 恋愛 を 含めて —— によって 書かれた もの は、 必然 


に 皆 情緒 を 刺戟し、 一 種の 抒情詩 的な 陶酔 魅惑 を あた 

える。 すべての 倫理 感 的な 文学 は、 それ 自らみ な 詩的 

である。 

ところが 此処に、 こうした 宗教 感ゃ 道徳 感を 排斥し、 

すべてに 於て 「詩」 を 拒絶しょう とする 文学が ある。 

即ち 人の 知る 自然主義の 文学で ある。 実に 自然 派の 文 

まっさつ 

学 は、 芸術から 詩 を 抹殺し、 一 切の 主観的 精神 を 否定 

しょうと 企てた。 何よりも、 彼等 は 冷静なる 客観的の 

態度に よって、 真に 「科学の 如く」 観察し、 純の レア 

リズムに 徹底し ようと 考えた。 そこで 「主観 を排 せ！」 

が 標語の 第 一 に 叫ばれた。 実に 彼等 は、 芸術が 科学的 


没 主観の 態度に よって、 創作され る こと を 考えた の だ。 

な 力ん ずく 

そして 一 切の 情緒と 感情と を 排斥した。 特に 就中、 

愛 や 人道 やの 倫理 感を 排斥した。 それ は 自然主義の 言 

語に 於け る、 センチ メンタ リズムと いう 響の 中に、 無 

限の 軽蔑 を 以て 考えられた。 

こうした 自然主義 の 文学論が 、 根本に 於て 詩と 両立 

まさ  しゅうて き 

できない もの、 否 正しく 詩の 謦敵 であり、 詩的 精神の 

虐殺 者で ある こと は 言うまでもない。 だが 我々 は、 文 

学の 主張に ついて 聞く ことなしに、 実の 作品に ついて 

観察しょう。 何と なれば 芸術 は、 多くの場合に 作品と 

主張と が 一 致せず、 時に 全く 矛盾す る 場合が すくなく 


ないから。 そして 自然主義の 文学が、 実に 正しく その 

通りであった。 例えば あの ゾラ を 見よ。 モ ー パッ サン 

を 見よ。 ツル ゲ ネフ を 見よ。 果して 彼等の 作品に 主観 

がない か。 反対に むしろ、 倫理 感ゃ 宗教 感が 強す ぎる 

ほどで はない か。 すべて 彼等の 作品 は、 熱烈なる 主観 

によって、 何物 かの 正義 を 主張し、 社会の 因襲に 対し 

きば  ぞうお  はげ 

て 牙 をむ いてる、 憎悪の 烈しい 感情で 燃焼され てる。 

ァ J の 不思議な 矛盾した 文学、 自然主義に ついて 少し 

く 語ろう。 仏蘭西 十九 世紀に 起った この 文学 運動 は、 

正しく 浪漫派への 反動で あり、 時代思潮の 啓蒙運動 を 

代表して いる。 何よりも 彼等 は、 浪漫派の 上品な 甘つ 


わくでき 

たる さと、 愛 や 人道 やに 惑溺して いる 倫理 主義 を、 根 

きり 

本 的に 嫌った ので ある。 彼等 は 当時の 科学 思潮と 唯 物 

観と を 信奉して、 ひとえに 懐疑 的 態度 を 取り、 前代 浪 

漫 派の 楽天 観に 反対した。 そして この 二 ヒリ ステ イツ 

クな 人生観から、 社会の あらゆる 道義 観 や 風俗に 

挑戦し、 故意に 人生の 醜悪 を 描き、 人間性の 本能 を 高 

調し、 隠蔽され たもの を 引つ ぺ がし、 性の 実感 的 卑猥 

を 書き散らした。 

されば 自然主義の 出発点 は、 始めから 人間 主義者 的 

な 逆説 感に 立って いたので、 つまり 言えば 「道徳に 反 

対する 道義 主義」 であった の だ。 此処で 読者 は、 前章 


に 述べた こと を 再考され たい。 前章に 於て、 自分 は 倫 

理的 情操に 於け る 二種の もの を 説明した。 即ち 「愛」 

をモチ ー フ とする 道徳 感と、 「義」 をモチ ー フ とする 道 

徳感 で、 前者 は 女性的に 涙 もろく、 後者 は 男性的に 

反撥す る こと を 特色し、 しかも 両者 は 一 つの 倫理 線で 

相対して いる。 自然主義の 倫理 感は、 もちろん 言う ま 

でもな く、 この 後の ものに 根拠して いる。 彼等の 意志 

は、 浪漫派の 感傷 道徳に 反対して、 他の 懐疑 的な 見地 

に 於け る、 別の 正義感 を 叫んで いたの だ。 それ は 「没 

道徳」 の 態度で なくして、 正しく 「反 道徳」 の 態度で 

あった。 (前章、 章 尾の 註 を 参照せ よ) 


こうした 自然 派の 文学が、 本質 上に 於て 主観主義に 

属する こと は 言うまでもない。 それ は 情熱の 高い、 ド 

グマを 主張す る、 詩的 精神に 充 たされた 文学であった。 

全然 彼等の 作物 は、 根本的に その 主張と 矛盾して いた。 

否、 彼等 自身の 文学論が 始めから 既に 認識 上で 矛盾し 

ていた。 元来 芸術 上の 客観主義 は、 本質に 於て 観照 本 

位の 文学で ある 故に、 レア リズムの 立場 は 必然に 「芸 

術の ための 芸術」 であるべき 害 だ。 (「生活の ための 芸 

術. 芸術の ための 芸術」 参照。) 然るに 自然主義 は、 一 

方で 科学的 没 主観の レア リズム を 主張しながら、 しか 

も 一方に 於て 「生活の ための 芸術」 を 主張して いた。 


こうした 自覚 上の 矛盾が、 上述の 如き 結果に なって 現 

いわゆる 

われた のが、 即ち 所謂 自然 派の 文学で ある。 (この 自 

然 派の 矛盾が、 日本に 於て いかに 訂正され たかを 後に 

述べる。) 

要するに 自然 派の 文学 は、 「主観 を 否定す る 主観 主 

義の 文学」 であり、 「道徳に 反対す る 倫理 主義の 文学」 

であり、 そして 実に 「逆説され たる 詩的 精神の 文学」 

であった。 もし 「科学の 如く」 という 意味が、 非人 間 

的 没 情熱 や、 冷静 無私の 没 主観 を 意味す るなら ば、 自 

然派 文学 は 正に その 正反対の ものであった。 むしろ 彼 

等の 文学 は、 あまりに 人間的 情慾に 充 ちた ところの、 


あまりに 主観的なる 「生活の ための 芸術」 でありす ぎ 

た。 彼等の 中での、 最も 徹底した 芸術至上主義 者 —— 

したがつ て 最も 徹底した 自然主義者 —— であった フ 

口 ー ベル さえ、 常に 「余 は 平凡 を 最も 憎む、 故に あえ 

て 平凡 を 書く ご と 言った と言われる。 以てい かに 自 

然主 義が 本質的な 逆説 文学 であった かが 解る だろう。 

然リ。 自然 派 文学の 本体 は 一 語に 尽く。 逆説され た 詩 

的 文学。 —— である。 

かく 考えて くれば、 浪漫派 も、 人道 派 も、 自然 派 も、 

大概の 文学 は 皆 詩的で あり、 実に 詩的 精神 を 持たない 

文学と いう もの は、 事実上に 於て 無い ように 思われる。 


試みに 吾人の 知って る、 多くの 知名な 文学者の 名 を あ 

げて みょう。 ゴ— リ キイ、 アンドレ— フ、 スト リンド 

ベル ヒ、 チェ ホフ、 バルザック、 アルチ バセ ー フ、 ィ 

プ セン、 トルストイ、 ロマン -ロ— ラン、 ハウプト マ 

ン、 ツル ゲ ネフ、 ゾラ、 ビョ ルン ソン、 メ ー テル リン 

ク、 ダヌン チォ、 メレ ジコ フス キイ 等、 いくら 並べて 

みても 同じで あるが、 結局 彼等の 中から、 詩人 的で な 

い 作家 を 一人 も 発見す る ことができない ほど だ。 また 

文学の 流派に ついて 考えても、 浪漫派、 人生派、 人道 

派、 自然 派、 象徴派 等の 全部に わたり、 本質的に 詩的 

でない もの は 一 もない。 その 客観主義 を標 号し、 レア 


リズム を 説く もの さえ、 実に は 主観的なる 「生活の た 

めの 芸術」 で、 真の 純粋な 観照 主義の 文学で ない こと 

は、 すべて 自然 派に 於て 見る 通りで ある。 

実に 西洋の 文学 は —— すくなくとも 西洋の 文学 —— 

は、 著る しく 本質に 於て 主観的で、 宗教 感ゃ 倫理 感の 

詩的 精神 を 高調して いる。 むしろ 吾人の 困難 は、 彼等 

の 中から 「詩的の もの」 を 発見す る ことで なくして、 

稀れ に 「詩的で ない もの」 を 発見す る ことに かかって 

いる。 けだし 西洋の 文学史 は、 古代の 叙事詩 や 劇詩に 

始まり、 小説 等の 散文 学 は、 すべて この 希臘 詩の 精神 

から、 後に 発展した ものである からだ。 「詩」 という 一 


つの 観念 は、 古代より 近代に 至る まで、 西洋の あら ゆ 

る 文学史 を 一 貫し、 小説 も 戯曲 も エッセィ も、 すべて 

が この 母音の 上に 詩 神 を 立脚して いる。 実に 「詩」 は 

西洋 文学の 基調であって、 それな しに は どんな 散文 学 

もない ので ある。 然るに 我が 日本に 於て は、 この 事情 

が 大いに 異 つてい る。 日本の 文学と 文壇と は、 歴史的 

にも 事実 的に も、 西洋と 発展の 経路 を 別にし、 かつ 内 

容が 著る しく 異 つてい る。 だが 日本の 文学に ついては、 

別に 章 を 改めて 後に 説こう。 

さて 吾人 は、 既に 芸術に 於け る 二つの もの、 即ち 音 

楽と 文学と について 観察した。 そして この 何れもが、 


共に その 芸術 を 詩的 精神に 置いて いる こと、 共に 芸術 

中での 「詩的な もの」 である こと を 認識した。 では そ 

も そ も、 芸術に 於け る 「詩的で ない もの」 は どこに あ 

るの か。 もちろん 前に も 言った ように、 芸術の 本質が 

美で ある 以上、 広義に、 詩的で ない 芸術 は 考えられな 

い。 けれども 比較に 於け る 関係から は、 詩の 主観的 精 

神と 対躕 さるべき、 純の 客観 芸術が 考え 得られる。 す 

くな くと も 芸術と しての 範囲に 於て、 自然主義の 主張 

を 文字通りに 徹底 させた ような もの、 即ち 一 切の 人間 

的 温 熱感 を 超越し、 純に 冷静なる 知的の 態度で 客観 さ 

れた、 真の 徹底した る 観照 本位 の 芸術が 有り得る だ ろ 


う 

吾人 はこの 種の 芸術 を、 或る 種の 美術に ついて 見る 

ので ある。 既に しばしば、 本書の ずっと 前から 言って 

いる 如く、 美術 は 芸術の 北極で あり 客観主義の 典型に 

属して いる。 詩 は 音楽と 共に、 この 点で 美術の 対躕す 

る 南極に 立たねば ならぬ。 しかしながら 前に 他の 章 

(音楽と 美術) で 言って いるよう に、 美術 それ 自体の 部 

門に 於て また 主観 派と 客観 派との 対立が ぁリ、 その 主 

観 派に 属する もの  ミレ— や、 タ— ナァ や、 ゴ ー ガ 

うた まろ  ひろしげ 

ンゃ、 ゴ— ホゃ、 ムンヒ や、 歌 麿 や、 広 重 や —— は、 

画家 と言うより はむしろ 詩人に 属して いる。 ゆえに 彼 


等に ついては 例外と し、 此処で は 特に、 美術 中の 客観 

派た る、 純粋 美術に ついて 言う ので ある。 

実に 芸術 Art という 言葉 は、 美術に つ いて 思う 時 ほ 

ど、 真に 語感の ぴったり とする こと はない。 特に 就中、 

建築 や 彫刻の 造形美術 について 考える 時、 一層 それが 

適切に ぴったり とする。 なぜならば 美術の 態度 こそ、 

真に 徹底した る 観照 主義で、 正しく 「芸術の ための 芸 

術」 である からだ。 それ は 一 切の 主観 を排 し、 真に 物 

について 物の 真相 を レア リス チックに 観照す る。 実に 

「科学の 如く」 という 言葉 は、 美術家の 態度に 於ての み 

正当に 思惟され 得る。 詩 や 小説 やの 文学 は、 美術に 比 


すれば あまりに 人間的 臭気が 強く、 世俗的で あり、 宗 

教感ゃ 倫理 感の 感傷主義に 走りす ぎる。 文学 はすべ て 

科学的で ない。 

故に 言語の 厳正な 意味に 於て、 真に 芸術 Art と 言わ 

るべき は、 世に ただ 美術 あるの みで ある。 他 はすべ て 

詩 力 oem にすぎない。 即ち 表現に は 二種 あるの み。 

ぼく、 「詩」 とそして 「美術」 である。 一 切の 表現 はこ 

の 二つの 中の 何れ かに 属して いる。 詩で なければ 美術、 

美術で なければ 詩で ある。 そして 前者なら ば 芸術 生活 

主義 (生活の ための 芸術) だし、 後者なら ば 芸術 至上 

主義 (芸術の ための 芸術) である。 故に 芸術の 記号た 


る 「美」 という 言語 は、 音楽に も 詩に も あたえられず、 

ひと 

独りた だ 美術に のみ 冠され ている。 美術 こそ は 美の 中 

の 美、 芸術 中の 芸術で ある。 


第 十二 章 特殊なる 日本の 文学 


前章に 於て、 吾人 は 芸術に 於け る 詩的 精神の 所在 を 


概観した。 そして 文学の 本質が、 概して 皆 「詩的の も 

の」 である こと を 認識した。 けれども その 場合、 吾人 

は 特に 「西洋の」 と 断って おいた。 なぜなら 日本の 文 

学 は 特殊で あり、 性質が 全く 異 つてい るから だ。 日本 

に 於て は、 昔から 現代に 至る まで、 欧洲に 於け るよう 

ほ とん 

な 文学 は、 殆ど 全く 発育して ない。 第一 既に、 文学の 

起原に 於け る 歴史から ちがって いるの だ。 西洋の 文学 

史は、 前言う 通り 希臘の 叙事詩 等から 起原して 来た。 

然るに 日本に 於て は、 遠く 古事記 等に も 見える 如く、 

詩と 散文と が 入り 混って、 両方から 同時に 起って 来た 

の だ。 


故に 西洋で は、 散文が すべて 詩に 精神し、 詩的 精神 

の 母 源の 上に 立って いるのに、 日本に はこの 発育 上の 

関係が なく、 詩と 散文と が 別々 に 並行し、 交互に 没 交 

渉で 進んで 来て いる。 故に 近代の 欧化した 日本 II 果 

して 真に 欧化で あるか 9  に 於ても、 文壇の 事情 は 

ふ うばぎ ゆう 

同様で あり、 詩と 散文と が 風馬牛で、 互に 何の 交渉 も 

なく、 各自に 別々 な 道 を 歩いて いる。 おそらく この 二 

つの 並行 線 は、 永久に どこまで 行っても 並行 線で、 無 

限に 切り合う 機会がない かも 知れない。 なぜと 言って 

今日で さえ、 我々 の 詩人と 小説家との 間に は、 どうし 

はさま 

て も 理解で きない 或る ものが 挾 つてい るから。 


日本の 文学と 西洋の 文学と が、 現代に 於て さえ 她何 

に 特色 を 異にする か は、 何よりも 西洋の 小説家と 日本 

の 小説家と を、 人物 的に 印象す る ことによって すぐ 解 

る。 西洋の 文学者 等 は、 ゾラで も、 ツル ゲ ネフで も、 

トルストイ でも、 スト リンドべ ルヒ でも、 小説家で あ 

るに かかわらず、 人物 的に 「詩人」 と言う 感銘 を 強く 

あたえられる。 然るに、 日本の 小説家に は、 そうした 

ふうぼう  ま 

風貌 を 感じさせる 作家が、 殆ど 稀れ にし かいない ので 

ある。 曰 本のたい ていの 作家 は、 単に 文士  writer と 

いう 雑駁な 感銘 を あたえる のみで ある。 けだし 日本 は、 

三千 年来 世界と 孤立した 特殊 国で、 文物と 国風の 一 切 


がちが つてお り、 全く ュ ニックに 発育した 国で あるの 

に、 最近 外国からの 文化が 渡来した 為、 何もかも 無茶 

苦 茶の 混線と なって しまったの である。 —— 雑駁の も 

の、 あに ただ今 日の 文士の みならん や。 —— 以下 日本 

の 特殊 文学 を 考える ため、 先ず 我々 の 国民性から 説い 

て 行こう。 

2 

きわ 

日本人の 著る しい 特色 は、 極めて レア リス チックな 

国民で あると いう ことで ある。 天気 晴朗、 鳥の 空に 囀 


ずる 日に、 何ぞ 明日の こと を 悩まん やという、 極めて 

楽天的な 現実 思想 は、 古来から 日本人に 一 貫して いる。 

故 に 日本人 は、 宗教 的な 気風 や 哲学的 の 瞑想 を 全く 持 

たない。 日本の あらゆる 文化 は、 昔から 徹底的な 

現実主義で 特色して いる。 例えば 詩 を 見ても、 この 点 

が 西洋と 著る しくちが つてい る。 西洋の 詩 は、 一般に 

観念的 • 瞑想 的で ある けれども、 日本の 詩 は 極めて 現 

実 的で、 日常生活の 別離 や 愛慕に 関してい る。 特に 俳 

句の 如き は、 就中、 レア リス チックの 詩であって、 

ほ とん 

殆ど 自然の 風物 描写と、 日常茶飯事の 詠吟 を 以て 事 

としてい る。 思う に 世界に 於て、 日本の 俳句の 如く 現 


実 主義な 抒情詩 は 一 も 無かろう。 また 西洋で は、 瞑想 

的な 詩 を 除く 外の 大部分 は、 殆どみ な 恋愛 詩で あるの 

に、 日本の 詩に は 比較的 それが すくなく、 主として 自 

然 描写 の 詩が 多い ので ある。 これ 恋愛の 本質 は 倫理 感 

に 属する のに、 日本人 は 気質 的に 超 道徳 者で、 西洋人 

の 如き 基督教 的 強烈の 倫理 感を 持たない ためだ。 

詩に ついて 観察した この 事実 は、 他の すべての 文化 

に 通じて 同じで ある。 日本人に は * 宗教 感ゃ 倫理 感の 

素質がない。 然るに 宗教 感ゃ 倫理 感は、 それ 自ら 主観 

主義 文学の 根拠で あるから、 日本に は 昔から、 その 種 

の 文学 や 芸術 は 発達し ない。 日本に ある 芸術 は、 昔 か 


ら 客観主義 を 徹底した、 レア リズムの 物ば かりで ある。 

例えば 日本で は、 音楽 は 一 向に 発達し ない。 第 一 日本 

ぎら 

人 は、 先天的に 音楽 を 好まない。 (日本人の 音楽 嫌い は、 

世界的に 有名な ものである。) これに 反して、 美術 は、 

殆ど 世界的に 発達して いる。 公平に 考えて、 日本の 美 

術 は 世界 無比の ように 思われる。 然るに 音楽 は 主観 芸 

術の 代表で あり、 美術 は 客観の 典型 だから、 これほど 

事実に 於て、 日本 文化の 特色 を 証拠す る もの はないで 

あろう。 小説の 如き も、 江戸時代に 於て 既に レア リズ 

ムの 極を尽 し、 真の 写実主義に 徹底して いる。 しかも 

この種の レア リズム は、 西洋の 文学に 於け る レア リズ 


ムと は、 本質的に 精神 を 異にして いる。 

西洋の 文明 は、 芸術と、 宗教と、 哲学と、 科学との 

文明で ある。 然るに 日本に は、 哲学 も、 科学 も、 宗教 

もな く、 ただ 一 つの 芸術の みが 発達して いる。 なぜな 

ら 哲学 や 科学 や は、 始めから 宗教への 懐疑で ぁリ 主観 

の 詩的 精神 を 逆説した ものである 故に、 一方に 反動 さ 

るべき 主体がなければ、 それの 懐疑 も 起り はしない。 

第一そう した 懐疑 を もつべく、 日本人 は あまりに 楽天 

的 現実 家で ありすぎ る。 故に 日本に は、 昔から 少しも 

抽象 観念が 発達し ない。 即ち 神道の 所謂 「言論せ ぬ 国 

風」 で、 一 切 思想と いう ものが 成育し ない。 実に 驚く 


べき こと は、 古代の 純粋の 日本語に は、 一 も 抽象 観念 

を 現わす 言語が 無かった という 事実で ある。 (支那の 

言語が 輸入され て、 始めて 「忠」 や 「孝」 やが 考えら 

れ た。) 

こうした 抽象 性の ない 国民が、 一方に 於て 直感的 

&"知曰 に 発達すべき は 当然で ある。 そして この 方で は、 

実に 驚くべき 世界的の 文化 を 創造して いる。 即ち 美術 

の 如き 観照 本位の 芸術が、 今日 世界的に 優秀な 所以で 

あるが、 さらに その 徹底した る もの は、 レア リズムの 

山頂 を 飛躍して、 遂に 象徴主義にまで 到達して いる。 

この 「象徴」 の 何物た るか は 後に 述べる が、 世界に 於 


て 最も 早く、 かつ 最も 徹底的に 象徴 芸術 を 創造した も 

の は、 実に 我が 日本人 あるの みだ。 そして この 象徴 主 

義に 徹した ことから、 不思議に も 日本人 は、 詩的 精神 

の 最も 遠い 北極の レア リズムから、 逆に 西洋 詩の 到達 

せま 

する 南極に 逼 つ てきた。 

要するに 日本人 は、 客観性の 一 方に のみ 徹底して、 

主観性 を ほとんど 欠いて ると ころの、 世界に 珍ら しい 

国民で ある。 日本人が いかに 主観性 を 欠いて いるか は 

何よりも その 言語が 証明して いる。 例えば 我々 の 日常 

会話 は、 常に 「賛成 だ」 とか 「水が 欲しい」 とかいう。 

そして、 「私」 という 主格が、 いつも 省略され ている の 


である。 故に 日本に 於て 有り得る 芸術 は、 いつも 必ら 

ず 客観主義の 芸術、 即ち 美術 や、 写実主義の 文学 や、 

レア リズムの 文学 やに 限られる。 主観 主 義の 芸術 は、 

抒情詩 以外、 一 も 日本に 於て 発育し ない。 明治 以後 も 

そうで あり、 始めて 輸入され た 浪漫主義 は、 単に 少年 

もて あそ 

少女の 幼稚な 感傷 文学と して 弄 ばれ、 未だ その 真の 

根が つかない 中に、 早く も 浮 草の ように 枯れて しまつ 

た。 そして 爾後 今日に 至る まで、 実に 長い間の 文壇 は、 

特殊の 日本化した 自然主義 によって 一貫し、 深く 地下 

に 根 を 張って る。 この 自然主義が 伝来して から、 今日 

に 至る までの 長い 歴史 を、 次に 略説して みょうと 思う。 


十九 世紀 仏蘭西に 起った 自然主義が、 およそ どんな 

性質の 文学で あるか は、 前の節に 於て 詳説した。 一 言 

にして 云えば 自然主義 は、 啓蒙思潮の 文学で ぁリ、 逆 

説 的な 反語に 充 ちた ところの、 一 の パラ ドキシ カルな 

倫理 主義の 文学だった。 しかし この 事 は、 必ずしも 自 

きわ 

然 主義に 限って いない。 元来 西洋人 は、 極めて 主観性 

た いしょ 

の 強い 国民で あり、 日本人と 正に 対躕 的な 地位に 立つ 

ゆえ  ひと 

てる。 故に 西洋に 於け る 客観主義の 文学 は、 独り 自然 


派に 限らず、 すべて 主観への 逆説で あり、 内に 強烈な 

主張 を 持して、 外に 客観 を 説く ところの、 内外 矛盾し 

た レア リズムで、 言わば 「主観 を 排斥す る 主観主義」 

「詩 を 内に もつ 観照 主義」 の 文学で ある。 

これに 反して 日本人 は、 本来 主観性の ない 国民、 客 

観 性に のみ 発育した 人種で あるから、 すべて 西洋から 

移植され た 文芸 思潮 は、 日本に 来て 特別の ものに 変つ 

てし まう。 明治の 浪漫派 文学 もそう であった が、 —— 

抽象 観念 のない 日本人に、 真の 浪漫主義の 理解され る 

害がない。 —— 自然 派 文学に 至って はなお 甚だしく、 

ほ とん 

殆ど 全く 霊魂 を 抜き去って しまった ところの、 一種 


奇怪なる 特殊の ものに 変形した。 但し その 新しき 輸入 

当初に 於て は、 さすが 尚 西洋 バタの 臭いが 強く、 原物 

そのままの 直訳 的の ものであった。 即ち 人の 知る 如く、 

どつ ぼ  ふたばて い  とうそん 

初期に 於け る 我が国の 自然主義 は、 独 歩、 一 一葉 亭、 藤 村、 

たくぼく 

啄木 等に よって 代表され、 詩的 精神の 極めて 強調され 

たもので あった。 (田 山 花 袋な ども、 初期の 作品 は 極 

めて 主観的で、 詩的 精神の 強い ものであった。) 

日本に 於て、 真の 意味の ロマンチシズムが 発生した 

の は、 思う に 実に この 時であった ろう。 自然主義 初期 

の 文壇 は、 吾人の 知る 限り、 日本に 於け る 最初の、 そ 

して 絶後の 主観的 高調 時代であった。 (だから 当時の 


詩壇に は、 蒲 原 有 明、 北 原 白 秋の 如き 秀才が 一時に 出 

た。) しかしながら 日本に 於て は、 もとより こうした 現 

象 は 一 時に すぎない。 舶来の 自然主義 は、 その 新鮮な 

る バタの 臭いがぬ ける と 同時に、 たちまち 日本人 伝統 

の 気風に 融 化し、 全く 主観的 精神の ない、 純粋なる 客 

観 的 観照 主義の 文学に なって しまった。 かくて この 逆 

説 的 精神 を 失った 自然主義 は、 それの 芸術論が 主 張す 

る レア リズム を、 文字通りに 徹底 させようと 考えた。 

換言すれば、 一切の 主観と ** 詩的 精神と を、 文学の 

根本から 根 こそぎ に 抜き去ろうと 考えた。 かくて 遂に、 

初期に 於け る 情熱 性 は 排斥され、 ゾラ ゃモ ー パッ サン 


の 開祖で さえ、 あまりに 感傷的で あると して 非難され 

た。 

こうした 文学の 立脚地 は、 真の 徹底的 客観主義で、 

純粋に 芸術なる 態度 II 即ち 「芸術の ための 芸術」 — 

I に 志 ざす ものである。 そして 古来、 日本の 文学の 立 

場 は 多く 皆 此処に あった。 即ち 日本の 文学者に は、 西 

洋 人の 如き 人生観 的な 詩人 情熱が なく、 代りに 芸術 至 

上 主義 的な 「名人 意識」 が 強いので ある。 この 名人 意 

識の 点で は、 独り 文学に 限らず、 あらゆる 一 般の 芸術 

にわた つて、 日本人の 世界に 誇り 得る 長所で ある。 此 

処で 吾人 は、 芸術に 於て 必然 さるべき 一 一つの ヒュ ー マ 


二 チイ を 説こうと 思う。 

前章に 述べた 如く、 芸術の 種目 は 二つし かない。 

「詩」 とそして 「美術」 である。 あらゆる 一 切の 芸術 は、 

しょせん  はんちゅう 

その 本質 上の 特色から みて、 所詮 この 二つの 範疇 の 中、 

何れ かに 属する もので なければ ならない。 もし 主観的 

の もの (生活の ための 芸術) であったら 前者に 属し、 

客観的の もの (芸術の ための 芸術) であったら 後者に 

属する。 そして 前の 芸術であるなら ば、 熱烈なる 主観 

の 詩的 精神が 無ければ ならず、 後の 芸術で あ つ たなら 

ば、 美術家の 有する 如き 真の 観照 的な 芸術 良心 II 即 

ち 名人 意識 —— が 無ければ ならない。 この 二つの もの 


こそ、 芸術に 於け る 必須の ヒュ ー マ 二 チイであって、 

必らず 一切の 芸術家 は、 この 両者の 中の 何れ か を —— - 

すくなくとも その 何れ か 一 つ を —— 持たねば ならぬ。 

もし その 両方が 無いならば、 詩 も 美術 も、 主観 芸術 も 

客観 芸術 も、 共に 精神 上に 無い ので ある。 

そこで 今 言う 如く、 西洋の 多くの 芸術家 は、 概して 

前の 方の ヒュ— マ 二 チイ、 即ち 詩的 精神 を 多量に もち、 

これによ つて 作品 を 生命 づけて る。 反対に 日本の 芸術 

家 等 は、 昔から 多く 後者に 属し、 芸術至上主義 的な 名 

人 意識で、 観照の 妙 境に 到達して いる。 吾人 はこの 二 

つの ものに 於て、 価値の 批判 を 試み 得ない。 なぜなら 


どっち も 同等に 偉い の だから —— 。 ただし かし、 だれ 

にも 明白に 解る こと は、 その どっち も 真に 持たない 人 

間 は、 芸術家と しての ヒュ ー マ 二 チイがない ので あつ 

て、 どんな 批判の 立場に 於ても、 軽蔑に しか 価し ない 

と言う ことで ある。 

ところが 痛快な ことに は、 日本の 現在す る 文学者 等 

は、 その どっち も 真に 持って いないの だ。 もちろん 

ある い 

或 は、 多少の 生ぬるい 程度に 於て、 両方共に 持って い 

るか も 知れない。 だが 真に 強く 掲げられた ヒュ ー マ 二 

ほ とん 

チイ は、 殆ど 少数の 人に しか、 実際 見る ことができな 

いの だ。 例えば、 詩人 的な 作家と して、 僅かに 島 崎 藤 


むしゃ のこう じさね あ つ  むろう さいせい 

村、 谷 崎 潤 一 郎、 武者 小路 実 篤、 佐 藤 春 夫、 室 生 犀 星 

位で あり、 そして 真の 芸術至上主義 者と して、 自殺し 

なお- P 

た 芥川龍之介、 志 賀直哉 等 を 数える にすぎないだろう。 

おおむ 

概ね 現代の 文学者 は、 詩人で もな く 美術家で もない、 

中途半端で 雑駁な デモ 文士に すぎない ので ある。 

こうした 雑駁な 文学者に 比べる とき、 昔の 名人 意識 

で 一貫した 日本の 芸術家が、 いかにす ぐれて 偉かった 

かと 言う こと を 痛感す る。 現代 日本の 堕落 は、 生じつ 

か 西洋の 主観的な 生活 主義が 輸入され て、 しかも これ 

を 本質的に 理解し 得ず、 皮相な 概念で まごつい ている 

そうさい 

時、 一 方に 自家の 芸術 良心 を 相殺して、 結局 西洋 流の 


生活 文学に もなら ず、 日本 流の 名人芸 術に もなら ない 

え せ  あいまい 

ところの、 似而非の 曖昧 文学で 終って しまって いると 

ち うま い 

ころに ある。 我が国 現代の 文壇 は、 実にこう した 蒙昧 

期に ある。 

されば かかる 文壇から、 詩が 常に 虐 遇される こと は 

当然で ある。 文壇が むしろ 真に レア リズムに 徹底して、 

痛烈なる 芸術至上主義に 立つならば、 すくなくとも 日 

本の 詩人 は、 今少しよ き 境遇に 有り得る だろう。 なぜ 

なら 芸術の 南極と 北極と は、 その 極端の ゆえに かえつ 

て 相 通ず るから だ。 —— 芥川龍之介 を 見よ。 彼 は 文壇 

に 於け る 唯一 の 詩の 理解 者だった。 —— 自然 派 以来の 


我が 文壇と 文学と は、 その 芸術的 ヒュ— マ 二 チイ を 

失って いる ことによって、 全然 まったく、 詩的 精神と 

交渉がない ので ある。 

* 日本人に は 宗教 感ゃ 倫埋感 がない から、 し 

たが つ て 真の デカダン ゃダ ダイ スト も 無い ので 

ある。 デカダン ゃダ ダイ スト は、 宗教 感の線 外 

にいる 人物で はなく、 同じ 一 つの 線の 上で、 そ 

れと 向き合つ ている 反動家で ある。 故に 彼等に 

ついて、 その 一端 を 叩けば 他の 反対が 上って く 

る。 著者の 知って る 限り、 日本に 真の デカダン 


は 一 人し かない。 生活 者の 辻 潤で ある。 

** 日本の 文学者 は、 詩的 精神の 喪失 を 以て 

老成の 証左と 考えて いる。 これが 西洋 流の 啓蒙 

観なら 好い けれども —— それ だったら 別の 詩的 

精神が、 他の 一 端で 高調され ている 害で ある。 

—— 日本の はそう でな く、 根本的に 詩 そのもの、 

ヒュ— マ 二 チイ そのもの を 紛失 させて、 俗物 的 

に納 つたり、 野 狐 禅 的に 悟リ顔 をす る ことで、 

自ら 得意と して いるの だからた まらない、 

ひっきょう  は 

畢竟 彼等 は、 自然主義の 精神 を 履き ちがえて 

いるので ある。 世に 逆説の 精神 を 知らず して、 


逆説 を 学ぶ ほど 危険 はない。 この 意味から 日本 

の 文壇 は、 自然主義 によって 堕落 させられ たと 

言い 得る だろう。 

第 十三 章 詩人と 芸術家 

詩人 は 芸術家で あるか？ と言う 質問 は、 ヴ アイ ォ 

リン は 楽器で あるかと いう 質問に 同じく、 馬鹿馬鹿し 

くと ぼけて 聞え る。 だが この 質問 は、 いつでも 我々 詩 


まじめ 

人に とって、 真面目に、 本気に、 提出され る 疑問で あ 

る。 なぜなら 我々 は、 実際に 芸術家で ない ところの、 

多くの 本質的な 詩人 を 知っている からだ。 彼等 は 芸術 

的な 表現 を 持って いない。 然も 気質 的に は、 どんな 詩 

人に も 劣らぬ ような、 情熱の 高い イデ ャを もち、 不断 

の ロマンチックな 夢に あこがれ、 常に 純一 な 主観 を 高 

調して いる。 例えば 耶蘇 や マホメットの ような 宗教家、 

コロン ブス や マルコ • ポ —口 のよう な 旅行家、 ソ クラ 

こうし 

テス や ブルノ ー のよう な 情熱 哲学者、 孔子 や 老子の よ 

しょういん  たつお 

うな 人間 思想家、 吉田 松 陰 や 雲井 龍 雄の ような 志士 

革命家 を 指す ので ある。 


ある い 

彼等 は 実際に 芸術家 じ やない。 否 或は 多少の 芸術 

家で あるか も 知れない。 だが  一 二の 拙い 詩 を 作った ソ 

クラ テス、 記録的な 旅行記 を 書いた マルコ. ポ ー 口 を、 

実の 定評 ある 文学者に 比較す る 時、 前者が 批判 外に 属 

する の は 明らか だ。 何人も、 何れが 芸術家で あるかと 

いう 質問に 対して、 躊躇な く 後者 を 答える だろう。 

しかしながら 質問の 言葉 を 換えて、 もし 何れが 詩人 的 

な 人物 かと 聞くならば、 おそらく 何人も、 多少の 困惑 

と 躊躇な しに、 答える ことができないだろう。 実際 あ 

の 浪漫的な 空想 旅行家 マルコ • ポ —口 や コロン ブスが、 

職業的 文士た る 小説家 等に 比して、 人物 的に 詩人で な 


いという こと はだれ も 言え ない。 否 その 点で 言う な ら 

ば、 むしろ 却って 彼等の 方が、 気質 的の 詩人で あるか 

解らない。 著述と して 見ても、 宗教の 経典 や、 プラト 

ンの 哲学 や、 老子の 道徳 経 や、 マルコ. ポ— 口の 旅行 

記 やの 方が、 写実主義 的な 美術 や 小説の 類に 比して、 

より 多く 詩的で あり、 詩と いう 言語の 本 質感に 接近し 

ている。 

かく 考えれば、 詩と 芸術、 詩人と 芸術家と は、 必ず 

しも 同一 異名の 言語で なくして、 どこかに 或る 質の 

違った、 精神 を 別にす る ものが あるよう に 思われる。 

すくなくとも 「詩」 の 定義 は、 「芸術」 の 定義と 同じで 


ない。 もしそうならば、 宗教の 経典 や、 或る 種の 哲学 

書の ような、 純粋 の 意味で 芸術品 と 言え ない ものが、 

より 純粋で あると ころの、 真の 芸術品た る 美術 や 小説 

の 類に 比して、 却って 詩的で あると 言う こと は 不思議 

であり、 認識 上の 混乱した 矛盾になる。 故に 詩と 芸術 

と はたし かに 別々 の 言語に 属し、 厳重の 意味に 於て 区 

別され る。 そこで 次に 起る 問題 は、 詩人と は何ぞ や？ 

芸術家と は何ぞ や？ という、 二つの はっきりした 質 

問で ある。 先ず 前の 問から 答えて 行こう。 

詩人と は 何だろう か？ 言うまでもなく 詩人と は 詩 

的 精神 を 高調して いる 人物で ある。 では 詩的 精神と は 


何だろう か？ それに ついては 前に 述べた。 即ち 主観 

主義 的なる、 すべての 精神 を 指す ので ある。 故に 「詩 

人」 の 定義 は、 一 言に して言えば 「主観主義者」 であ 

る。 詳しく 言えば、 詩人と は イデア リストで、 生活の 

ヒ ュ —マン ドリ— マァ 

幻想 を 追い、 不断に 夢 を 持つ ところの 人間 夢想家。 常 

やす  ヒュ— マン ロマンチスト 

に 感じ 易く 情熱 的なる 人間 浪漫家 を 指す ので ある。 

されば 実の 詩人 は、 常に 空想的なる 旅行家、 冒険家、 

はんちゅう 

革命家、 宗教家、 哲学者 等に 見る 範疇で、 言語の 純粋 

な 意味に 於て は、 彼等 こそ 真の 詩人と 言うべき である。 

いわゆる 

そして 芸術家と しての 所謂 詩人 も、 この 気質 的なる 本 

ヒュ— マ ン ドリ— マァ 

質で は、 常に 彼等の 人間 夢想家と 一致して いる。 例 を 


あげてみ よう。 概ねの 所謂 詩人 は その 通りで、 悉 

く 皆 一 種の 求道者で あり、 旅行家で あり、 哲学者で あ 

り、 革命家で あり、 実在 的 ニヒリスト であり、 そして 

要するに 情熱 的なる 人間 生活 者で ある。 

世界の 代表的なる 詩人に ついて、 この 事実 を 調べて 

ばしょう  ひとまろ  さ い * きょう 

みょう。 先ず 日本で 言えば、 芭蕉 や、 人 麿 や、 西 行 や 

が、 そうであった。 彼等 は 人生の 求道者で あり、 生涯 

を 通じての ロマンチックな 旅行家だった。 (日本の 昔 

の 詩人に は、 不思議に 旅行家が 多かった。 彼等 は 自然 

について、 心の イデ ャ する 故郷 を 見ようと したの だ。) 

外国に 於て 見れば、 バイ ロン は 正義に 殉 じた 熱血児で、 


ハイネ は プラト 二 ックに 恋愛 を 歌い つ つ、 革命に 熱し 

た 人生の 戦士であった。 ゲ— テ、 シ ルレ ルは 文字通り 

の 哲学者で、 かつ 一 種の 宗教家で さえあった。 ヴ エル 

レ— ヌ、 李 白に 至って は 典型的なる 純情の ニヒリスト 

せつな  か  エロス  こうしょう 

で、 陶酔の 刹那に 生 を 賭け、 思慕の 高 翔感に 殉死し よ 

まこと 

うとす ると ころの、 真 の 「詩情の 中の 詩情」 を 有する 

詩人であった。 キ— ッ、 シ エレ ー、 マラルメの 徒 は、 

何れも 象徴的なる 実在 主義者で、 一種の アナ アキ ズム 

の 宗教家で ある。 その他 ボ— ドレ エル は カトリックの 

求道者で、 同時に 異端 的な 哲学者で あり、 ヴ エル ハ ー 

レン、 ホイットマン は、 一種の 社会的 志士であった。 


そして 鬼才 詩人 ランポ— は、 僅かに 三年 間 ほど 文壇に 

居り、 少数の 立派な 詩 を 書いた 後で、 直に 彗曰 I のよう 

アフリカ  さばく 

に 消えて しまった。 なぜなら 彼 は、 阿弗利加の 沙漠の 

中で、 より 詩的な 生活 を 行為し ようと 思った から。 彼 

やつ 

は 言った。 「詩なん か 書く 奴 はく だらない」 「真の 詩人 

た くぼく 

は 詩 を 作らない」 と。 丁度 我が 石 川 啄木が、 自分で 詩 

じちょう 

人で ある こと を 自嘲しつつ、 生涯 慰められないで 詩 を 

書いて いた。 

されば 「詩人」 と言う 言葉 は、 それ 自ら 「生活 者」 

と 言う 意味に 外な ら ない。 彼等 の 実に 尋ねて いるの は、 

芸術で なくして 生活で あり、 真に 心の 渴 きを 充 たす ベ 


き、 イデ ャの 世界の 実現で ある。 あらゆる すべての 詩 

人 は、 彼の 歓楽の 酒盃の 中に、 もしくは 理想的 社会の 

実現され る 夢の 中に、 生活の クライマックス を 賭して 

死のうと している。 それ故に 彼等 は 革命家で あり、 志 

士 であり、 デカダン であり、 ニヒリスト であり、 旅行 

家で あり、 哲学者で あるの だ。 人生と は！ 人生と は 

詩人に とって 何でもない。 ただ 「詩が 実現され る こと 

の 夢」 であり、 それへの 思慕に すぎない の だ。 されば 

詩人の 真 精神 は、 常に 「生活す る こと」 に存 する ので、 

芸術す る こと、 表現す る ことに あるので ない。 表現 は 

きとう 

詩人に とって、 常に 悲しき 慰めの 祈禱 にすぎないの だ。 


かく 考えれば、 詩人の 定義 は 「生活 者」 であって、 

「芸術家」 でない ことが 解って くる。 しかし 詩人と い 

もちろん 

えど も、 表現 者で ある 以上に は、 一 方に 於て また 勿論 

芸術家 だ。 故に 詩人と 芸術家と は、 円の 外周に 於て 切 

リ 合う ところの、 一 一 つ の 中心 を 異にする 言語で ある。 

換言すれば 詩人 は、 表現 者と しての み、 芸術家の 範疇 

に 属すべき 人物だろう。 だが 待て！ 果して 真にそう 

だろう か。 この 定義に まちがいはないだろう か。 もし 

実にそう だと すれば、 真に 純粋 の 詩人と 言う べき もの 

は、 ヴェ ルレ ー ヌゃ李 白の ような 芸術家で なく、 何等 

まじ 

そんな 表現 を 持たない ところの、 真の 雑り 気のない 主 


観 的 生活 者、 即ち 所謂 「詩 を 作らない 詩人」 でな けれ 

ばなら ない。 表現 を 持って いる 詩人 は、 一方に 於て 彼 

が 芸術家で ある だけ、 それだけ 詩人と して 不純で ある。 

既に 前の 章で 述べた 通り、 あらゆる 表現 は 観照で あり、 

客観な しに 有り得ない。 詩 もまた 表現で ある 以上 は、 

客観な しに 芸術し 得ない。 故に 詩人の 持って いる 主観 

は、 真の 純一 の 主観 (感情 そのもの) でな く、 観照に 

よって 客観され、 智慧に よって 表現に 照し 出された と 

ころの、 特殊の 知的 主観で あり、 言わば 「客観され た 

る 主観」 「表現され たる 主観」 である。 そして こうした 

もの は、 勿論 純粋の 主観と 言えない の だ。 純粋の 主観、 


さ 

真の 雑り 気のない、 生一本の 主観 を 常に 持って る もの 

は、 こうした 表現 者の 詩人で なくして、 行為に よって 

生活 を 創作しょう とすると ころの、 他の 「詩 を 作らな 

い 詩人」 である。 

されば 真に 純粋の 意味で 「詩人」 と言うべ きもの は、 

一方に 於て 芸術家と 切 円して いる 詩人で なくして、 芸 

術と は 全く 円の 分離して いる、 他の 主観的 生活 者 —— 

宗教家 や、 革命家 や、 冒険家 や、 旅行家 や —— の 一 群 

である。 彼等の 生活 は 行為で ある。 そして 行為に は 観 

照が なく 表現がない ゆえに、 常に 純粋の 主観と して 一 

直線に 徹底す る ことができ るので ある。 


だが 我々 は、 言語の あまりに 抽象的な、 あまりに 

論理的な 概念 を 敬遠しょう。 なぜと 言って 実際に 「詩 

せき つ い 

を 作らない 詩人」 という 如き 命題 は、 「脊椎の ない 脊椎 

動物」 というに ひとしく、 奇怪な 言語 上の トリックで 

あり、 事実と して は 無い ところの、 思弁 上の 抽象 概念 

に 属して いる。 実に 「詩」 という 言語 は、 芸術の 表現 

にの み 言われる ので、 表現の ない 詩 や、 表現 を 持た な 

い 詩人な どと 言う もの は、 事実上に 於て ノンセンスで 

ひ つ きょう 

ある。 畢竟こう した 言葉が 言われる の は、 詩の 本質 

に 於け る 精神 —— 詩的 精神 そのもの —— を 形体な き 世 

界に 於て 無限に 拡大した からで ある。 芸術 は 肉体と 霊 


魂と、 表現と 精神との 結合で ある。 故に 吾人 は、 肉体 

なき 霊魂 を 考え 得ず、 表現な き 「詩の 幽霊」 を 思惟し 

得ない。 詩 は 表現が あっての み、 始めて 詩と 言われる 

ので ある。 

それ故に 「詩人」 という 語 も、 また 常に 「表現 者」 

を 指す ので ある。 単なる 「生活 者」 は、 決して 真の 意 

味の 詩人で ない。 実に 詩人と 言う 語の 正しい 定義 は、 

単なる 生活 者で もな く、 単なる 芸術家で もな く、 その 

両方 を 一所の 中心に 持つ ところの、 或る 特別の 人間 を 

指す ので ある。 換言すれば、 詩人と は 「訴えよう とす 

る 主観 者」 と、 「表現しょう とする 客観 者」 とが、 相互 


に 程の よい 調和に 於て、 固く 結合した 人格 を 指す ので 

ある。 然るに この 主観 者と 客観 者と は、 多くの場合に 

於て 必ずしも 一致し ない。 のみならず 二つの 天性 はし 

ばし ば 互に 排斥し 合い、 矛盾し 合い さえす るので ある。 

なんと なれば 主観 者 は、 それ 自ら 感情で ぁリ、 ^しい 

爆発的の 行為に 出ようと すると ころの、 デォニ ソス的 

激情 性の ものであるのに、 客観 者 は 智慧であって、 表 

現の 観照に 向う ところの、 静かな 明 徹した アポロ 的理 

性で あるから。 そして デォニ ソスと アポロと は、 容易 

に 普通の 人格で は、 同棲す る ことができな いので ある。 

行為の 詩人と 表現の 詩人と が、 実に 此処から 別れて 


くる。 前者、 即ち 「詩 を 作らない 詩人」 たち は、 純粋 

に 主観的、 感情的で ある けれども、 これ を 観照す る 客 

観 性の 智慧がない。 故に 彼等 は、 直ちに デォニ ソス的 

に 爆発し、 行動と しての 詩に 走って 行く。 然るに 芸術 

家の 詩人に あって は、 智慧が いつも 背後に おり、 デリ 

ケ ー ト なる アポロ 的 静観 者が 見て いる 為、 観念が 行動 

の 方に 爆発し ないで、 表現の 認識の 方に 移って 行く。 

 < は 無智で ある ほど 勇敢で あり、 智慧が ある ほど 

おくびょう 

臆病で ある。 —— そして この 分岐点から、 実に ドン- 

キホ ー テと ハム レットが 出来る ので ある。 言う まで も 

なく 芸術家 は、 すべて ハム レットに 属して いる。 芸術 


家 はだれ でも、 決して ドン • キホ— テたリ 得ない、 運 

命の 決定され た 素質 を 持って いる。 或は 多少、 それに 

しょせん 

近い ものが あつたに しても、 所詮 アポロ 的デォ ニソス 

であり、 ハム レット 型 ドン • キホ— テ たるに すぎない。 

即ち 彼の 大胆な 行為の 影で、 智慧の 臆病が 眼 をつ ぶ つ 

ている。 (セク スピア) 

故に 真に 「天分 ある 詩人」 と は、 この 主観 者と 客観 

者、 生活 者と 芸術家と が、 一 の 人格に 於て 完全に 結合 

され、 ^に対する^の 比例で、 平衡 を 得た もので なけ 

まさ 

れ ばなら ない。 もし 一 方の 者が 他に 優れば、 彼 は 所謂 

「詩 を 作らない 詩人」 となり、 もしくは 逆に、 芸術的 才 


能の みあって 詩的 精神の 欠乏して いる 霊魂な き 「詩 を 

持たない 詩人」 になる。 こうした 不幸の 例に ついて、 

吾人 は 実に 多くの もの を 見聞して いる。 たとえば 我が 

王朝の 歌人 在 原 業 平 は、 日本 無比な 情熱 的な 恋愛 詩 

人で、 かつ 藤 原 氏の 専横に 鬱憤しつつ、 常に 燃 ゆる 反 

感を 抱いて いた 志士で あり、 あたかも 独逸の 詩人 ハイ 

ネに 比すべき 人で あつたが、 彼の 和歌 は それ 程で なく、 

人 麿 や 西 行に 比し、 二流で ある こと を 免 かれない。 即 

ち 定評され ている 如く、 意 あまって 言葉 足らずで、 表 

現の 才能が、 主観の 六 分し か尽 していな いので ある。 

ゆき ひら 

さらに 彼の 兄 行 平に 至って は、 一層 詩人 的な 情熱 家で 


あつたに かかわらず、 詩人と して は 殆ど 無能で、 漸 

く 末流の 才能し か 持って なかった。 そして 彼等の 反対 

の もの、 即ち 表現の 才能が 有り あまって、 しかも 詩的 

霊魂の 欠ける 詩人 は、 引例の 煩まで もな く、 吾人の 周 

囲 到る ところに 発見で きる。 

故に 詩人の 資格た るべき 方程式 は、 

主観 者 (生活 者) + 客観 者 (芸術家) = 詩人 

で 無ければ ならず、 かつ その 主と 客との 数値 はでき 

る だけ 同等で なければ ならない。 古来す ベての 偉大な 

詩人 は、 この 調和に 於て 完全で あり、 かつ 二つの 数値 

を、 共に 多量に 有して いた。 (それの 数値が 大 であれ 


ば ある ほど、 一 一 者の 加算た る 和が 大きくなる。) 例えば 

* 芭蕉 や、 ゲ ー テゃ、 ニイ チェ や、 ランポ—、 李 太白 

ことごと 

やが、 悉 く 皆そう であった。 彼等 は 一 方で 熱烈なる 

生活 者で あり、 人生の 夢 を 追って 一貫した 詩人で あり 

ながら、 一 方に は 常に 純粋な 芸術家で、 表現に 苦心し、 

観照に 徹しよう とした 真の 芸術家で あつたの だ。 実に 

もしそう でなかったら、 いかなる 価値 ある 作品 も、 彼 

等に よって 残されずに しまったろう。 されば 要するに 

詩人と は、 生活 者と 芸術家との 混血児で、 しかも 両者 

の 血 を 多量に 受けた、 矛盾の 中の 美しい 調和で ある。 


* 芭蕉 は^の 生活 者 と^の 芸術家との、 完全 

に 調和した 詩人で ある。 然るに 彼の 亜流 者 等 は、 

師 から 芸術至上主義の 一 面 を 見、 単に その 点の 

み を 学んだ 為、 蕉門 俳句 をして 後世の 悪風 流に 

堕落 させた。 


第 十四 章 詩と 小説 

ごじん 

吾人が 文学と 称する ものの 中には、 詩、 * 評論 (章 


尾の 註 参照)、 随筆、 エッセィ、 戯曲、 小説 等の 種類が 

ある。 しかし これ 等の 中、 文学の 両極 を 代表す る 形式 

は、 詩と 小説との 二つで あり、 他 は その 中間 的の もの 

にすぎない。 実に 詩と 小説と は、 文学に おける 南極と 

北極、 即ち 主観主義と 客観主義との 両極 を、 判然とし 

て 対照して いる。 吾人 は 特に、 この 関係に ついて 述べ 

ねばならない。 

前に 他の 章 (芸術に 於け る 詩の 概観) で 説いた よう 

に、 概ねの 小説 は、 本質に 於て 主観的な 詩的 精神に 情 

操して いる。 故に この 限りで 見るならば、 小説 もまた 

詩と 同じく、 広義に 主観的な 芸術と 言わねば ならない。 


けれども この 場合 の 主 観 性 は、 創作 の 背後 に 於け る 態 

度であって、 事実に 面した 観照の 態度で はない。 観照 

ほ とん 

の 態度と して は、 殆ど 小説の 約束され た 形に おいて、 

ことごと 

すべての 作品が 悉 く 皆 客観的で ある。 実に 小説の 小 

説た る 所以の もの は、 この 観照に 於け る 客観性と 言う 

ことに 存す るの だ。 (もし 小説が 客観的で なかったら、 

それ は 詩 —— 散文詩 —— になって しまう。) 

詩と 小説と はこの 点に 於て 実に 判然たる 区別 を 持つ 

ている。 詩 は 本質 上に 主観的の 文学で あり、 単に 態度 

の 上 のみでな く、 観照 それ 自体が 主観的で ある。 即ち 

詩に あって は、 対象が 対象と して 観察され ず、 主観の 


気分 や 情緒に よって、 感情と して 眺められる。 反対に 

小説で は、 これが 主観から 切り離され、 純に 知的な 眼 

で 観察され る。 故に 同じ 恋愛 等 を 題材と しても、 詩で 

はこれ が 感情に よって 歌い 出され、 小説で は 事件 や 心 

理の 経過と して、 外部の 観察に よって 描出され る。 故 

に また この 点から、 一般に 詩 は 「感情の もの」 と 言わ 

れ、 小説 は 「知的の もの」 と 考えられ ている。 

けれども この 関係から、 小説家が 詩人に 比して、 よ 

リ 知的な 人物で ある 如く 考える 人が あるならば、 驚く 

ごびゅう  ち え 

べき 笑止な 誤謬で ある。 智慧 の 優劣 について 言う な ら 

ば、 詩人 はむしろ 小説家に 秀れ ていても 劣り はしない。 


なぜなら 前に 他の 章 (観照に 於け る 主観と 客観) で述 

ベた ように、 認識 上に 於け る 主観と 客観との 相違 は、 

智慧が 感情に 於て 結合して いると、 感情から 独立して 

有る との 相違に すぎず、 その 知性の 働く 実質に は、 な 

んの 変り もない からで ある。 ただ 様式 上の 相違の ため 

に、 詩 は 感情に よって 歌い 出され、 小説 は 客観に よつ 

て 描出され る。 しかも この 様式 上の 相違が、 詩人と 小 

説 家と を 区別す ると ころの、 根本の 態度 を 決定す る。 

詩人 は 常に、 世界 を 主観的に 眺める 為め に、 認識が 

感情と 結合して おり、 小説家の 如く レア リス チックに、 

真の 客観され た 存在 を 観照し 得ない。 反対に 小説家 は、 


何物に 対しても 客観的で、 外部からの 知的な 観察 を 試 

みる。 故に また 小説家 は、 詩人の 住んで る 「心情と し 

ての 意味の」 世界に 這ん り 得ない。 そこで 結局、 詩人 

に は 真 の 小説が 創作 さ れず、 小説家に は 真 の 詩が 作れ 

ない という ことになる。 小説家の 作った 詩 —— 彼等 は 

よく 俳句 や 歌 を 作る —— は、 概して 観照に 徹して おり、 

修辞が 凝り性に 行き届いて いるに かかわらず、 どこか 

或る 根本のと ころで、 詩の 生命 的 要素 を 持たず、 音の 

無い 釣鐘と いう 感 がする。 蓋し 彼等 は、 詩 を 「心 —情」 

で 作らないで、 知的な 「頭脳」 で 作る からだ。 反対に 

また 詩人の 書いた 小説 は、 観照が 主観の 靄で かすんで 


なま 

いるた め、 どこか 感じが 生ぬるく、 真の 小説 的 現実感 

に 徹しない。 

かく 考えれば 詩人と 小説家との 一致点 は、 人生観に 

於け る 本質の 「詩」 だけであって、 芸術家と しての 態 

度に 於て は、 全然 素質の ちがう ことが 解る であろう。 

小説の 立場 は、 人生の 真実 を レア リス チックに 見よう 

とする ので あるから、 すくなくとも 観照 上で は、 主観 

的な センチ メント を 一切 排斥せ ねばならぬ。 この 点で 

自然主義 は、 小説の 正に 小説すべき 典型の 規範 を 教え 

ている。 小説が 小説た るた めに は、 観照の 形式 上で、 

詩から 遠く 離れる ほど 好い ので ある。 小説に して 詩で 


なま 

ある もの は、 一種の 「生ぬるい 文学」 にすぎない だろ 

う。 しかも 精神に 於て 見れば、 真の 小説に は 詩的 精神 

の 高調した ものが 無ければ ならない。 つまり 言えば、 

* 科学が 人生に 於ての 詩の 逆説で ある 如く、 小説 は 文 

学に 於け る 詩の 逆説で ある。 かの 自然主義の 主張が、 

小説 を 「科学の 如く」 と 言い、 そして 一 切の 詩的な も 

のに 挑戦した 所以が ここに ある。 実に 自然主義の 文学 

論 は、 ** 逆説に よって 説かれた 小説 道の 極意で ある _ 

* 「人生に 於け る 詩の 概観」 参照。 

** 日本の 文壇が、 自然主義の 逆説 を 理解し 


得ず、 これによ つて 本質 上の 詩 を 失い、 救いが 

たい 堕落に 落ちた こと を 考えて みよ。 (「特殊な 

る 日本の 文学」 章 尾の 註 参照) 

前に 他の 章に 於て、 吾人 は 表現に 於け る 主観主義と 

客観主義と を、 二人の 旅行家の 態度に たとえた。 即ち 

前者 は 「目的の ための 旅行家」 で、 後者 は 「旅行の た 

めの 旅行家」 であると 言った。 今、 詩と 小説との 観照 

的 態度に 於て、 この 比喩 は 最もよ く 適当して いる。 詩 

は 主観 上に 於け る 欲情 や 生活 感ゃを 訴えるべく、 目的 

に 向って 一 直線に 表現す る。 然るに 小説 はこれ とちが 


い、 人間 生活に 於け る 社会 相 を 観察す る こと それ 自身 

に 興味 を もっている。 小説家に とって みれば、 主観に 

於け る 人生観 や イデ ャゃ は、 表現の 直接の 目的に なつ 

ていない。 表現の 直接の 目的 は、 社会の 実情 を 観照し、 

きわ 

人情 を 究め、 風俗 を 知り、 旅行の 到る ところに 観察 を 

見出す ことに 存 している。 故に 小説す る こと は、 人生 

に 於け る 一 の 「勉強」 であり、 また 真の 「仕事」 であ 

る。 

詩 はこの 点の 態度に 於て、 小説と 大いに 違って いる。 

詩人 は 「目的の ための 旅行家」 であって、 旅行す る こ 

とそれ 自身、 芸術す る こと それ 自身の 中に 興味 を 持た 


ない。 彼等 は 常に 主観 を 掲げて、 エゴ を 「訴える」 事 

きとう 

のみ を 考えて いる。 故に 詩 を 作る こと はいつ も 「祈 禱」 

であり 「詠歎」 である。 詩人 は 小説家の ように、 人間 

生活の 実情 を 観察したり、 社会の 風俗 を 研究した りし 

ようとし ない。 即ち 彼等 は、 真の 芸術的 勉強と 仕事 を 

持たない。 芸術 は 詩人に とって 「祈 禱」 である。 そし 

て 何の 「仕事」 でもな く 「勉強」 でもない。 詩人 は 文 

字 通りの 意味に 於け る、 真の 「生活の ための 芸術家」 

である。 これに 対して 小説家 は、 芸術 を 生涯の 仕事と 

考えて いると ころの、 真の 「芸術の ための 芸術家」 で 

ある。 


かくの 如く、 詩の 目的 は 「生活の 欲情」 を 訴える の 

であって、 「生活の 事実」 を 描写す るので ないから して、 

いわゆる 

詩に は、 所謂 「生活 描写」 という ものが 殆どない。 詩 

の 内容す る もの は、 常に 主観の 呼びかける 絶叫で あり、 

祈禱 であり、 そして 要するに 純一 の 感情 —— 気分、 情 

調、 パ ッショ ー ン である。 詩に あって は、 どんな 思想 

や 観念 や も、 すべて こうした 感情で 表出され る。 そし 

てより 純粋の 詩 ほど、 より 観念が 気分 や 情調の 中に 融 

けて いる。 故に 詩に は、 小説の 描く ような 生活 描写が 

なく、 生活 事実の 報告がない。 そこで もし、 芸術 上の 

「生活」 という 語 を、 「生活 描写」 の 意味に 使用し、 そ 


して 「生活の ための 芸術」 を 「生活 事実 を 描く 芸術」 

と 解す るなら ば、 詩に は その 所謂 「生活」 がな く、 反 

対に 小説の 方が 「生活の ための 芸術」 になって くる。 

だが こうした 思想 の 馬鹿馬鹿しく、 子供ら しい 非常識 

にすぎない こと は 前に 述べた。 詩 は 日本 文壇の 所謂 

「生活 派の 文学」 に は 属しない の だ。 (「生活の ための 

芸術 . 芸術の ための 芸術」 参照) 

此処で ついでに 言つ とくが、 この 「生活の た 

めの 芸術」 を 皮相に 解して、 日常生活の 無意味 

な 身辺 記録な ど を 書き、 それで 「生活が ある」 


などと 考える 間 は、 いつまで たっても 日本の 文 

学 は 駄目で あり、 西洋の ような 真の 自然主義 や 

人生 文学 は 生れて 来ない。 

かく 詩に は祈禱 があって 生活 描写が なく、 小説に は 

生活 描写が あって 祈禱 がない。 そこで この 関係から 詩 

の 世界 は 「観念 界」 「空想 界」 に 属すと され、 小説の 世 

界は 「現象界」 「経験 界」 に 属すと される。 即ち 前者 は 

プ ラトンの 世界であって、 後者 はァ リスト テレスの 世 

界 である。 また 前者の 態度 は 哲学的で、 後者の 態度 は 

科学的で あると も 考えられる。 故に 小説の 表現 は、 常 


に 科学的. 分析 的で、 部分に ついての デテ— ルを 細か 

く 描く のに、 詩の 表現 は 哲学的 • 綜合 的で、 全体につ 

いての 意味 を 直感す る。 そして この 特色から、 詩の 表 

現 は 必然に また 象徴に 這 入って くる。 だが この 象徴の 

説明 は 後に 譲ろう。 

最後に 言うべき こと は、 詩が 貴族的で あり、 小説が 

俗衆 的で あると いう、 一般の 人々 の 通解で ある。 この 

一 般 的の 見解に は、 もちろん 相当の 真理が ある。 なぜ 

なら 詩 は、 小説の ように 多数の 公衆 的 読者 を 持たない 

から、 すくなく ともこの 意味で、 詩 は 小説に 比して 高 

蹈的 だ。 けれども 「貴族的」 「俗衆 的」 という 言語が、 


この場合に 何 を 意味して いるか を、 吾人 は 常識 学に 於 

て 知らねば ならない。 例 を あげてみ よう。 ソクラテス 

とプ ラトンとの 比較に 於て、 前者 は 平民 的 だと 言われ、 

後者 は 貴族的 だ と 言わ れる。 なぜなら ソクラテス は、 

街路に 立って だれに でも 話しかけ、 少しも 権 式 ぶら な 

いざつ くばらん の 人物な のに、 プラト ンはァ 力 デミ ィ 

の 学院に 閉じこもって、 典雅に 身 を 持して いた 人物 だ 

力、 ら 

そこで この 定評 は 当ってい るか、 もし 哲学者と して 

の 態度で 言えば、 ソクラテス は 決して 俗衆 的で なく、 

むしろ プ ラトン 以上に 貴族的 だ。 実に あの 義人 哲学者 


は、 すべての 俗衆 的 愚劣の もの、 俗衆 的 先入見 を 憎悪 

し、 これによ つて 獄に毒 死され たので ある。 故に この 

態 度 で 言 うならば、 彼 もまた プ ラトンと 共に 貴族的 (超 

俗衆 的) の 人物で ある。 そしても しこの 意味なら、 此 

処に 「貴族的」 と言う 言葉 は、 耶蘇に も、 仏陀に も、 

トルストイ にも、 一 切の 義人と 生活 者に 共通し、 その 

人格 的 本質の 特色になる だろう。 のみならず 芸術 その 

ものの 目的が、 本来 また 貴族的の ものである。 なぜな 

ら 芸術 は、 俗衆に 媚びる ための もので なく、 俗衆 を 

啓蒙し、 指導す るた めの ものであるから。 

故に 詩と 小説との 比較に 於て、 小説 を 俗衆 的で ある 


という 意味 は、 プ ラトンと ソクラテスの 比較に 於て、 

やす 

後者の 人物が より ざっくばらんで 平民 的に 親しみ 易 

かった という、 表面上の 気質 や 趣味 性に のみ 関すべき 

で、 芸術と しての 本質 上に は 別問題と すべきで ある。 

本質 上から 言うならば、 小説 もまた 詩と 同じく、 超俗 

的の 貴族 性 を 持つ もので あり、 またそう でなければ な 

ら ない。 実に 詩人と 小説家との 別れる ところ は、 この 

点の 高貴 性に 関係な く、 単なる 気風 や 趣味の 上での、 

人物 的な 相違に あるの だ。 即ち 小説家 は、 概して 趣味 

が 世俗的で、 気風が 世間 的に できて いる。 故に 彼等 は、 

き  しせい 

男女の 情事に 聴き 耳 を 立て、 巿 井の 雑 聞 を 面白がり、 


社交 や 家庭に もぐり 込んで、 新聞記者 的な 観察 をす る。 

彼等の 小説の 題材 は、 すべて 此処から 出て いるので あ 

る。 

これに 反して 詩人 は、 概して そうした 世俗 趣味 を 持 

たないた め、 小説 を 書こうと しても 題材が なく、 より 

超俗 的な 詩の 方に 這 入って しまう。 故に この 限りに 於 

て、 小説 はたし かに 俗衆 的で ある けれども、 芸術と し 

て 本質 上で は、 必ずしも 俗衆 主義の もので はない。 吾 

人 は トルストイの 小説が、 ゲ ー テの 詩よりも 非 貴族的 

であると は 考えられない。 小説家で あっても、 またも 

ち ろん 詩人で あっても、 芸術家 は 本質 上に 於て 俗物で 


あって はならない。 そして 此処に 言う 「** 俗物」 と 

は、 価値 意識の 全般に かかる ところの、 広義の ヒュ— 

マ 二 チイ (人間 良心) を 持たない 人物と 言う ことで あ 

る。 故に 芭蕉 は 言って いる。 「高く 持して 俗に 帰す」 と。 

けだし 小説家の 守る ベ き 金言だろう。 

しかしながら 詩 は、 他の 別の 意味に 於て、 やはり 小 

説が 持たない ところの、 特殊な 芸術的 超俗 性 を 有して 

いる。 したがって 詩 は、 世間 的に は 小説の ように 普遍 

されず、 公衆と しての 広い 読者 を 持ち 得ない。 この 点 

で 詩 は、 一 般に 言われる 如く 貴族的な もの かも 知れな 

い。 しかしながら 詩の 本質的 精神 は、 不思議に も 民衆 


と 通ず ると ころの、 全く 同じ 線 上に 立って いるの だ。 

この 「詩と 民衆」 との 関係 を 次に 述べよう。 

* 評論、 随筆 等の もの は、 文学 中に 於ての 主 

観 精神に 属して いる。 故に 評論 等の 栄える 時 は、 

必然に 詩 (及び 詩的 精神) の 栄える 時で ある。 

ひと 

然るに 現 時の 我が 文壇で は、 独り 小説の みが 繁 

栄 して、 他の 文学が 一向に 興らない。 否、 我が 

国の 文壇で は、 始めから こうした 文学が 「雑文」 

あっかい にされ、 真の 「創作」 として 見られな 

のろ 

いので ある。 詩的 精神の 呪われた る こと、 日本 


現 時の 文壇の 如き はない。 

「詩人 は 哲学 を 持たねば ならぬ。 しかし 詩に 於 

て は 隠すべき だ ご という ゲ— テの 言葉 は、 これ 

を 転用して 小説に 言う ことができる。 「小説家 

は 詩 を 持たねば ならぬ。 しかし 小説に 於て は 隠 

すべき だ ご 

** 「俗物」 という 観念 は、 世間 的に しばし 

ば 趣味の 低い 人 や、 金銭の 利殖に 熱心な 人 を 指 

している。 だが こうした 俗解 は 誤ってい る。 な 

ぜ なら、 世の中に は、 殆ど 没趣味な 人間で あり 

ながら、 宗教 や 道徳の 正義 を 感じて いるよう な 


義人が あるから。 また 銭屋 五兵衛 ゃ紀 文の 如く、 

生涯 金銭の 利殖 を 求めて いて、 しかも 詩人 的に 

ロマンチックな 人物 もい る。 仏蘭西 啓蒙 期の 詩 

人ゥ オル テルの 如き も、 非常に 実利 的で 利殖に 

抜け目の ない 人物で ありながら、 しかも 当時 一 

ひ つ きょ. つ 

流の 人間的 情熱 家だった。 畢竟 上述の ような 

俗解 は、 風流 人の 対語と して 考えられ ている 観 

念で ある。 それ は 何の 俗物で もな く、 単に 非 風 

流人  風流 を 解せ ぬ 人 物  と 言う に すぎな 

ヽ o 
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第 十五 章 詩と 民衆 


詩と いう 文学 は、 元来 言って 公衆 的の 文学で ない。 

日本で も 西洋で も、 詩の 読者 は 限定され ており、 小説 

のように 多方面の 読者 を もっていない。 この 広く 読ま 

れる という 点から すれば、 詩 は 到底 小説の 比較で なく、 

民衆的の 通俗 性がない ので ある。 けだし 詩 は 文学の 山 

頂に 立つ もので あり、 精神の 最も 辛辣に 緊張した 空気 

の 中での み、 心臓の 呼吸 をす る 芸術で あるから だ。 詩 


に 於て は、 すべて 精神的に ふやけた もの、 だらだらし 

ひんせき 

たもの が 擯斥され る。 ところが 公衆の 方で は、 また そ 

れが 無ければ 解らない の だ。 

故に 公衆の 眼から 見る と、 詩 はいつ も 山頂に 立って 

る 哲学者で、 容易に 親しみが なく 辛烈の ものに 感じら 

れる。 しかし この ツァラ トス トラ は、 決して 民衆から 

絶縁され た 存在で なく、 実に は 却って、 彼等と 気質 を 

同じく すると ころの、 人種的 同一 類に 属して いるの だ。 

しかも この 大 先生が、 民衆 を 軽蔑 すれば する ほど、 い 

よいよ 彼の 偽らざる 本性が、 公衆の 一味 徒党で ある こ 

とが 解って くる。 なぜなら この場合に は、 両方の 反対 


衝突す る ものが、 同じ 一 つの 線の 上で 向 合って いるの 

だから。 そして この 両者の 立脚して いる 一 つの 線 こそ、 

それ 自ら 詩的 精神の 本質に 外なら ない。 

民衆に ついて 知られる こと は、 どんな 場合に も、 彼 

等が 詩的 精神の 所有者で あると いう ことで ある。 この 

意味から 言えば、 世に 民衆 ほどに も、 真に 詩 を 愛する 

もの はない。 ただ 彼等 は、 教養 的に 素質の ない 子供で 

あって、 真の 高い もの、 立派な もの、 美しい もの を理 

解し 得ない。 彼等 は 永遠に 稚気 芬々 たる 子供で あるか 

ら、 いつも 詩的 精神の 中に 於け る、 最も 低級の もの、 

最も 愚劣の もの を悦 ぶので ある。 しかもい かなる 場 


合に 於ても、 民衆が 悦ぶ もの は 詩的 精神で ある。 詩的 

精神 以外の、 どんな 芸術 も 彼等 は 求めようと 思って い 

ない。 詩 そのもの！ 民衆が 欲する もの は、 常にた だ 

それだけ だ。 

されば 民衆に よ つ て 読まれる 文学 は、 常に 必ず 詩的 

精神の ある 文学で ある。 例えば 恋愛、 人道、 冒険、 怪 

奇 等の、 すべて 倫理 感ゃ 宗教 感に 本質して いると ころ 

の、 抒情詩 的、 もしくは 叙事詩 的 ロマンチシズムの 文 

学で ある。 試みに 今日 世界に 於て 最も 広く 読まれて い 

る 文学が、 だれの 何の 作で あるか を 考えて みよ。 芸術 

的 高級の 作品と して は 常に ュ— ゴ— と トルストイ であ 


る。 そして 特に 『レ • ミゼラブル』 と 『復活』 である- 

ある い 

或は また ジュ— マで ある。 バルザック である。 到る 

ところに、 常に 民衆に よって 読まれる もの は、 倫理 感 

や 宗教 感を 高調して いる 文学で ある。 抒情詩 的 もしく 

は 叙事詩 的 陶酔 感を あたえる ところの 浪漫主義 的 傾向 

の 文学で ある。 民衆 は 客観的 芸術 を 欲しない。 彼等の 

常に 欲する の は、 情熱 的た る 主観主義の 文学で あり、 

詩的 精神の ある 文学で ある。 

いわゆる 

所謂 「* 大衆 芸術」 と 称する ものが これによ つて ま 

た 民衆の 間に 喝采され ている。 文学ば かりで なく、 演 

芸に、 活動写真に、 到る ところの 世界に 於て、 吾人 は 


この種の 芸術 を 発見す る。 それ は 一 つの、 民衆 を 「悦 

ばす ため」 の、 娯楽と しての 芸術で ある。 だが 彼等の 

目的から、 何 をして いるだろう か。 それ は あらゆる 最 

高の 手段に 於て、 民衆の 倫理 感を あおり 立てる。 恋が 

破れ、 貞操が 失われ、 血が 流れ、 義人が 殺され、 善人 

が 迫害され る。 でなかった らば あらゆる ロマンチック 

の 冒険と 怪奇に よって、 宗教 感の センチ メント を 高調 

させる。 しかも この 感激 的 高調に かかわらず、 すべて 

の 出来るだけの 無 内容と、 できるだけの 愚劣な 馬鹿 馬 

鹿し さとで、 民衆の 甘ったるい 理解力に 訴えるべく、 

用意 を 十分に 備えて いる。 


たれで も 我々 は、 こういう 芸術 を 軽蔑す る。 ところ 

が 民衆に は、 これが いちばん 悦 ばれる の だ。 なぜなら 

民衆 は、 永遠に 稚気 芬々 たる 子供であって、 真の 高い 

もの、 美しい もの を 理解で きないから。 しかも 彼等 は、 

常に 渴 くように 詩 を 求めて いる。 どこに でも、 ただ 詩 

が —— 詩的な 感激が —— 有り さえ すれば 好い ので ある。 

たとえば 彼等 は、 丁度 腹の 空いた 子供 に似てい る。 何 

でも 好い。 詩で ありさえ すれば 食おうと する。 しかも 

まだ 不幸な ことに、 彼等の 味覚 は 低劣で ぁリ、 胃袋 は 

駄菓子に よって 傷害され ている。 民衆 は 一 のい じらし 

あ. P 

く、 純良なる、 しかしながら 憐れむべき 貧民の 子供で 


ある。 

それ故に 吾人 は、 民衆に 対して 二つの 別な 感情 —— 

愛と 軽蔑と —— を、 同時に 矛盾して 持たざる を 得ない 

ので ある。 彼等 は 「善き 素質」 を 持ちながら、 しかも 

「悪しき 境遇」 に 育って いる。 一 方から 考えれば、 彼等 

ほどに も 詩 を 愛し、 詩 を 尊敬して いる 種属 はなく、 し 

ぼ * つと < 

かも 一 方から 観察 すれば、 彼等 ほどに も 詩 を冒瀆 し、 

詩 を 理解し ない 種属 はない の だ。 故に 正義 は、 彼等に 

対して 価値 を 教え、 ょリ 高き 内容に 於け ると ころの、 

真の 芸術的な 詩 を 教えて やる ことに 存す るの だ。 我々 

の 教育 は、 民衆から その センチ メンタ リズム を 殺す の 


でな く、 逆に それ を 高く 活かして、 より 程度の 高い 山 

頂に 導く の だ。 

故に この 点の 結論で、 吾人 は 全く ロマン •  口 ー ラン 

と 一 致す る。 ロマン. 口 ー ランに よれば 芸術の 健全な 

発育 は、 常に 民衆に よっての み、 民衆的な 精神に よつ 

ての み、 建設され ねばならない というの である。 この 

思想 は 正しく、 真理の 立派な もの を 有して いる。 特に 

な 力ん ずく 

就中、 日本の 国情に 於て 適切して いる。 なぜなら 現 

時の 日本に 於て、 真に 詩的 精神 を 有する 者 は、 ひとり 

ただ 民衆 あるの みだから、 その あらゆる 稚気と 俗臭に 

かかわらず、 民衆 は 常に 健全で あり、 芸術の 正しき 道 


を 理解して いる。 彼等 は 指導に よって 善くなる だろう。 

然るに 日本の 文学者 等 は、 素質 的に 何物 も 持って いな 

い。 単に 詩ば かりで なく、 芸術的 良心す らも 持って い 

ない。 そして 日本の 文壇と 思潮 界は、 この ノンセンス 

等に よって 支配され ている。 救いが たい 哉！ 吾人 は 

むしろ 彼等 を 捨て、 民衆の 群に 行かねば ならぬ。 民衆 

のみが、 実に 新しき 日本の 文学と 文明 を 創造す るの だ。 

かく 結論して くれば、 吾人 もまた 一 個の 民衆 主義者 

になって しまう。 だが 誤解す る 勿れ、 著者 は 民衆に 諂 

らうと ころの 民衆 主義者で なく、 逆に 彼等 を 罵倒し、 

軽蔑す ると ころの 民衆 主義者 だ。 なぜなら 民衆 は、 彼 


ますます  べんたつ 

等 を 甘やかす ことによって 益々 堕落し、 鞭撻す る こと 

によって 向上して くるから だ。 吾人が 今日の 社会に 望 

む もの は、 民衆と 同じ 側に 立って 演説す る 人 —— 彼等 

は あまりに 多すぎる  でな くして、 むしろ 彼等に 対 

抗し、 反対の 側に 立って いながら、 しかも 根柢の 足場 

に 於て、 民衆と 同じ 詩的 精神の 線 上に 立って いると こ 

きぜん  ふうぼう 

ろの、 一 の 毅然た る 風貌 を 有する 人物で ある。 

* 最近、 日本に 現れた 「大衆文学」 という も 

の は、 どんな 芸術的 主張 を もつ のか 解らない が、 

げどく ざ い 

とにかく 現 文壇への 解毒剤と して、 一 つの 公開 


さるべき 処方で ある。 医師 は 救いが たい 病気に 

対して、 時に 毒薬 を すら 調合す る。 


形式論 


第 一 章 韻文と 散文 


詩と は 「詩的 精神」 が 「詩の 表現」 を 取った もので 

ある こと を、 本書の 始めに 於て 述べて おいた。 詩的 精 

神 は 内容に 属し、 詩の 表現 は 形式に 属して いる。 とこ 

ろで 詩的 精神の 何物た るか は、 以上 既に 説き 尽 した。 


以下 吾人 は、 主として 詩の 表現形式 について 考えよう。 

しかしながら 芸術に 於け る 内容と 形式と は、 一 枚の 

板の 裏と 表、 人物と その 映像、 実体と 投影の ような も 

のであって、 一方の 裏 を 返せば 一方が 出、 一方が 動け 

ば 他方 も 動き、 相互に 不離 必 合の 関係に なって いる 故、 

既に 詩の 内容に ついて 学んだ 読者 は、 これが 映像 さる 

べき 詩の 形式が、 およそ 大体に 於て どんな もの か を、 

説明 以前に 推察す る ことができ るだろう。 しかしと に 

かく、 説明 を 続けなければ ならない。 

第一 に 言うべき こと は、 言語 はすべ て 関係で あり、 

比較に 於ての み、 実の 意味 を もっとい うこと である。 


故に 絶対の 意味で 差別 さるべき、 詩と 詩で ない ものと 

の 関係 は、 決して 事実上に 有り得ない。 ただ 抽象 上の 

概念と しての み、 吾人 はか かる もの を 考え 得る。 そこ 

ほ とん 

で 今、 広く 事実に ついて 見れば、 殆ど 大抵の 文芸 は、 

広義に みな 「詩」 と 呼ぶ ことができ るだろう。 なぜな 

ら 前に 説いた ように、 何等か 本質に 詩的 精神の ない 文 

学と いう もの は、 事実上に は 殆ど 有り得ず、 そして こ 

の 内容が ある 以上に は、 必ず その 映像した 形式 —— 詩 

的 表現 そのもの —— が ある 箬 だから。 しかしながら 吾 

人 は、 比較の 関係に 於ての み、 言語の 使用 を 許されて 

いる。 以下 言う 意味の 「詩」 という 言語 は、 他のより 


詩で ない 表現に 対する ところの、 比較の 純粋なる もの 

を 指す ので ある。 

さて 詩の 有り得べき、 実の 形式 はどうだろう か。 換 

言 すれば、 詩が 真に 詩で あるた めに は、 どんな 言語の 

表現 を 持つべき だろう か。 言うまでもなく 詩の 形式 は、 

詩的 精神 それ 自体の 投影した もので なければ ならぬ。 

然るに 詩的 精神と は、 それ 自ら 主観的 精神 を 指す ので 

あるから、 他の 文学との 比較に 於て、 主観の 最も 純粋 

に、 かつ 高調され たもの の 投影が、 それ 自ら 必然に 「詩 

の 形式」 を 取る であろう。 しかしながら 吾人 は、 もつ 

と 具体的な 思考に よって、 形式の 説明 をせ ねばならな 


レ 

第一に 明白な の は、 詩が 文学で ぁリ、 言語の 文字 的 

表現で あると いう ことで ある。 故に 音楽 や 舞蹈の 類 は、 

精神に 於て いかに 詩的で あっても、 それ は 「詩」 の 言 

語に 属しない。 言語の 正しい 意味に 於け る 詩 は、 常に 

文学と しての 詩 を 指示す る。 他 はすべ て 「詩的な もの」 

にすぎないの だ。 故に 詩に ついて 考える 時、 必然に 言 

語の 表現 性に ついて、 考を 進めねば ならなくなる。 そ 

こで 言語 は、 二つの 発想 的 要素 を 持って いる。 一 つ は 

用 を 弁じ、 事実 を 語り、 事柄の 意味 を 知らせる ところ 

の 要素、 即ち 語義 —— もしくは 語意 —— であって、 こ 


れが 言語に 於け る 実体 的の 要素で あるが、 他に も 尚、 

言語 は 別の 要素 を 持って いる。 即ち 談話に はずみ をつ 

け、 思想に 勇気 や 情趣 を 与える ところの もの、 即ち 

いわゆる 

所謂 語 韻、 語調で ある。 この 二つの 要素の 中、 前の 者 

は 言語の 「知的な 意味」 を 語り、 後の 者 は その 「情 的 

な 意味」 を 語る。 但し この 後の もの は それ 自体と して 

は 独立し 得ず、 常に 前の 意味と 結びついて のみ 存在す 

るが、 詩 は 本来 情 的な 主観 芸術で ある 故に、 特に この 

点が 重要視され、 表現 の 必須な ものと して 条件 さ れ る。 

此処で また 繰返して 言う こと は、 主観 芸術の 典型が 

音楽 であり、 客観 芸術 の 代表が 美術で あると いう こと 


である。 故に 詩 はいつ も 音楽の ように 歌い、 小説 は 常 

に 絵画の ように 描写す る。 そして 実に 東西 古今、 詩が 

音楽 を 規範と し、 音律 を 以て 形式と する 所以が 此処に 

ある。 即ち 所謂 「韻文」 「散文」 の 差別であって、 詩が 

他の 文学と 異なる 所以 は、 ひとえに その 韻文の 形式に 

あると 思惟され ている。 しかしながら 元来 言えば、 詩 

が 音楽に 学ぶ ところ は、 その 精神に あって 形式に ない。 

換言すれば、 詩 は 音楽の ように 歌い、 音楽の ように 魅 

力す る こと を 欲する けれども、 必ずしも 音楽が 具備す 

る 楽典の 法則 を、 そのまま 襲用す る 必要 はない。 なぜ 

ならば 詩 は 文学で あり、 言語 を 用いる 表現で ある 故に、 


自 から 音楽と 異なる 独自の ものが、 別に 特色 さるべ 

き 害で ある。 

然るに 所謂 「韻文」 と 称する もの は、 音楽の 楽典に 

於け る拍 節の 形式 を、 そのまま 言語に 直訳した ような 

きわ 

ものであって、 極めて 定規 的なる 形式主義の もので あ 

る。 故に 吾人 は、 かかる 形式的 韻律の 有無 を 以て、 詩 

と 非 詩と を 判然 区別しょう とする 如き、 一 部の 人々 等 

の 意見に 賛成で きない。 もちろん かかる 思想 は、 詩と 

いう 形式に 関聯して、 長く 一般に 伝統され ている。 だ 

が 伝統的な 思 想が 常に 必ずしも 真理と は 言 えないだ ろ 

う。 況んゃ 今日に 於て は、 現に 自由詩と 称する 如き 無 


韻の 詩が 一 般に 詩と して 肯定され ている 事態で あるか 

ら、 吾人の 最も 遠慮が ちな 意見に 於ても、 それが 詩の 

絶対的 条件で ない こと を 断言し 得る。 

けれども 始めに 言う 通り、 詩 は 本来 感情の 文学で あ 

もちろん 

る 故に、 言語の スピリット たる 音律な しに は 勿論 真の 

表現 は 有り得ない。 そして 音律が ある 以上に は、 自然 

に 音楽の 法則す ると ころの、 何等かの 黙約 的 一 致が 無 

ければ ならない。 詳説 すれば、 楽典 的 形式に 於け る符 

合で なくして、 楽典の 背後に ある 音楽の 根本原理 —— 

音の 関係に 於け る 美の 根本 法則 —— と、 或る 本質的な 

る、 * 大体に 於け る 一致が あるべき 害 だ。 なぜならば 


言語の 語調 や 語 韻 や も、 それが 「音」 として 響く 限り 

は、 必然に 音楽の 本質的 原理に 属する から。 そこで 「韻 

文」 という 言語 を、 形式 定規の 窮屈な 意味に 解し ない 

で、 大体と して 根本の 音楽 原理に 適って いると ころの 

—— したが つ て 耳に 美しい 響 を 感じさせる ところの I 

I 一種の 節 を もった 文章と 解す るなら ば、 その 場合に 

こそ、 一 切の 詩 は 皆 韻文で あり、 また 必然に 韻文で な 

ければ ならない と 言 い 得る だろう。 

しかしこう なって くると、 問題 はまた 困難に 紛乱し 

ひと 

てく る。 なぜならば その 意味での 韻文 は、 あえて 独り 

詩ば かりで なく、 散文に も 同様に 言い 得る からだ。 文 


学 はすべ て 言語の 「綴り方」 であり、 そして 綴り方の 

あると ころに は 必然に 文章の 調子が あり、 節が あ リア 

ク セントが あり、 はずみが ある。 そして この 点で は、 

小説 も 論文 も 皆 同じで ある。 どんな 文学で も、 言語の 

音調 を 持たない もの や、 それ を 全く 無視した 文章 は 有 

り はしない。 そして これらの 散文に 於け る 音律 は、 何 

等 一定の 拍節 形式 を 持たない ところの、 しかも 根本に 

於て は 音楽の 原理に 適って いる —— でなければ 美しく 

きこ 

聴え る 害がない —— ところの、 真の 自由 律の 形式で あ 

る。 

故に 韻文と い う 言語 を、 前に 言 つたよう な 広義の 意 


味で、 ル— ズに 漠然と 解す る 限り は、 一 切の 散文が 皆 

その 概念に 包括され、 言語が 全く ノンセンス にな つ て 

しまう。 実に 今の 詩壇に 於け る 認識不足 は、 「韻文」 「散 

文」 の 言語に 対して、 一 も 人々 が 定義 を 持って いない 

という 事で ある。 即ち 本書の 巻頭 「詩と は何ぞ や」 で 

言った ように、 かかる 言語に 対する 解釈が、 人に よつ 

あいまい 

て 皆 異なり、 認識が 曖昧 漠然として いるので ある。 此 

処で 諸君 は、 その 個人的なる —— 自分 だけで 合点して 

いるよう な  観念 を 捨て、 何よりも 先ず 常識と して、 

辞書の 正解す ると ころ を 知らねば ならぬ。 辞書の 正解 

すると ころの 韻文と は、 一定の 規則正しき 拍節を もち、 


一定の 法則され たる 押韻 や 脚韻 を蹈 み、 対比に よって 

シ ラブ ル や 語数 を 整え ている ところの、 特殊な 定形 律 

の 文章 を 言う ので ある。 そして この 定形 律 を 持たない 

もの、 即ち 自由の 音律に よって 書かれた もの は、 それ 

自ら 所謂 「散文」 である。 

それ故に 自由詩と 称する 詩が、 言語の 辞書 的な 解義 

に 於て、 始めから 散文に 属する の は 明白で ある。 少な 

くと も 正確な 意味で 言われる ところの、 辞書の 韻文に 

は 属して ない。 しかしながら 自由詩 は、 何等か 或る 本 

質 上の 点に 於て、 普通の 散文と はちがつて いるよう に 

思われる。 そこで 自由詩の 解説 は、 常に しばしば 「* 


* 無 韻の 韻文」 「韻律な き 韻律」 の 語で 呼ばれて いる。 

だが 自由詩の 解説が、 こうした 言語の 曲 弁され た、 白 

馬 非 馬 的の こじつけ をせ ねばならない というと ころに 

その 根本的の 無理が ある こと を 考えて みよ。 むしろ 

「無 韻の 韻文」 など と言うより は、 はっきりと 思いき つ 

て、 吾人 は 自由詩 を 散文 —— 特殊の 詩的 散文 —— であ 

ると 言った 方が 好く はない か。 

しかも 人々 は、 何よりも この 断定 を 恐れて いる。 あ 

まっさつ 

たか もこの 断定から、 自由詩が 致命的に 抹殺され るよ 

うに 恐れて いる。 何故だろう か？ 自由詩が 「散文」 

であると いう こと は、 自由詩が 「詩で ない もの」 に属 


する こと を 致命的に 断定す るよう に 感ずる からだ。 換 

言 すれば 「散文」 という 観念が、 常に 「非 詩」 という 

観念に 結びついて いるから だ。 そこで 自由詩が 詩で あ 

るた めに は、 ぼ でも 応 でも 無理に こじつけて 韻文の 仲 

間 入り をせ ねばならない。 (実に それ をしょう として、 

或る人々 は 自由詩 を 分析し、 定律 詩の 法則 を 探して い 

る。 だが もし それが 見つかったら、 自由詩 は 自由詩で 

なく、 それ 自ら 定形 詩になる であろう。 即ち この 奇妙 

な 研究 は、 思想の 大前提の 中に 結論の 否定 を 予期して 

いる。) 

めいせき 

諸君の 頭脳 を 明晰に せよ！ すべて こうした 混乱の 


生ずる 所以 は、 始めから 「韻文」 と 称する 形式主義の 

定規に よって、 詩 を 定義しょう とした 誤謬に ある。 前 

に 言う 通り、 詩に は 音律が 必須で ある。 しかも 詩の 表 

現 は、 必ずしも 所謂 韻文が 意味す る 如き、 クラシカル 

な 定規 的 律 格 を 必須と しない。 詩と 他の 文学と を 形式 

上で 別つ もの は、 そうした 定形 韻律の 有無で なくして、 

他の もつ と 根本的の 点に 無ければ ならな い。 

詩が 他の 文学と 異なる、 根本の 相違点 は 何だろう 

か？ 言うまでもなく、 それが 「音律 を 本位と する 表 

現」 である ことに ある。 すべての 詩 は、 必ずしも 規約 

された 形式 韻文で はない けれども、 しかもす ベての 詩 


は —— 自由詩で も 定律 詩で も —— 本質 上に 於て 音律 を 

重要視し、 それに 表現の 生命 的 意義 を 置いて いる。 然 

るに 他の 小説 等の 文学 は、 この 点で 詩と 異 つてい る。 

もちろん 前に 言った 通り これ 等の 文学に も 音律が あり、 

自由 律と しての 調子が あるが、 それが 表現の 主要 事で 

なく、 単なる 属性 事と して 取扱 われて いる。 詩 以外の 

文学 は、 小説で も、 感想で も、 論文で も、 すべて 「描 

写 —— もしくは 説明 記述 —— を 本位と する 表現」 であ 

る。 

詩と 他の 文学との 表現 上に 於け る 著る しい 特色 は、 

実に この 一事に 存 している。 故に 「韻文」 という 語 を 


広義に 解して、 この 意味での 詩の 特色、 即ち 「音律 を 

本位と する 文」 とするならば、 始めて この 言葉の 中に 

自由詩 も 定律 詩 も 包括され、 もはや かの 「無 韻の 韻文」 

と言う 如き、 意味の 紛乱した 謎 語に よって、 自由詩 を 

曲 弁す る 必要 もなくなる だろう。 そして この 本質的な 

る 韻文の 定義に 対し、 散文の 定義 は 「非 音律 本位の 文」 

である 故、 この 意味の 言語なら ば、 自由詩 は、 決して 

散文に 所属され ない。 

されば 要するに 問題 は、 所謂 「韻文」 「散文」 の 言語 

に 於け る、 解釈の 如何に かかって いる。 もし これ 等の 

言語 を 文字通りに 正解して、 辞書 的の 形式 観に よるな 


らば、 それ は 「定則 律」 と 「自由 律」 との 対立になる 

故に、 詩が 韻文 を 意味す る 以上、 自由詩 は 詩の 仲間に 

^入れなくなる。 然るに 今日で は、 一 般に 人々 が 自由 

詩 を 肯定して いる。 (昔 は それが 中々 肯定され なかつ 

た。 自由詩が 詩の 認定 を 得る までに は 幾多の 長い 議論 

が 戦わされた。) 故に 今日の 立場と して は、 言語の 辞書 

的な 解義を 廃して、 韻文 を 「音律 本位の 文」 と 考え、 

散文 を 「非 音律 本位の 文」 と 考え、 詩 を 定規 的な 形式 

観に よらず して、 本質 上から 定義せ ねばならな いので 

ある。 


* 「大体に 於け る 法則」 という こと は、 W の 

中の 8 が 正則で、 2 が 変則で あると いう 如き、 

数量の 上の 計算で ない。 この場合の 「大体」 は、 

法則の 背後に ある 根本の 大 原理 を 指す ので ある。 

即ち 自由詩の 原理 は 「法則な き 法則」 に存 する 

ので、 普通の 意味の 律 格 的 形式と は、 全然 性質 

の異 つた もの、 それ を 以て 律す る ことので きな 

いもので ある。 尚 次の 註解 を 見よ。 

** 「韻律な き 韻律」 という 類の 言語 は、 賓 

辞が 主辞 を 否定す る ことに 於て、 別の 新しき 定 

義を 暗示しょう とする ので ある。 例えば 「道徳 


なき 道徳」 という 場合に、 賓辞の 道徳が 意味す 

る もの は、 過去の 所謂 道徳と 全くち がった、 別 

の 新しい 道徳 を 意味して いる。 そして この 新し 

き 道徳 A によって、 前の 道徳 A を 否定す るから、 

「 A は A に 非ず」 という この 矛盾 命題が 成立する。 

「韻律な き 韻律」 の 場合 もそう であって、 賓辞の 

意味す る 韻律 は、 過去 の 言語が 意味す る 所謂 韻 

律 や 韻文と は、 全く 別種の もの を 指して いるの 

だ。 

韻律と いう 言語 は、 一定の 規則正しき 反復 を 


もった ところの、 時間 上の 進行 を 意味して いる。 

例えば 時計の チク タク、 心臓の鼓動、 海洋の 波 

浪 等であって、 元来、 規則正し きもの を 指す の 

であるから、 自由詩に リズムの 無い 事 は 始め か 

ら 解って いる。 否む しろ 自由詩 はか かる 形式 主 

義に 反対し、 リズム を 破壊す る ことに 主張 を 

持って いる。 この 形式主義と 自由主義との 主張 

に つ いて は 後に 公平な 批判 を 以て 見ようと 思う。 


第二 章 詩と 非 詩との 識域 


前章に 述べた 通り、 詩と は 音律 本位の 文学で あり、 

自由詩 を も、 定律 詩 を も、 共に 包括し 得る 意味の 韻文 

—— 本質 観と しての 韻文 —— である。 しかしながら そ 

うだと すれば、 此処に また 新しい 疑問が 起って くる。 

もし 単に 詩の 特色が、 それだけの 点に あると すれば、 

いやしくも 音律 を 以て 本位と し、 節づ けられて 歌われ 

たす ベての もの は、 文学で ある 限りに 於て、 必然に 皆 

詩と 言わねば ならないだろう。 然るに 世の中に は、 実 

際そう でない ものが ある。 例えば ソクラテスが 獄中で 


書いた イソ ップ 物語の 韻文 訳 や、 ァ リスト テレスが 書 

いた 韻文の 論理学 や は、 形式 上に 於て 確かに 音律 本位 

であり、 文字通りの 正しい 韻文で ある けれども、 吾人 

ちゅうちょ 

はこれ を 詩と 呼ぶべく 躊躇す る。 また かの 鉄道 唱歌 

あんしょう 

とか、 地理の 諳誦 のために された 新体 詩と か、 道徳 や 

処世の 教訓に される 和歌の 類と かも、 同様に 形式 上の 

みの 韻文であって、 実質 上から 詩と いうべく 適切で な 

い。 これ 等の 文学 は、 単に 「詩の 形式 を 借りた」 とこ 

ろの、 別種の 者に 属する 如く 思われる。 

それ故に 詩の 形式 は、 外部から 借用され たもので な 

くして、 内部から 生み出された ところの、 必然の もの 


でなければ ならない。 換言すれば 詩と は、 詩的な 内容 

が 詩的の 形式 を 取った もので なければ ならない。 では 

「詩的な 内容」 と は 何だろう か。 何が そもそも 詩的で 

あり、 何が 詩的でないだろう か？ この 問に 答える 前 

に、 吾人 は 世俗の 誤 見に 対して、 逆に 反駁して おかね 

ばなら ぬ。 なぜなら 通俗の 見解 は、 しばしば 詩人 を以 

て 花鳥風月の 徒と 解し、 吾人 を 一種の 風流 扱いに する 

からだ。 実に 我々 詩人の 心外に 堪えない こと は、 今日 

の 文壇 や 雑誌 社 すらが、 詩の 何物た るか を 全く 知らず、 

吾人に 嘱す るに 自然の 風物 吟詠 や、 四季の 変化に 際す 

る 美文 的 随筆の 類 を 以てする ことで ある。 かって 我々 


の 昔の 詩人 は、 好んで かかる 風流 閑雅の 趣味 を 愛し、 

自然の 詠吟 を 事と していた。 だが 今日の 時代に 於け る 

僕 等の 詩人が、 いつまで 同じ こと を 繰 返す 義務が どこ 

にある か。 そもそも 世間 は、 あまりに 日本人 的なる、 

あまりに 俳諧 的なる 「詩人」 の 観念から、 い つまで たつ 

たら 僕 等 を 解放して くれる のか。 

さて 「詩的な もの」 は 何だろう か？ これにつ いて 

はずつ と 前に、 既に 他の 章で 一言して おいた。 即ち 何 

が 詩的で あるか は、 全く 個人の 趣味に よって 決定する。 

そこで 昔の 日本 詩人 は、 季節の 変化 や 自然の 風物 を 詩 

的と 感じた。 だが 今日の 詩人た ち は、 社会 や 人生の 多 


方面から、 無限に 変った 詩的の もの を 発見して いる。 

例えば 或る 社会的な 詩人た ち は 酒場 や、 淫売 窟ゃ、 銀 

行 や、 工場 や、 機械 や、 ギロチン や、 軍隊 や、 暴動 や 

から、 彼等の 詩的な 興奮 を 経験して、 そこに 新しい 詩 

材を 求めて いる。 そして 他のより 瞑想 的な 詩人た ち は、 

人生 や 宇宙の 意義に ついて 特殊な 詩的な もの を 哲学的 

に 観念して いる。 

されば 詩的の 本質 は、 個人の 側に あって 物の 側に 存 

しない。 もし 見る 人が 見るならば、 宇宙に 於け る 一 切 

ことごと 

の 事物 や 現象 や は、 悉 く 皆 詩的な ものに 感じられ そ 

うでない もの は 一 も 無かろう。 実に 詩人の 為すべき こ 


と は、 人の 無趣味と し、 殺風景と し、 俗悪と し、 * プ 

ロゼ ック とする ものに 就いて さえ、 新しき 詩 美 を 発見 

し、 詩の 世界 を豊當 にして 行く ことに 存す るので ある。 

故に 質問の かかる ところ は、 詩的が 何物で あるかと 言 

うので なくして、 物 を 詩的に 感ずる 態度が、 何で ある 

かと 言う 点に かか つ てく る。 そもそも この 特殊の 態度、 

即ち 詩的 感動の 態度が 何だろう か。 詩的 精神の 本体 は 

主観で あるから、 詩的 感動の 本質 は、 それ 自ら 「主観 

的 態度」 に 外なら ない。 換言すれば、 主観的 態度に よ つ 

て 見た るすべ てのもの は、 それ 自ら 詩的であって、 詩 

の 内容たり 得る ものである。 


では、 主観的 態度と は 何だろう か？ それが 何で あ 

るか は、 既に 前に 幾度 か 説明した。 即ち 主観的 態度と 

は、 事物 を 客観に よって 認識し ないで、 主観の 中に 融 

和 させ、 感情の 智慧で 見る ことで ある。 尚 詳しく 言え 

ば、 物に ついて 物 を 見ないで、 主観の 感情に よって 認 

識し、 、化 情の 感激 や 情緒に 融 かして、 存在の 意味 を 知 

る ことで ある。 あらゆる すべての 詩人た ち は、 皆 この 

主観的 態度に よって 宇宙 を 見て いる。 故に 詩人の 見る 

宇宙 は、 常に 必ず 詩的な 意味 を もつ 宇宙であって、 そ 

れ 自身が 直ちに 詩の 内容に なって くるの だ。 然るに 素 

質的な 詩人で ない 人々 は、 こうした 主観的 態度で なく、 


他の 客観に よって 事物 を 見る から、 たとい 形式に 於て 

韻律の 規約 を蹈 み、 或は 和歌 や 俳句の 格調 を 借用して 

も、 直； の 文学的な 批判に 於て 詩と 言い 得ない ものし か 

出来ない。 

これによ つて 吾人 は、 真に 本質的に 詩で ある ものと、 

形式の みの 見かけの 詩と を、 判然として 区別し 得る。 

例えば、 前の 例に 於て、 ソクラテスの 韻文 ゃァ リスト 

テレスの 韻文 や は、 真に 心情から 感動して、 彼等が そ 

れを 書いた のでな く、 純粋に 客観的な 態度に 於て、 認 

識を 認識と し理智 を理智 として 書いた ので ある。 これ 

に対して ニイ チェの ツァラ トス トラ は、 哲学が 主観の 


中に 取り込まれ、 認識が 感情に よって 融 かされて いる。 

故に 後者 は 本質の 詩であって、 前者 は 形式 だけの 

似而非 詩で ある。 しかしながら その 場合に も、 もし ソ 

クラ テスが 真に イソ ップ 物語に 感激し、 それ を 主観の 

感情に よって 書いたならば、 それ は 単に 形式の 韻文で 

ある のみでな く、 本質に おいても 真の 叙事詩で 有り得 

たろう。 ァ リスト テレスの 場合 も 同様で あり、 哲学が 

主観に よって 書かれたならば、 ニイ チェの それと 同じ 

で 有 リ， こ。 

前に あげた 他の 例、 即ち 鉄道 唱歌 や、 地理 諳記 唱歌 

や、 和歌 俳句の 形式に よる 古来の 処世訓、 道徳 訓の類 


も 同じで ある。 これ 等の 文学に 於け る 作家 は、 始め か 

ら 何の 主観的 感動な しに、 純に 事実の ために 事実 を 書 

き、 教訓の ために 教訓 を 教えて いる。 しかしながら 作 

者が、 こうした 客観の 態度で なく、 もし 自ら 真に 感動 

して、 或る 道徳 や 処世 上の 観念にまで、 主観に 於け る 

心情の 意味 を 直感したら、 その 表現 はすくな くと も 本 

質 上の 詩に 属する。 故に 例えば 孔子 や 耶蘇の 道徳 訓に 

は、 時に しばしば 本質 上での 詩と 見るべき 文字が ある。 

これに 反して 或る 小説家 等の 作る 俳句が、 技巧と 着想 

の 妙を尽 し、 観照の 至 境に 入って いるに かかわらず、 

何 かしら 物 不足で、 詩と しての 霊魂がない ように 思わ 


れ るの は、 認識の 態度が 純粋に 客観的で、 対象に つい 

て 対象 を 観照し、 これ を 主観の 心情に 融解す る ことが 

ないから である。 (「詩と 小説」 参照) 

以上 述べた ことによって、 読者 は 似而非の 詩と 本物 

の 詩、 借用の 韻文と 実際の 韻文と を、 大体 誤りな く 判 

断す る ことができる であろう。 要するに 真の 詩 は、 「詩 

的の 内容」 が 「詩的の 形式」 に 映った もので、 この 内 

ぎまん 

容 のない 韻文 は、 実体な き 欺瞞の 幻影に すぎない ので 

ある。 けれども 吾人 は、 作者に 於け る 主観的 態度の 有 

無 II 即ち 詩的 内容の 有無 —— を、 どうして 実際の 作 

物から 判断す る ことができる だろう？ すべ ての 芸術 


は、 ただ 表現 を 通しての み 理解し 得る。 吾人 は 表現の 

背後に 住んで る、 作者の 心理 や 態度に ついては、 全く 

推察す る ことができな いので ある。 そして 表現に 現わ 

れ たるす ベての もの は、 必然に 何等かの 形式 を 意味し 

ている。 故に 真の 詩と 似而非の 詩との 区別 も、 やはり 

表現の 上に 於て、 何等かの 形式で 見る 外 はない。 

だがし かしこの 問題 は、 数学の 最も 複雑な 微分法 を 

以てしても、 到底 計算で きないと ころの、 言語の 微妙 

にして 有機的な 関係に 属して いる。 ， J の 点で 言えば、 

芸術の 意味 はた だ 直感に よって 知られる のみ だ。 何故 

に 或る 詩 は 本物と して 感じられ、 或る 韻文 は 非 詩と し 


て 感じられる かとい うこと は、 実に 言語 の 語意 や 音韻 

に 於け る 組み合せの、 複雑 微妙なる 関係に かかって い 

る。 そして どんな 人間の 理性 も、 決して それ を 計算し 

得ない。 (もし それの 計算が できたら、 人間 は 頭脳で 

名 詩 を 創作し 得る。) だがし かしこの 場合に も、 大体に 

於け る 原則 だけ は、 一 般の 作品 を 通じて 普遍的に、 ま 

ちがいなく 断定で きる。 即ち 真に 感情で 書いた ところ 

の、 実の 本物の 詩に あって は、 言語が 概念と して 使用 

されず、 主観的なる 気分 や 情調の 中に 融けて、 それ 自 

ら 「感情の 意味」 を 語って いる ことで ある。 これに 反 

して 似而非の 詩 は、 言語が 没 情感なる 概念と して、 純 


に 「知性の 意味」 で 使用され てる。 (ニイ チェの 哲学 詩 

と 他の 学術の 哲学と を、 この 点に 於て 比較して みよ。) 

されば 詩的 表現の 特色 は、 要するに 言語が 「知性の 

意味」 で 使用され ず、 主として 「感情の 意味」 で 訴え 

られ ている という ことの、 根本の 原理に 尽 されて いる。 

ゆえん  ひっきょう 

詩が 音律 を 必要と する 所以の もの も、 畢竟 この 原理 

に存 する ので、 決して 韻律の ために 韻律の 形式 を 求め 

るので ない。 ただ 自然の 結果と して、 それが 「韻文 的 

な もの」 に 成る というに すぎない の だ。 要する ところ 

は 音律が 、 言語と しての 最も 強い 感情 を 出し 得る 故 に 、 

それが 詩の 形式 を 決定して、 常に 第一義 的な ものと 考 


えられて る。 しかし 音律 以外の 要素に 於ても、 言語 は 

「感情の 意味」 を 語り 得る。 即ち 今 言う 通り、 語義 を概 

念と して 使用し ないで、 主観の 感情に 融 かす ことから、 

語感に 於け る 気分 や 情調 を 表現し 得る。 そして 近代に 

於け る 多くの 詩 (象徴派、 写象 派、 未来派 等) が、 特 

にこの 点 を 重要視す る こと は、 人の 知っている 通りで 

ある。 

それ故に 詩の 表現形式 は、 単に 音律 ばかりでなく、 

音律 以外の 言語 的 要素 (語感、 語 情) と 相 待って、 始 

めて 完全す る こと を 知る であろう。 そして かく 考えれ 

ば、 詩に 於け る 音律 性が、 単に その 重要なる 一 部に す 


ぎず、 必ずしも 全般で ない 事が 理解され る。 実に 具体 

的なる 詩と 言う べき もの は、 音律 や 語感 や の 感情 要素 

が、 複雑なる 有機的 関係に よって 結合され たもので あ 

り、 個々 に その 要素の 一 々を、 抽象して は 思考され な 

いもので ある。 故に 詩の 形式 を 定義 するべく、 実に は 

何と 言って 好いだ ろうか。 詩と は 辞書が 意味す る 通り 

の、 形式的な 韻文で あると 言おう か。 否。 もちろん 否 

である。 では 韻文と いう 語 を 広義に 解して、 自由詩 や 

無韻詩 を も 包括し 得る、 本質 上の 韻文で あると 断定し 

ほ とん 

ようか。 これ 殆ど 当ってい る。 けれども 尚、 未だ 十 

分に 達して いない。 なぜならば 前言う 通り、 世に は 音 


律あって 詩的 精神の ない 文学が あり、 そして この種の 

もの は、 自由 律に 於て さえ も 絶無 を 保証し 得ない から 

だ。 

詩の 形式と は何ぞ や？ 実に 残された 問題 は、 この 

命題への 解答で ある。 どこか そこに は、 一言に して 万 

事 を 言い 尽し 得る ような、 詩的 表現の 全般に 行き届い 

た、 真の 判然 明白なる 答案が あるよう に、 有るべき I 舌 

だと 感じられる。 そして この 解答が、 もし 完全に でき 

るなら ば、 その 時 始めて 吾人 は、 真に 詩的 表現の 何物 

たる か を、 まちがい なく 正確に、 かつ 完全に 知り 得た 

ので ある。 さらに 進んで、 徹底的に 考を 進めて 行こう。 


* 最近の 世界 詩壇 は 著る しく 散文的に なり、 

唯物論 的に なり、 機械 観 的に なり、 科学的に さ 

え も 傾向して いる。 これ 表面に は、 詩の 散文的 

没落 を 意味す る 如く 思われる が、 実に は 何の 心 

配 もない ので ある。 なぜなら こうした もの は、 

すべて 詩の 題材に 属して いて、 詩の 本質的 精神 

に 関係して いない からだ。 換言すれば、 それら 

の 唯 物界ゃ 機械 界ゃ は、 詩人に よって 新しく 発 

見され た 詩 美であって、 趣味と しての 選択に 属 

している。 然るに 趣味 (即ち 芸術の 題材) は、 


詩の 本質的 精神と は 関係な く、 時代に よって 常 

に 流動 変化す る ものである。 即ち プロ ゼック な 

もの は 流行であって、 本質に 於け る もの は 不易 

である 故、 詩 は 永久に その 精神 を 没落し ない。 

ばしょ ラ 

芭蕉 はこの 真理 を 言明す るた め、 有名な 「不易 

流行」 の 標語 を 作った。 詩人 は 不易 流行で なけ 

れ ばいけ ない。 (ついでながら 言って おくが、 

近頃 我が 文壇 で 言われ る マルク ス的 文学論が 、 

もう ま い 

芸術に 於け る 流行 性と 不易 性と を、 認識の 蒙昧 

から 錯覚して いる。 芸術の 不易 性 は 個人主義で、 

流行 だけが 社会主義になる ので ある。) 


第三 章 描写と 情 象 


人間の 発想の 様式 は、 原則として 三種し かない。 「記 

述」 と 「説明」 と、 そして 「表現」 である。 記述と は 

或る 事柄 を 述べる もので、 学術で は 歴史が これ を 代表 

している。 説明 は 弁証 ゃ解義 に関する もので、 一般の 

抽象的 論文、 及び 多くの 哲学 科学が これに 属する。 故 

に 記述と 説明と は、 共に 広義の 学術に 属する もので、 


芸術に 属する もので ない。 芸術に 属する もの は、 最後 

の 表現 あるの みで ある。 もちろん 広い 意味での 芸術 I 

I 例えば 文学的 評論 等 —— に は、 記述 や 説明に 類す る 

ものが 混じて いるが、 すくなくとも 純粋の 意味で 言わ 

れる 芸術品 (創作) に は、 まったく そうした 要素が な 

い。 芸術 は 常に 表現の 様式で 発想され る。 

そこで 表現の 形式に は、 音楽が あり、 美術が あり、 

舞踊が あり、 演劇が あり、 文学が あり、 実に 種々 雑多 

である けれども、 これ を 本質に 於け る 態度の 上から 観 

しょせん 

察すれば、 あらゆる 一切の 表現 は、 所詮して 二つの 様 

式に しかす ぎない ので ある。 即ち その 一は 「描写」 で 


あって、 美術 や 小説が これに 属する。 描写と は、 物の 

す 力た 

「真実の 像」 を 写そうと する 表現で あり、 対象への 観 

照 を 主眼と すると ころの、 知性の 意味の 表現で ある。 

然るに 或る 他の 芸術、 例えば 音楽 や、 詩歌 や、 舞踊 等 

は、 物の 「真実の 像」 を 写そうと する のでな く、 主と 

して 感情の 意味 を 語ろうと する 表現で ある 故に、 前の 

ものと は 根本的に 差別され る。 この 表現 は 「描写」 で 

ない。 それ は 感情の 意味 を 表象す るので あるから、 約 

言して 言えば 「情 象」 である。 

かく 一切の 表現 は、 二つの 様式に 分類され る。 「描 

写」 とそして 「情 象」 である。 実にす ベての 芸術 は I 


I それが 純 芸術で ある 限り —— 一 一 つ の 何れ かに 属して 

いる。 あらゆる 芸術 は 「描写す る」 か、 でなければ 「情 

象す る」 かの 一 であり、 それ 以外に 表現 はない。 もし 

有る とすれば、 それ は 両者の 混同で あり、 二つの 中間 

に 居る 表現で ある。 即ち 例えば、 バレ— (劇的 舞踊) 

の 如き、 メロドラマの 如きそう である。 これ 等の もの 

は、 一方に 於て 美術の ように 描写しつつ、 一方に 於て 

音楽の ように 情 象して いる。 即ち そこに は 「知性の 意 

味」 と 「感情の 意味」 とが 混合して いる。 けれども 大 

体に 於て 見れば、 バレ— や メロドラマの ような もの は、 

主として 感晴 本位で あり、 晴象 する 方の 芸術に 属して 


いる。 これに 対して 純粋の 写実 劇 等 は 事実の 意味 を 語 

ろうとす る 描写で ある。 次に この 両 派の 対象 を 表に 示 

そう。 

「情 象 I 音楽 • 詩 • 舞踊. 歌劇 

表現 丄 

厂 描写 I 美術 • 小説 • 科白 劇 • 写実 劇 

此処に 至って 吾人 は、 前章に 預けて おいた 宿題 を、 

再び 改めて 提出しょう。 詩と は 何だろう か？ 詩の 表 

現に 於け る 定義 は 她何？ 詩 は 音楽と 同じく、 実に 情 

象す る 芸術で ある。 詩に は 「描写」 という こと は 全く 

ない。 たとい 外界の 風物 を 書く 時で も、 やはり 主観の 


気分に 訴え、 感情の 意味と して 「情 象」 する の だ。 即 

ち 表現に ついて これ を 言えば、 詩と は 主観に 於け る 意 

味 を、 言語の 節 や、 アクセント や、 語感 や、 語 情 やの 

中に 融 かして、 具体的に 表象しょう とする 芸術で ある。 

故に 詩 を 特色す る 決定の 条件 は、 必ずしも 形式 韻律の 

有無で なく、 又 自由 律の 有無で もな く、 実に その 表現 

が、 本質に 於て 「情 象」 であるか 否かに かかって いる。 

もし 実に 情 象であるなら ば、 言語 は 必然に 「感情の 意 

味」 で 使用され、 語 韻 や 語調 や 語感 やの、 あらゆる 情 

的 要素 を 具備す るが 故に、 その 表現 は、 必然に また、 

音律 的、 韻文 的の 特色 を もち、 かつ 語感 や 語 情の 点に 


於ても、 十分の 詩的 ニュアンス を もつ ようになる であ 

ろう。 

それ故に 「詩」 と 「詩で ない もの」 との 区別 は、 本 

質に 於て それが 情 象で あるかな いかと いう、 一 の 根本 

的な 決定に かか つてい る。 この 点さえ は つ きり 摑 めば、 

他の 一切の 形式 は 問題で なく、 ゥソの 詩と 本当の 詩、 

詩と 詩で ない ものとの 判定が、 文学の 第一 原理と して 

解って しまう。 そこで 詩の 正しい 定義 は、 それが 文学 

としての 情 象 表現で あると 言う ことに 帰結す る。 即ち 

命題 すれば、 詩と は 情 象す る 文学で ある。 そして 実に 

この 定義が、 詩の 形式す る 一切 を 言い 尽 している。 す 


くな くと もこの 点で は、 もはや 議論 は 終結した。 故に 

きた 

上 来 述べ 来った、 他のより 皮相 見の —— しかしながら 

一 般 的に 信じられ ている —— 別の 二種の 詩の 定義と、 

この 最後に 提出され た 新 定義と を、 左に 並列して 書い 

てみ よう。 

A、 詩と は 形式 韻文で ある。 

B、 詩と は 音律 を 本位と する 文学で ある。 

c、 詩と は 情 象す る 文学で ある。 

三種の 中で、 何れが 果して 真で あるか は、 読者の 比 

較と 判断に 任す のみ だ。 しかし 注意して おきた いのは、 

この 中で A が 最も 狭義で あり、 B が やや 広く、  C が最 


も 広義で あると いう ことで ある。 詳説 すれば、 A の 中 

に は B も C も 包括され ない 故に、 諸君に しても し A を 

もちろん  は い 

選べば、 自由詩 や 散文詩 や は、 勿論 「詩」 の 仲間に 這 入 

れ なくなる。 然るに B はより 広義で ある 故に、 この 中 

に は 定律 詩 も 自由詩 も、 共に 両方 を 包括され 得る だろ 

う。 しかしながら 近来の 或る 特殊の 詩、 例えば 未来派 

等の 或る 者に 見る * 絵画 風な 詩 は、 やはり 「詩」 の 

範疇の 外に 逐ぃ 出される。 なぜならば この種の 者に 

ほと 

は、 音律が 殆ん どなく、 かつ それ を 本位に していない 

からだ。 ただ 最後に、 第三の C を 定義す る 限り、 すべ 

て 一切の 新しい 詩が、 残らず 皆 完全に 包括され る こと 


がで きる ので ある。 

* 音律 を 無視した 絵画 風の 詩に ついては、 著 

者 は 好感 を 表し 得ない。 こうした もの は 言語の 

綴りす る 特色 を 忘れた もので、 明白に 文学の 邪 

道で ある。 正道の 詩 はや はり 音律の 「骨骼」 を 

持たねば ならない。 しかし 新しき 詩の 定義が、 

こうした もの を も 包括し 得る こと は 事実で ある。 

その 限りに 於て は、 著者 もこれ 等の 詩 を 認める。 


第 四 章 叙事詩と 抒情詩 


詩の 歴史 は、 地球の 西と 東と から、 同時に 別々 に 発 

展 して 来た。 即ち 西に は 希臘の 詩が 起り、 東に は 日本 

の 詩が 起った。 そして 西洋 は 叙事詩に 始まり、 日本 は 

抒情詩に 起 元して いる。 この 二つの 詩の 歴史 は、 相互 

に 何の 関係 もな く、 つい 近年に 至る まで は、 個々 に 並 

行して 来たので ある。 故に 吾人の 立場で 見る 時 は、 常 

に 西洋と 日本と を 同時に 両方から 眺めつつ、 観察 を 並 

行 させて 行かねば ならぬ。 だが 日本の 事情 は 後に 廻し 


て、 此処で は 西洋の 詩の 歴史と、 彼の 古典 詩に ついて 

先に 語ろう。 

西洋の 詩の 歴史 は、 ホ— マ ー の 叙事詩に 始まって い 

る。 そこで 叙事詩に ついて 概説しょう。 人の 知る 通り、 

叙事詩と は 神話 や 歴史の 伝説 を、 韻律の 形式で 歌った 

もので、 つまり 言えば 一種の 韻文 物語で ぁリ、 音律 を 

以て 語られた 歴史で ある。 だが 真の 学術 的な 歴史と 叙 

事 詩と は、 様式の 根本 精神に 於て 異 つてい る。 歴史の 

書こうと する 精神 は、 何よりも 事実の 正確な 記述に あ 

る。 即ち 歴史家の 認識 は、 事件に ついて 事件 を 見、 現 

象に ついて 現象 を 見ようと すると ころの、 真の 客観的 


な 態度で ある。 これに 反して 叙事詩 は、 主観に よって 

こうしょう  えいたん 

事実 を 見、 感情の 高 翔 した 気分に よ つ て、 歴史 を 詠歎 

しょうと する ので ある。 即ち 一 言で 言えば、 歴史 は 事 

実 を 「記述す る」 ので、 叙事詩 はこれ を 「情 象す る」 

の だ。 そして 詩と 歴史の 別れる ところが、 実に この 一 

点に かかって いる。 (前章 参照) 

あで ながら、 此処で 小説と 歴史、 小説と 叙事詩の 区 

別 を 述べて おこう。 けだし 小説 は、 人生に 於け る 或る 

物語 を 描く ので あるから、 言語の 広い 意味に 於て、 一 

種の 創作的な 歴史、 もしくは 散文の 叙事詩と 思 # する 

ことができ るだろう。 のみならず 小説 は、 他のより 本 


質的な 特色から、 叙事詩と 共通した 精神に 立って さえ 

いる。 それで 或る人々 は、 時に 小説 を 指して 歴史 (文 

学 的 歴史) と 言い、 或は 散文の 叙事詩と 呼んで いる。 

だが こうした 呼び 方 は、 もちろん 言語 上の 比喩で あつ 

もちろん 

て、 具体的に 適応 しないの は 勿論で ある。 明白に 言つ 

て 小説 は II どんな 歴史 物語 的の 小説で も —— 実の 歴 

史 とちが つてい るし、 また 勿論 叙事詩と も 根本で ち 

がって いる。 なぜなら 小説の 表現 は、 史上の 事件 を 「描 

写す る」 のに、 歴史 はこれ を 「記述す る」 し、 叙事詩 

は 「晴 象す る」 からで ある。 


叙事詩と 小説の 相違 は、 琵琶 歌と 講談の 相違 

である。 琵琶 歌 は 感情の 浪に 乗って 事件が 語ら 

れ、 講談 は それが さも 有る 如く、 事件が レア— 

ルに 描写され る。 

叙事詩に 類す る 別の 韻文 は、 劇詩と 称する もので 

あって、 これの 舞台に 於け る 様式 を 詩劇と 言う。 この 

劇詩 や 詩劇 やが、 普通の 科白 劇と ちがう ところ は、 後 

者が 「知性の 意味」 を 主と し、 人生の レア ー ルな 真相 

を 表現し ようと 欲する のに、 前者 は 「感情の 意味」 を 

主として、 神秘、 荘厳、 優艷、 典雅 等の、 情 的な 意味 


や 気分 を 出そうと する。 即ち 後者の 表現 は 「描写」 で 

あって、 前者の 表現 は 「情 象」 である。 西洋の バレ—、 

パントマイム、 オペラ、 日本の 能楽、 歌舞伎 劇 等 は、 

その 脚本の 韻文 —— 即ち 劇詩 —— と共に、 前者に 属す 

ベ きものであろう。 

しかしながら 西洋の 古典 詩 中、 いろいろな 意味で 

叙事詩の 対象と なるべき もの は、 実に 女 詩人 サッ ホォ 

等に 代表され る 抒情詩で ある。 この 「叙事詩」 と 「抒 

はんちゅう 

情 詩」 と は 実に 西洋 詩の ニ大 範疇 と言うべ きもので、 

ちょうらく  なお 

古典 韻文の 既に 全く 凋落した 近代に 至っても、 尚 或 

へんぼう 

る 変貌した 形に 於て、 本質 上から 互に 対立して いる 有 


様で ある。 おそらく この 二つの 詩 派の 対立 は、 永遠に 

世界の 終る まで、 避けが たく 両立す るニ大 系統で ある 

だろう。 しかし この 解説 は 後に 譲リ、 尚 表面上の 説明 

を 続けて 行こう。 

古典 韻文と しての 抒情詩 は、 形式に 於ても 内容に 於 

て も、 大体 ほぼ 叙事詩に 類して いる。 しかしながらた 

だ、 或る 一 の 相違で 名称 を 異にして いる。 その 根本的 

なる 相違 は、 叙事詩が * 男性的で あるに 対し、 抒情詩 

が 女性的で あると いう ことで ある。 即ち 詳説 すれば、 

叙事詩の 詩 題 は 主に 英雄 談、 冒険談、 戦争 談 であって、 

その 情操 は 雄大、 荘重、 典雅、 豪壮 等の 貴族的 尊大 性 


を 高調して いる。 これに 反して 抒情詩 は、 主に 恋愛 や 

別離 を 歌い、 その 情操 は 哀傷 的、 情緒 的で、 優美に や 

さしく 涙ぐましい。 故に リリカル (抒情詩 的) という 

言葉 は、 常に 哀傷 的で 涙ぐましい 情緒 を 指して くる。 

反対に ェピ カル (叙事詩 的) は、 意志の 強く、 尊大で 

思い あがった、 闘士 的、 英雄的な 興奮 を 言語して いる。 

尚 換言すれば、 前者 は メロディアスの 気分で あり、 後 

者 は リズミカルの 気分で ある。 

古代 希臘に 於け る、 この 叙事詩と 抒情詩との 特殊の 

対立 —— それ はホ ー マ ー とサ ッホォ によって 代表され 

ている —— は 近世の 文芸復興 期に 至っても、 同じ 精神 


の 流れ を 汲んで 伝承して きた。 即ち 叙事詩に は ダンテ 

や ミ ル トン のよう な 詩人が ぁリ、 抒情詩に は ペトラ ル 

力 や ボッカ チォの 類の 詩人が いた。 そして 前者の 詩材 

は、 主に 神学、 宗教、 哲学に 関する 超 現世 的 瞑想 風の 

もので、 その 情操 は、 やはり 荘厳、 雄大、 典雅、 荘重 

の 形式ぶ つた 貴族 趣味 を 高調した。 これに 反して 後者 

の詩材 は、 主に 恋愛 その他の 現世 的な 生活 実相から 

取った もので、 俗にく だけた、 ざっくばらんの、 窮屈 

に 四角張らない 平民 趣味の 情操 を 特色して いた。 即ち 

約言 すれば、 古代 希臘の 昔から 一 貫して、 叙事詩の 特 

色 は 男性的 貴族 主義で、 抒情詩の 特色 は 女性的 平民 趣 


味の ものであった。 また 前者 は 超 現世 的、 超 人間的で 

あり、 後者 は 現世 的、 人間的に 一 貫して きた。 

しかしながら これ 等の 古典 詩 は、 近代に 至って 悲し 

むべき 凋落の 悲運に 会した。 特に 上古から 文芸復興 期 

にかけ、 全盛の 栄華 を尽 した 叙事詩 は、 十八 世紀末 葉 

以来 漸く 人々 に 疎外され、 最近に 至って 全く 影の 薄 

いものに なって しまった。 一方 抒情詩 もまた、 著る し 

くその 形式 情操 を 変貌し、 今日 普通に 称呼され る 意味 

の 言語 は、 古典 韻文の それと ちがって、 単なる 牧歌 体 

の 短篇 詩 を 名称して いる。 実に 今日の 詩壇に 於て 吾人 

が 一般に 言って いる 抒情詩と は、 近代に 於け る 短篇 詩 


の識 であって、 古典の それと 意味が 大いにち がって い 

る。 したがって 今日の 言葉で 言う 叙事詩と は、 詩の 内 

容と 関係な く、 単に 短篇 詩に 対する 長 篇詩を 指す 観が 

ある。 

さて 此処で 考 うべき は、 何故に 古典の 長篇 詩が、 近 

代に 至って 衰滅した かとい うこと である。 あの 上古 か 

ら 近世の 始めに かけて、 マンモス ゃ怪 竜の 群の 如く、 

地球上 を 横行して いた 巨大な 長篇 韻文が、 最近 二三 世 

紀の 間に かけて、 一時に 没落して しまった と言う こと 

は、 たしかに 夢の ような 天変地異 を 感じさせる。 何等 

かそ こに は、 深い 特別の 事情が 無ければ ならない。 そ 


して 実際、 そこに は 十分の 事情と 原因が 存す るので あ 

る。 しかし その 最も 根本的なる、 真の 第一 原因た る 事 

情に ついては、 後に 他の 章で 説明しょう。 此処で は 故 

意に それ を 除いて、 他のより 表面的なる 誤った 俗見に 

ついて 啓蒙しょう。 

明白に、 だれの 眼に も 見えて いる 事 は、 近代に 於け 

る 散文の 発達で ある。 実に 韻文の 凋落と 散文の 発達と 

は、 近代の 歴史に 於て 逆比例 を 示して いる。 昔に あつ 

て は 見る 影 もな く、 叙事詩 や 劇詩の 繁栄の 影に かくれ 

ひろう  せんみん 

て、 卑陋な 賤民 扱いに されて いた 小説 等の 散文 学が、 

最近 十八 世紀末 葉 以来、 一 時に 急速な 勢力 を 得て、 今 


や 却って 昔の 貴族が、 新しい 平民の 為に 摺 伏され、 文 

壇の 門外に 叩き出された。 何故だろう か？ 一  般に解 

説され ている ところに よれば、 この 世界 変動の 真 原因 

は、 文明の 進歩に よって、 人間が 科学的に なり、 理智 

的に なった 為 だと 言われる。 理智 的の 人間 は、 すべて 

に 於て 客観的なる、 真実 本位の レア リス チックな 文学 

を 好む であろう。 叙事詩の 如き 浪漫的で 情 象 主義の 文 

学 は、 かかる 理智 的な 科学 時代に、 凋落せ ざる を 得な 

いという の だ。 

しかしながら この 解釈 は、 果して 合理的で ある だろ 

うか。 もし 実にそう だと すれば、 近代に 於て 凋落す ベ 


ひと 

き 悲運の もの は、 独り あに 叙事詩 や 劇詩 のみでない、 

音楽 や、 歌劇 や、 舞踊の 如き、 一 切の 情 象 主義の 芸術 

ことごと 

は、 その 非 レア リス チックな ことによって、 悉く 皆 

没落 せざるを得ないだろう。 然るに 音楽 や バレ ー の 如 

ますます 

き は、 近代に 於て 益々 栄えた のみならず、 古代 中世の 

ものに 比して、 却って 著る しく 感情的に なリ、 浪漫的、 

きわ 

幻想 的に 傾向して 来た。 (昔の 音楽が 極めて 理智 的な 

ものである こと は 前に 述べた。) 

のみならず 近代の 短篇 詩 は、 浪漫派 を 始めと して、 

著る しく 皆 感情的で、 昔の 叙事詩 等の ものに 比し、 却つ 

て その 点で 特色して いる。 故に 上述の ような 解説が、 


皮相な 謬見に すぎない こと は 明らかで ある。 けだし 

人間に 於け る 知性と 情 性と は、 常に 並行して 両存 する 

ものである 故に、 その 一 方が 進む 時 は、 他方 も 前に 進 

むので ある。 一端 を 押しつける ことによって、 他 端が 

後に 引く こと は 考えられない。 

では 近代 初頭に 於け る 古典 韻文の 凋落 は、 どこに そ 

の 真 原因 を 持つ のだろう か？ 前言う 通り この 解説 は、 

少し 後の 章に 譲る ことにし、 此処で は 深く 触れる こと 

を 避けて おくが、 すくなくとも 表面の 理由と して は、 

丁度 今 言った 通俗の 解説が、 逆に 裏返された ところに 

事情して いる。 即ち 文芸復興 期 以来に 於け る、 理智偏 


重の 啓蒙思潮が、 近代 初頭に 於て 反動され、 人心の 中 

に 深く 圧迫され た 感情が、 一時に 洋々 として 堤 を 切つ 

た 為、 此処に 十九 世紀 浪漫主義の 運動と なり、 古典 韻 

なま 

文の 生ぬるい 叙事詩 等が、 非 主観的と して 排斥され、 

非 感情的と して 疎外され てし まった ので ある。 実に 近 

代の 新しき 抒情詩に 比較す る 時、 叙事詩 や 劇詩の 長篇 

詩 は、 尚 甚だしく 客観的で、 真の 純粋なる 主観 表現と 

言い 得ない。 なぜならば これ 等の 詩 は、 歴史上の 事件 

や 寓話に 材を 借りて、 半ば それ を 記述しつつ 情 象す る 

ので ある 故に、 より 純一 の 立場で 見れば、 真の 徹底し 

たる 主観で なく、 より 歴史 や 小説に 近いと ころの、 半 


ば 客観的 の 文学 と 言わ ねばならぬ。 

真に 純一の 詩と いう もの は、 こうした 叙事詩の 類で 

なくして、 主観の 感情 それ 自体 を、 直ちに 卒直に 歌う 

もので なければ ならないだろう。 なぜならば 詩の 本質 

は、 それ 自ら 主観の 表現に あるから だ。 そこで 近代の 

短篇 詩が 取った 道 は、 この 主観への 一直線な 突進で あ 

り、 感情 それ 自体の 直接な 発想だった。 然るに 感情 そ 

の もの は、 他の 事件 や 題材 を 借りない 限り、 全く 無形 

なる 気分 上の ものに 属する から、 此処に 近代の 短篇 詩 

は、 著る しく 気分 的、 情調 的の ものに 傾向して きた。 

そして この 傾向の 押す ところ は、 遂に メタ フィジック 


の 認識に ふれ、 必然に 「象徴」 への 到達に 導かれた。 

実に 近代詩の 特色 は、 その 象徴的な 点に 於て 著る しく、 

古代の 抒情詩 等と 全く 趣が ちがって いる。 特に 象徴派 

以後の 新し い 詩 —— 写象 派 • 心象 派 • 未来派 • 立体派 • 

なかん ずく 

表現 派 等 —— は、 就中 象徴 を 以て 表現の 一義と して 

いる。 故に 吾人 は、 象徴の 何物た るか を 知らず して 近 

代 詩 を 論ずる ことができな いので ある。 以下、 次章に 

於て これ を 述べ よう。 

* 叙事詩と 抒情詩と で、 どっちが 男性に 属す 

るかと いう 事 は、 西洋で 多くの 文学者に 論じら 


れ ている。 或る人 は 叙事詩 を 女性、 抒情詩 を 男 

性と 言い、 或る人 は 反対に 叙事詩の 方が 男性 だ 

と 主張して いる。 かく 人に よって 意見が 異なる 

の は、 叙事詩に 対する 解釈が ちがう からだ。 即 

ち 一 方で は、 それが 表面的に 「事件 を 叙述す る 

詩」 と 解され、 一 方で は 同じ 言語が、 詩の 本質 

的な 特色から して、 英雄 感 的の ものと 解され て 

いる。 

そこで 前者の 語 解に よれば、 叙事詩 は 女性的 

の ものに 見られて くる。 (なぜなら 女性と いう 

こまごま 

もの は、 すべて 事件の 細々 とした 描写 を 好む も 


ので、 真の 抒情詩 的 表現 を 持たない から。 この 

意味で なら 女の 詩 は、 素質 的に 皆 叙事詩で あ 

る。) 反対に 後の 解釈で は、 叙事詩が 男性に 属し 

てく る。 著者 はこの 書物に 於て、 性の 本質 上の 

特色 —— 即ち 後の方の 意味 —— で、 以下 叙事詩 

という 言語 を 使用す る。 


第五 章 象徴 


文壇と いう 世界 は、 いつも 認識 上に 霧の かかった、 

もうろう 

不思議な 朦朧と した 世界で ある。 そこで は 絶えずい ろ 

い ろな 観念が 創造され、 いろい ろな 言語が 使用され る 

にか かわらず、 一 も 意味の はっきり とした 解釈が なく、 

定義の 確立した 観念 も 出来ない 中に、 次から 次へ と 流 

行が 変って 行き、 空しく 取り散らされた 多くの 言語が、 

やみ 

無意味 不可解の 闇の 中で、 永く 幽霊の ように 迷って い 

る。 此処に 説く 「象徴」 という 観念 も、 この 怨めしき 

亡魂の 一 つであって、 かってず つと 早くから 我が国に 


輸入され、 一 時 詩壇で 流行した るに かかわらず、 早く 

既に 廃って しまい、 しかも 今日 尚、 言語 は 不可解の ま 

まに 残されて いる。 

そもそも 

抑々 「象徴」 と は 何だろう か？ 一  言に して言えば 

メタ フィジック 

象徴の 本質 は 「形而上 の もの」 を 指定して いる。 本質 

に 於て 形而上 的なる すべての もの は、 芸術 上に 於て 象 

徴と 呼ばれる ので ある。 然るに 形而上 的なる もの は、 

主観の 観念 界 にも 考えられ るし、 客観の 現象界に も考 

えられる。 換言すれば、 時間 上に 考え 得られる 実在 も 

あり、 空間 上に 考え 得られる 実在 も ある。 これ を 芸術 

上で 見れば、 前者 は 人生観の イデ ャ にか かわり、 後者 


は 表現 上の 観照に かかわつ ている。 そこで 象徴と いう 

言語に も、 二つの 異 つた 意味が 生じて くる。 先ず 前の 

ものから 説明しょう。 

先に 他の 章 (人生に 於け る 詩の 概観 及び 芸術に 於け 

る 詩の 概観) で 述べた ように、 詩的 精神の 第一義 感的 

なる もの は、 何よりも 宗教 情操の 本質と 一致して いる。 

その 宗教 情操の 本質と は、 時空 を 通じて 永遠に 実在す 

ると ころの、 或る メタフィジカルの ものに 対する 渴仰 

で、 霊魂の 故郷に 向える のす たる じ や、 思慕の 止みが 

たい 訴えで ある。 そこで この 宗教 感の メタ フィジック 

を、 特に 観念 上に 於て 掲げた もの を、 芸術 上で 普通に 


「象徴派」 と 称して いる。 即ち 先の 章で 述べた ように、 

散文で は ポオの 小説、 メ— テル リンクの 戯曲な どが、 

それの 代表と して 思衝 されて いる。 然るに 詩壇に 於て 

は、 特に この 観念 を 意識的に 旗 号した 一 派の ものが、 

十九 世紀末 葉の 仏蘭西 詩壇に 現われた ので、 世人 は特 

に 彼等 を 象徴派の 詩人と 呼んで いる。 

しかしながら 前言う 通り、 詩的 精神の 第一 義感 なる 

もの は、 すべて この種の 宗教 情操に 基調して いる 故、 

これ を 称して 象徴と 呼ぶならば、 一 切に わたる 詩の 最 

ことごと 

高感 は、 悉 く 皆 象徴で なければ ならない。 例えば 前 

に 他の 章 (抽象 観念と 具象 観念) で 言った ように、 


ばしょう  たくぼく 

芭蕉の イデ ャ したと ころの もの、 石 川 啄木が 生涯 を 通 

さ いぎょう  ふところ 

じて 求めて いた もの、 西 行が 自然の懐 中に 見ようと 

リ はく 

した もの、 ゲ ー テが 観念に 浮べて いた もの、 李 白 ゃヴェ 

ルレ— ヌが 思慕した もの、 ランポ ー を 駆って 漂浪の 旅 

に 出した もの、 シ エレ— が 愁思郷 に 夢み たもの 等、 悉 

く 皆 この 不可思議なる 「霊魂の 渴き」 であって、 認識 

の 背後に ひそむ、 或る 未 可 知の ものへの 実在 的 思慕に 

ダなら な レ 

実にす ベての 詩人 はこれ を 知っている。 詩 を 思う 心 

は 一 つの 釈 きがたい 不思議であって、 何物 か 意識され 

こそ 

ない、 或る 実在 感 への 櫟ば ゆき 誘惑で ある。 実に 詩 そ 


れ 自体の 本 質感が、 始めから 宗教の 情操に 立って おり 

象徴 そのものに 精神して いる。 故に 真正の 意味に 於て 

は、 詩壇に 「象徴派」 という 言語 はあり 得ない。 すべ 

ての 一義的なる 詩 は、 どんな 詩 派の 傾向に 属する もの 

でも —— 浪漫派で も、 印象派で も、 未来派で も、 表現 

派で も、 II 必然的に 皆 霊魂の 深奥す る 象徴 感に 触れ 

る 害 だ。 そこで 詩壇の 所謂 象徴派と は、 一般につ いて 

の 象徴 精神 そのもの を 指す のでな く、 特に この 概念 を 

掲げた ところの、 マラルメ 一派の 特殊な 詩 風 (朦朧 詩 

風) について 指し てること を、 最初に 先ず 明らかに 話 

してお こう。 


さて 象徴と いう この 言語 は、 一 方 また 表現 上から、 

観照 の メタ フィジック につい て も 言われて い る。 本章 

に 於て、 吾人 は 主として この 方面から、 象徴の 語意 を 

明らかに 解説した いと 思って いる。 なぜなら 象徴の 解 

説 は、 従来 多くの 人に よって、 この 方面から 試みられ 

ている にか かわらず、 一 も 満足 を あたえる ものがない 

からだ。 単に 多くの 人々 は、 象徴 を 以て 一 種の 「比喩」 

「暗示」 「寓意」 の 類と 解して いる。 もちろん この 解説 

きわ 

は、 必 しも 誤ってい る わけで はない。 だが 極めて 浅薄 

であり、 少しも 象徴 芸術の 本質に 触れて いない。 そし 

こっけい  あいまい 

て 一 層 滑稽な の は、 象徴 を 以て 曖昧 朦朧と さえ 解釈し 


ている。 (実に 仏蘭西の 象徴派が そうであった。) かか 

もうけん 

る 見当ち がいの 妄 見や、 皮相な 上ッ つらの 辞書 的 俗解 

を 一掃して、 吾人 は 此処に 「象徴 そのもの」 の 本質 観 

を、 だれに も 解りよ く、 判然 明白に 解説し ようと 考え 

ている。 

2 

「認識す る」 という こと は、 「意味 を摑 む」 という こと 

である。 そして 意味に は 「感情の 意味」 と 「知性の 意 

味」 の 二つが あり、 芸術の 世界に 於て 相対して いる こ 


と は 前に 述べた。 しかし その 何れにせよ、 認識す る こ 

となし に 芸術 は 有り得ない。 なぜなら 芸術 は 表現で あ 

り、 そして 表現 は 観照な しに 有り得な いから。 

では 認識 するとい うこと、 即ち 「意味 を摑 む」 とい 

うこと は、 一 体 どういう ことなの だろう か？ これに 

ついて 答える こと は、 カントの 認識論に 譲って おこう。 

要するに 意味の 世界 は、 人間の 先験的 主観に よる、 理 

はんちゅう 

性の 範疇に よって 創造され る ものである。 しかしな 

がら 認識の 様式に は、 二つの 異 つた 方法が ある。 一は 

部分に ついて 見る 仕方で、 一は 全体につ いて 見る 仕方 

である。 哲学 上に 於て は、 この 前者 を 抽象的 認識と 言 


い、 後者 を 直感的 認識と 称して いる。 だが 芸術家の 住 

む 直感的 観照の 世界に 於ても、 また 本質に 於て これと 

同じ 二つの 異 つた 認識の 様式が あるので ある。 例えば、 

小説家の 観照 は 前者に 属し、 詩人の 直感 は 後者に 属す 

る。 以下 この 認識 様式の 相違に ついて、 少しく 説明 を 

試みよう。 

自然主義の 教えた 美学 は、 世界 を その 有る がま まの 

姿に 於て、 物理的 没 主観の 写実 をせ よと 言う。 かかる 

写実主義の 愚劣で あり、 啓蒙と しての 外に 意味がない 

なお 

こと は、 前に も 既に 説いた けれども、 尚もう 一度 根本 

ばくげき 

的な 駁撃を 加えて おこう。 芸術が もし、 実に この 仕方 


で 行くならば、 芸術家 は 主観 を 有する 人間で なく、 無 

機 物の 写真 器械と 同じ こと だ。 第一 かくの 如くば、 表 

現 は 何 を 語り、 何 を 意味しょう とする のか 解らない。 

科学と いえ ども、 単に 「有る がま まの 世界」 を 「有る 

がま まに 見て いる」 のでな く、 事実 や 現象の 背後に 於 

て、 物質の 法則す る 普遍の 原理 を 見ようと する ので、 

此処に 即ち 科学の 科学た る 「意味」 が あるの だ。 芸術 

の 本質 も 同様で ぁリ、 この 現象す る 人生の 背後に 於て、 

何等かの 深遠なる 意味 を摑 え、 それ を 表現す る ことに 

意義が あるの だ。 自然主義の 説く 如くば、 芸術 は ノン 

センスの ノンセンスに すぎないだろう。 


それ故に 芸術の 主眼点 は、 単に 個々 の 事実 や 現象 や 

を、 無意味に 書き並べる ことに あるので なく、 むしろ 

これ 等の 背後に ある、 真の 「意味 そのもの」 を 直覚し、 

直ちに これ を 表現す る ことに 無ければ ならぬ。 では こ 

の 種の 表現 をす るた めに、 どんな 認識の 手段 を 取った 

ら 好いだ ろうか。 それに は 第一、 自然主義 的な 観察 を 

捨てて しまい、 全く それと 反対なる、 別の 認識に よら 

なければ 駄目で ある。 換言すれば、 対象に 於け る 一 々 

の 部分 を 忠実に 写生し ないで、 物 を それの 全体から、 

本質に 於て 直覚して しまう ので ある。 

この 全体と 部分に 於け る、 認識の 様式 観 を 説明す る 


ため、 次に ベルグ ソンの 比喩 を 借りて 来よう。 実にべ 

ルグ ソンの 哲学 は、 この 点に 於て 絶対 観 を 高調して い 

る。 曰く、  ノ ー トル ダムの 寺院 を 写す 画工 は、 その 建 

築の 部分に ついて、 個々 の 一 つ 一 つの 印象 を スケッチ 

し、 後に これ を 綜合して 一 つに しても、 決して 寺院 そ 

の ものの 真相 を、 全景 的に 描出す る こと はでき ないだ 

ろう。 真に 寺院の 実景 を 描こうと 思えば、 個々 の 一々 

の 部分 を 見ず して、 建築 全体につ いて 直観せ ねばなら 

ない。 また 吾人 は、 一 篇の詩 を ずたずたに 切り離し、 

個々 の 部分的な 章句 を 集めて、 そこから 全体の 意味 を 

綜合し ようと 考えても、 始めに その 詩 を 読んで いない 


限りに は、 到底 認識が できない ので ある。 故に 部分 を 

いかに 無数に 集めても、 それの 綜合から 全体 は 知覚 さ 

れ ない。 全体としての 意味 を 知る 方法 は、 ただ 直観す 

るの みで あると。 (『形而上学への 序説』 引用) 

この ベルグ ソンの 認識論が 、 直ちに 芸術で 言わ れ る 

ので ある。 自然主義の 写実 論 や、 その他の 一般 小説家 

がして いる 如く、 人生の 現象 や 事件に 於け る、 部分的 

な 描写 を 無数に 集め、 それの 綜合から 一 篇の 小説 的 意 

味 を 表出し ようと 考えても、 決して それ は 完全に 成功 

しない。 すくなくとも こうした 手段 は、 次に 説く 方法 

きわ 

に比べれば、 芸術と して 極めて 幼稚な II したがって 


効果の 弱い —— 認識 様式に すぎない ので ある。 より 徹 

底した、 真の 芸術的なる 認識 手段 は、 事物 を 部分に つ 

いて 観察せ ずして、 全体から 一度に、 気分 的な 意味と 

して 直観して しまう ので ある。 言い換えれば、 物の 写 

実 的なる 形体に ついて 見ないで、 かかる 感覚的 形体 相 

の 上位に ある、 全体としての 意味の 直感、 即ち 形相 以 

上、 形 以上の メタ フィジックに 突入す るの だ。 

この 形而上学 的 認識への 突入 を、 吾人 は 普通に 「象 

徴」 と 称して いる。 されば 象徴 こそ は、 実に あらゆる 

芸術の 認識 的 極致であって、 レア リズム も ロマン チシ 

ズムも 一切の 表現の 登リ 得る 山頂 は 此処で ある。 西洋 


の 写実主義 的なる 芸術家 等が、 漸く この 秘密に 触れ、 

表現の 山頂 的な 意味 を 知り始め たの は、 実に 尚 最近の 

ひと 

ことに 属して いる。 然るに 独り 不思議な こと は、 日本 

に 於て 早く 昔から、 象徴が 発達して いたと いう ことで 

ある。 実に 日本人 は、 西洋の 詩人が 近代に 至って 始め 

て 到達した 真の 主観的 抒情詩 を、 開国 三千 年の 昔に 於 

て 発達 させ、 西洋人が 最後に 登り 得た 象徴の 絶対 境へ、 

逆に 昔から 平気で 坐り込んで いる 民族で ある。 (丁度 

西洋と 日本で は、 山と 谷が あべこべに 逆転して いる。) 

此処で 象徴の 本意 を 明らかにする ため、 その 代表的 

な 日本の 芸術に ついて、 大略の 説明 を あたえて みょう。 


例えば 能が そうで ある。 日本の 能 は、 西洋の 写実的な 

ドラマ や 活動写真の 類と は、 根本から 表現の 精神が ち 

がって いる。 西洋の 演劇 は 舞台に 於て、 背景に も、 人 

物に も、 挙動に も、 事実 を そのまま 写実的に 映して い 

る。 甚だしき は、 舞台に 実物の 馬 を 走らせたり する。 

然るに 日本の 能に あって は、 かかる 形体 上の 写実 を 見 

ないで、 意味が 全体として 感じら るべ く、 第一義 感的 

な もの を 強調す る。 例えば 能に あって は、 歩行者が 写 

実 的な 歩調 をし ないで、 歩行 それ 自身の 印象と 気分 を 

あたえるべき、 或る 芸術的な 「歩く 人」 を 造形して い 

る。 また 能に 於け る 「悲しむ 人」 は、 形体の 上で 涙 や 


悲歎 を 見せる のでな く、 意味と しての 気分の 上で、 悲 

哀 の 心境 を 現わす の である。 これ を かの 活動写真が 、 

実に 涙の 流れて いる 実況まで も、 大映し にして 見せる 

丁寧な 写実主義と 比較 すれば、 東西 地球の 相距る こと、 

正に 煙 外 三 万里の 感が ある。 

美術に 於ても また 同様で ある。 西洋の 絵画 や 彫刻 や 

は、 部分的なる デテ— ルの 描写 を 丹念に し、 実物の 風 

景ゃ 人物 やが 、 真に そこに あ る 如き 生き 写し を 主眼と 

している。 然るに 日本 支那 等に 於け る 美術 は、 始め か 

ら 全く かかる 写実 を 無視し 物 それ 自身が 有する 本質的 

なる 実 有 相 を、 直ちに 全体の 意味と して 捉えて しまう。 


故に 例えば 東洋の 絵 は、 竹 を 描いても 虎 を 描いても、 

その 植物 や 動物が 持って いると ころの、 真の 実 有 相な 

る 直情 性 や 猛獣 性 や を、 形 以上の メタ フィジックな 本 

質から 直観し、 意味 それ 自体 を 直接に 強調して いる。 

日本の 浮世絵の 表現 も、 同じく 本質に 於て 象徴主義で、 

西洋の 油 画と 根本的に ちがって いる。 しかし 能と 歌舞 

伎 劇と を 比較す る 時、 後者が より 写実的で あるよう に、 

他の 南画 や 支那 風の 墨絵に 比して、 浮世絵が ょリ 写実 

的で あるの は 争われない。 そして この 点から、 浮世絵 

の 程度の 象徴主義が、 漸く それの 媒介で 西洋へ 輸出 さ 

れた。 換言すれば 西洋人 は、 日本の 浮世絵の 刺激から、 


始めて 象徴に 目が 覚めた の だ。 

西洋に 於て、 始めて 象徴主義が 意識的に 自覚され た 

の は、 最近 十九 世紀末 葉の ことであった。 しかも 同時 

に 前後して、 芸術の 二つの 群から 主張され た。 即ち 一 

は 詩壇に 於け る マラルメ 等の 象徴派で、 一 は 美術界に 

於け る 後期印象派の 運動で ある。 この 後の 者に ついて 

言えば、 彼等の 美学 は 明らかに 日本の 浮世絵から 啓示 

されて る。 それ は 物の 形体 を 見ず して 本質 を 見、 部分 

の デテ— ルを 描写し ないで、 直ちに 物 それ 自体の 実 有 

相 を 表現す る。 特に この 派の 巨匠の 中、 セザン ヌは観 

照に 於て 最もよ く 徹底して いる。 彼 は 物質の 本 有する 


形態 感、 重量感、 触覚 感 等の もの を、 絵画に よって 三 

次元 的の 空間に 描こうと した。 吾人 は 彼の 描いた 一 つ 

の 椅子から、 すべての 物質に 遍 する 本 有の 実在 を 直覚 

する。 セザン ヌはー の 哲学 (形而上学) である。 

これに 対して、 一方 詩壇に 掲げられた 「象徴」 の 観 

あいまい もうろう  なぞ 

念 は、 極めて 曖昧 朦朧と し、 意識の 漠然たる 謎で 充た 

されて いた。 彼等 は 強いて 詩語 を 晦渋し、 意味 を不 

分明の 中に 失わせて、 自ら 象徴 だと 信じて いた。 けだ 

し 彼等に あって は、 詩 操の 宗教 感 について 言われる 象 

徴と、 表現の 観照に ついて 言われる 象徴と が、 認識 不 

足の 漠然たる 霧の 中で、 曖昧に 混同して いた 為で ある。 


しかしながら とにかく、 彼等 は 近代詩に 象徴の 自覚 を 

あたえ、 爾後の 詩 派に 感化と 暗示と を あたえた ことで、 

永く 記念 さるべき 功績 を 残して いる。 故に 彼等の 「象 

ほろ 

徴派」 は 亡びても、 象徴主義 そのものが 不易で ある こ 

と、 あたかも 「浪漫派」 と 浪漫主義の 関係に 同じで あ 

る。 

最後に 注意すべき は、 最近の 新しい 小説 (特に 

仏蘭西 等の 短篇 小説) が、 描写に 於て 著る しく 象徴的 

になって 来た ことで ある。 一方で 詩が 自由詩と なった 

ほ とん 

為に、 詩と 小説と が 極めて 接近し、 外観に 於て 殆ど 区 

別が つかない ようになつ てきた。 しかしながら 区別 は、 


やはり 判然とせ ねばならぬ。 詩 は 単に 象徴の 故に 詩で 

なくして、 情 象の 故に 詩な ので ある。 

丁寧に 言えば、 象徴が 知的の 「頭脳」 によって され 

ないで、 主観の 感情に よって 温熱され たる、 心情の 意 

味と してされ ねばならない。 そうでな く、 象徴が 純に 

客観的の 観照に よってされ るなら ば、 それ は 小説に 属 

して 詩に 属さない。 新しき 文学の 批判に あって は、 こ 

の 一 つの 線 を 判然とす る 必要が ある。 


第 六 章 形式主義と 自由主義 


詩に 於て は、 音律が 重大の 要素で あり、 それが 殆ど 

詩的 形式の 骨 組 をす る こと は、 前に 既に 述べた 通り だ。 

しかし 詩が 音律 を 要求す るの は、 感情の 強き 表出 を 求 

めた ためで、 必ずしも 拍節 形式の ための 要求で はない。 

もちろん、 言語の 発想 は それが 「音」 として 響く 限り、 

大体に 於て 音楽 の 原則に 支配 さ る ベ く、 必然に 決定 さ 

しょせん  ゆえ 

れ ている に は 違いない が、 所詮 文学 は 文学で ある 故に、 

言語が 必ずしも 音楽の 規約と 一 致し、 楽典の 定める 韻 

律の 形式と、 常に 機械的に 規則正しく 符節 するとい う 


こと は 考え 得ない。 もし かかる 符節が あると すれば、 

それ はむしろ 偶然で あり、 百に 一 の 場合と 言わねば な 

らぬ。 

然るに 不思議な こと は、 古今す ベての 詩の 約束が、 

この 偶然の 場合 を 法則と し、 音楽に 於け る 韻律の 形式 

いわゆる 

を、 そのまま 正則に 言語に 移して、 所謂 「韻文」 を 成 

形して いる ことで ある。 実に 歴史の 長い間、 詩 はすべ 

て 韻文の 形で 書かれ、 この 形式の 故にの み、 詩が 詩で 

あると して 考えられた。 (したがって 「散文」 という 語 

は、 その 形式の 故に 移されて、 内容 上での 「非 詩」 を 

指して る。 所謂 「散文詩」 という 言語の 矛盾 は、 この 


内容と 形式との、 言語 上の 混乱から 生じて いるの だ。) 

そもそも 不思議 は、 古来す ベての 詩の 発生が、 何故に 

かかる 機械的なる、 法則され たる 韻律の 形式 を 取った 

かと 言う ことで ある。 

きわ 

これに 対する 答 解 は、 しかし 極めて 簡単で ある。 だ 

れも よく 知る 如く、 詩 は 昔に 於て 音楽と 共に —— おそ 

らく は 尚 舞蹈と 共に —— 節 づけされ た 手拍子、 もしく 

は 楽器に 合せて 歌われた ものである。 ゆえに 詩の 発生 

に 於け る 形式 は、 必然に 音楽 や 舞蹈 やと 一 致した リズ 

ムの 機械的 反復 を 骨子と している。 そして この 発生に 

於け る 形式が、 そのまま 後代にまで 伝統され、 後に 修 


辞 学の 進歩に よって、 今日の 韻文と なった ものに 外な 

ら ない。 しかしながら 元来 言えば、 詩が 既に 音楽から 

独立し、 純然たる 文学と なった 今日、 尚 かつ 原始の 発 

リズム 

生 形式た る、 韻律の 機械 則 を 守る 必要 はないで あろう。 

何故に 我々 は、 今日 尚 アカデミックな 詩学 を 有し、 韻 

律 学の 煩瑣な 拘束 を 持って いるの か。 

今日の 所謂 「自由詩」 が、 実に この 疑問から 出発し 

た。 彼等 は 韻文の 形式に 窮屈して、 より 拘束な き 自由 

の 音楽 を 呼ぼうと した。 しかしながら 今日、 自由詩 は 

尚 詩壇の 二部の もの」 にすぎない。 すくなくとも 西 

洋に 於て は —— 日本 はこの 際、 特殊の 事情に よって 例 


外す る。 —— 自由詩 は 全般の もので なくして、 或る 一 

部の 詩人に 属する もので、 爾余の 大半の 詩人た ち は、 

今日 尚 規則的なる、 韻文の 形式 を 捨てない ので ある。 

何故だろう か？ 彼等の 頭脳が 古く 頑冥な 為であろう 

か。 否。 現代の 最も 進歩した 詩人 すらが、 しばしば 厳 

格なる 韻律 形式 を 固守して いる。 かの 象徴派の 詩人に 

して、 欧洲に 於け る 自由詩の 開祖と 目され るヴ エル 

ハ ー レン すらが、 後に は 自由詩 を 廃棄して、 最も 形式 

的なる 押韻 詩の 作家に なった ので ある。 

かく 規則的なる 韻律 詩が、 今日 尚 自由詩と 相対 立し 

て、 詩の 形式 を 二分して いると ころ を 見る と、 何等か 


そこに は、 定則 韻文の 有する 独自の 意義が 感じられる。 

すくなくとも 今日の 定律 詩人 は、 単なる 因襲の 慣例に 

よって、 無自覚 に クラシックな 韻文 を 書いて いるので 

はない。 何等か そこに は、 自由詩に よって 満足され な 

いところ の、 別の 適切な 表現 を 感じて いるから である。 

では 彼等の 定律 詩人が 感じて いる、 特殊な 表現 的 満足 

感は 何だろう か？ けだし 彼等 は、 詩の 自由主義に 不 

満 して、 * 形式主義の 精神に 美 を 感じて いるから であ 

る。 

されば この 質問 は、 必ずしも 今日の 詩壇に 起った 問 

題で なく、 ずっと 昔、 未だ 自由詩な どと いう ものが な 


かった 時から、 既に 古くあった 問題で ある。 なぜなら 

昔に 於ても、 韻文 中での 形式 派と 自由 派と は、 同じ 精 

神で 対立して いたから。 たとえば 古典の 詩で、 叙事詩 

と 抒情詩と がそう であった。 叙事詩 も 抒情詩 も、 昔に 

あって は 共に ひとしく 定形 詩で、 詩学の 定める 法則 を 

遵守して いたに かかわらず、 概して 叙事詩 は 形式主義 

の 韻文で、 押韻の 法則が 特別に 厳重だった。 そして 反 

対に 抒情詩 は、 この 点が 寛大で あり、 比較 上での 自由 

主義に 精神して いた。 

また 近代の 詩壇に あっても、 既に 自由詩 以前に 於て、 

この 同じ 精神が 対立して いた。 たとえば 浪漫派 や 象徴 


派の 詩人 等 は、 概して 自由主義の 立場に 居り、 詩学 上 

きら 

の 煩瑣な 拘束 を 嫌って いた。 反対に 高踏派の 詩人 等 は、 

典型的なる 形式主義の 韻文 を 尊重して いた。 最近に 

至って、 自由詩 それ 自体の 部門に すら、 また この 二 派 

の 対立が ある こと は、 我が国 今日の 詩壇 を 見ても 解る 

だろう。 日本に 於け る 最近 詩壇 は、 後に 他の 章で 詳説 

する 如き 事情に よって、 一 も 定律 詩が 存在せ ず、 すべ 

て 皆 自由詩の みで ある けれども、 そこに はまた 比較 上 

での 形式主義と 自由主義 とが 対立し、 同じ 自由詩の 中 

で 別れて いる。 

されば 上述の 質問 は、 結局して 形式主義と 自由主義 


はんちゅう 

との、 美の ニ大 範疇 を 決定すべき、 根本の 問題に 触れ 

ねばならない。 そして この 問題 を釈 かない 中 は、 吾人 

は 未だ 詩に ついて、 真に 何事の 知識 も 持たない ので あ 

る。 なぜなら 詩の 表現 は、 実に この 矛盾した 反対の 精 

神が、 機微の 黙約す ると ころに かかって いるから。 そ 

も そ も 形式主義の 精神す ると ころ は どこに あるか。 自 

由 主義の 根拠す ると ころ は どこに あるか。 以下 これに 

ついて 考察 を 進めて 行こう。 

* 芸術の 形式 は 内容の 反映で ある 故に、 本来 

言えば 「形式主義」 とか 「内容 主義」 とかの 観 


念 は、 芸術 上に 於て ノンセンス である。 然るに 

こうした 言語が 存在す る の は、 この 場合 で 考え 

られ ている 「形式」 が 一 般に 於け る 「表現 その 

もの」 を 指す のでな く、 何等かの 数理 的 法則に 

よって 規定され ている ところの、 特殊な クラシ 

カルな 形式 を 指す からで ある。 したがつ てこの 

形式主義 に対する 内容 主義 は、 それ 自ら 表現 上 

の 自由主義 を 意味して いる。 自由主義と 内容 主 

義と は、 芸術 上の 言語に 於て ィコ— ル である。 


第 七 章 情緒と 権力 感情 

吾人が 普通に 「感情」 と 言って る もの は、 気分 色 合 

を 異にして いると ころの、 二つの 別趣の もの を 包括し 

いわゆる センチ メン卜 

ている。 一 つ は 所謂 「情緒」 であって、 優雅に、 涙 

もろく、 女性的な 愛情に 充ち たもので ある。 これに 対 

して 他の 一 つ は、 男性的な 気概に 充ち、 どこかに 勇気 

こうしょうかん 

を 感じさせ、 或る 高翔感 的な 興奮 を 伴う もので、 普通 

に 「意志的 感情」 もしくは 「* 権力 感情」 と 呼ぶ もの 

である。 


しょせん 

そこで 人間の すべての 詩 は、 所詮 この 二つの 感情の 

中、 何れ か を 発想す る ものに 外なら ない。 古来 歴史上 

に 於け るすべ ての 詩 は、 これによ つて 情操の 分類から、 

判然として 二つの 者に 別れて いる。 即ち 前に 他の 章で 

言った ように、 古代 希臘の 詩界に 於け る、 「叙事詩」 と 

「抒情詩」 との 対立が これで ある。 叙事詩 はホ— マ— 

の イリ アツ ドが 代表し、 抒情詩 はサッ ホォの 恋愛 詩が 

ァレキ サン ドル 

代表して いる。 そして 前者が、 かの 歴 山 大王 ゃシ— 

あいしょう 

ザァ やの、 古代の 英雄に よって 愛誦され、 彼等の 少年 

時代に 於て、 早く その ヒロイックな 権力 感情 を 養成し 

た 時、 後者 はより 民衆的な 青年の 間に 読まれ、 幾多の 


センチ メンタ ルな 恋愛 主義者 を 養成した 。 そして この 

ホ ー マ— とサ ッホォ との 対立が、 後に 文芸復興 期に 

移って から、 さらに ダンテ や ミルトンの 荘厳な 神曲 叙 

事 詩と、 一方に ペトラルカ ゃボッ カチォ 等の、 民衆的 

な 情痴 抒情詩の 対立に なった こと は、 前に 同じ 章で 述 

ベ た 通りで ある。 

実に この 叙事詩と 抒情詩の 対立 は、 人間に 於け る 二 

つ の 感情 —— 情緒と 権力 感情 —— と の 一 一 大分 野 を 示す 

もので、 人文の 歴史が ある 限り、 たとい その 形式 は 

へんぼう 

変貌しても、 実質的に は 何等かの 新しき 様式で、 不易 

に 対立すべき ものである。 しかしながら 時代と 文明の 


変移に よって、 或る時に は 一方の 者が 「正 流」 となり、 

他方の ものが 「反動」 となる ことが 珍ら しくない。 そ 

して この場合に、 反動の 地位に 置かれた もの は、 その 

表面の 意志 を 抑圧され る 結果と して、 或る 変形した る、 

ゆが  ぐう い 

歪みた る、 逆説的なる、 寓意 的なる、 一 の 「憎々 しき 

もの」 として、 それの 歪 像 を 映す のが 普通で ある。 後 

の 章に 説く 近代の 立体派 や、 表現 派の 詩が、 その 同じ 

精神の 系統に 属して いる。 だが この 解説 は 後に 譲り、 

こうした 詩的 情操の 投影 さるべき、 表現の 形式に つい 

て 考えよう。 

感情の 南方 地帯に 属する もの、 即ち 所謂 「情緒」 は、 


ラブ  ゆえ 

それ 自ら 愛の 本有感 である 故に、 博愛 や 人道 やの、 す 

ベての 柔和なる 道徳 情操 を 基調して いる。 この 感情の 

本質 は 涙ぐましく、 甘く ス \ -1 トな 気分に 充 ちて ヴァ 

ィォ リンの ように メロディアスの ものである。 故に そ 

の 発想の 形式 は、 必然に 柔軟 可動 体なる、 メロ ディア 

スの 自由主義 を 欲求す る。 これに 反して 一方の もの、 

即ち 意志的なる 「権力 感情」 は、 すべてに 於て 力の あ 

る、 骨組みの がっしり とした、 拍 節の 正しい リズ ミカ 

ルの美 を 求める。 そして この 精神から、 古代の 芸術に 

見る クラ シズ ム が 発生 したので ある。 此処で クラシ ズ 

ム について 一 言しょう。 


クラシ ズムと ロマンチシズムと は、 実に 芸術に おけ 

る 北極と 南極で、 世界の 終る 両端で ある。 浪漫主義の 

本有感 は、 愛の メロディアスな 情緒 感で、 柔軟 可動の 

自由 を 愛し、 内容 を 本位と する ものであるのに、 クラ 

きら 

シズム は 情 緖を排 し、 感傷的 気分 を 嫌い、 そして 均斉、 

対比、 平衡、 調和 等の、 数学的 法則に よる 形式 を 重要 

視 する。 クラシ ズムの 表現が 欲する もの は、 何よりも 

骨骼の がっしりした、 重量と 安定の ある、 数学的 頑固 

を 持った、 言わば 「物に 動ぜぬ 直立不動の 精神」 であ 

る。 それ は 一切の 弱々 しい もの、 柔軟の もの、 骨組み 

のぐ にやぐ にやした もの、 女らしく 繊弱な もの を 跳ね 


飛ばす ところの、 男性的 ストアの 美 を 要求す る。 故に 

クラシ ズムの 精神 は、 正に 「独逸 軍隊の 行進」 である。 

どっしり として 大地 を蹈 みつけ、 歩調に 力が あり、 数 

学 的 正確の 規律 を 以 て 、 真に リズ ミ カルに 堂々 と 行軍 

する。 (近代の 諸国に 於け る 所謂 「軍隊 精神」 なる もの 

はすべ て 独逸 国の 創造になる。 それ は クラシ ズム と、 

科学的 精神 と を、 帝国主義に 於て ビスマルクが 芸術 化 

した。) 

こうした クラシ ズムの 精神 は、 正に 権力 感情の 表象 

であり、 すべてに 於て 貴族的な 尊大 感を 誇示して いる。 

即ち 本質的に 形式主義で、 勿体ぶった 威権 を 重んじ、 


そして 何よりも 「荘重 典雅」 の 美 を 重視す る。 故に ク 

ラシ ズムの 芸術 は、 すべ て 歴史の 上古から 中世に かけ 

て 栄えた。 その 歴史の 時代に 於て は、 君主が 専制 的に 

あるい 

国家 を 支配し、 或は 貴族が 政権 を 独占し、 武士が 封建 

の 社会 を 形成して いた。 そして 多くの 芸術品 は、 君主 

や 貴族の 栄誉の ために、 その 権力 感の 悦び を充 たす 

ベく 製作され た。 然るに 近代の 平民 的な 社会に 至って、 

この種の 芸術 は 根本的に 廃って しまった。 近代の 新し 

き 趣味 性 は、 かかる クラシ ズムの 美を悦 ぶべ く、 あま 

りに デモ クラ チックな 自由主義に 傾向して いる。 

此処に 於て 吾人 は、 先に 前の 章で 暗示して おいた 一 


つの 宿題、 即ち 近代に 於け る 古典 韻文の 凋落 を、 真の 

原因に ついて 知る ことができ るので ある。 あの 上古 か 

ら 中世の 終に かけて、 巨獣の ように 横行して いた 古典 

の 叙事詩 や 劇詩の 類 は、 何故に 近代の 初頭に 於て、 一 

時に 消滅した のであろう か。 けだし その 真因 は、 近代 

に 於け る 資本主義 文明の 発達に ある。 実に 十八 世紀 以 

来に 於て、 急激な 進歩 をした 欧洲 資本主義の 文明 は、 

一 躍して 平民の 社会 を 造リ、 過去の あらゆる 貴族的な 

もの を 葬って しまったの である。 社会 は デモ クラ チッ 

ク になり、 自由主義 になり、 そして 時代思潮の 傾向 は、 

常に 到る 処に 平和主義 や、 人道主義 や、 博愛主義 や、 


社会主義 やの、 所謂 文化的 女性化 主義へ 潮流して いる。 

されば かかる 社会に 於て、 古典 韻文 の 如き 形式主義 の 

文学が、 流行の 外に 廃棄され るの は 当然で ある、 特に 

なか， <  すく 

就中、 叙事詩の 如き 貴族 趣味に 属する もの は、 時代の 

せんぽう 

来る 先鋒に 於て 死刑に される。 

近代文学の 黎明 は、 実に 浪漫派の 情緒 主義 によ つ 

て 開かれて いる。 それ は 資本主義の 平民 文化が 精神す 

る、 あらゆる 反 貴族的、 反 武士道 的な もの を 表象して 

いる。 換言すれば 浪漫派 は、 クラシ ズムの 形式主義に 

反感す る、 一切の 自由主義 的 精神 を 代表して いる。 す 

なわち 彼等の 新しい 詩 は、 何よりも 先ず 情緒 を 重んじ、 


恋愛 を 讃美し、 そして 形式 上に は、 古典 詩学の 窮屈な 

拍節 本位に 反対して、 ょリ 自由で メロディアスな、 内 

容 本位の ス \ i トな 音律 を 創見した。 何よりも 彼等 は 

威権ぶ つた もの、 四角張つ たもの、 形式ぶ つた 窮屈の 

もの を 嫌った。 そして 浪漫派の 精神が 流れる ところ は、 

遂に 象徴派 を 経て 詩の 形式 を 全く 破壊し、 一 切の リズ 

ミ カルな 音律に 反感して、 純粋に メロディアスな 自由 

律の 詩、 即ち 今日の 所謂 「自由詩」 を 生む に 至った の 

である。 自由詩 は 実に 資本主義の 産物で、 平民 文化の 

デモ クラシ ー を 代表して いる。 

しかしながら 前言う 通り、 人間に 於け る 叙事詩の 精 


神と 抒情詩の 精神と は、 常に 何等かの 形に 於て、 永久 

に 対立すべき ものである。 この 点で は、 いかに 近代の 

フ ェ ミ ニズム 

文明が 女性化 主義に 潮流しても、 人心の 底に ひそむ 不 

易の 本能 を 殺し 得ない。 彼等 は 何等かの 形に 於て、 人 

の気附 かない 意想外の 変装 をし、 手に 爆弾 を かくして 

「反動」 の 窓に 視 いている。 そして 他の 多くの もの は、 

より 露骨に 正面から 時代への 逆流 的 形式 を 取る であろ 

、つ。 

これによ つて 前言う 如く、 今日で も 尚 自由詩と 定律 

詩と は、 欧洲に 於け る 詩界を 二分して いるので ある。 

即ち 平民 的な 情操 を 有する 詩人 は、 多く 皆 自由詩に 行 


き、 貴族的な 権力 感を 有する 詩人 は、 概して 皆 定律 詩 

に 拠って いる。 けだし 貴族的な 精神 は、 本質的に クラ 

シズム で、 骨骼の がっしりした 美 を 求める からだ。 彼 

等の 趣味に 取って みれば、 自由詩 は 軟体動物の ような 

もので、 どこに もしつ かりした 骨組みが なく、 柔軟で 

ぜんち ゆう 

ぐにゃぐにゃして いると ころの、 一の 醜 劣な 蠕 虫類 

にすぎないだろう。 反対に 一方の 眼で みれば、 定律 詩 

は 形式的で 生気が なく、 時代の 流動 感を 欠いて いるよ 

うに 思われる。 

* 「権力 感情」 という 言語 を、 始めて 強い ァ 


ク セントで 語った もの は、 実に 独逸の 貴族 主義 

者 ニイ チェで ある。 ついでながら 言って おくが、 

虚無主義の 本質 は、 「権力 を 否定す る 権力 感情」 

で、 言わば 「貴族 を 殺そうと する 貴族 主義」 で 

ある。 逆に ニヒリズム は 近代の 逆説され た 

叙事詩 思想で、 著者の 所謂 「変装した 陰謀 者」 

「歪みた る 憎々 しきもの」 の 一 つで ある。 

独逸 音楽と 南欧 音楽の 特色 は、 ェピ カルと リ 

リ カルとの、 最も 典型的な 好 対照で ある。 独逸 

音楽の 特色 は、 すべてに 於て リズミカルで、 拍 


節が 強く はっきり とし、 軍隊の 重圧 的な 歩調の 

ように、 重苦しく どっしり している。 反対に 仏 

蘭 西 や 伊太利の 音楽 は、 メロディアスの 美しい 

旋律に 充ち、 柔軟 自由にして 変化に 富んで いる。 

前者 は 正しく 定律 詩の 音律 美で、 後者 は 自由詩 

の 音律 美で ある。 


第 八 章 浪漫派から 高踏派へ 


感情に 於け る 二つの もの、 即ち 抒情詩 的 情操 (情緒) 

と 叙事詩 的 情操 (権力 感情) とが、 人文に 於て 常に 対 

流す る こと は、 前章に 述べた 通りで ある。 実に 文芸の 

歴史 は、 この 二つの 感情の 反復と、 その 争闘との 歴史 

に 外なら ない。 そして あらゆる 原則 は、 常に 「反動」 

の 一 語に 尽きて いる。 即ち 一 方が 抑圧 すれば、 他方が 

直ちに 反動し、 他方が 時代 を 占有 すれば、 次に は 一 方 

が 興って くる。 この 繰返しの 反動 は、 力学的に 決定 さ 

れた 真理であって、 歴史の 永遠 を 通じて 続く であろう。 

決してい かなる 時代 も、 その 一方の みが、 永く 決定的 

に 文明 を 独占す る こと は 有り得ない。 


されば、 今日の 如き、 近代 文化の あらゆる 

女性化 主義に かかわらず、 人心の 本源す る 一 部に 於て 

は、 尚 かつ 権力 感情の 獅子が 猛然と 猛リ たって いる。 

しかも それ は 時代の 潮流に 適合す るた め、 変装され た 

フェミニズム  きばと 

女性化 主義の 仮面の 下で、 いつも 本能 獣の 牙 を 研ぎ 光 

そうめい 

らして いるので ある。 即ち あの 聡明な ニイ チェが 言つ 

たように、 現代に 於け る 女性化 主義者、 —— 平和主義 

者 や、 社会主義者 や、 無政府主義者 や II は、 すべて 

羊の 皮 をき た 狼 であり、 食肉 鳥の 猛々 しい 心 を 以て 

柔和な 福音 を 説く 説教 者で ある。 確かに、 彼等の 主義 

は 人道的で、 彼等の 思想 は 民衆的 だ。 しかも これ 等の 


説教 者が 意志す ると ころ は、 民衆の 上に 働き かけ、 彼 

きわ 

等 を 支配し、 文明に 号令しょう とすると ころの、 極め 

て 貴族 主義 的な 権力 感の 高調で ある。 そして 近代 文明 

のい かなる 女性化 主義と デモ クラシ ィも、 これ 等の 「変 

装した 貴族 主義者」 を 殺し 得ない。 (現に 資本主義の 

平民 文明 そのものが、 これ 等の 変装 的 陰謀 者に よって 

危険 視 されて いる 事実 を 見よ！) 

さて 詩の 歴史に 帰って 行こう。 詩の 歴史に 於け る 古 

典の 叙事詩 や 抒情詩 や は、 既に 前の 章で 解説した。 次 

に は 進んで、 浪漫派 以後に 於け る 近代の 新しい 詩と、 

これが 姉妹 文芸た る 散文の 歴史に ついて 考えよう。 前 


の 章で 言った ように、 近代に 於け る 詩の 起 元は、 実に 

浪漫派に よって 始まって いる。 浪漫派 以前の 詩 は、 

我々 にと つて 古典で あり、 直接に は 縁の 薄い ものにす 

ぎない。 故に 浪漫派 は、 実に 近代詩の 開祖であって、 

今日の あらゆる 詩 派に 於け る 母音の もの は、 すべて 

此処に 紙 種して いる。 しかしながら 浪漫派の 運動 は 単 

に 詩壇の 一局部に のみ、 小波 動 を 以て 興った のでな く、 

実に 文学と 芸術と、 社会 思潮の 全般に わた つて 興った 

ところの、 空前の 花々 しき 大運 動だった。 それ は ルツ 

ソォ によって 刺激され た、 仏蘭西 革命の 続きであって、 

資本主義 文化の 初頭に 於け る 自由主義の 目 ざまし い 


凱歌だった。 (自由主義と 女性化 主義と は、 必然に ィ 

コ— ル である ことに 注意せ よ。 ) 

されば 浪漫派の 運動 は、 貴族 主義に 対する 平民主義 

の 主張で あり、 形式主義 に対する 自由主義の 絶叫 だつ 

た。 それ は 芸術と 文化に 於け る、 一 切の 権力 感情 を排 

斥し、 すべての 叙事詩 的な もの を 抑圧した。 近代の 恋 

愛 を 主と する 抒情詩 的な 小説が、 一時に 新しい 文学的 

勢力 を 得て、 古典の 形式 韻文 を 駆逐した の もこの 時 

だった。 此処で ついでに 言って おくが、 古代に 於て 散 

文が 軽 蔑視され、 近代に 至って 逆に それが 優勢に なつ 

てきた の は、 実に 新時代の 自由主義が、 韻文の 如き 形 


式 主義の 文学に 反感し、 より 自由で 平民 的な 散文に 趣 

味 を 転じて 来たから である。 そして 自由詩の 本質に 於 

ける 精神が、 同じく この 散文 時代の 趣味 性 を 表象して 

いる。 故に こ の 意味から 言うならば 自由詩 は * 散文的 

である ほ ど —— 即ち 非 律 格 的 である ほど —— 真 に 本質 

的に 自由詩な ので ある。 

さて 浪漫派の 時代思潮 は、 過去の 貴族 文明への 反感 

からして、 一 切の 叙事詩：^ な 精神 を 抑圧した が、 これ 

に対する 反動の 逆流 は、 当然 また 興らなければ ならな 

かった。 そして 実に この 反動 は、 芸術の あらゆる 方面 

から 興った ので ある。 しかし これ 等に は、 単に 詩と 小 


ま 

説との 文学に つき、 反動の 歴史 を 見れば 足りる。 先ず 

小説から 始めて 行こう。 小説に 於け る 浪漫派の 反動 思 

潮 は、 人の 知る 如く 例の 自然主義 である。 この 仏蘭西 

に 興つ た 自然 派 の 文学 主 張が 、 本質的 に 何 を 意欲し、 

何 を 特色した もので あるか は、 既に 他の 章で しばしば 

詳説した 通りで ある。 即ち それ は 「主観 を 否定した 主 

観 主義」 の 文学で、 当時の 情熱 的なる 人間 主義者が、 

はんぎゃく 

浪漫派の 人道的 センチ メンタ リズムに 叛逆し、 愛 や 

情緒 やの 虐殺 を 叫んだ ところの、 一 の 抑圧され たる 

叙事詩 精神の 爆発で あり、 正に 文学 上に 於け る 権力 感 

晴の 高唱だ つ た。 


されば 自然 派の 文学論 は、 それの 散文 様式の 底に 於 

て 常に クラ シズ ム —— 形式 のない クラシ ズ ム —— を 精 

神して いた。 換言すれば 彼等 は 本質的に がっしり とし 

た、 大地 を 堅く 蹈 みつけて いる、 或る 力の 強い、 現実 

感の ある 文学 を 要求した。 そして 彼等 は、 何よりも 浪 

漫 派の 女らしい、 涙つ ぼい、 ぐにゃぐにゃした 自由 主 

義の 精神と、 その 甘た るく メロディアスな 美 を 悪んだ。 

故に 自然 派の 文学論が 、 浪漫派に 対して 言う ところ は、 

常に 次の ような 非難だった。 曰く、 「足が 大地 を 離れ 

お ま 

ている」 「腰が ふらつ いている」 「浮薄な 陶酔に 溺れて 

いる」 等。 そして 彼等 自身 は、 正に 「大地 を蹈ん でしつ 


かりと 立つ」 ところの、 骨酪 のがつ しりした レア リズ 

ムの 文学 を 以て 任じて いた。 

かく 自然 派の 意志した もの は、 明らかに 浪漫派への 

反動で あり、 リリカルな 情緒に 対する、 ェピ カルな 権 

力 感情の 反抗だった。 故に 倫理 感の 上に 於ても、 彼等 

は 浪漫派に 反対して、 愛 や 人道 やの 女性化 主義 を 排斥 

し、 より 貴族 主義 的なる カントの 義務感 —— カントに 

よれば 道徳の 本質 は 義務感で ある —— を 考えて いた。 

そして この 倫理 感 から、 彼等の 意地悪し き、 逆説的な 

る、 サディズム 的なる、 露出 病患 者 的なる 文学が 製作 

された。 それ は 人生の 汚穢 を 描き、 醜悪 を 暴露す る こ 


こうしょ-つ 

とに よって、 一種の 征服 的なる 権力 感へ高 翔しょう 

と言うの である。 

この 同じ 浪漫派への 反動が、 一方 また 詩壇に も 呼び 
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起された。 即ち 高踏派の 群団 詩人が それであって、 彼 

ほ とん 

等 は 殆 ど 徹底的に 正面から 貴族 主義 を 振りかざした。 

彼等 は あらゆる 素質に 於て、 浪漫派と 肌の 合わない 詩 

人だった。 丁度 小説に 於け る 自然 派と 並行して、 彼等 

は 浪漫派 を 敵対 視し、 一 々その 反対の 意見 を 述べた。 

バルナ シアン 

第 一 に 先ず 高踏派 は、 自由主義 を 徹底的に 排斥し、 浪 

ぞうお 

漫 派の メロディアスな 音律 感を 憎悪した。 そして 彼等 

自身 は、 厳格なる ストア 的 法則に よる 詩形 を 重んじ、 


自ら 誇って 「言語 上の ゴシック 建築」 と 称して いた。 

(ゴシック 建築 は クラシ ズムの 典型で ある。) また 彼等 

センチメンタル  あいまい ぼ うば く 

は、 一 切の 情緖感 的な もの や、 曖昧 茫漠 とした もの を 

排斥して、 ひとえに 判然 明白た る、 理路整然 たる 詩 を 

尊んだ。 

高蹈 派の 詩人た ち は、 その 詩 派の 名目が 示す 如く、 

常に 高踏的な 超俗の 態度 を 取り、 デモ クラ チックの 思 

想 を 軽蔑して、 時流の 外に 高く 持す こと を 誇って いた _ 

彼等 は 実に、 近代の 女性化 主義の 文化に 於け る、 正面 

からの 反動主義者で、 仮面 を 被らない 正直な —— 或 

は 馬鹿な —— 真の 正銘の 貴族 主義者の 一 族だった。 何 


よりも 彼等 は ジャ— ナ リズム を、 時流に 属する もの を 

憎悪した。 そして 遠く 歴史の 過去 を 慕い、 思い を 中世 

の 懐古に 馳 せた。 特に その 巨匠 ルコント • ド • リ ー ル 

等 は、 現在 的なる 人間 生活の 本質 を 憎悪し、 一 切の 宇 

宙を 否定しょう とすると ころの、 シ ョ— ぺ ン ハウェル 

えんじん  ちょうせん 

的 厭人 感の ニヒリズムから、 毒々 しい 挑戦 的の 態度 

に 於て、 浪漫派の 感傷的なる 愛 や 人道主義 や を、 梅毒 

パ ルナ シアン 

のように 不潔 視 した。 実に 高踏派の 貴族 等 は、 詩から 

一 切の 情緒 を 排斥し、 人情 を 虐殺す る ことに 痛快した 

の だ。 

こうした 高蹈 派の 態度 は、 正に 詩に 於け る 自然主義 


の 態度で ある。 ただ 一 つ 異なる ところ は 自然主義が 社 

会 性 を 重要視し、 現実 生活 を 正視しょう としたに 反し、 

高踏派 は 人間社会 を 白眼視して、 真の 孤独 的な 貴族 主 

義に徹 入し、 独善 生活の 雲の 中に 入り込んで しまった 

こと だ。 したがって 自然主義の 憎悪 は 「人生」 に 向つ 

て 行き、 高踏派の 憎悪 は 「宇宙の 存在」 そのものの 本 

性に 向って 行った。 即ち 小説が 科学的に 行く ところ を、 

詩人 は 哲学的に 行った ので ある。 そして また この 相違 

から、 自然 派が 「生活の ための 芸術」 と 「芸術の ため 

の 芸術」 の 両角的 矛盾に 陥り、 主張と 作品との 奇怪な 

錯覚 をして いると きに、 一方の 高踏派 は 徹底して 芸術 


ひょうごう 

至上 主義 を標 号した。 

高蹈派 はまた、 詩から 一 切の 主観 を 拒絶し、 純粋の 

客観主義 を標 号した ことで、 小説の 自然主義と 根本的 

に 一 致す る。 実に 高踏派と 自然主義と は、 芸術の 本質 

れんめい 

点で 聯盟され たる、 浪漫派への 正面攻撃の 敵であった 

の だ。 しかしながら 吾人 は、 こうした 抗争 詩 派の 主張 

に対して、 一 つの 納得で きない 疑惑 を 感ずる。 なぜな 

らば 詩の 本質 は、 上 来 説いて 来たよう に 主観的の もの 

であるから。 吾人 はいかに しても、 高踏派の 説く 如き 

反 主観の 詩、 客観主義の 詩と いう もの を 考えられない。 

そして 同様に また、 真の 意味の 芸術 至 上 主義と 言う ベ 


きもの を、 詩の 世界に ついて 想像で きない。 詩 は 必ず 

主観主義の 文学で なければ ならず、 したがつ てまた 「生 

活の ための 芸術」 でなければ ならない。 故に 高蹈 派の 

言う 意味の 反 主観 や、 芸術至上主義 や は、 おそらく 多 

分、 吾人の 考える 意味の それと はちが うのだろう。 し 

かしこの 弁証 は 後に 廻して、 尚 高蹈派 以後に 於け る 詩 

の 歴史 を、 つづいて 次章に 説かねば ならぬ。 

* 自由詩が 散文的な ほど 自由詩 だとい うこと 

は、 詩 を 散文の 中に 低落させる と言う 意味で は 

ない。 律 格 的な 形式美に 対して、 メロディアス 


の 美 を 徹底させる という 意味で ある。 これにつ 

いて 後に 他の 章 (日本 詩壇の 現状) で 詳説する。 


第 九 章 象徴派から 最近 詩 派へ 


文芸の 歴史 は 反動で ある。 高踏派の 形式主義 によつ 

て、 あまりに 重圧され たと ころの 詩壇 は、 次いで 表現 

の 自由 を 求め、 情緒の 解放 を 叫ぶ ところの、 新しき 口 

マン チシ ズムへ の 復活が 来なければ ならないだろう。 


そして 実に、 早く その 反動 はやって 来た。 即ち 近代詩 

壇に エポックした、 例の 象徴派の 運動が これで ある。 

象徴派の 新 運動 は、 その 本質 上の 精神に 於て、 正し 

く 浪漫派の 復活で ぁリ、 虐げられ たる 自由と 感情と を、 

詩に 於て 取り返そう とした 革命で ある。 何よりも 彼等 

は、 高蹈 派の 形式主義に 反対した。 彼等 は 街 学 的な も 

きら 

の を 嫌い、 貴族的な 尊大 感に 反抗し、 民衆的な 気取ら 

ない 直情 主義で、 率直に 思想 を 語ろうと した。 (特に 

ヴェ ルレ— ヌ はそう であった。) 象徴派の 詩人 等 は、 ま 

た 特に 主観 を 強調した。 彼等 はスィ ー トな 情緒に よつ 

て、 音楽の メロディアスに 融けて 行く 詩 を 愛した。 そ 


して 韻律の 形式的な 規約 を 無視し、 詩学 派の 高踏派と 

衝突した。 遂に その 結果 は、 ヴ エル ハ— レン 等に よつ 

て 大胆に され、 全く 詩学 派と 絶交す る ことにな つてし 

まった。 換言すれば、 詩の 韻律 法則 を 破壊して、 今日 

の 所謂 「* 自由詩」 を 生む に 至った ので ある。 けだし 

浪漫派の 精神が 押す ところ は、 象徴派 を 経て 此処に 達 

する のが 自然で ある。 

象徴派 はまた、 高蹈 派に 対する 反動と して、 詩想の 

朦朧と した もの を 愛し、 判然 明白な もの を 嫌った。 (そ 

の 判然 明白 は、 高踏派の 標語す ると ころであった。) 象 

徴 派の 思き によれば、 詩の 晴趣は 「朦朧の 神秘」 に存 


し、 意味の 不分明な ところに あると いうの だ。 そして 

この 点での み、 一 般に 象徴派の 特色が 著る しく 誇張 さ 

れ ている。 けれども 詩 派の 運動に 於け る 本質から みて、 

象徴派の 真 生命 は、 要するに 浪漫派の 新しい 復活に 存 

している。 彼等 は高蹈 派に よって 虐た げられ た 自由と 

情緒と を、 一の 新しき 哲学の 形に よって、 欧洲の 近代 

詩壇に 呼び返した。 その 新しき 哲学と は、 詩に 瞑想 的 

な 実在 観念 を 深めた ことで、 浪漫派の 純一 に 
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情緒 主義 であった のと は、 この 点で 教養が 区別され る。 

へ ん ぼう 

彼等 は 要するに 浪漫 詩人の、 より 観念 化した 変貌 だつ 

た。 


この 象徴派の 運動 は、 一時 殆ど 欧洲の 全 詩壇 を 

ふうび 

風靡して しまった。 いやしくも 象徴派で ない もの は、 

新時代の 詩人で ないように 考えられた。 しかしながら 

反動 は、 必然の 避けが たい 法則で 起って 来た。 第一 に 

あいまい 

つぎの 詩壇 は、 象徴派の 曖昧 朦朧 を 排斥した。 そして 

印象 を 的確に し、 意味 を 力強く 出す ことに 傾向して 来 

た。 実に 象徴派 以後の 詩壇 は、 この 「印象的」 という 

ところに、 著る しい 特色 を 有して いる。 そして 最近の 

多くの 詩 派、 即ち 写象 派、 未来派、 立体派、 表現 派、 

ダダ イズム 等の ものが、 一時に 続々 と 現われて 来た。 

次に これ 等の 詩 派に 共通す る、 最近 詩壇の 一 貫した 精 


神 を 述べて みょう。 

最近 詩 派の 本質 は、 一言に して言えば 「象徴派への 

反動」 である。 即ち 彼等 は 情緒 を排 して、 或る 種の 抑 

圧された る、 逆説的な 意志に よる 権力 感情 を 高調して 

いる。 特に 立体派 や、 未来派 や、 表現 派 等に 見る よう 

に、 彼等の 詩的 情操の 本 質感 は、 或る 意地悪し きもの、 

歪みた る もの、 ヒン 曲げられ たる もの、 グロテスクの 

もの、 憎々 しきもの、 残酷なる ものの 表象で ある。 何 

等 かそ こに は、 権力 を 否定す る ことによって 痛快と す 

る、 或る 逆説的の ヒロイズムが あり、 意地の 悪い ニヒ 

リズムが 冷笑 を 浮べて いる。 確かに 近代の 詩に 共通す 


る 一 つの 強い 情操 は、 或る ニヒリスティックな 権力 感 

で、 物質の 本性 を キュ— ビ カルに 歪めさせ、 世界 をグ 

口 テス クに ねじ 曲げよう とする、 意志の 力学す る 意味 

を 持って いる。 そこに はいつ も 科学的な 唯 物 観と 宿命 

観が、 人生 を 苦々 しく 情 象し、 機械と 鉄槌の 重圧が、 

詩 を 叩き出そう と 意志 している。 (この ニヒ リズ ム の 

反射に 於て、 いかに 世界が 権力への 渴仰 を、 あの ムッ 

ささ 

ソ リニ や、 ヒ ンデン ベルク や、 レ— ニン やに 捧げて い 

るか を 見よ。) 

こうした 内容 を 有する 詩が、 形式に 於て どんな 表現 

を 映して くる か は、 考える まで もな く 明らかだろう。 


てきが い 

最近の 多くの 詩 は、 この 点に 於ても 全く 象徴派に 敵愾 

している。 あの 象徴派の ぬらぬらした、 メロディアス 

で 柔軟な 自由 律 は、 最近 詩 派の 趣味 性から 手 きびしく 

反感され る。 表現 派 や 立体派の 求める ところ は、 鉄と 

機械に よって がっしりと 造られて いる、 骨骼の 逞 まし 

い リズミカルの もの、 即ち クラシックの 形式 詩 体で な 

ければ ならない。 けれども 彼等 は、 既に 象徴派 を 経て 

シンボリズムの 洗礼 を 受けて いる 故に、 古典 詩学の 同 

じ 形式に は、 再度 帰る こと を 欲して いない。 彼等の 求 

める 様式 は、 クラシ ズム から その 古風な 美と 詩学と を 

除いた ところの、 新しき 様式に 於け る 意匠であろう。 


これによ つて 立体派 や 未来派 は、 彼等 独自の ュニッ 

クな 意匠に よ つ て、 別の 新しい クラシ ズムを 創見した _ 

即ち 言語 を 機械学 的に 配列したり、 韻律 を 力学に よ つ 

あるい 

て 法則したり、 或は ピラミッド 形の 象形 詩形 を 造つ 

か んすぅ 

たりして、 一種の 新 様式に 於け る 函数 的 クラシ ズムを 

創造した。 これ 等の 新しき クラシ ズム は、 過去の 高蹈 

派が 墨守 し た 詩学 的な クラシ ズムと は、 全く その 外観 

を 新奇に している。 新しき 時代の もの は、 法則が より 

変態で より 函数 的に 動かし 得る 韻律の 自由 を 持って い 

る。 けれども その 詩形が 精神す る 原則 は、 本質に 於て 

過去の クラシ ズムと 一 致して おり、 同じく 一  種の 造型 


美術 —— 言語 上 の ゴ シック 建築 —— と 見るべき もの だ。 

こうした 新 傾向の 帰す ると ころ は、 詩 を 音楽から 遠 

くさせて、 ** 美術の 方に 導いて 行く。 実に 或る 最近 

の 詩 は、 音律 要素 を 全く 無視して、 言語 を 象徴的に 並 

ベる ことから、 或る 種の 絵画 的、 もしくは 造型 美術的 

な 効果 を あげようと 企てて いる。 そして この種の 

新形式 主義が 行く ところ は、 必然に また 唯美主義 に 傾 

向して 行く。 即ち 詩 を 内容 的な ものから 移して、 形式 

的な 純 美に 導き、 芸術的 貴族 主義の 山頂た る、 唯 美 主 

義の標 号へ 走って 行く。 実に この 唯美主義 的な もの は、 

最近 詩界に 於け る 著る しい 特色で、 彼等の 多くの 哲学 


は、 そこに 「美と 唯物主義との 弁証され たる 科学の 実 

証」 を 保険して いる。 だが 吾人 は、 この種の あまりに 

科学的なる、 あまりに 芸術至上主義なる 一 派の 詩 派と 

詩人に 対し、 一 つの 根本的なる 懐疑 を 持って いる。 す 

くな くと も 彼等に ついては、 何 かの 警告す ると ころが 

無ければ ならない。 だが その 議論 は 次章に 譲ろう。 

要するに 最近 詩壇 は、 前代 象徴派への 反動で あり、 

リリカルな 詩情に 対する、 ェピ カルな 詩情の 全 躍して 

いる 時代であって、 これ を 社会的に 観照 すれば、 デモ 

クラ チックの ものに 対する、 権力 感情の ニヒ リス 

ティ ックな 反動で ある。 (前に 言った 唯 美 派 や 芸術 至 


上 主義の 興る 理由が、 また 実に 此 き にある の だ。) しか 

しこの 現状の 内奥に は、 早く もまた 時代 を 逆に 呼ば わ 

ろうとす る、 次の 反動が 準備され、 漸く 詩壇の 意識に 

登り かけて いる。 即ち 近時の 外国 詩壇で 論じられ てい 

る 正統派 —— それ は 詩 を 純一 の 情緒に 返そうと してい 

る  の 如き、 その他 浪漫派の 正 流 を 追おうと する 一 

いず  きた 

派の 如き、 何れも 来るべき 次の 詩壇への、 意味 深い 予 

ひっきょう 

言と 暗示 を あたえて いる。 畢竟、 詩の 歴史 は 「反動 か 

ら 反動へ」 の 流れで あり、 無限に 際限の ない 軌道で あ 

る 故、 今日の 正 流 は 明日の 逆流、 明日の 逆流 は 今日の 

正 流と なる わけで、 この 点の 価 K と 正邪に 関して は、 


一 も 現在の 批判 を 断定し 得ない ので ある。 

さて 以上 述べた こと は、 欧洲の 詩壇に ついての 観察 

だが、 最後に 日本の 詩 派に ついて 一言したい。 なぜな 

ら 日本に 於ても、 象徴派と か 高踏派と か、 或は 未来派 

とか ダダ イズムと か 言う 如き、 欧洲の それと 同名の も 

のが あるから だ。 これ 等の 和製 詩 派に ついて、 吾人 は 

多く 語るべき 興味 を 持たない。 日本に 於け る 大抵の 文 

学 流派 は、 皮相な ジャ— ナ リズムの 影響で あり、 西洋 

新聞の 文芸欄 や 政治 欄 を、 新人 気取りの 新しが りと 

銜学 さで、 軽薄に 受け取った ものにす ぎない の だ。 故 

に 吾人の 言う べき こと は、 日本に 於け る 象徴派 ゃ高蹈 


派 等の ものが、 単に その 名目 上での 一致の 外、 西洋の 

原物と は 関係の ない、 或る 特殊の 別種で あると 言う こ 

とだけ を、 はっきりと 注意して おくに 止める。 

* 自由詩の 起 元は、 欧洲に 於て は 象徴派で あ 

る。 しかし アメリカに 於て は、 これより 先 民衆 

詩人の ホイットマンが、 独自の ュ ニックな 散文 

詩形 を 創造して いる。 けだし アメリカの 如き デ 

モク ラシィの 代表的 国家に 於て、 早く 自由 律の 

詩が 生れる の は 当然で ある。 

** 詩が 美術に 近く 様式す るの は、 もちろん 


単に 外観 上の 見えに すぎない。 本質に 於て は、 

やはり 象形に よ つ て 音楽の ように 情 象す るので、 

決して 小説の 如く 描写して いるので はない。 し 

かし 何れにせよ この 行き方 は、 言語の 特質 を 生 

かすべき、 正道の 表現に はずれて いる。 


第 十 章 詩に 於け る 主観 派と 客観 派 


以上、 本書の 各 章 を 通じて 論証し 来った ように、 詩 

の 本質 は 「主観」 であり、 実に 主観 以外の 何物で もな 

い。 詩と はこの 主観的なる 精神が、 主観的なる 態度に 

よ つ て 言語に 表現され たもの を 言う ので ある。 然るに 

此処に 考 うべき は、 詩 それ 自体の 世界に 於て、 また 特 

に 主観 派 と言うべ きものと、 客観 派 と言うべ きものと 

が、 互に 対立 するとい う 事実で ある。 そもそも この 矛 

と 

厝 はどう 釈 くべ きか。 

この 書の 最後に 残された る、 真の 根本的なる 重大 問 

題 はこれ である。 


既に 早く、 本書の ずっと 前の 章で 説いた ように、 あ 

ら ゆる 表現の 形式に は、 それぞれの 種目に 於て —— 音 

楽に も、 美術に も、 小説に も II 主観 派と 客観 派との 

対立が ある。 故に 本来 主観的なる 詩の 中に も、 それ 自 

身の 部門に 於て、 同じような 二 派の 対立がなければ な 

らぬ。 今 この 事実 を、 日本と 西洋との 詩に 就いて、 両 

方から 並行 的に 調べて みょう。 先ず 日本に 就いて 言え 

ば、 我々 の 代表的な 二つの 国 詩、 即ち 和歌と 俳句に 於 

て、 前者 は 主観 派に 属して ぉリ、 後者 は 客観 派に 属し 

ている。 また 西洋の 近代詩で は、 一般に だれも 感ずる 

通り、 浪漫派 や 象徴派 等の もの は、 著る しく 主観 派 を 


典型して おり、 高 蹈派ゃ 古典派 等の もの は、 反対の 客 

観 派に 属して いる。 

そこで 第一 に 問題な の は、 詩に 於け る 客観 派と は 何 

ぞゃ と言う ことで ある。 多くの 通俗の 見解 は、 この 差 

別 を 詩材の 対象に 置いて 考えて いる。 即ち 例えば、 俳 

句 は 主として 自然の 風物 を 詠ず る 故に 客観的で、 和歌 

は 恋 愛 等 を 歌う 故に 主観的 だと 言う ので ある。 かの 

フランス  ひょうぼう 

仏蘭西の 高踏派が、 自ら 客観主義 を 標榜して、 主観の 

排斥 を 唱えた の も 同じような 通俗の 見解に もとづく の 

である。 即ち 彼等 は、 一切 「私」 という 語の 使用 を禁 

じ、 詩 を 自己に ついて 物語らず、 外界の 自然に 於け る 


風物 や、 歴史上の 伝説に ついて 書く こと を 主張した。 

きわ 

こうした 通俗の 見解が、 極めて 無意味な 皮相の もの 

にすぎない こと は、 前 既に 他の 章で 弁証した 通りで あ 

る。 芸術に 於け る 題材 は、 それが 外界の 「物」 にあろ 

うと、 或は 内界の 「心」 にあろうと、 さらに 本質 上に 

於て 異なる ところ は 少しもない。 なぜならば 表現の 根 

本 は、 作者の 物 を 見る 態度に 存 して、 対象 それ 自体の 

性質に 存 しないから。 吾人が 「主観的」 と 呼んで いる 

の は、 もとより かかる 皮相の見 解で なく、 作者の 物 を 

見る 態度の 上で 認識が 感情の 中に 融 化して おり、 気分 

的な 情趣と な つてい る 態度 を 言う の だ。 故に この 意味 


で 言うならば 一 切の 詩 は 皆 主観的で あるべき で、 客観 

主義の 詩と いう もの は 考えられない。 

然るに それ にもかかわらず、 浪漫派の 詩と 高蹈 派の 

詩、 また 和歌と 俳句との 間に は、 どこか 或る 根本的な 

点に 於て、 著る しくちが うと ころが あるよう に 思われ 

る。 単なる 皮相の 俗解で なく、 もっと 内奥 的な 意味に 

於て、 やはり 前者 は 主観的で、 後者 は 客観的で あると 

いう 感じが、 どこかに 避けが たくつ きまと つてい る。 

吾人 は 進んで、 この 二 派の 詩に 於け る 特殊な 異別 を、 

対照 上に 考えなければ ならない。 しかしながら 西洋の 

詩に ついては、 前に も 既に 説明した し、 また この 次の 


章に 於ても、 一 層 根本的に 説く ところが あるから して、 

此処で は 特に、 日本の 国 詩た る 和歌と 俳句に ついての 

み、 この 問題の 考察 を 進めて みょう。 

2 

和歌と 俳句と は、 日本の 詩に 於け る 二つの 代表的な 

形式で あり、 かつ 最も 著る しい コントラスト である。 

すべての 詩 を 愛する 日本人 は、 この 二つの 詩に 於け る 

特殊の もの を、 対照の コントラストに 於て 知っている 

だろう。 実に 和歌と 俳句の 相違 は、 詩に 於け る ディ ォ 


二 ソスと アポロの 対照で ある。 即ち 和歌の 詩情 は 感傷 

的、 感激 的で、 或る パッシ ヨネ ー トな、 情火の 燃え あ 

がって いるもの を 感じさせる。 これに 反して 俳句 は、 

静かに 落着いて 物 を 凝視し、 自然の 底に ある 何物 か を 

探ろうと する 如き、 智慧 深い 観照の 眼 を も つてい る。 

また 和歌の あたえる 陶酔 は、 情緒 的で メロディアスの 

ものであるのに、 俳句の 魅惑 はこれ とちが つて、 もつ 

と 枯淡 的に 澄み 入って いる、 含蓄の 深い 情趣で ある。 

されば 和歌と 俳句の 相違 は、 詩に 於け る 音楽と 美術 

の 対照で あり、 また 浪漫派と 写実 派の 対照で ある。 前 

者 は ロマンチックで 感傷的に 行こうと し、 後者 は レア 


リス チックで 静観 的に 行こうと する。 しかも 吾人の 

知っている 限り、 俳句の 如く 観照 的で、 俳句の 如く レ 

ほ とん 

アリス チックの 詩 は、 世界に 殆ど 比類がない。 西洋 

の 詩 や 支那の 詩 や は、 どんな 静観 的の もので あっても、 

俳句に 比すれば ずっと 遙 かに 主観的で、 作者の 人生観 

や 哲学 や を、 強く 情熱 的な 調子で 歌い 出して いる。 小 

説に 於け る 日本の 自然 派が、 世界 無比に レア リス チッ 

クの 文学で ある 如く、 日本の 俳句 もまた、 世界 無比に 

レア リス チックの 韻文で ある。 そこに は 殆ど、 強い 調 

子 の 情熱 と 言う ものが、 全く 語られて いないよう にさ 

え 思われる。 


故に 他との 比較に 於て、 俳句が 客観的で ある こと は 

明白で あり、 また この 点から 修辞して、 俳句 を 「客観 

主義の 詩」 と 呼ぶ こと もで きる だろう。 しかし この 場 

合に 考えられる 客観主義と は、 詩と いう 文学の 立場に 

於け る、 本質 を 具備しての 客観で ある。 即ち 詳説 すれ 

ば、 俳句の 本質 は 和歌と 同じく、 純一 に 主観的の もの 

でありながら、 その 詩情に 於け る 色 合 や 気分 やが、 特 

殊の 静観 的な もの を 有する ために、 この 点の 特色から 

みて、 仮り に 客観的と 呼ぶ ので ある。 故に 俳句の 観照 

は、 常に 必ず 主観の 感情に よって 事物 を 見、 対象に つ 

いて 対象 を 眺めて いない。 換言すれば、 俳句の 表現 は 


「情 象」 であって、 実の 客観の 「描写」 でない。 

この 点に ついて、 世に は 俳句 を 誤解して いる 人が あ 

る。 即ち 或る人々 は、 俳句 を 以て 単に 象徴主義の 徹底 

レア— ル  すがた とら 

した 表現と 解して おり、 自然に 於け る 真実の 像 を 捉え、 

物 如 の 智慧 深 い 描写 をす る ことで、 表現の 本意が 尽き 

ると 考えて いる。 もし 俳句と 称する 文学が、 実に かく 

の 如き ものである ならば、 俳句 は 描写 本位の 文学で あ 

る 故に、 小説 等と 同じ 種目に 属する 芸術品で、 断じて 

詩と 言うべき もので はない の だ。 しかし 吾人の 見て い 

ことごと 

る 限り、 古来の いかなる 真の 俳句 も、 悉 く 皆 情 象で 

あり、 単なる 描写 本位の 句と いう もの は 決してない。 


多くの 一般の 俳句 は、 自然の 風物に 託して 主観の 情調 

や 気分 を 詠 じている ので、 純に 観照の ために 観照 をし 

ている 如き、 没 情感の 冷たい 俳句と 言う もの は 見た こ 

とがない。 例えば 蕪 村の 

ひね もす 

春の 海 終日の たりの たり かな 

という 句の 如き も、 単に かかる 自然 を 描写して いる 

のでな く、 主観に 於け る 春 日長 閑の 無為の 気分 を、 

対象の 中に 情調と して 見て いるので ある。 他の あら ゆ 

るすべ ての 俳句が、 皆 これに 同じで ある。 芭蕉の 句 

ほたる 

草の葉 をす ベ るより 飛ぶ 螢 かな 

の 如き も、 或る 種の 小説家 等が 解す る 如く、 単なる 


写実主義の 描写で なくして、 背景に 於け る 夏の 夜の 気 

分 を 情 象して いるので ある。 これらの 俳句から して、 

単に その 描写 的 手法の み を 見る 人 は、 実に 「俳句」 を 

読んで 「詩」 を 理解し ない 人と 言わねば ならぬ。 この 

俳句に 於け る 「詩」 の 本質 を、 その 道の 術語で 「俳味」 

と 呼んで いる。 俳味 は 一種の 黙約され た 詩趣であって、 

この 詩的 精神の 本質な しに は、 決して 俳句 は 成立し な 

い。 蓋し 俳句が、 その 写実的なる 描写 手法に も かかわ 

らず、 本質 上に 於て 詩の 精神 を 失わな いのは、 実に こ 

の 俳味と 称する 霊魂が、 本質に 於て あるた めで ある。 

故に 真の 俳句 は、 性格 的に 俳味 を 有する 人で なければ、 


決して 作る ことができな いわけで ある。 (近来の 新 傾 

向の 俳句の 中には、 俳味 を 否定す る ものが ある けれど 

も、 この場合に は それに 代るべき、 別の 詩的 精神が 入 

れ 換えに ならねば ならぬ。) 

かく 俳句の 表現 は、 対象の ために 対象 を 見る のでな 

く、 主観に 於け る 俳味、 即ち 詩情に よって 対象 を 見、 

風物 を 情 象す るので あるから、 本質に 於て 主観的 表現 

である こと は 勿論 だが、 就中 真の 詩的 精神 を 有する 

俳句に 於て は、 一 層 その 主観が 強く 高調 的に 表出され 

ている。 例えば 芭蕉 や * 蕪 村の 俳句に あって は、 俳味 

がそれ 自ら 生活 感の 訴える イデ ャ となって いる。 故に 


彼等の 情 象す る 世界 を 透して、 吾人 は 或る 霊魂の 欲情 

じょじょうし  き 

している、 情熱の 高い 抒情詩 を 聴く ことができ るので 

ある。 これに 反して 精神の ない 低劣の 俳句 は、 詩情が 

機智 的の 趣味 性に 止まって いるた め、 観照に 於け る 描 

写 的 手法の みが 感じられ、 真の 強い 詩的 情熱 を感 じ さ 

せる ことがない。 俳句が 「感情の 意味」 で 読まれず し 

て、 機智 的なる 「知性の 意味」 で 読まれる の は、 かか 

る 低劣なる 作品の ためで ある。 真の 精神 を 有する 俳句 

は、 知性の 頭脳に 響かないで、 直ちに 心情に 触れて 来 

ねばならない 害 だ。 

故に 芭蕉 や 蕪 村 やの、 真の 精神 を 有する 俳句 は、 常 


に 文字通りの 「抒情詩」 として 感じられる。 そこに は 

常に、 何 かの 訴えて いるものが あり、 哀切して いる も 

のが あり、 欲情して いるもの がいる。 そして この 一 つ 

の もの こそ、 彼等の 生活に 於け る イデ ャ であり、 真の 

意味の 「主観」 である。 されば 俳句 を 客観的と いう 意 

味 は、 全く 詩趣の 特色に ついての み 見た 意味で あり、 

本質 上に は 何等 関しない ことで ある。 本質 上に は、 俳 

句 も 他の 一般の 詩と 同じく、 純粋に 主観的の もので あ 

リ、 したがつ てまた 感情的の ものである。 かの 俳人が 

枯淡 を 尊ぶ の は、 趣味 性の 上の 薫育であって、 詩的 精 

こそう 

神の 涸燥を 意味 しないの は 勿論で ある。 詩的 精神の 情 


熱が 枯れて しまったら、 そもそも どこに 俳句の 表現が 

ぁリ 得る か？ 

されば 和歌と 俳句と は、 その外 観の 著る しい 差別 的 

対照に かかわらず、 本質 上に 於て 全く 同じ 抒情詩で あ 

る ことが 解る だろう。 即ち 俳句 は、 和歌のより 渋味 づ 

けられた もの、 鯖づ けられた ものであって、 一種の 枯 

淡 趣味の 抒情詩に 外なら ない。 しかしながら この 趣味 

の 相違が、 一方に はまた 俳句 をして、 和歌と 大いに 特 

色 を 異にする ところの、 日本的 特殊な  あまりに 日 

本 的 特殊な —— 文学と してし まっている。 吾人 は 俳句 

の 長所 を 認め、 その 世界的に 特色して いる ュ ニックな 


詩境 を 認める けれども、 これによ つて 新 日本の 文明と 

ほうこう 

芸術と が、 いつも 伝統の 中に 彷徨して おり、 世界的に 

進出し 得ない の を 悲しむ ので ある。 なぜならば 日本人 

なお  わくでき 

は、 今日 尚 この 特殊な 俳句 詩境に、 あまりに 深く 惑溺 

しすぎて いるから である。 これにつ いて 吾人 は、 後に 

章 を 改めて 別に 論ずる ところが あると 思う。 

* 蕪 村の 詩に 於け る イデ ャは、 あの 春風 馬 堤 

曲に 歌われて いる 通りで ある。 即ち 「昔々 しき 

りに 思う 慈母の 愛」 「春 あり 成長して 浪葉 にあ 

り」 の情愁 で、 時間の 遠い 彼岸に ある、 或る 記 


憶に 対する のす たる じ や、 思慕の 川辺への 追憶 

である。 この 思慕 は 彼の 俳句に 一貫して いる 

テ ー マであって、 独得の 人な つかしい 俳味の 中 

ねぎ にお  と 

で、 葱の 匂いの ように 融け 流れて いる。 

現 歌壇の ァ ララ ギ 一派 は、 子規に よって 始め 

られた 俳人の 余技 歌 を 亜流し、 歌であって 俳句 

の 境地 を 行こうと している。 これ 既に 形式 を は 

きちが えた 邪道で あるのに、 日本 自然 派 文壇の 

誤った 美学 を 信奉して、 一切 詩的 精神の 本源 を 

もうまい  びんさつ 

拒絶し ようと 考えて いる。 真に 蒙昧 愚劣、 憫殺 


すべきの 徒輩で あるが、 ただ 彼等の 中に あって 

ー奇 とすべき は、 巨頭の 斎 藤茂吉 である。 彼 は 

医者の 有する 職業的の 残酷 さと 唯 物 観と で、 自 

然を 意地悪く 歪んで 見て いる。 けだし 茂 吉は国 

産品の キュ ー ピストで、 一種の 和 臭 ニヒリスト 

である。 


第 十 一 章 詩に 於け る 逆説 精神 


詩に 於け る 主観 派と 客観 派の 対立が、 日本で は 和歌 

と 俳句の 関係に なって いる 事 は、 前章で 述べた 通りで 

ある。 次に この 章に 於て、 西洋の 詩に 於け る 同じ 対立 

の 関係 を、 根本的に 解決し ようと 思って いる。 けだし 

この 問題の 解決 は、 詩論の 最後に 提出 さるべき 大 問題 

で、 詩の 最も 深い 神経に 触れる ところの、 真の 根本的 

の 結論で ある。 

さて 西洋の 詩に あって は、 内容 を 重んずる 一派の も 

のと、 形式 を 重視す る 一派の ものと、 二つの 系統に 別 


れ ている。 然るに 詩の 内容 は 主観に 属し、 形式 は 客観 

に 属する 故に、 此処に また 日本と 同じく、 主観 派と 客 

観 派と が 対立す る。 そこで 主観 派に 属する もの は、 浪 

漫派ゃ 象徴派の 詩であって、 客観 派に 属する 一 派 は、 

古典派 や 高踏派の 類 族で ある。 前者 は 感情 本位の 自由 

主義で、 後者 は 詩学 本位の 形式主義 である。 

この 同じ 対立 は、 一方 また 詩の 情操から も 考えられ 

る。 即ち 前に 他の 章で 述べた ように、 欧洲に 於け る 詩 

の 歴史 は、 実に 抒情詩と 叙事詩との 対立で あり、 詩情 

センチメンタル  ヒロイック 

に 於け る 「情緒 的な もの」 と 「権力 感情的な もの」 と 

の、 不断に 交流す る 二部 曲で ある。 然るに 情緒 的な も 


の は —— 浪漫派で も 象徴派で も —— 必然に 自由主義の 

精神に 立脚す るし、 権力 感情的な 貴族 主義の もの は I 

I 古典派で も 高踏派で も —— 凡て 必ず 形式主義に 傾向 

している 故に、 欧洲の 詩に 於け る 主観 派と 客観 派との 

対立 は、 それ 自ら 抒情詩と 叙事詩の 対立に 外なら ない。 

(故に 近代に 於け る 新形式 主義の 諸 詩 派 II 未来派、 

立体派、 構成 派 —— 等 も、 言語の 本質 上の 意味に 於て、 

凡て 客観 派の 叙事詩に 属する。 これ 等の 詩 は 実に 

近代的 叙事詩と も 言うべき だろう。) 以下 吾人 は、 この 

詩に 於け る 主観 派と 客観 派、 即ち 抒情詩と 叙事詩の 関 

係 を、 その 内容と 形式との 二 面に わたって、 根本から 


論じ 尽 そうと 思って いる。 しかし その 前に、 西洋に 於 

ける この 主観 派と 客観 派の 対立が、 前章 述べた 日本の 

詩の それと 別で あり、 関係の 違って いる 事 を 言わねば 

ならぬ。 

日本に 於け る 主観 派と 客観 派の 対立 は、 和歌と 俳句 

の 対立で ある。 故に この場合の 関係で は、 和歌が 

抒情詩に 相当し、 俳句が 叙事詩になる わけで ある。 し 

かしこの 比較 は 根本的に 間違えて いる。 なぜなら 和歌 

はとに かくと して、 俳句 は 決して 叙事詩で ないから だ。 

日本の 俳句 は、 内容から 見ても 形式から 見ても、 西洋 

の 叙事詩と は 少しも 似た ところがない。 実に 日本に 於 


ことごと 

ける 特殊の 事情 は、 すべての 文学が 悉 く 内容 本位の 

自由主義で、 一 も 西洋に 於け る 如き 真の 意味の クラ 

シックがない と言う ことで ある。 したが つ て 日本に は 

言葉の 厳重な 意味で 言われる 「韻文」 がな く、 そうし 

た 形式主義の 文学が 発達し ない。 第一 その 種の 文学に 

内容 さるべ き、 叙事詩 的な 精神 それ 自体が 無い ので あ 

る。 だが この 議事 は 他 章に 譲り、 進んで 本題に 入って 

行こう。 


芸術に 於て、 内容 は 主観に 属し、 形式 は 客観に 属す 

る。 故に 客観 を どこまでも 進めて 行けば、 最後に 純粋 

の 形式主義、 即ち クラシ ズムに 達して しまう。 実に ク 

ラシ ズムの 精神 は、 芸術の 達し 得べ き 最も 寒冷の 北極 

である。 そこで は 主観に 属する 一 切の 温 熱感が、 内容 

と共に 逐ぃ 出される。 そして 純粋に 形式美で あると こ 

ろの、 氷結した 理智 だけが 結晶す る。 即ち クラシ ズム 

の 方程式 は、 均斉、 対比、 平衡、 調和の 数学的 比例で 

あって、 この 冷酷なる 没 人情の 氷山で は、 どんな 人間 

的なる 血液 も 凍って しまう。 そこに は 理智と 数学で 固 

まっている、 氷 づけの 結晶した 「純 美」 が あり、 大理 


石に よって 刻まれた 造型 美術が、 立体 結晶の 冷酷 さで 

きつ リっ 

屹 立して いる。 

実に クラシ ズムの 芸術 は、 美 を 数学に よって 創造し、 

機械と コンパスと 定規と から、 人間 模型 を 製造しょう 

と 意図す ると ころの、 真の 残忍 酷薄なる 純 美 主義の 芸 

術で ある。 そこに は 少しも 温 熱感の ある 主観が なく、 

純一に 客観的なる 知性の 形式美が あるの みで ある。 し 

かも かかる クラシ ズム が、 何故に 詩の 表現と 結婚す る 

のか。 実に 吾人の 不可思議に 堪えない こと は、 クラシ 

ズムの 如き 芸術の 北極圏に 属する ものが、 反対に 芸術 

の 南極 極地で あり、 主観の 情熱 を 本位と する 詩の 如き 


文学と、 何故に 結婚す ベ く 必然され るかと 言う ことで 

ある。 そもそも こうした 寒烈の 気温の 中で、 我々 の あ 

まりに 情熱 的な —— あ まりに 人 間 的 温 熱感 の あり すぎ 

る —— 詩人の 血が、 どうして 凍死せ ずに 歌いつ づけて 

いられる のだろう か？ 

だが 再度 考えて みょう。 上述した ような 真の 意味の 

形式主義 II それ は 数理 的な 形式美の み を 重視して、 

内容 的なる すべての もの を、 芸術から 拒絶し ようとす 

る。 —— が、 果して 詩の 世界に あるだろう か。 もし 

有った にしても、 かかる 種類の 文学が、 詩と しての 正 

しい 評価 を 持ち 得る だろう か。 実際 吾人 は、 或る 種の 


末期的な 詩 派に 於て、 この種の 形式 韻文 を 見出して い 

バルナ シアン 

る。 例えば 高踏派の 去勢され た 末期 詩人 は、 彼等の 詩 

えんじん 

派から その 懐古 的 ロマンチック や、 厭人 病的の 厭世 感 

や —— それが 実に 高踏派の 「詩」 なので ある —— を紛 

失させて、 ひとえに その 韻律の 詩 ェ的完 美に 走り、 詩 

を 造型 美術の ように 建築し ようと 考えた、 換言すれば、 

彼等 は 詩 を 「心情」 から 生む のでな く、 知的な 「頭脳」 

によつ て 製造しょう としたの である。 

かかる 種類の 文学 を、 実に 詩と 言う ことができる だ 

ろうか。 確かに 或は、 それ は 一種の 美で あり 得る だ 

ろう。 だが すくなくとも 詩で はない。 なぜなら 「美」 


なる ものの 一 切が、 悉く 皆 「詩」 ではない から。 詩 は 

純 美と いうべき もので なくして、 より 人間的 温 熱感の 

ある 主観 を、 本質に 於て 持つべき もの だ。 すくなく と 

も 吾人 は、 確信 を 以て 一 つの こと を 断定で きる。 即ち 

詩 は 心情から 生るべき ものであって、 機智 や 趣味 だけ 

で 意匠され る 頭脳の ものに 属しない と言う ことで ある 

故に、 詩に 於け る 形式主義 は、 内容と して 詩的 精神、 

即ち 「主観」 を 持つ 限りに 於て 許さる べきで、 主観な 

き 純粋の 形式主義 は、 一 種の 数学的 純 美で あると して 

も、 断じて 詩と 称し 得べき もので ない。 

では 何故に 詩人の 主観が、 かかる 知的な クラシ ズム 


を、 表現に 於て 選ぶ のだろう か。 詩が 感情の 文学で あ 

リ、 主観の 南極に 於け る 芸術で ありながら、 クラシ ズ 

ムの 如き 北極 的 寒烈の 形式 を 選定し、 この 矛盾した 内 

容と 形式と が 結婚す るの は、 いかにしても 不可思議な 

ことに 思われる。 しかしながら この 疑問 は、 前に 他 章 

(形式主義と 自由主義) で 概略 を 解説した。 即ち 詩に 

於け る 形式主義 は、 本来 叙事詩 的の 精神との み 結合す 

る。 そして この 叙事詩 的の 精神 は、 彼の 貴族的なる 権 

力 感情の 発 翔から、 形式に 於て どっしりし たもの、 荘 

重 典雅の もの、 ストア 的に 厳格の もの、 韻律の 規則 正 

しく、 骨 組の がっしりし たもの を 欲求す る ことから し 


て、 必然に この 結婚が 生れる ので ある。 けれども 尚 疑 

問な の は、 かかる ヒロイックな 権力 表現 を 求める 詩人 

が、 果して 真に 生れた る 英雄で あり、 ビスマルク 的 鉄 

血 心 を 持って いると ころの、 真の 独逸 軍人で あるか 否 

かと 言う ことで ある。 

この 疑問に 対して は、 吾人 は 明らかに 「否！」 と 答 

える。 古来 幾千の 詩人の 中、 果して 真に 英雄的だった 

人物が どこに 居る か。 彼等の 或る もの は、 時に 或は 勇 

土の 如く、 英雄の 如くに ふるまつ ている。 しかも これ 

外見の ドラマに すぎない。 真実のと ころ を 言えば、 あ 

やす 

ら ゆる 詩人 は 女性的で、 神経質で、 物に 感じ 易い、 繊 


弱な 心 を も つた センチ メン タリ ストに すぎな い の だ。 

(でなければ どうして 詩が 作れよう。) 一 つの 決定的な 

ひっきょう 

事 実を言えば、 詩に 於け る 一 切の ヒロイズム は、 畢竟 

して 「逆説的の もの」 にすぎない という ことで ある。 

換言すれば あらゆる 詩人 は、 英雄的な ものへの 憧憬 か 

ら、 ォデッ セィゃ イリ アツ ドの 勇ましい、 権力 感の高 

翔した 詩 を 作る ので ある。 そして 彼が 「憧憬す る」 と 

ころの もの は、 実に は 彼 自身に 属して いない もの、 所 

有して いない ものである。 

そもそも 詩の 本 質感 は 何だろう か。 詩 は I 現在し な 

いもの」 への 欲情で ある。 現に あると ころの もの、 所 


有されて いると ころの もの は、 常に 没 情感で 退屈な も 

のにす ぎない。 詩 を 思う 人の 心 は、 常に 現在し ない も 

のへ 向って、 熱情の 渴 いた 手 を 伸ばして いる。 そして 

実に 多くの 詩人 は、 彼 自身の 存在に 鬱屈して おり、 自 

ぞうお  けんき 

己に 対して 憎悪と 嫌忌と を 感じて いるの だ。 おそらく 

彼等 は、 世界に 於け る 愚劣な もの を、 自己の 詩人 的な 

性格に ついて 自覚して いる。 そして 反動から、 より 

がんきょう  ふてぶて 

頑強な 心 を 持った、 神経の 太々 しい、 大胆 無法な 勇気 

を もった、 真の 英雄的な ものに 憧憬して いる。 

故に 詩に 於け る 権力 感は、 常に 非 所有の もの、 自由 

の 得られな いものに 対する、 弱者の 人間的な 羽ばたき 


である。 換言すれば、 詩人 は 詩 を 作る ことによって、 

表現からの 権力 を 得、 貴族 を 現実しょう とする。 実に 

ホ ー マ ー について 知られる こと は、 彼が イリ アツ ドを 

書いて いる 時に、 あの 見すぼらしい 放浪 詩人が、 実に 

トロイ 戦争の 勇士で あり、 アキレスであった と言う 事 

である。 だが 反対に もし、 ホ ー マ— が 実の 英雄で あつ 

たなら ば、 おそらく 彼 は、 そうした 詩な ど 書こうと も 

むし 

しなかったろう。 寧ろ 彼 は 始めから、 トロイ 戦争の 勇 

者に なり、 アキレス のように 戦場で 功名して いた。 そ 

して ダンテ も、 ミルトン も、 或は 高踏派の ルコント- 

ド-リ —ル も、 すべての 詩人が そうであった。 彼等の 


あらゆる 尊大なる、 芸術的 荘重 感 にもかかわらず、 実 

に は 心の 弱い 詩人で あり、 神経質な 感じ 易い 人物に す 

ぎなかった。 

されば 詩に 於け る クラシ ズム は、 あまりに 情熱 的な 

詩人の 血が、 北極の 氷結した 吹雪の 中で、 意志の 圧迫 

される ことに 痛快す る、 一 種の 逆説的 詩学に 外なら な 

い。 彼等の そこに 求める もの は、 ストア 的 律 格の 厳正 

さと、 がっしりした 韻律の 骨 組と、 そして あらゆる 意 

なま 

志 的な 抑制と から、 すべての 生ぬるい 主観 を 圧し、 セ 

ンチ メンタルな 情緒 を 殺し、 それの 痛烈から 逆に 飛躍 

しょうと する 意欲で ある。 かの 近代に 於け る 


新形式 主義の 立体派 等 も、 思う に その 精神 を この 同じ 

ところに 基調して いる。 故に 彼等の 詩の 中で は、 常に 

歪んだ もの、 残酷な もの、 意地 あしき ものが いて、 情 

はん * きゃく  きば 

緒への 叛逆 的な 牙 をむ いている。 そして 実に、 あら 

ゆる クラシカルな 詩の 「主観」 が、 この 逆説な 二 ヒリ 

スティック の 情熱に 存す るの だ。 

故に この種の 詩 は、 主観 を 抑圧す る ことによって、 

逆に 却って 主観 を 飛躍 させ、 情緒 を 苛めつ ける ことに 

よって、 却って 最も 強い センチ メント を 高調させる。 

そして 実に、 それ故に こそ 「詩」 が 詩と しての 魅力 を 

もつ の だ。 もし 実に 主観 を 圧し、 情緒 を 殺して しまつ 


たなら ば、 果して どこに 詩の 詩た る 魅力が あるの か。 

この場合に は 前の ように、 実の 冷たい 理智 的な 文学と 

なり、 精神な き 形式美の 造型 物と なる 外 はない。 

フリ ドリ ヒ • ニイ チェの 哲学 は、 自国の 独逸に 於て 

よろこ  ィ タリ ー 

悦 ばれず、 却って 仏蘭西 や 伊太利の 外国で 迎えられた。 

あの あまりに 独逸 的な、 権力 感情的な ニイ チェが、 何 

故に 自国で 読まれず、 逆に 南欧の 外国で 読ま れ たの だ 

ろうか。 けだし 独逸 人 は、 ニイ チェ を 理解すべく、 彼 

自身が あまりに 実際の 軍人で ぁリ、 あまりに 実際の 権 

力 主義者で ありすぎ たの だ。 詳しく 言えば、 独逸 人に 

取って 悦 ばれる の は、 常にへ— ゲルで あり、 デカルト 


であり、 カントで ある。 それらの 哲学 は、 純粋に 没 情 

緒の 概念で 固めつ けられ、 がっしり としてお り、 組織 

的の 方程式で 成立して いる。 そこに は 女性的な 弱い 心 

や、 神経質な もの や、 ぐにゃぐにゃした メロディアス 

の ものが なく、 冷酷な 理智 的な 頭脳に よって、 規律 正 

しく 組織的 に 分析され た、 概念の リズ ミ カルな 配列が 

ある。 そして 独逸 人が 悦 ぶの は、 実に この 男性的な、 

がっしり とした、 真に クラシカルな 哲学の 美な ので あ 

る。 

こうした 独逸 人の 趣味に とって、 ニイ チェの 狂 号す 

る 哲学 は、 あまりに ヒス テリ カルで、 神経質の 女らし 


いものに 感じられる。 彼等が それ を 軽蔑し、 不快な 冷 

笑 を 以て 迎えた の は 当然で ある。 しかしながら 吾人 は、 

かかる 独逸 人の 趣味の 中に、 何等 「詩」 の 理解がない 

こと を 確信す る。 なぜなら 詩と は、 独逸 人の 愛する 如 

き 純の クラシ ズムの 美で はなく して、 むしろ かかる 権 

カ感へ 飛翔すべく、 身 構えられた 主観の 躍動に あるか 

らだ。 人 はしばしば 言う。 独逸 人の 詩 は 科学で あると。 

けだし 独逸 人の 好む もの は、 科学に 於け る 組織的、 分 

析的、 規律 的、 軍隊 的で あると ころの、 あの リズ ミカ 

ルで がっしりした 形式に かかって いるの だ。 しかし そ 

れが 果して 「詩」 であるだろう か。 もしそう であるな 


らば、 科学の 中の クラシ ズム たる 数学 こそ、 実に 詩の 

中の 詩で あると 言わねば ならぬ。 そして 数学が もし 詩 

の 規範た るべき ものなら ば、 詩的 精神の 本質 は 理智で 

あり、 純粋に 没 情感の もので なければ ならぬ。 

しかしながら 吾人 は、 どんな 懐疑 思想の 極に 於ても、 

詩の 本質 を かかる 没 情感の ものと 考え 得ない。 数学的 

なる 形式 は、 単に 「純 美」 というべき ものであって、 

決して 詩の 本質に 属しない の だ。 詩の 詩た る 本質 は、 

しょせん 

所詮 どんな クラシ ズムの 形に 於ても、 主観に 於け る感 

情の 燃焼で あり、 生活 的 イデ ャの 痛切な 訴えで なけれ 

ばなら ぬ。 故に 詩の 本質 は、 常に 必ず 「生活の ための 


芸術」 であって、 真の 芸術至上主義に は 所属で きない。 

真の 芸術至上主義と 言うべき もの は、 芸術に 於け る 科 

学者の 態度 を 指して いる。 即ち あの 研究室の 中に 没頭 

して、 一切の 生活 感ゃ 人間的 情味 を 超越して いると こ 

ざん まい 

ろの、 真の 学究 三昧の 態度 を 意味す る。 芸術家に 於て、 

吾人 はしばしば この種の 例 を、 或る 種の 画家 や 美術家 

—— 例えば 北 斎な ど —— に 発見す る。 彼等 こそ は 真に 

芸術 三昧で あり、 表現の ための 表現に 献身して いる。 

しかし 吾人の 知っている どんな 詩人 も、 決して 芸術 至 

上 主義者で あり 得ない。 なぜならば 詩人 は、 芸術 上に 

於て すら も、 科学者 たるべく あまりに 人間的で、 あま 


りに 意志の 弱い 心 を 持って いる。 表現 者で あるよりも、 

彼等 はより 多く 生活 者で ありたい の だ。 そして それ 故 

に、 芸術至上主義 者 は 詩人で なく、 詩人に とっての 

「英雄」 であるに すぎない。 

要するに 詩人 は —— どんな 詩人で あ つ て も —— 所詮 

して 主観的な 感情家に すぎない ので ある。 然り！ あ 

まりに 詩人 的で ありすぎ る ことから して、 彼等 は 反動 

的に 主観 を 抑え、 情緒の 虐殺 を 叫ぶ ので ある。 しかも 

それ を 叫ぶ ことによって、 逆に また 詩人 的に 興奮し、 

一層 また センチメンタル になって くる。 故に 詩に 於け 

る 主観 派と 客観 派 は、 その 表面上の 相対に かかわらず、 


絶対の 上位に 於て、 一 の 共通した 主観 を 有し、 共通し 

た センチ メント を 所有して いる。 そして この 本質 上の 

センチ メント が 無かった ならば、 実に 「詩」 というべ 

き 文学 は 無 いので ある。 されば ニイ チェが 歎いた こと 

は、 彼が いかにして 詩人で あり、 詩人 を 超越し 得ない 

と言う ことだった。 だが 彼が もし 詩人で なく、 実に 

へ— ゲルの 如き 学者で あり、 ビスマルクの ような 軍人 

であり、 そして 真に 鉄製の 意志 を 持った 独逸 人で あつ 

たなら ば、 始めから どんな ツァラ トス トラ も 無かった 

ろう。 実に 詩 は 現在し ない ものへの 憧憬で あり、 所有 

を 欲する 「自由への 欲情」 に 外なら ないから。 


故に 詩人 は、 彼が * 気質 的の センチ メン タリ ストで 

ある ほど、 それほど 逆に 英雄的な 叙事詩の 作家に なり 

らくだ 

得る だろう。 詩人が 権力 感情に 高 翔す るの は、 駱駝が 

獅子に なろうと し、 超人が 没落に よって 始まる ところ 

の、 人間 悲劇の 希臘的 序曲で ある。 あらゆる 文明の 源 

泉 はこの 叙事詩から 始まって くる。 故に 詩に 於け るヒ 

口 イズム は、 本質的に 「悲痛な もの」 を 情操して いる。 

否む しろ、 叙事詩の 真の 魅惑 は、 その 悲 痛感に よって 

尽きる ので ある。 悲痛 感を 外にして、 いかなる 叙事詩 

の 誘惑 も あり はしない。 いかに ゲ ー テの ファウスト や 

ダンテの 神曲 やが、 人間的 弱小の 非力 感 から、 或る 超 


人的な ものへ 飛ぼうと する 悲痛な 歎息 を 感じさせ るか。 

そして 支那の 詩の 多くの ものが、 沈痛 無比な 響 を 以て 

- J うが い 

人生 を 慷慨 悲憤して いる こと ぞ。 そして また その 故に、 

この種の 詩 ほど 真の 意味で 情緒 的で、 感傷の 深い もの 

が どこに あろう か。 

されば 叙事詩 は 言わば 「逆説され た 抒情詩」 であり、 

詩に 対する 詩の 反語に 外なら ない。 丁度、 科学が 人生 

に 於け る 詩の 反語で あり、 小説が 文学に 於け る 詩の 反 

語で あるよう に、 叙事詩 は 詩に 於け る 詩の 反語で ある。 

換言すれば、 それ は 主観に 反動す ると ころの、 最も 高 

調され た 主観的 精神で ある。 故に 真の 純一 の もの、 主 


観の 中の 純 主観で あり、 詩の 中での 純 詩と 言うべき も 

の は、 ポオの 名言した る 如く 抒情詩の 外にない。 (「実 

に 詩と いうべき もの は 抒情詩の 外にな しご ポオ) 他 は 

すべて その 反語で あり、 逆説で あるに すぎない の だ。 

此処に 至って 詩の 正統派 は、 遂に 浪漫派に 帰して し 

まう。 なぜなら 浪漫派 は、 始めから 純 主観の 情緒 主義 

によって 立って いたから。 のみならず 浪漫派 は、 恋愛 

を 以て 中心的の ものに 考えて いた。 けだし 恋愛の 情緒 

は、 あらゆる 主観の 中で 最も センチメンタル であり、 

最も 甘美な 陶酔 感を もってい るのに、 その 感傷 や 陶酔 

感 こそ、 抒情詩の 抒情詩た る 真の 本質の もので あるか 


らだ。 そこで もし ポオの 言葉 を附説 すれば、 「実に 抒 

情 詩と いうべき もの は 恋愛 詩の 外にな し」 で、 これ を 

主張した 浪漫派 こそ、 正しく 詩 派の 中での 正統 主義で 

あつたの だ。 

* 抒情詩 的な 感情と 叙事詩 的な 精神と が、 全 

く 同一 線 上の ものに 属する こと は、 大概 多くの 

詩人が、 この 両面の 詩情 を 一人で 兼ねてい る 事 

で 解る。 例えば ゲ— テ、 シ ルレ ル、 バイ ロン、 

てんめん 

ハイネの 如き、 何れも 情緒纒綿 たる 恋愛 詩の 詩 

人であって、 同時に 一方で ヒロイックな 叙事詩 


を 書いて いる。 のみならず、 ハイネ や バイ ロン 

等の 如き は、 一 方で 恋をしながら 一 方で 義人の 

如く 戦って いた。 ニイ チェに 至って は、 その 最 

も 典型的な 例であって、 彼の 妹に あてた 書簡の 

如き、 真の 女性的 愛情の 優し さを尽 している。 

故に 公理 を 言 えば、 善き 抒情詩の 作家の みが、 

善き 叙事詩 を 書き 得る ので ある。 

自殺した 芥川龍之介 は、 純一なる 小説家で か 

つ 芸術至上主義 者であった けれども、 一方で は 

これによ つて、 ヒロイックな 叙事詩 を 書こうと 


企てた ので ある。 著者が かって 他の 論文で、 彼 

を 「詩 を 欲情す る 小説家」 と 言った の はこの 為 

だ。 

第 十二 章 日本 詩歌の 特色 

以上 吾人 は、 主として 西洋の 詩に ついて 叙述して き 

た。 次に 我々 自身の もの、 日本の 詩に ついて 述べねば 

ならぬ。 もとより 詩の 原理す ると ころ は、 東西 古今 を 


通じて 一 であり、 時と 場所に よる 異別を 考え 得ない が、 

ひ がお のず 

その 特色に ついて 観察 すれば、 彼我 自 から 異 つた も 

のがなければ ならぬ。 そして この 特色から、 我々 の 詩 

は 著る しく 外国の ものと 異 つてい る。 実に 地球の 東と 

西と は、 詩に 於て 見る ほど 著る しく、 距離の 隔絶 を考 

えさせる もの はない の だ。 

第一 に 西洋と 日本と は、 詩の 起 元に 於け る 歴史から 

ちがって いる。 既に 前に 述べた ように、 西洋の 詩の 歴 

史は、 古代 希臘の 叙事詩から 始まって いる。 然るに 日 

本の 詩の 歴史 は、 古事記、 日本書紀 等に 現われた 

抒情詩から 出て いるの だ。 しかも 形式に ついて 見れば、 


西洋の 詩 は 荘重 典雅な クラシカルの 押韻 詩に 始まって 

いるのに、 日本の 上古に 発生した 詩 は、 すべて 無 韻 素 

朴の 自由詩で ある。 左に その 二三の 例 を 示そう。 

をと め  つるぎ 

少女の 床の べに 我がお きし 剣の 太刀、 その 太刀 

はや。 

やまと  さしの 

大和の 高 佐 士野を 七 行く 少女 ども、 誰お し 巻かむ。 

か  みき 

すずこり が 醸み し 酒に 我れ 酔 ひに けり、 ことなぐ 

し、 ゑぐ しに 我れ 酔 ひに けリ。 

きぬ 

尾 張に ただに 向へ る 一 つ 松、 人に ありせば 衣き せ 

まし を、 太刀 はけ まし を。 

こうした 自由詩に 始まった 日本の 詩 は、 後に * 支那 


との 交通が 開けてから、 始めて 万葉集に 見る 七 五 音の 

定形 律 (長歌 及び 短歌) の 形式 を 取る に 至った。 しか 

きわ 

もこの 定形 律 は、 韻文と して 極めて 大まかの もので 

あって、 一般 外国の 詩に 見る ような、 煩瑣な 詩学 上の 

法則がない。 外国、 特に 西洋の 韻文 は、 一 語 一 語に 

平仄し、 シラブルの 数 を 合せ、 行 毎に 頭韻 や 脚韻 や を 

踏むべく、 全く 形式的に 規定され たもので あるのに、 

日本の 長歌 や 短歌 や は、 単なる 七 五 音の 反復 をす るの 

ほ とん  えいたん 

みで、 殆ど 自然の ままの 詠歎で あり、 何等 形式と 言う 

べき ほどの 形式で ない。 すくなくとも 日本の 定形 律 は、 

西洋の 厳格な 「韻文」 に 比して、 極めて 非 形式的な 自 


由 主義の ものである。 

* 日本の 詩に 定形 律が 出来た の は、 支那の 詩 

に その 規約が あるの をみ て、 一種の 文化 意識 か 

ら 模倣した もの だと 言われて いる。 自然の まま 

で 発展したら、 原始の 自由 律で 行った のだろう。 

きょうそん 

(清 野 博士の 考証、 土 田 杏村 氏の 研究 等 を 参照 

せよ。) 

かく 日本の 詩 は、 内容 上に も 形式 上に も、 西洋と 全 

く 反対なる、 背中 合せの 特色に よって 発展して 来た。 


そして この 事情 は、 全く 我々 の 国語に 於け る、 特殊な 

性質に もとづく ので ある。 元来、 言語に 於け る 感情的 

な 表出 は、 主として 語勢の 強弱、 はずみ、 音調 等の も 

のによ るので あって、 アクセントと 平仄と が、 その 主 

なる 要素に なって いる。 然るに 日本の 国語に は、 この 

かんじん 

肝腎な アクセントと 平仄が 殆どない ため、 音律 的に は 

極めて 平板 単調の 言語に できて いる。 特に 純粋の 日本 

語た る、 固有の 大和言葉 がそう である。 試みに 我々 の 

言語から、 すべての 外来 音た る 漢語 一 切 を 除いてみ よ。 

後に 残った 純粋の 大和言葉が、 いかに 平板 単調な のつ 

ベら 棒で、 語勢 や 強弱の 全くない、 だらだらした 没 表 


情の もので あるかが 解る だろう。 

しかし こうした 没 音律の 日本語に も、 その 平板 的な 

調子の 中に、 或る 種の ュ ニックな 美が あるので、 これ 

が 和歌 等の ものに 於け る、 優美な 大和言葉の 「調べ」 

になって いる。 けれども この 特殊の 美 は、 極めてな だ 

ら かな女 性的な 美で ある 故に、 或る 種の 抒情詩の 表現 

に は 適する けれども、 断じて 叙事詩の 表現に は 適合し 

ない。 叙事詩 は 男性的な ものであるから、 極めて 強い 

語勢 を も つ た、 音律の きびきびした 音律で なければ、 

到底 表現が 不可能で ある。 アクセント もな く 平仄 もな 

い、 女性的 優美の 大和言葉 は、 いかにしても 叙事詩の 


発想に は 適しない。 これ 実に 日本に 於て、 昔から 真の 

叙事詩が 無い 所以で ある。 (此処で 「真の」 と 断 わるの 

は、 多少 それに 類した もの は、 上古に も 後世に も あつ 

たから だ。) 

思う に 日本語 ほど、 この 点で 特殊で あり、 

非 叙事詩 的な 国語 は 世界に 無かろう。 西洋の 言語 は、 

どこの 国の 言語で あっても、 ずっと 音律が 強く、 平仄 

や アクセントが はっきり している。 特に その 叙事詩 的 

のこと に 於て、 * 独逸 語 は 世界的に 著る しい。 独逸 語 

の 音律 は、 ニイ チェが 非難した 如く 軍隊の 号令 的で、 

ちょうせん 

どこまでも 男性的に きびきびし ており、 音 語が 挑戦 


的に 肩 を 張つ てる。 (実に 独逸と いう 国 は 言語から し 

て 叙事詩 的に 出来 上って いる。) 東洋に 於て さえ も、 支 

那語は 極めて ェピ カルで ある。 支那 語 は 古代の 漢音 か 

らして、 平仄に 強く アクセントが はっきりして いる。 

故に 支那の 文学 は、 昔から 叙事詩 的な 情操に 富み、 詩 

人 は 常に 慷慨 悲憤して いる。 吾人が 日本語に よって こ 

の 種の 表現 をしょう とすれば、 いかにしても 支那 音の 

漢語 を 借り、 和訳され た 漢文 口調です る 外 はない。 純 

粋の 大和言葉 を 使った 日に は、 平板 的に だらだら とす 

るば かりで、 どんな 激越の 口調 も 出ない。 (大和言葉 

によって は、 決して 革命 は 起らない。) 明治の 改革 は、 


実に 幕末 志士 の 漢文学から なされた ので ある。 

* 独逸 語と 支那 語と が、 発 韻に 於て 多少 似て 

いる ことに 注意せ よ。 今日 我が国の 軍隊 等で、 

少許 のこと を 「じゃっかん」 と 言い、 物 乾 場の 

こと を 「ぶっかん じょう」 と 言い、 滑稽にまで 

無理に 漢語 を 使用す るの は、 発音に 於け るェ 

よろこ 

ピックな 響を悦 ぶので ある。 著者 はかって 「郷 

土望景 詩」 の 或る 詩篇で、 一 種の 自己流な 漢文 

調から、 独逸 語に 似た 詩 韻 を 出そうと 試みた。 


かくの 如く 日本語 は、 本質的に 非 叙事詩 的な 国語で 

あって、 音律に 強弱が なく アクセントがない。 故に 日 

本 語の 詩文に あって は、 西洋 や 支那で 発育して いる、 

真の 形式的な 韻文 学と いう ものが、 始めから 全く 存在 

されない。 日本の 詩歌に 於け る 様式 は、 前に も 言う 通 

り 極めて 非 詩学 的の ものであって、 厳正に は 韻文と い 

う 外国語に、 ぴったり 適当され ない ほどの もの だ。 す 

くな くと も 日本の 詩 は、 西洋の 「韻文」 という 言語が 

も つ ている 特殊な 修辞 的な クラシ ズムに 適応すべく、 

ひっきょう 

あまりに 素朴で 散文的に 感じられる。 畢竟 日本の 詩 

は、 西洋 派の 「韻文」 という 語に ぴったり しないで、 


昔から 称呼され る 「謡い もの」 に 符節す るの だ。 

そこで 「謡い もの」 を 韻文と 言う 意味なら、 日本に 

も 一 種の 韻文 学が有る わけ だ。 例えば 平家物語 等が そ 

うであって、 これ 等 は その 内容 上から、 西洋の 叙事詩 

と 類 属さ る ベ き 文学 だ ろう。 しかし 平家物語 を 韻文 学 

として 批判す るに は、 その 形式の あまりに 単調 一律で 

あり、 韻文 価値の ない ことによって 退屈す る。 あの 単 

調な、 どこまで 行っても 七五調 を 繰返して いる 文学が、 

もし 韻文と 呼ばれる ものなら、 世の中に 韻文ぐ らい 退 

屈な もの は 無かろう。 畢竟す るに 平家 や 謡曲 等の 詩文 

は、 琵琶 その他の 音曲に よって 歌謡され る、 文字通り 


の 「謡い もの」 であって、 独立した 文学と して は、 韻 

文 価値の ない ものである。 

独立した 文学と して、 真に 韻文 価値 を 有する もの は、 

日本に 於て 和歌 俳句 等の 短篇 詩が あるの みで ある。 こ 

れ 等の 詩に は、 西洋 流の 形式 韻律がない —— 有っても 

見る に 足りない ほど 素朴で ある  けれども、 その 格 

律の 内部に 於て、 或る 特殊な * 有機的の 自由 律、 即ち 

いわゆる 

歌人の 所謂 「調べ」 があって、 不思議に 魅力の ある 文 

学 的 音楽 を 奏して いる。 そして この 限りなら、 日本の 

詩の 韻文 価値が、 必ずしも 外国に 劣り はしない。 しか 

しながら 困った ことに は、 それが 短篇 詩に のみ 限定 さ 


れて、 長篇 詩に は 拡大され 得ない ので ある。 この 日本 

語の 韻律 的 不自由に ついて、 少しく 次に 説明しょう。 

日本語に は 平仄 もな く アクセント もない。 故に 日本 

語の 音律 的 骨骼 は、 語の 音 数 を 組み合す 外にない ので 

あって、 所謂 五 七 調 や 七五調の 定形 律が、 すべて これ 

に基づいて いる。 然るに この 語数 律 は、 韻文と して 最 

も 単調の もので あり、 千篇一律なる 同 韻の 反復に すぎ 

ないから、 その 少しく 長篇 にわた る もの は、 到底 倦怠 

して 聴く に 堪えない。 故に 古来 試みられた 種々 の長篇 

韻文 は、 楽器に 合せる 歌謡の 類 を 別にして、 悉 く 皆 

ほろ 

文学的に 亡びて しまった。 例えば 万葉集に 於て 試みら 


れた五 七 調の 長歌 —— それ は 多分 支那の 定形 律から 暗 

示されて 創 形した II は、 一時 短歌と 並んで 流行し、 

丁度 明治の 新体 詩の 如く、 大いに ハイカラな 新 詩形と 

して 行われた が、 その後い くば くもなく 廃って しまつ 

た。 後に また 古今 集の 時代に なって、 一時 七五調の 

いまよう 

今様が 流行した が、 これ もまた その 単調から、 直ちに 

倦き て 廃れて しまった。 そして 最後に、 明治の 新体 詩 

が 同様な 運命 を 繰返した。 

かく 日本に 於て は、 古来から 種々 の 韻文が 試みられ、 

一時的に 流行して は、 たちまち 倦 かれて 廃って しまう。 

ひと 

ただ 独り この間に あって、 昔から 一貫した 生命 を 有す 


るの は、 三十 一音 字の 短歌で ある。 この 短詩の 形式 は、 

五 七 律 を 二度 繰返して、 最後に 七 音の 結 曲で 終る。 そ 

れは 語数 律の 単調 を 避け 得べき、 最も 短 かい 形式で あ 

る。 此処に は 同 律の 繰返しが 二度し かないから、 何等 

倦怠 を 感じさせない ばかりでなく、 却って その 反復 か 

ら、 快 美な リズミカルの 緊張 を 感じさせる。 けだし 日 

本 語の 音律と して は、 これが 許された 限りに 於け る、 

最も 緊張した 詩形であろう。 

故に 日本に あって は、 短歌 だけが 不朽の 生命 を 有し 

ている。 これ 以上 長い 詩形 は、 いくら 試みても 駄目で 

ある。 試みに 短歌の 上に、 も 一 つ だけ 五 七 音の 反復 を 


足して みょう か。 既にもう 緊張がぬ け、 単 律の ダル さ 

を 感ずる。 そして さらに 今一 つ を 加えて みょう か。 ム 「 

度 は 全く 今様 や 新体 詩の 退屈に なって しまう。 故に 許 

され 得る 最後の 詩形 は、 日本語と して 短歌の 外に 有り 

得ない。 後世に 生れた 俳句に 至って は、 さらに また 短 

歌の 半分し かない。 そして 短い もの ほど、 日本語の 詩 

として は 成功して いる。 

しかし 吾人の 悩み は、 いかにもして 日本語の 音律 か 

ら、 より 長篇の 詩が 作りたい と言う ことに ある。 おそ 

らくこの 同じ 悩み は、 昔の 詩人た ち も 感じて いた。 (さ 

れば こそ 古来 種々 の 新しい 詩形が 工夫され たの だ。) 


では この 悩み を 解決すべく、 我々 はどうしたら 好い の 

だろう か？ 先に 言った 短歌の 内部的 有機 律 を、 その 

まま 長篇の 詩に 拡張したら どうだろう か。 否。 それ は 

無効で ある。 なぜなら 詩の 骨骼た る 外形 律が、 既に 単 

調 を 感じさせる 場合に 於て、 内部的な デリ ケ— トな繊 

維 律 は、 何等の 能力 を も 有し 得ない から。 それで は 五 

七 や 七 五の 代りに、 他の 六 四、 八 五 等の 別な 音律 形式 

を 代用したら どうだろう か。 考える まで もな く、 これ 

は ど つ ち も 同じ こと だ。 今日 西洋 音楽に 唱歌す るた め、 

しばしば 六 四 調 や 八 五 調の 韻律され たもの を 見る けれ 

ども、 その 単調な こと は 何れも 同じく、 却って 七 五 音 


より 不自然 だけが 劣って いる。 

そこで 最後に 考えられる こと は、 一つの 詩形の 中に 

於て、 五 七 を 始め、 六 四、 八 六、 三 四 等の、 種々 の 変つ 

た 音律 を 採用し、 色々 混用したら どうだろう という こ 

とだ。 この 工夫 は 面白い。 だが それ だったら、 むしろ 

始めから 韻律 を 否定す るに 如かず である。 なぜなら 一 

つの 文の 中で、 八 六、 三 四、 五 七 等の、 種々 雑多な 音 

律 を 取り混ぜ るの は、 それ 自ら 散文の 形式 だから だ。 

韻文の 韻文た る 所以の もの は、 一 定の 規則正しき 法則 

によって、 反復 や 対比 やの 律動 を 持つ からで ある。 雑 

多の 音律が 入り 混った 不規則の もの だったら、 すくな 


くと も 辞書の 正解す る 「韻文」 ではない。 即ち それ は 

「散文」 である。 

故に この 最後の 考は、 詩の 音律 価値 を 高める ために、 

逆に 詩 を 散文に 導く —— すくなくとも 散文に 近くす る 

—— という、 不思議な 矛盾した 結論に 帰着して いる。 

そして 実に 日本の 詩の ジレンマが、 この 矛盾した とこ 

ろに あるの だ。 何と なれば 吾人の 国語 は、 正則に 韻律 

的で ある ほど 退屈で あり、 却ってより 不規則に なり、 

ょリ 散文的に なるほど 変化に 富み、 音律 上の 効果 を 高 

めて くるから。 そこで 「韻文」 という 言語 を、 かりに 

「音律 魅力の ある 文」 として 解説 すれば、 日本語 は 散文 


的で ある ほど 韻文 的で あると いう、 不思議な わけの わ 

からない 没 論理に 到達す る。 

しかも 日本の 詩の 起 元は、 事実上に この 没 論理から 

出発した。 即ち 前に 言った 通りに、 日本 詩の 歴史 は自 

由 詩 (不定 形な 散文 律) に 始まって いる。 そして この 

自由 律の 詩 は、 後代の 定形され た 韻文に 比し、 一 層よ 

り 自然 的で、 かつ 音律 上の 魅力に 於ても 優れてい る。 

すくなくとも 原始の 詩 は、 後代の 退屈な 長歌 等に 比し、 

はる 

音律 上で 遙 かに 緊張した 美 を もっている。 けだし 原始 

の 自由 律 は、 日本語の 本然 的な 発想であった のに、 後 

あるい 

代の 定形 律 は、 支那の 模倣で ない としても、 多少 或は 


不自然の 拘束であった ように、 今日から 推測され 得る 

ところが あるから だ。 しかし この 議論 は 別と しょう。 

とにかく 日本語の 音律 を 以てして、 短歌 俳句 以上の 長 

い 詩 を 欲するならば、 いかにしても 散文 律の 自由詩に 

行く 外、 断じて 他に 手段 はない ので ある。 

此処に 於て 吾人 は、 日本 詩壇に 於け る 最近の 自由詩 

が、 いつ 她何 にして 始まつ たかを、 当初の 歴史に つい 

て 調べて みょう。 現代詩 壇に 於け る 自由詩 は、 その 始 

め、 実に 新体 詩から 解体して、 次第に 済し崩し になつ 

たので ある。 即ち あの 新体 詩が、 反復 律の 退屈から 

よう や  すすき だ き ゆうきん 

漸く 人々 に 倦 かれて きた 時、 薄 田泣董 その他の 詩人 


が、 これに 音律の 変化と 工夫 を 求める ため、 六 四、 八 

かんばら ありあけ 

六 等の 破調 を 加え、 次第に 複雑に して 遂に 蒲 原 有 明 等 

に 至った ので ある。 故に 日本に 於け る 自由詩の 発生 は、 

欧洲に 於け る それと 全く 事情 を 異にして おり、 むしろ 

正反対で ある ことが 解る だろう。 欧洲の 自由詩 は、 高 

蹈派 等の クラシカルな 形式主義に 反抗して、 音律の 自 

由と 解放と を 求める ために 興った ので ある。 然るに 日 

本 は 反対で あり、 却って 新体 詩の 単調に 不満し、 音律 

の 複雑と 変化 を 求める ために 要求され た。 そして 尚 か 

つ、 それ は 日本 詩の 原始的 発生に 帰る ところの、 一 の 

自覚され ない 本然 主義の 運動で も あ つたの だ。 


かくの 如く 日本語 は、 韻文と して 成立す る ことが で 

きない ほど、 音律 的に 平板 単調の 言語で あるが、 他方 

に 於て これ を 補う ところの、 別の 或る 長所 を 有して い 

る。 即ち 語意の 含蓄す る 気分 や 余情の 豊富で あ つ て、 

まさ 

この 点遙 かに 外国語に 優って いる。 かの 俳句 等の もの 

が、 十七 字の 小 詩形に 深遠な 詩情 を 語り 得る の は、 実 

にこの 日本語の 特色の ためであって、 僅か 一語の 意味 

にさえ も、 含蓄の 深い ニュアンス を 匂わせて いる。 故 

に 俳句 等の 日本 詩 は、 到底 外国語で 模倣が できず、 ま 

たこれ を 翻訳す る こと も 不可能で ある。 そして この 日 

本 語の 特色から、 我が国の 詩 は 早くより 象徴主義に 徹 


入して いた。 その 象徴主義の 発見 は、 西洋に 於て 極め 

て 尚 最近の ニュ ー スに 属する。 (象徴の 精神が、 それ 

自ら 自由主義 である ことに 注意せ よ。) 

以上 吾人 は、 主として 国語の 関係から のみ、 日本 詩 

歌の 特色 を 考えて きた。 しかし 国語 は 民族の 反映で あ 

る 故に、 吾人が かかる 言語 を 持つ こと は、 取り も 直さ 

ず 我々 の 国民性が、 かかる 特色 を 有する ことに 外なら 

ない。 畢竟す るに 国語と 民族性との 関係 は、 表現に 於 

ける 形式と 内容との 関係で ある 故に、 その 形式され た 

る 国語 を 見れば、 その 内容して いる 民族性が、 いかな 

る もので あるかが 解る 害 だ。 この 日本国民 性の 特色に 


つき、 吾人 はさら に 深く 考える ところがなければ なら 

ぬ。 だが この 考察 は 後に 廻し、 順序と して 日本 詩壇の 

現状に つき、 次章に 論説 を 進めて 行こう。 

* 短歌に 於け る 有機的な 内部 律 (調べ) と は、 

言語の 構成され る 母音と 子音と から、 或る 不規 

則な 押韻 を 踏む 方式で あり、 日本の 歌の 音律 美 

は、 全く この 点に かかって いる。 特に 新 古今 集 

等の 歌 は、 この 点で 音韻 美の 極致 を尽 している。 

著者 はこれ に ついて 興味 ある 研究 を 持って いる 

けれども、 此処に 発表す る 余 頁の ない の を 遺憾 


とする。 

尚、 五 七 音 中に 於け る 小 分の 句節 (例えば 五 

音の 小 分され た 三 音 二 音) は、 法則の 外に 置か 

れる 自由の もので、 この 組合せ を 色々 にす る こ 

とから、 特殊の 魅力 ある 音律 を 作り 得る。 故 岩 

野 泡 鳴 はこの 小 分の 音律 を 法則し ようと 試みた 

が、 かくの 如き は 歌の 特殊な 「調べ」 を 殺し、 

自由の メロ ディ— を 奪う もので、 最も 無意味な 

考 である。 


第 十三 章 日本 詩壇の 現状 


明治 以後に 於け る 「新しき 日本」 の 詩 は、 大別して 

一 一 つ の 系統に わかれて 来た。 一 は 和歌 俳句の 伝統的 詩 

形に よる もので、 一 は 新 日本の 革新から、 欧風の 新し 

き 詩 を 創造しょう とする 一 派であった。 しかし 明治の 

当初に あって は、 和歌 等の 伝統 詩形に よって いるもの 

も、 精神に 於て は 後者と 同じく 共に 新 日本の 世界的 進 


出 を 考えて いた。 即ち 彼等 は、 その 国粋の 詩形に 新 時 

代の 情操 を 盛ろうと していた。 然るに その後、 文壇に 

於け る 自然主義の 思潮 —— は 日本に 於て は、 それが 反 

動的な 国粋主義 として 帰結した。 —— と共に、 次第に 

彼等 は 形式の 中に 巻き込まれ、 遂に 全く 島国 日本の 伝 

統に 還って しまった。 

これに 対して、 一方 欧風 詩 体の 創造 を 企図した 一派 

いわゆる  はつらつ 

は、 当時の 所謂 新体 詩で ある。 彼等の 元気 潑剌 たる 過 

渡 期の 詩人 は、 これによ つて 欧風の 詩 を 移植し、 新 日 

本の 若き 抒情詩 を 創った 積り で 得意に なって いた。 け 

れ ども その実、 彼等の 詩 体 は 何の 新しい もので もな く、 


いまよう 

日本に 昔から 伝統して いる 長歌 • 今様の 復活であった 

の だ。 即ち 彼等 もまた、 一 方の 改新 的な 歌人と 同じく、 

国粋の 詩形に 新しい 内容 を 盛ろうと したので、 言わば 

新体 詩の 本質 は、 当時の 所謂 「新派 和歌」 に 対照して、 

「新派 今様」 と 言わるべき もので あつたの だ。 —— 天 

が 下に 一 の 新しき もの ある ことなし！ (聖書) 

けれども 新体 詩 は、 幸いに して 形式の 中に 巻き込ま 

れず、 却って その 形式に 退屈して きた。 これ 前章に 述 

ベた ように、 和歌 俳句の 音律 的完 美に 対して、 この種 

の長篇 韻文が 愚劣で あり、 当然 一 時の 流行に よって 亡 

ぶべき 非 芸術的の ものであった からだ。 しかし 人々 は 


S お 

尚、 全く 新体 詩 を 見捨てなかった。 なぜなら 新 日本の 

青年た ち は、 和歌 俳句に よって 満足し 得ない、 別の 新 

しい 形式 を 欲して いたから。 そこで 改修と 新 工夫が、 

しばしば 新体 詩に 対して 試みられた。 遂に 七五調が 破 

格 を 生み、 単調の ものが 複雑に なリ、 そして 最後に、 

今日 見る 如き 自由詩に 到達した。 しかも この 自由詩の 

創造が、 日本に 於て は 既に 原始の ものに 属し、 国 詩の 

起 元す る 母体の ものであった こと は、 前章に 述べた 通 

リ である。 実に 日本に 於て は、 自由詩 ほど 古く 遠い も 

の はない ので ある。 —— 再度 言おう。 天が下に 一 の 新 

しきもの ある ことなし！ 


かくて 現在の 日本 詩壇 は、 判然たる 二 派の ものに 対 

立して いる。 一 は 和歌 俳句に よる 島国 的 鎖国の 一 派で、 

一 は 新体 詩 以来の 世界 進出 を 直系し、 自由詩に よって 

表現 を 求めて いる 一 派で ある。 実に 前章に 説いた 如く、 

日本の 詩の 有り得べき 形式 は、 この 三つの 者 —— 和歌 

と、 俳句と、 自由詩と —— の 外にない。 すくなくとも 

今日の 事態に 於て、 これ 以外の いかなる 詩形 も、 日本 

に 於て は 仮想され 得ない。 故に 吾人に しても し、 和歌 

俳句の 短詩 を 選ばない とするならば、 他の 残された 一 

つの もの、 自由詩 を 取る 外に 道 はない の だ。 かくて 現 

在す る 新 詩壇 は、 あらゆる すべての 詩人が —— 貴族 派 


に 属する もの も、 平民 派に 属する もの も、 抒情詩 的の 

詩人 も、 叙事詩 的の 詩人 も、 形式主義の 詩人 も、 自由 

主義の 詩人 も、 高蹈派 系の 詩人 も、 象徴派 系の 詩人 も 

I すべ て 一 切が 皆、 悉 く 無差別に 自由詩 を 作 つ て 

いる。 自由詩 以外の、 いかなる 新 詩形 も 日本に は 有り 

得ない の だ。 

ま 

故に 現 詩壇の 重要 事 は、 何よりも 先ず 自由詩の 本体 

を、 判然 明白に 知る ことで ある。 この 認識に して 不足 

ならば、 詩の 批判 さるべき 根拠が なく、 一  も 価値の 正 

邪 を 論ずる ことができないだろう。 然る に 現 詩壇の 常 

きわ  もうろう 

識は、 極めて この 点が あやふや であり、 朦朧 漠然とし 


しっそう  ほ とん 

た 雲の 中で、 認識が 全く 失踪して いる。 殆ど 多くの 

詩人 等 は、 何が 真に 自由詩で あり、 何が 散文で あるか 

ちう ま い 

の、 判別 さえ も 持って いない。 そして この 認識 的 蒙昧 

から、 詩の 質と 価値と は 次第に 低下し、 しかも これ を 

破邪顕正すべき 正 見がない。 実に 今日の 詩壇に 対して 

言うべき こと は、 詩人が 自由詩の 「創作」 を もつ こと 

でな くして、 自由詩の 「評論」 を もつ ことで ある。 な 

ぜ ならば 前者の 堕落 は、 後者の 批判な くして 救い 得な 

ヽゝ ？ o 

レ 力ら 

自由詩の 何物た るか は、 既に 前の 章 (韻文と 散文、 

その他) で 概説した。 しかし 今一度、 大切な 点 を はつ 


きりして おこう。 大切な こと は、 自由詩が 辞書の 正解 

する 韻文に 属しないで、 より 広義の 解釈に よる、 本質 

上での 韻文に 属する という ことで ある。 辞書の 正解す 

る、 言語 通りの 意味の 韻文と は、 一 定の 法則され たミ ー 

リズム 

タ ー や スタンザ を 持った ところの 拍 節の 正規 的な 形式 

文学 を 指す ので ある。 そして これに 対する 散文と は、 

かかる 形式的な 法則がない、 不規則に して 自由 律な 文 

学 を 指定して いる。 故に この 形式 上の 区別から みて、 

自由詩 は 明らかに 散文に 属して いるの だ。 けれども 内 

容の 上から 見れば、 自由詩 は 決して 所謂 散文 (即ち 小 

説 や 感想の 類) と 同じで ない。 また 形式 上から 考えて 


も、 これ 等の 普通の 散文と 自由詩と は、 どこかの 或る 

本質 点で ちが つ て いる。 そして このち がう ところ は、 

一 方が 「描写 本位 —— または 記述 本位 II の 文学」 で 

あるに 対して、 自由詩が 音律 美 を 重視す る 「音律 本位 

の 文」 であると いう ことで ある。 

そこで 韻文と いう 言語 の 意義 を 、 辞書 的 の 形式 観に 

よって 解釈せ ずして、 より 一義的な 本質 観に よって 解 

まさ 

釈 すれば、 自由詩 は 正しく 韻文の 一種であって、 散文 

と 言わる ベ きもので なくな つ てく る。 つまり 言えば 自 

由 詩 は、 不規則な 散文 律に よって 音楽 的な 魅力 を あた 

える ところの、 一 種の 有機的 構成の 韻文で ある。 そし 


てこの 「有機的 構成の 韻文」 と言う ことが、 自由詩の 

根本的な 原理で ある。 即ち それ は 有機的で ある 故に、 

形式 律の 法則に よって 分析され ず、 数学的の 計算に 

よって 割り出されない。 かの 自由詩 を 分析して、 これ 

に 形式 律の 拍節 法則 を 求めたり、 規則的なる 休止符 を 

ひっきょう 

求めたり する 人 は、 畢竟 この 自由詩の 哲学す る 有機 

律の 原則 を 知らない ために、 辞書 的解義 による 韻文の 

観念で 自由詩 を 律そうと する の 非に 陥つ ている ので あ 

る。 

こうした 思考の 混乱と 錯覚 を 防ぐ ため、 左に この 関 

係 を 表解しょう。 


表の A は、 韻文. 散文の 言語 を 文字通りに、 辞書 的 

に 正解した 場合で ある。 この場合 にあって は、 自由詩 

は 韻文の 側に 属しないで、 正しく 散文の 方の 円に 包括 


される。 然るに B の 場合 は、 同じ 言語 を 本質 上から、 

より 広義の 内容で 解説した 図解であって、 この 表で は 

自由詩が 韻文の 側に 属し、 散文の 方に 属して いない。 

あるい 

かく 同じ 自由詩が、 言語の 解釈 一 つに よって、 或は 散 

文の 一 種に 属し、 或は 韻文の 一 種に 属する。 そこで 自 

由 詩に 関する 一切の 誤謬と 偏見と は、 実に この ニ義の 

言語の、 同 一 概念に 於け る あやふやな 混乱 的 錯覚に 起 

因して いる。 即ち 或る人々 は、 これによ つて 自由詩に 

定形 律の 格調 を 求める ような、 前後 矛盾した 奇怪の 思 

考に 導かれる。 そして 他の 人々 は、 反対に 自由詩 を 低 

落させ、 全く 没 音律の 散文と 化する ことに、 それの 徹 


底した 主意が ある 如く 考えて いる。 そして この 後の 思 

考が、 実際に 於て いかに 今日の 詩壇 を 堕落 させ たかは、 

諸君の 事実に よく 知る ところであろう。 

今や 諸君 は、 かかる 邪説と 蒙昧から 解放され、 一 の 

判然たる 認識に 達しなければ ならない の だ。 諸君の 理 

性 を 透明に せよ！ 自由詩が もし 形式 律の 法則に 支配 

されたら、 それ は 何の 自由詩で も 有り得ない。 しかも 

自由詩に して 特殊な 音律 美がなかったならば、 言語の 

いかなる 本質 上の 意味に 於ても、 それ は 韻文と 言い 得 

ない もの、 即ち 本質 上での 散文 (詩で ない もの) であ 

る。 畢竟す るに 自由詩と は、 何等の 法則され た 律 格 を 


も 有しないで、 しかも 原則としての 音楽 を 持つ ところ 

の、 或る 「韻律な き 韻律」 の 文学で ある。 もし 諸君に 

して、 前の 図解の 意味が 判明し、 韻文 等の 言語に 於け 

る ニ義の 区別が よく 解ったら 此処に 言う 「韻律な き 韻 

なぞなぞ 

律」 「無 韻の 韻文」 という 語の 謎々 めいた 意味が 解り、 

そして 尚、 自由詩に 関する 一 切の 原理が 根本的に 解明 

されて くるであろう。 

そこで 吾人 は、 この 明瞭 にされ た 認識から 出発して、 

現 詩壇の 実情す る 自由詩 を 眺めて みょう。 

「韻文」 「散文」 という 言語 は、 元来 西洋から 来 


たもので あり、 昔の 日本に はない ものである。 

日本の 詩歌 は 原始から 自由主義で、 形式 上に 散 

文と 極く 類似した ものであるから、 こうした 西 

洋風の 形式 観に よる 対立 は、 我々 の 文学で 思惟 

されなかった。 故に 西洋人が 「詩 は 韻文の 故に 

詩な り」 と 考えて いる 時、 日本人 は 昔から 「詩 

は 調べで ある」 と 考えて いた。 「調べ」 と は 無形 

な 有機的の 音律で あり、 法則に よって 観念され 

ない リズムで ある。 だから 自由詩の 原理 は、 日 

本 語の 「調べ」 という 一語の 中に 尽きる ので、 

ずっと 昔から、 すべての 日本人が 本能 的に 知リ 


つくして いる 事で ある。 然るに 詩壇 は 自由詩の 

本体 を 日本に 見ないで 外国に 見、 彼の 「韻律」 

や 「韻文」 の 語 を 輸入し、 これ を 半可通の 理解 

で 使用した 為、 却って 知っている 事が 解ら なく 

なり、 自分の 顔 を 他人に 教えても らうよう な、 

愚昧な 混乱に 陥った の だ。 

所謂 律 格 論者の 思想 は、 次の 推理 式に 示され 

ている。 

自由詩 は 散文に 非ず。 即ち 韻文で なければ な 

ら ない。 


韻文に は 法則され た 律 格がなければ ならない。 

故に 自由詩に は 律 格が 無ければ ならない。 

この 思想の 大前提に 於て 考えられ ている 「韻 

文」 は、 B の 図式に よる 本質 観の 韻文で ある。 

(でなければ 始めから この 命題 は 成立し ない。) 

然るに 次の 小前提で 観念され ている 「韻文」 は、 

A の 図式に よる 形式 観の 韻文で ある。 かく 韻文 

という 言語が、 一 つ の 思想 中で 一 一 つ の 別 義に解 

釈 されて いる。 即ち 彼等 は、 倫理学で いう M の 

重犯 を 犯して いるの だ。 故に その 結論 は、 自由 

詩が 自由詩た る 為に 定律 詩で なければ ならない 


という 如き、 白馬 非 馬 的の 曲 弁に 導かれる。 

2 

最近の 日本 詩壇 は、 実に 自由詩の 洪水で ある。 到る 

ところ、 詩壇 は 自由詩に よ つ て 氾濫され ている と 言つ 

て も 好い。 だが これ 等の 自由詩  <  々はそう 考えて 

いる —— が、 果して 真の 意味の 自由だろう か。 換言す 

れば これ 等の 詩に 自由詩の 必須と すべき 有機的の 音律 

美 (SHIRABE) が、 実に 果して 有る だろう か？ 吾人 

の 見る ところの 事実に 照して、 正直に、 大胆に 真理 を 


言えば、 現に ある 口語 自由詩の 殆ど 全部 は、 すべて こ 

の 点で 落第で あり、 詩と しての 第一条 件 を 失格して い 

る。 何よりも 最初に、 著者 はこれ を 自分自身に 就いて 

言って おく。 なぜなら 著者 自身が 最初に 失格して いる 

詩人で あるから。 実に 著者の 悲しむ こと は、 自分の 過 

去の あらゆる 詩が —— 極く 少数の 作 を 除いて —— 一 も 

真の 音律 的 魅力 を 持たず、 朗吟に 堪えない ことで ある。 

(著者 はこの 点 を 明らかにして おく。 自分 は 常に どん 

な 時に も、 自己弁護 や 排他の ために 考える のでな く、 

きべん  ぞうお 

真理の 公明正大 を 愛する ために、 邪説 や 詭弁 を 憎悪す 

るの だ。 故に 著者に とって は いやしくも 正 理を眛 ます 


一 切 は  自分で あっても 他人で あっても  悉 く 

致命的に やつ つけねば 気がすまない の だ。) 

しかし 著者 自身に ついて 悲しむ より、 一般の 詩壇に 

なお 

ついて 見る 時、 この 失望 は 尚 甚だしい。 実に 現に ある 

口語 詩の 大部分 は、 殆ど 何等の 音律 的 魅力 を 持って い 

ない。 だれの 詩 を 見ても 皆 同じく、 ぼたぼたした 「で 

ある」 口調の、 重苦しい 行列で ある。 それらの 詩語に 

は、 少しも 緊張した 弾力が なく、 軽快な はずみが なく、 

しんみり とした 音楽 もない。 ただ 感じられる もの は、 

単調に して 重苦しく、 変化 もな く 情趣 もない、 不快な 

ぬるぬるした 章句ば かりだ。 そして 或る 他の 別な 詩人 


等 は、 強いて 言語に 拳骨 を 入れ、 田舎 政治家の 演説み 

たいに、 粗野な がさつな 音声で 呶 鳴り 立てて いる。 

或は もし その 人た ちが、 かかる 種 属の詩 を 以て 真の 

「叙事詩 的の もの」 と 考えて いるなら、 一 つの 笑殺す ベ 

いわゆる 

き 稚気で ある。 今日の 所謂 プロレタリア 詩の 如き、 

概ね 皆 この類の ものであるから、 特に 詩壇の ために 

啓蒙して おこう。 

真の 芸術的 価値に 於け る 叙事詩 は、 決して かかる 粗 

雑なる、 暴力団 的 激情の もので はない。 ゲェテ のファ 

ゥ ストで も、 ミルトンの 失 楽園で も、 そこに は 人間的 

ちょうせん 

非力 を 以て、 神 や 運命に 挑戦して いる 思想の 深い 哲 


学が 語られて おり、 それによ つて、 人間性の 地獄から 

呼び あげてく る 真の 力強い ヒロイックの 権力 感を 

こうしょう  エピック 

高 翔 さすの だ。 そして あらゆる 叙事詩、 及 び 

叙事詩 的な ものの 本質 は、 この種の 深刻なる 悪魔 的 

はんぎゃく  せんどう 

叛逆 感に 基調して いる。 田舎 政治家の 煽動 演説に お 

だ てられて、 中学生 的 無邪気の 感激で 跳ね 廻る ような 

文学 は、 何等の 叙事詩で もな く 叙事詩 的な もので も あ 

リ はしない。 思想の 点 は 別と しても、 第一 にこうした 

詩 は、 真の 高 翔感的 陶酔 を あたえるべき、 力強き ェピ 

カルの 音律 美 を 持たねば ならぬ。 そして 詩に 於け る こ 

の 魅力 は、 救世軍 的 大道 演説の 太鼓の ような、 がさつ 


な 雑音と は 別物で ある。 何等か そこに は、 しっくりと 

して 心に 沁み、 胸 線の 秘密に ふれ、 深い 詩情の 浪を呼 

び 起して くるよう な もの、 即ち 音律と しての 「美」 が 

なければ ならない。 

実に 驚くべき こと は、 今日の 日本の 詩に、 一 もこの 

音律 美がない という ことで ある。 その 或る もの は 単調 

に ぼたぼた とし、 他の 或る もの はがさつ に 粗暴な 音声 

を ふり 立てて いる。 抒情詩 的に も、 叙事詩 的に も、 一 

も 心に 浪を 起し、 真の 詩的 陶酔 を 感じさせる 自由詩が 

ない。 そして こんな 没 音律の 詩と いう もの は、 支那に 

も 西洋に も、 昔に も 今にも、 かって 見た ことがない の 


である。 西洋 近代の 詩 はもと より、 日本の 原始の 自由 

詩で も、 すべて 詩と しての 魅力が あると ころに は、 必 

ず 特殊の 音律 美が ある。 かの 幕末の 志士 等が 作った 非 

こうが い 

芸術的な 慷慨 詩で も、 やはり 漢詩と しての 音律 美 を も 

ち、 それによ つて 吾人 をェピ カルに 陶酔させる。 最近 

の 日本 詩壇に 於け る 詩の 如く、 殆ど 全く 音律 美が なく、 

朗吟に さえ 堪えない ような もの は、 決して 「自由詩」 

という 名称に 価し ない。 もし 現 詩壇の 常識が、 この 音 

律 美の ない こと を 以て、 自由詩の 自由詩た る 所以で あ 

ると 考えて いるなら  * 確かにそう 考える 人が いる 

—— 自由詩 ほど 愚劣に し て 意味 のない 文学 は 宇宙 に な 


いの だ。 

要する に 今日の 所謂 自由詩 は、 真に 詩と 言わ る ベ き 

もので なくして、 没 音律の 散文が 行 別け の 外観で ごま 

かしてる ところの、 一 のニセ モノの 文学で あり、 食わ 

せ ものの 似而非 韻文で ある。 著者 は あえて 大胆に、 正 

直に、 公明正大に  著者 自身 を 含めて  断言し よ 

う。 今日 ある 如き 所謂 自由詩 は 詩と しての 第一条 件 を 

タイム 

欠いて いる 駄文 学で、 時の 速い 流れと 共に、 完全に 抹 

まっさつ 

殺さる ベ きもので あると。 しかしながら この 抹殺 は、 

最近の 口語 自由詩の みに 限られて いる。 少し 以前に 

あった 文章語の 自由詩 は、 必ずしも 同じ 系 類に 属しな 


い。 なぜなら それらの 文語 詩に は、 すくなくとも 朗吟 

に 堪える 音律が あり、 よりきび きびと した、 弾力と 屈 

折の ある、 魅力に 富んだ 美が あつたから。 すくなく と 

も 文語 詩 は、 自由詩と 言い 得る 程度の 有機的 音律 美 を 

有して いた。 

此処に 於て 問題 は、 文章語と 口語との、 音律 上に 於 

ける 特色の 比較に 移って くる。 そして この 比較で 言え 

はる  まさ 

ば、 すくなくとも 音律 上で、 文章語 は遙 かに 口語に 優つ 

ている。 試みに 両者 を 比較して みよ。 口語の 「である」 

に 対し、 文章語の 「なり」 が 如何に 簡潔で きびきびし 

ている か。 「私 はそう B ずる」 と 「我れ かく 信ず」 で、 


ど つちの 発音に 屈折 や 力が 多い か。 「そうであろう」 

と 「あらん」 との 比較で、 どっちが 音律 的に 緊張して 

いるか。 すべての 比較に 於て、 文章語 は 弾力に 富み、 

屈折と 変化 を 有し、 簡潔で きびきび している。 反対に 

口語 は、 音律が 散文的で、 緊張 を 欠き、 重苦しく 無 変 

化で ぼたぼた している。 両者の 音韻に 於け る 切れ味 は、 

すくなくとも 鋭利な 刃物と 鈍刀ぐ らいの 相違が ある。 

そもそも この 二つの 言語に 於け る、 特色 上の 相違 は 

きた 

どこから 来り、 何に 原因して いるの だろう か。 第一 に 

不思議な こと は、 文章語と い うような 特殊の 言語が、 

どうして 日本に 発達した かとい う 事で ある。 だれも 


知っている 通り、 西洋に はこん な 特殊な 言語が なく、 

昔から すべての 詩文が、 日常 語の 修辞に よって 書かれ 

ている。 然るに 日本 は、 早く 昔から 文章語が 出来、 実 

用語と 芸術 語と を、 判然と 分けて 使用して いた。 思う 

に その 特殊な 事情 は、 日本語の あまりに 平板 単調で あ 

ると ころから、 表現 上の 屈折と 力と を 求める ために、 

古来 多くの 文学者に よって 改修され、 自然に 少しずつ 

ゆが  へんぼう 

歪められて、 遂に 全く 日常 語から 変貌した 特殊の もの 

になった のだろう。 けだし 芸術的 精神の 本質 は、 或る 

高い 飛躍 を もった、 心 を 上位に 引き あげる もので あり、 

本質的に 貴族 感 的の ものであるから —— すべての 芸術 


の 本質 は、 この 点で 皆 叙事詩 的で ある。 —— 芸術的 表 

現の 場合に 於て は、 日常 語の 卑俗 感が 不満され、 必然 

に 美と 力 を 持つ ところの、 より 調子の 高い ものに 改修 

される。 (この 点で は 西洋の 文学 も 同じで ある。 厳重 

に 言えば、 西洋で も 文章語と 日常 語 は 同一 でない。) 

かく 日本に 於て は、 国語の 特殊な 事情から、 文章語 

が 変則の 発達 をして、 全く 日常 語と 異別 する ように 

なって しまった。 然るに かく 二 つの 言語が 別れた 以上 

は、 表現す るすべ ての 人が 文章語の み を 使用す る 故、 

一 方の 俗語 は 全く 芸術から 除外され、 爾後 は 全然 実用 

語と しての み、 専門に 使用され るよう になって しまつ 


た。 然るに 言語と いう もの は、 芸術 上に 使用され ての 

み、 始めて 美 や 含蓄 や を 持つ ので あるから、 かく 実用 

語と して 閑却され た 日本語 は、 久しい 間 何の 洗練 もな 

く 発展 もな く、 無趣味 雑駁な 俗語と して、 単に 日常 生 

活 の 所用 を 弁ずる だ け の 言語と して 止まって いた。 

然るに 明治の 末にな つてから、 西洋の 言文一致 を 学 

ぼうとして、 始めて この 日常 語が 文章に 取り込まれ、 

永く 物置 場に 投げ込まれ ていた 日本語が、 急に 芸術的 

に 研ぎ 出される 状態に なって きた。 しかし 言 文 一 致が 

始まって から、 今日 まだ 漸く 半世紀に 達しない。 こ 

の 短い 間に、 どうして それが 芸術的に 完成され 得よう 


か。 今日 英語 や 仏蘭西 語の 西欧 語が、 文学的に 洗練 さ 

れた 言語と して 輝いて いるの は、 実に 過去 何 世紀の 永 

い 間、 それが 詩文の 上に 使用され ていたから である。 

その 始めは 彼等の 国語 も、 殆ど 文学的に 使用で きない 

粗野の 蛮人 語に すぎなかった の だ。 然るに 今日、 我々 

の 日用 語が それに 同じく、 漸く 始めて 文学的 修辞の ノ 

ミが、 第一 刀 を 加えようと している 事態に ある。 そこ 

に 詩と しての 使用に 堪え 得る、 音律 や 美がない の は 当 

然 である。 

されば 現 詩壇の 低落 は、 詩人 その 人の 無能で なくし 

て、 彼等の 使用す る 口語 そのものの 欠陥に ある。 もし 


文章語 を 使用 すれば、 今の 多くの 詩人 等 も、 決して 過 

去の 作家に 劣らない 詩 を 書く だろう。 しかも 彼等 は、 

あえて その 道 を 取ろうと しない。 何故だろう か？ 他 

なし 〔# 「他な し」 は ママ〕 今日の 詩人に と つ て、 文章語 

そのものが 既に 過去に 属し、 蒼 古と して 生活 感 のない 

ものに 属する からだ。 実に 文章語の 有する 世界 は、 鎖 

国 日本の 伝統の ものに 属して、 新 日本の 鮮新感 に 触覚 

しない。 故に 今日の 詩人 等 は、 自ら 口語 詩の 非 を 知り 

つつ、 しかも あえて その 危険 を 冒して いるの だ。 著者 

の 如き もまた その 不運な 一人であって、 自ら 自己の 非 

芸術 を 感じながら、 しかも 如何と もす る ことができな 


いの だ。 

此処に 於て 最近の 詩 は、 この 音律 美に よって 失う も 

の を 他の 手段に よって 代用 させ、 以て 漸く 詩の 詩た る 

面目 を 保持し ようと 考えて いる。 どうす るか と言うに 

れんそう 

言語の 表象す る 聯想 性 を 利用して、 詩 を 印象 風に 描き 

出そうと いうので ある。 即ち 例えば 「春が 馬車に 乗つ 

むさぼ 

て 通って 行った」 とか、 「彼女 は バラ 色の 食慾で 貪り 

食った」 とか、 「馬の 心臓の 中に 港が ある」 とかいう 類 

の 行 句であって、 近時に 於け る 自由詩の 大部分 は、 た 

いてい この種の 詩句 を、 五行 十 行に わたって 連続 させ 

たもので ある。 著者 はこの 種の 詩 を 称して、 かって 「印 


象 的 散文」 と 命名した。 なぜなら その 詩感 は、 何等 音 

律から くる 魅力で なくして、 主として 全く 語意の 印象 

的 表象に 存す るからで ある。 

そこで 第一に 問題な の は、 この種の 文学が 果して 詩 

であるか 否かと 言う ことで ある。 これに 対して 吾人 は、 

その 或る 点 を 十分に 承諾す る。 確かに、 すくなくとも 

本質 上で、 これ 等 もまた 「詩の 一 種」 である。 なぜな 

ら それ は 印象 を 印象と して 描いて るので なく、 主観の 

感情の 意味に よって、 それ を 情 象して いるから である。 

そして 情 象す るすべ てのもの は —— 例え 音律 美の 全く 

ない 散文で も —— 吾人の 新しき 定義に よって 「詩」 と 


認める。 しかし 吾人の 認定 は、 単に その 点に 止まって 

いる。 詩と しての 真価に ついては、 いかにしても 満足 

のでき る 承諾 を あたえ 得ない。 なぜならば この種の 魅 

力 は、 皮膚の 表面 を 引つ 搔 くような、 軽い 機智 的の も 

のに 止まり、 真に 全感 的に 響いて いる、 詩と しての 強 

い 陶酔 感 や 高 翔感ゃ を、 決して 感じさせる ことがない 

からだ。 詩が 全感 的に あたえる 強い 魅力 は、 常に 必ず 

音律 美に 存 している。 故に 音律 美の ない この種の もの 

は、 詩と して 末流の ものにす ぎない の だ。 

実に 今日の 我が 詩壇 は、 この種の 印象的 散文に よつ 

て 充満して いる。 人々 は 自由詩の 名に よって、 直ちに 


それ を 聯想す る ほど、 一 般に 広く これが 普遍して いる。 

実際 音律 美の 殆ど 欠けて いる 口語に よって、 いくぶん 

詩ら しい 文学 を 書こうと すれば、 これより 外に 行く 道 

はない かも 知れない。 この 点に 於て は、 著者 も 同様の 

仲間で あり、 自分の 非難 を 自分に 向けて いる 一族で あ 

る。 だが それに も かかわ らず 著者が この 非難の 声 を 高 

くす るの は、 実に 今日の 我が 詩壇が、 詩の 真に 何物た 

るか を 知らずに おり、 誤って 虚偽の もの を 正と 信じて 

いるから である。 最も 愚劣 千万な の は、 人々 が この種 

の 似而非 自由詩 (印象的 散文) に 見慣れた 結果、 それ 

を 以て 新しき 詩の 正道で あると 考え、 実に 有るべき 真 


の 詩 を、 理念から 閑却して いる ことで ある。 

思う に 現 時の 詩人た ち は、 いつも 彼等の 眼 先に ちら 

ついている、 そうした 印象的 散文 を 読んで いるの みで、 

一 も 外国の 詩 を 読まず、 また 自国の 過去の 詩に ついて 

も 知らないの であろう。 もし 彼等に して 西洋 や 支那の 

詩 を 読み、 自国の 過去の 詩 を 読んだら、 東西 古今 を 通 

じて、 一 も かくの 如き 没 音律の 詩がない こと、 また 詩 

の 詩た る 真の 魅力が、 音律 美 を 外にして ぁリ 得ない こ 

と を 知る であろう。 そして この 点に 気がつくならば、 

現 時の 詩壇に ある 如き 似而非 自由詩が、 根本的に 承諾 

されない ものである こと、 いかにも してより 高い イデ 


ャの 方へ 善導して 行かねば ならない こと を 知る だろう。 

そしても し、 諸君に して そこに 気が付くならば、 詩壇 

の 正義 は 回復され、 批判の 眼 は 正しくな リ、 すくなく 

とも 詩の 進出 を、 正しき 方向に 導き 得る の だ。 

こんとん 

要するに 現 時の 詩人 は、 日本 文明の 混沌た る 過渡期 

に 於け る、 一 の 不運な 犠牲者で ある。 今日から 批判し 

て、 過去の 新体 詩人が 時代の 犠牲者であった 如く、 吾 

人 もまた 近い 未来の 文化から 追懐され、 不幸な 犠牲者 

として 見られる だろう。 実に 吾人の 痛感す る あらゆる 

不運 は、 現代の 混沌た る 日本 文明 そのものに 原因して 

いる。 今日の 我が国 は、 過去の あらゆる 美が 失われて、 


しかも 新しい 美が 創造され 得ない、 絶望 悲痛の どん底 

ひと 

に 沈んで いる。 この 不運に 際して 悲しむ もの は、 独り 

吾人の 詩人 のみでない。 第一 「新しき 国語」 の 無いた 

めに、 日本の 小説 そのものが 堕落して いる。 実に これ 

を 明言しょう。 近き 文壇に 於け る 我が 小説の 低落 は、 

彼等が そ の 芸術的 に 訓練され ない 猥雑の 口語文 を 以て 

した 為に、 外国 文学に 見る 如き 高貴な 詩人 的の 心 を 失 

げさく 

い、 江戸 文学の 続篇た る 野卑 俗調の 戯作に 甘んじ、 一 

歩 も それから 出る ことができなかった の だ。 

故に 今日の 問題 は、 何よりも 先ず 「国語」 の 新しき 

創造で ある。 国語に して 救われなければ、 詩 も 小説 も 


有リ はしない。 この 時、 この場合、 吾人 は暫 らく 「韻 

文」 「散文」 の 言語 を 止めよう。 なぜなら 詩の 言語 は、 

文化の 最後に 咲く 花で あり、 混沌た る 今日の 時代の も 

のに 属しない から。 今日の 最大 急務 は、 詩の 言語 を考 

こんてい 

える ことで なくして、 先ず その 根柢た るべき 日常 語 を 

改訂し、 これ を 導いて 芸術 化し、 以て 第一 に 「散文 学」 

そのものの 本塁 を、 新しき 文化の 上に 築く こと だ。 今 

日の 詩人 諸君が 知るべき こと は、 実に 我々 の 今の 社会 

に、 真の 「散文」 が 生れて いないと 言う 事で ある。 故 

に 詩人 諸君の 為すべき こと は、 今日に 於て 詩 を 作る よ 

り も、 むしろ 先ず 散文 を 創造す る ことに あるか も 知れ 


ない。 そして この 最後の 見解から、 始めて 現 詩壇の 自 

由 詩 を 肯定し 得る。 なぜならば 今日の 自由詩 は、 それ 

自ら 一種の 「新しき 散文」 である からだ。 そして 日本 

に 於け る 新時代 は、 正に この 散文の 上に 建設され、 未 

来の 希望 ある 進出に 向う だろう。 

然り！ 詩の 時代 は 未だ 至らず。 今日は 正に 散文 前 

期の 時代で ある。 

* 今日の 奇怪なる 詩人の 中には、 有機的 音律 

の ある 真の 自由詩 を 以て、 過去の 「古き もの」 

と 考え、 何等の 音律 美 もない 平坦 無味の 詩を以 


て、 新 様式の 「新しき もの」 と 考え、 かつ それ 

を 信じて いる 人が ある。 現 詩壇の 低落 は、 一 つ 

もうけん  あずか 

に は 彼等の 妄 見と 曲 弁が 与 つてい る。 


士 n 侖 

.km- nil 口 


島国 日本 か？ 世界 日本 か？ 


東と 西と。 一 つの 越えが たい 国境から、 地球 は 永遠 

に 対立して いる。 何故に 我々 は、 いつまでも 此処に 留 

まり、 国境 を 越えて 行く ことができない のか。 太陽 は 


照り、 氷山 は 流れて いる。 時 は 既に 正午の 線 を 過ぎた 

けれども、 万象 は 死んで 動かず、 地上に 一 の 新しい 変 

化 もない。 永遠に、 永遠に、 東の もの は 東 を 向き、 西 

の もの は 西 を 向いて いる。 いか なれば 世界の 景色 は、 

かく も 単調に うら 悲しく、 よそよそしげ に 見える の だ 

ろう。 

しかしながら 我々 は、 既に この 単調から 鬱屈して い 

る。 今や 眠れる ものの 上に、 新しき 欲情 は 呼び 起され、 

世界の 変化 は 近づいて いる。 実に 吾人が 求める もの は、 

詩に、 文学に、 芸術に、 文明に、 すべてに 国境 を 越え 

て 行こうと する、 東からの 若い 精神で ある。 しかも こ 


の 「東方の 巡礼」 は、 既に 幾度 か 出発し、 西に あこが 

れて 行き、 そして 国境の あたり を さまよい、 空しく ま 

た 家に 帰って来た。 幾 組 も 幾 組 も、 同じ 巡礼の 一 団が、 

後から後から 出かけて 行き、 空しく 皆 道に 迷って 帰つ 

てきた。 かくて 永久に、 日本 は 昔ながら の 日本で あり、 

地上に 一 の 新しき 変化 も 起って いない。 退屈なる か 

な！ 何故に いつまでも、 吾人 はこの 鎖国され た 島国 

から、 一歩 も 出る ことができない のか？ 

思う に 過去の 巡礼 等 I 詩人 や、 文学者 や、 思想家 

や —— は、 その 西方への 道 を 誤っていた。 彼等 は 狂つ 

た 磁石 を もち、 方角 を 錯覚して、 空しく 西洋の 幻像 を 


追いながら、 迷路の 中に 道 を 失って 帰って きたの だ。 

吾人の 測量され た 地図に よれば、 日本から 世界の 公道 

に 通ず る 道 は、 ただ 一 つの 直線され たもの しかない。 

他 はすべ て 迷路であって、 無数の 複雑した 岐路の 中に、 

人 を 惑わす ものにす ぎない の だ。 吾人 はこの 書の 結論 

として、 最後に この 点 を 明らかにし、 新 日本の 詩と 文 

明と が 求める もの を、 本質に 於て 啓示して おかねば な 

ら ない。 


西洋文明の 様式 は、 宗教 (神話) や 道徳 に対すると 

ころの、 科学 や 哲学の 懐疑 思想に 出発し、 かっこの 主 

観 精神と 客観 精神との、 不断の 対立から 成立して いる。 

然るに 懐疑 するとい うこと は、 既に 有する 信仰 を 失う 

ことから、 別の 新しき 信仰 を 求めよう とすると ころの、 

人間性の 止みが たき 熱望に 動機す るので ある 故に、 西 

洋 文明に 於け る 客観的 精神の 本質 は、 本来 「主観への 

逆説」 であり、 詩 を 否定しょう とすると ころの、 別の 

詩的 精神の 反動に 外なら ない。 (科学が 詩的 精神の 反 

語で ある こと は 前に 述べた。) (「人生に 於け る 詩の 概 

観」 参照) 


されば 西洋に 於け る 一 切の 文明 思想 は、 結局 言って 

「主観 を 肯定す る 主観 精神」 「主観 を 否定す る 主観 精神」 

との、 二つの 主観 精神の 対立に 外なら ない。 そして 芸 

術が また この 二つの 精神に よって 対立され ている。 例 

えば 詩に 於て は、 前に 言った 「抒情詩」 と 「叙事詩」 

の 関係が これで ある。 そして この 抒情詩 的 精神と 

叙事詩 的 精神と は、 他の すべての 芸術に 共通して いる。 

即ち 前に 説いた ように、 小説に 於け る 浪漫主義と 自然 

主義と が、 この 同じ 関係の 対立で ある。 美術に あって 

は、 一方に ミレ— ゃゴ— ガン 等の、 抒情 派が あり、 一 

方に ピカソ ゃセ ザンヌ 等の、 歪んだ 科学的の 叙事詩 派 


が ある。 音楽が また 同じく、 ス， X  ^で メロディアス 

の 抒情 的 音楽と、 荘重 で リズ ミ 力 ルな 叙事詩 的 音楽と 

が、 昔から 常に 対立して いる。 

かくの 如く 西洋の 文明 は、 抒情詩 的 精神 と 

叙事詩 的 精神との 対流で あり、 主観に 正 説す る 主観的 

精神と、 主観に 逆説す る 主観的 精神との 二つの 者の 相 

対に 建設され ている。 そこで 吾人 は、 この 前の 者 を 称 

して 「主観主義」 と 言い、 後の 精神 を 称して 「客観 主 

義」 と言う。 西洋の 文明、 及び その 芸術に 於て 考えら 

れる 主観と 客観の 関係 は、 すべて この 意味の 観念に 外 

ならない。 即ち その 客観と 言う も、 本来 主観の 逆説で 


あり、 相対 関係の 線 上に 立つ ものに 外なら ない。 然る 

に 日本の 文明と 芸術と は、 始めから この 相対 を 超越し、 

絶対の 立場で 客観 や 主観 を 考えて いる。 日本人の 文明 

思潮 は 全然 外国と ちがう ので ある。 

日本人の 文明 観で は、 自我 意識が 常に エゴの 背後に 

隠れて いる。 なぜなら 真の 絶対 自我 は、 非 我と 対照 さ 

れる 自我で なくして、 かかる 相対 関係 を 超越した とこ 

ろの、 絶対 無意識の もので なければ ならない から。 (故 

に 前に も 他の 章で 言った 通り、 日本の 会話で は 「私」 

の 主格が 省略され る。) 然るに 宗教 観 や 倫理 観 や は、 本 

来 エゴイズムの ものであって、 自我 意識の 強調され た 


ものなる 故、 日本人に はこの 種の 情操が 本性して いな 

い。 日本人 はすべ て 超 宗教 的、 超 道徳的で ある。 した 

がって また 日本人 は、 これに 対する 反動の 懐疑 思想 も 

持って いない。 即ち 日本に は、 古来い かなる 哲学 も 科 

学 も 無い ので ある。 

こうした 日本人の 文明 は、 ひとえに ただ 芸術に 向つ 

て 発達す る 外はないだろう。 なぜなら 芸術 は 絶対主義 

の ものであって、 すべての 相対的 抽象 観念 を 超越した 

ところの、 真の 具象的. 象徴的の ものであるから。 し 

かしながら また、 こうした 立場に 立つ 日本人の 芸術が、 

始めから 西洋の それと 特色 を 異にする こと も 明らかで 


ある。 我々 の 文明 情操に は、 始めから 相対 上の 主観と 

客観が 無い ので あるから、 芸術 上に 於ても、 勿論 また 

西洋に 於け るよう な 主観主義と 客観主義、 即ち 

抒情詩 的 ii 神と 叙事詩 的 精神の 対立がない。 日本で 考 

えられて いる 芸術 上の 主観主義と 客観主義と は、 

抒情詩と 叙事詩の 対立で なくして、 実に 和歌と 俳句と 

の 対立 を 意味す るので ある。 

日本の 俳句が 世界に 於て いかに 特殊な 文学で あり、 

いかに レア リス チックな 詩で あるかと 言う こと は、 前 

に 他の 章で 述べた 通りで あるが、 もう 一 度 改めて 言つ 

てお こう。 何よりも 著る しいの は、 俳句の 立脚す る 精 


神が、 西洋の 叙事詩と 正反対に 立って いると いう こと 

である。 叙事詩の 精神 は 「主観に 対する 反語」 であり、 

こラ しょ ラ 

否定に よっての 高 翔な のに、 俳句 はむしろ 「没 主観へ 

の徹 入」 を 精神と し、 東洋 的 虚無 感 —— それが 西洋の 

ニヒリズムと、 全然 反対の ものである ことに 注意せ よ。 

—— に 浸ろうと する。 西洋の 叙事詩の 精神 は、 科学の 

客観主義と 共通で あり、 自然 を 肯定す るので なく、 自 

然を 征服しょう とすると ころの、 主観的 権力 感の 現わ 

れ である。 然るに 俳句 はこれ に 反し、 自然の 中に 没入 

し、 自然と 共に 楽しもう とする のであって、 科学 や 叙 

事 詩の 立脚す る 客観主義と は、 全然 精神が 異 つてい る。 


俳句 は 言わば、 詩に 於け る 絶対的 客観主義 だ。 それ は 

反動的で なく、 日常生活の 現実して いる 平凡 事 を、 そ 

の 平凡 事と して 楽しんで いる。 

されば 日本に 於け る 多くの 文芸、 特に 客観主義の 文 

芸は、 本質的に 皆 俳句の 精神と 共通して いる。 現 時の 

文壇に あっても、 日本の 文学が いかに 俳句 臭味の もの 

であるか は、 何よりも その 作品 を みれば すぐに 解る。 

すくなくとも 日本の 末期 自然 主 義ゃ レ ァ リズ ムゃ は、 

西洋に 於け る それと 異質 的に ちがって いる。 西洋の 文 

学に 於け る 自然 派 等の レア リズム は、 明らかに 

叙事詩 的の 精神から 出た ものである。 即ち それ は、 浪 


漫 主義 —— 抒情詩 的の もの —— への 反動で あり、 愛 や 

レア— ル 

人道 やの 情緒 を 憎んで、 冷酷な 真実 を 暴露 させようと 

すると ころの、 反 主観への 逆説で ある。 故に 彼等の 作 

品 は、 常に 人生に 対して 憎悪し、 意地悪し き 冷酷の 眼 

を 以て、 社会の 「真実」 を 見ぬ こうと する 熱意に 燃え 

ている。 かの 自然主義の 一 派が、 常に 「科学の 如く」 

と 言った 意味 も、 実に この 同じ 精神 を 語って いる。 即 

ち 科学的 唯 物 観の 没 人情と、 鉄石の ように 冷酷な 観察 

眼と で、 あらゆる 真実 を ひ つ ベが してやろう とする 深 

い 敵意が 、 言語 それ 自体 の 語 韻 の 中に 含まれて いる。 

これに 反して、 日本の 文壇に あった 自然主義 や、 そ 


の 他の レア リズムに 属する 文学 は、 本質的に 「人の 好 

い 文学」 であり、 単に 客観の ために 客観し、 有る 世界 

を 有る 現状で 見ようと する ので、 何等 主観 上に 於け る 

ちょうせん 

哲学が なく、 したがって 人生に 対する 挑戦がない。 

彼等 は 単に お人好しの 小説家で、 真実 を 見ぬ こうと す 

る 意地悪 さもな く、 科学的なる 残忍 さも 持って いない。 

彼等が 描こうと する 世界 は、 現実 を 現実と して 享楽し、 

趣味の 訓練に よって 生きて 行こうと すると ころの、 茶 

道 的、 風流 的なる 東洋の 生活で、 本質に 於て 全く 俳句 

と 一 致して いる。 故に 日本 自然 派 小説の 典型で あり、 

その 最も 優秀な ものと 定評され た徳田 秋声の 作の 如き、 


全く その * 写生文 的 俳句 趣味で 特色され ている。 そし 

ことごと 

て 他の 多くの 小説が、 ょリ 劣等な 価値に 於て、 悉 く 

皆 俳句で ある。 

* 写生文と いうの は、 ホト トギス 派の 俳人に 

よって 創始され た 文学で、 有る 世界 を 有る 現状 

のま まに 於て、 全然 没 主観で 書く こと を 主張し 

た。 そこで これが 自然主義の 文学論と、 まった 

く 一  緖 にな つ てし ま つ た。 

されば レア リズム (現実主義) という 言葉が、 西洋 


風の 文学 観で 言われる 限り、 日本に は 真の レア リズム 

がない ので ある。 第一 レア リズムと いう 言語が 持って 

いる、 特殊な 冷酷 感 的な、 真実 を あばき 出そうと する 

語感 は、 日本の どんな 小説に も 感覚され ない。 日本の 

写実 小説 は、 レア リズムと いうべき でな く、 もっと 好 

人物 的なる、 俳句 的 観照 本位の ものである。 しかしな 

が ら 言語 の 意味から、 そ の 特殊な 語感 を 除 いて 考えれ 

ば、 日本人の 文学が 持って いるもの こそ、 真の 徹底し 

たる 意味の 現実主義 であるか 知れない。 なぜならば 西 

いわゆる 

洋の 所謂 レア リズム は、 客観と いうべく あまりに 主観 

的で、 エゴの 哲学 を 強調し すぎる。 そして この 故に ま 


た 観念的で、 イデ ャの 理想 観に 走りす ぎる。 真に 現実 

主義と 言うべき もの は、 かかる 一 切の 主観 を 有せず、 

憒リ もな く 憎み もな く、 無私 無 感情の 態度 を 以て —— 

即ち 真に 科学の 如く —— 客観に ついて 客観 を 見、 観照 

のために 観照 をす る もので なければ ならない。 そして 

日本人の 考えて いる 文学 観が、 この 点で 西洋と 別れて 

くる。 日本人に 於て 見れば、 ゾラ ゃモ— パッ サン 等の 

自然主義 は、 真の 自然主義 でない ので ある。 

故に かく 考えれば、 日本人 こそ 真に 徹底的なる、 気 

質的の レア リストで あるだろう。 西洋人 は、 本来 言つ 

て 現実 主 義の 国民で はない。 彼等の 言う 現実主義と は 、 


理想主義 に対する 反語であって、 同じ 主観的 イデ ャの 

線の 上で 互に 向き合つ ている 対立で ある。 故に その 一 

つの 線 を 取って しまえば、 両端に 居る 二人の 者 は、 共 

に 足場 を 失って 落ちて しまう。 然るに 日本の レア リス 

トが 立って いる 地位 は、 こうした 相対の 線 上で なく、 

それと は 全く 線の ちがった、 全然 別の 絶対 地で ある。 

即ち 日本人 は 「気質 的の レア リスト」 で、 西洋人 は 「逆 

説され た レア リスト」 である。 故に 日本人の 立場で 見 

れば、 西洋の レア リズム や 自然主義 や は、 一種の ロマ 

ン チックな 理想主義 —— 逆説され た 理想主義 —— で、 

真 の 本質的な 現実主義 と言う べきで ない。 真 の 徹底し 


たる レア リズム は、 俳句で なければ ならない と言う こ 

とになる。 

されば 日本の 文学に は、 昔から 「俳句」 が あ つて 「叙 

事 詩」 がない。 何よりも あの 逆説的な、 権力 感 的な、 

貴族 主義の 精神がない ので ある。 日本人 は、 先天的に 

デモ クラ チックで 徹底した る 自由主義の 民族で ある。 

この 点で も 日本人 は、 西洋人と 思想の 線 を 異にして い 

る。 


西洋 の 近代 思潮が 叫ぶ デ モク ラシィ は、 明らか に 貴 

族 主義の 相対で ある。 即ち 貴族 主義と 民衆 主義と は、 

同じ 一 つの 線の 上で、 互に 敵視しながら 向き合つ てい 

る。 しかも デ モク ラシィが 求める もの は、 貴族 主義に 

代わっての 政権で あり、 民衆 自身の 手に 権力 を 得よう 

とする 叙事詩：^ な 精神の 高調で ある。 そして あの 自由 

平等の 高い 叫び は、 それ 自ら 権力への 戦闘 意識に 外な 

ら ない。 故に 彼等の デモ クラシ ィは、 言わば 「逆説 さ 

れ たる 貴族 主義」 で、 本質 上に は 同じ 権力 感の 線で、 

他の 反対者と 向き合って いるの だ。 自由主義 もまた 同 

様で あり、 彼等に あって は 形式主義と 相対し、 同じ 


叙事詩 的の 線に 立って いる。 

然るに 日本人の デモ クラシ ィは、 そうした 相対 上の 

関係で なく、 気質の 絶対的な 本性に 根づ いた もの だ。 

日本に は 原始から して、 一 も 貴族 主義 や 形式主義が 発 

生して ない。 第一 日本の 詩の 歴史 は、 無 韻 素朴な 自由 

詩に 始まって いる。 二方で 西洋の 詩 は、 荘重 典雅な 

形式的の 叙事詩に 始まって いる。) 日本で は 古来から 

して、 あらゆる 文化が 素朴 自由の 様式で 特色して いる。 

西洋の 文化に 見る ような、 貴族的に 形式ぶ つた もの や、 

勿 化ぶ つた もの や、 ゴ シ ヅ ク 風に 荘重 典雅の もの や は、 

きわ 

一 も 日本に 発育して いない。 皇室で すらが、 日本 は 極 


めて デモ クラ チックで  特に 上古 はそう であ つ た I 

I 少しも 形式ぶ つたと ころがな く、 陛下が 人民と 一所 

きが  しな 

に 起臥して おられた。 一方に 西洋 や、 支那 や、 ェジプ 

トゃ では、 荘重 典雅な 皇居の 中で、 あらゆる 形式主義 

の 儀礼の 上に、 権力 意識の 神聖な 偶像が 坐って いた。 

だから 日本に は、 外国に 見る ような 堂々 たる 建築 や、 

壮麗に して 威圧的な 芸術 や は、 歴史の どこに も 残って 

いない。 (すべての 建築 美術 は、 本来 リズミカルの も 

ので あり、 権力 感情の 表現され たもので ある。) 日本で 

は 皇室 や 神社の 如き、 最も 威圧的に 荘厳で あるべき 物 

ほ とん 

すら、 平明 素朴の 自由主義で 様式され ている。 殆ど 


文化の あらゆる 点で、 日本に は クラシ ズムが 全くな く、 

そうした 精神の 発芽 すらない。 日本に 於け る 形式主義 

は、 すべて 支那からの 輪 入であって、 しかも 外観 上の 

ものにすぎ なかった。 (支那 人 はこの 点で、 日本人と 

最も 箸る し い コントラストで ある。) 

かく 日本の 文明が、 上古から 自由主義と 素朴 主義で 

一貫して いるの は、 民族 そのものの 本質が デモ クラ 

チックで、 先天的に 貴族 主義の 権力 感情 を 持たない か 

ら である。 しかも こうした 日本人の デモ クラシ ィゃ自 

由 主義 や は、 西洋 近代 思潮の それの 如き、 相対 上の 反 

動で はなく、 絶対 上の 気質に もとづく ものであるから、 


日本の 過去の 歴史に は、 決して 外国に 見る ような 革命 

が 見られなかった。 革命と は、 自由主義 や デモ クラシ 

ちょうせん 

ィ やが、 他の 貴族 主義に 対して 挑戦す ると ころの 同 

じ 権力 感情の 相対す る 争闘 だから、 始めから その 権力 

感情の 線 外に 居る 民族に は、 もとより 革命の 起る 道理 

がない。 日本人 は 生れつき 平和 好きの 民族で、 自由 や 

平等 やの 真 精神 を、 相対 上の 主義からで なく、 気質 上 

の 所有と して 持って いるの だ。 

然るに 西洋人 は、 この 点で 吾人 を 甚だしく 誤解し 

ている。 西洋人の 思 # によれば、 日本人 は 戦争 好きの 

国民で あり、 軍国主義と 武士道の 典型で あると 考えら 


れ ている。 もちろん 近年に 於け る 日本 は、 政府の 方針 

から 多少 軍国 的に 導かれた。 また その 同じ 教育から、 

あるい 

多少 或は 国民が 好戦的に なった か 知れない。 しかし 

国民性の 本質が、 内奥に 於て 她 何に その外 観と ちがつ 

にっしん  えき 

ている か は、 かの 日 清. 日露 等の 役に 於け る 兵士の 軍 

歌 (雪の 進軍と、 此処 は 御 国 を 何百 里) が、 歌曲 共に、 

哀調 悲傷 を 極めてい るに 見ても 解る。 一方で ドイツの 

軍歌 「ラインの 守」 が、 いかに リズミカルで 勇気に 充 

ち、 威風 堂々 としてい るか を 見よ。 日本人が もし 真に 

好戦的 だったら、 ああした 哀調 悲傷の 歌曲 は、 決して 

行進の 軍歌と して 取らないだろう。 


さらにより 大きな 誤謬 は、 日本人の 武士道に 対する 

偏見で ある。 確かに 日本人の 武士道 は、 社会の 或る 一 

部で ある、 少数の 武人の 中に 発達した。 それ は 確かに 

著る しく、 世界的に 異常の ものである かも 知れない。 

けれども 一 般の 民衆 は、 この 点の 教養から 除外され、 

全然 武士道 的な 精神 を もっていない。 そして また この 

点で も、 日本人 は 世界的に 著る しく、 特殊な 例外に 属 

している。 なぜならば 西洋で は、 今日 尚 民衆が その 「紳 

士道」 を 有して いる。 そして 紳士 道 は、 正しく 騎士道 

の 変化で あ つ て、 言わば 資本主義の 下に 近代化した 武 

士道で あるから だ。 然るに 日本に 於て は 明治の 変革と 


共に 武士が 廃り、 同時に 武士道 そのものが 消えて し 

まった。 なぜなら 日本の 民衆 は、 この 点での 教養 を 過 

去に 全く 持たなかった から。 日本の 武士道 は、 少数の 

武士に のみ 特権され て、 西洋に 於け る 如く、 平民の 間 

に 普遍して はいなかった の だ。 

何故に 日本で は、 武士道が 普遍し なかった ろうか。 

これ 日本に 於け る 戦争が、 古来す ベて 内乱で あり、 人 

種と 人種との 衝突で なく、 少数 武士の 権力争いに すぎ 

なかった からだ。 これに 反して 外国で は、 戦争が すべ 

て 異人 種との 争いで あり、 負ければ 巿民 全体が 虐殺 さ 

れ たり、 奴隸に 売られたり されねば ならなかった。 故 


に 支那 や 西洋で は、 都市が すべて 城壁に 囲まれて おり、 

巿民は 避けが たく 戦争に 参加した。 のみならず 一般の 

農民 や 民衆 や も、 常に 外征に 徴発され、 兵士と して 戦 

場に 送られね ばなら なか つ た。 

故に 西洋に 於て は、 武人 的 精神が 早くから 民衆の 間 

に 普及して いた。 農民 ゃ巿 民です らも、 その 必然の 経 

験から して、 何等か 武士道 的な 精神に 触覚して いた。 

まろ 

これによ つて 西洋で は、 封建社会の 亡びた 後に も、 尚 

その 騎士道の 精神が、 新しき 紳士 道の 様式で 遺伝され 

た。 実に 西洋の 文明 は、 近代の あらゆる デモ クラシ ィ 

と 女性化 主義 にもかかわらず、 その 紳士 道 を 尊ぶ 精神 


からして、 本質 上で いかに 貴族 主義の もの かが 解る。 

これに 反して 日本 は、 封建と 共に 武士道 廃り、 平民の 

時代に 入って 全く 貴族 主義の 精神 を 失 喪した。 今日の 

日本が 言う 「紳士」 と は、 気概な く 品性な き、 成金 的 

醜 劣の 人物の 称呼であって、 西洋の ゼン トル マンと 根 

本 的に 別種で ある。 かくの 如く 西洋で は、 民衆 一般が 

武士道 的で、 権力 感 的なる ェピ カルの 精神 を 気質して 

いる。 故に その 文明の 特色 は、 本質 上に 於て 著る しく 

貴族 主義で ある。 試みに 日本の 音楽と 西洋の 音楽と、 

日本の 歌舞伎 劇と 西洋の 古典 劇と を 比較して みよ。 音 

楽で も 劇で も、 すべての 西洋の もの は 上品で あり、 気 


位が 高く、 権威 感が あり、 何等か 心 を 高く 上に 引き あ 

げ、 或る ェピ カルな、 高翔感 的な もの を 感じさせる。 

おんぎょく 

これに 対して 日本の 音曲 や 演劇 や は、 どこか 本質 上 

に 於て 驟 しく、 平民 的に くだけて おり、 卑俗で 親しみ 

やす 

易い 感 がする。 特に 日本に 於ても、 江戸時代の 平 民芸 

術 はそう であ リ、 卑俗 感が 特別に 著る しい。 中世 以前 

に 於け る 武家 文化 や 公卿 文化の 芸術 は、 その 貴族的な 

ことに 於て、 高翔感 的な ことに 於て、 西洋 現代の もの 

とや や 一 致して いる。 

西洋文明の 特色た る、 この 貴族 主義 的の 精神 は、 必 

ずし も 芸術ば かりで なくして、 他の あらゆる 文化 一 般 


に 本質して いる。 第一 その 科学、 哲学、 宗教、 芸術 等 

に 於け る、 西洋 流の 言 語感 そのもの からして、 何とな 

く 或る 威厳 的な、 勿体ぶった、 歴々 の もの を 感じさせ、 

或る 崇高な 権威の 方へ、 意志 を 高く 飛翔させる。 そし 

て 古来の 日本 文化に は、 殆どこう した 貴族 感 がない の 

である。 特に 江戸時代に 於て は、 芸術家が 芸人の 名で 

呼ばれた ほど、 文明の 本質が 非 貴族 感的 となり、 デモ 

クラ チックの ものに 沈下して いた。 今日 西洋人の 中に 

あって は、 アメリカ人が 最も デモ クラ チックで ある。 

 したが つ て 日本人に 最も 接近 させられる  であ 

る けれども、 彼等の 極端なる ジャズ バ ンドの 音楽で さ 


え、 日本 俗謡の 八 木 節 や 安来 節の 類に 比し、 尚遙 かに 

貴族 感的 で、 どこかに * シルク ハツ トゃ 燕尾服 を 着た 

ところの、 儀礼 正しき 紳士 道 を 聯想させる。 

こうした 西洋の 文化 や 文芸 やが、 日本に 移植され た 

場合に 於て は、 いつも その 本質が 変って しまって、 根 

本に 於け る 叙事詩 的の 精神 を 無くして しまう。 特に 

な 力ん ずく 

就中、 文学 はそう であって、 明治 以来、 外国から 移植 

された 一 切の 文芸 思潮 は、 一 も 日本に 於て 正解され な 

いば かりで なく、 文学 そのものが 変質して、 全く 精神 

の異 つた ものに なって しまう。 元来 明治の 文壇と 称し 

たもの は、 江戸 末期に 於け る 軟派 文学の 継続で あり、 


純然たる 国粋 的 戯作 風の もので あつたが、 これが 延長 

なる 今日の 文壇 も、 本質に 於て 昔と 少しも 変って いな 

い。 そこに は 何等 叙事詩 的の 精神が なく、 日本的の デ 

モク ラシィと、 俳句 趣味と が あるの みで ある。 

一 般の 場合 を 通じて、 西洋人 は 青年期に 抒情詩 を 書 

き、 中年 期に 入って 叙事詩 人と なる。 一方に 日本人 は、 

若い 年の 時代に 歌人で あり、 やや 年を取って 俳人と な 

る。 然るに 和歌と 抒情詩と は 本質に 於て やや 通ず ると 

ころが あり、 等しく 感傷主義の ものであるから、 日本 

人 も 和歌の 作者で ある 年齢に は、 大概 世界的に 進出す 

る コスモポリタン である けれども、 これが 後に^ 句に 


入る と、 純粋に 島国 的な 日本人に なって しまう。 明治 

から 最近に 至る まで、 一 として 文壇に 変化が なく、 少 

しく 西洋に 触れて は 日本に もどり、 無限に 同じ こと を 

反復して いるの は、 実に この 一事の ためで ある。 日本 

人が もし 「俳句」 を 捨て 「叙事詩」 を 取らない 以上に 

は、 永遠に 我々 は 伝統の 日本人で、 洋服 をき た 風流 人 

にすぎないだろう。 
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今や 吾人 は、 最後の 決定的な 問題に かかって いる。 


島国 日本 か？ 世界 日本 か？ である。 前者 だったら 

言う ところ はない。 万事 は 今 ある 通りで 好いだろう。 

だが 後者に 行こうと する の だ つ たら、 も つ と 旺盛な 詩 

的 精神 —— それ は 現在し ない もの を 欲情し、 所有し な 

いもの を 憧憬す る。  を 高調し、 ** 明治維新の 

潑剌 たる 精神 を 一貫せ ねばならな いの だ。 何よりも 根 

本 的に、 西洋文明 そのものの 本質 を 理解す るの だ。 皮 

相 は 学ぶ 必要 はない。 本質に 於て、 彼の 精神す る もの 

が 何で あるか を 理解す るの だ。 それ も 頭脳で 理解す る 

のでな く、 感情に よって 主観的に 知り、 西洋が 持って 

いるもの を、 日本の 中に 「詩」 として 移さねば ならな 


いの だ。 

何よりも 我々 は、 すべての 外国 文明が 立脚して いる、 

一 つの 同じ 線の 上に 進出せ ねばならな いの だ。 そして 

この 一 つの 線 こそ、 主観 を 高調す る 叙事詩 的の 精神で 

あり、 日本人が 欠陥して いる 貴族 感の 情操で ある。 す 

ま  こんてい 

ベて に 於て、 我々 は 先ず この 文明 情操の 根柢 を 学んで 

しまおう。 そして この 同じ 線の 上から、 あらゆる 反対 

する 二つ の もの —— 個人主義と 社会主義、 貴族 主義と 

民衆 主 義、 理 想 主 義 と 現実 主 義 II と を 向き合わせ、 

同 一 軌道の 上で 衝突 させよう。 実に 吾人の 最大 急務 は、 

西洋の どんな 近代 思潮 を 追う ことで もな く、 第一 に 先 


ず 吾人の 車 を、 彼等の 軌道の 上に 持って行き、 文明の 

線路 を 移す こと だ。 もしそう でない 限り、 日本に どん 

な 新しい 文芸 も、 どんな 新しい 社会 思潮 も 生れ はしな 

い。 なぜなら 我々 の 居る ところ は、 始めから 文明の 線 

がちが つてい るから。 そして 別の 軌道 を 走る 車 は、 永 

久に 触れ合う 機会が な い の だから。 

いかに 久しい 間、 この 真実が 人々 に 理解され ず、 徒 

労が 繰 返された ことであろう か。 我々 の あまりに 日本 

人的な、 あまりに 気質 的に デモ クラ チックな、 あまり 

に 先天的に レア リス チックな 民族が、 外国と はまる で 

軌道の ちがった 線路の 上で、 空しく 他の もの を 追おう 


として、 目的の ない 労力 をした ことだろう か。 明治 以 

来、 我々 の 文壇 や 文明 や は、 その 慌 しい カ行に かか 

わらず、 一 も 外国の 精神に 追いついて はいなかった。 

ますます  こ 力 

逆に 益々、 彼我の 行きち がった 線路の 上で、 走れば 走 

る ほど 遠ざかった。 何とい う 喜劇だろう！ 実に この 

無益に して 馬鹿 気た 事実 を、 近時の 文壇と 社会 相から、 

至る ところに 指摘す る ことができ るの だ。 

吾人 はこれ を 警戒しょう。 あらゆる 日本の 文明 は、 

軌道 を まちがえた ジャ— ナ リズムから、 逆に 後 もどり 

をして しまう という こと を。 例えば あの 自然主義 がそ 

うで ある。 我々 の 若い 文壇 は、 これによ つて 欧洲の 近 


代 思潮に 接触し、 世界的に 進出し ようと 考えた。 然る 

に 何が 現実され たか？ ああ あまりに 日本的に、 あま 

りに レア リス チックに 解釈され た 自然 派の 文壇 は、 外 

国 的なる 一切の 思潮 を 排斥し、 すべての 主観 を 斥け、 

純粋に 伝統的なる 鎖国 日本に 納ま つ てし ま つたの だ。 

もし 日本に 自然主義が 渡来せ ず、 過去の 浪漫主義 がそ 

のま ま 延びて 行ったら、 すくなくとも、 最近で は、 今 

少し 世界的に 進出して いたであろう。 我々 は 世界的に 

出ようと して、 却って 島国 的に 逆転され た。 

日本に 於て は、 いつも あらゆる 事情が この 通りで あ 

る。 例えば 西洋の デ モク ラシィが 輸入 されれば、 一 番 


先に この 運動に 乗り出す もの は、 日本人の 中での 最も 

伝統的な、 最も 反 進歩的な 文学者で ある。 なぜなら 彼 

等 は それによ つて、 自分自身に 於け る 国粋 的な、 伝統 

的な、 あまりに 日本人 的な 卑俗 感ゃデ モク ラシィ や を、 

新 思潮の ジ ャ ー ナ リズ ム で 色付け 得る か ら。 最近の 無 

産 派 文学 や 社会主義 や も、 多分 これと 同様の もので あ 

るだろう。 彼等の 中の 幾人が、 果して 西洋の 近代 思潮 

や 資本主義 を 卒業して いるの だろう か。 思う に その 大 

部分の 連中 は、 彼等 自身に 於け る、 あまりに 日本人 的 

な 卑俗 感とデ モク ラシィと で、 西洋文明 そのものが 本 

さら 

質して いる、 資本主義の 貴族 感を 嫌って いるの か。 


かくの 如くして 日本の 文化 は、 過去に 一 つの 進歩 も 

なく 発展 もない。 あらゆる 外国からの 新 思潮 は、 却つ 

て 国粋 的な 反動思想 家に 利用され、 文明 を 前に 進めず 

して 後に 引き返す。 されば 日本に 於て は、 一 の 新しい 

ジャ— ナ リズムが 興る 毎に、 折角 出来 かけた 新 文化 は 

破壊され て、 跡に は 再度 鎖国 日本の 旧 文化が、 続々 と 

して 菌 のように 繁殖す る。 そして 永久に、 いつまで 

たっても この 状態 は 同じ こと だ。 いかに？ 諸君 はこ 

の 退屈に 我慢が できる か。 これ をし も 腹 立し く 思わな 

いの か？ 

あらゆる 決定的の 手段 は 一 つし かない。 文明の 軌道 


を 換える こと だ。 吾人の 車 を、 吾人 自身の 線から 外ず 

して、 先方の 軌道の 上に 持って行 くの だ。 換言すれば、 

吾人の あまりに 日本人 的な レア リズム や デモ クラシ ィ 

や を、 断然と して 廃棄して しまう の だ。 そして 同じ レ 

ァ リズ ム ゃデ モ クラ シィゃ を、 西洋文明の 軌道に 於け 

る、 相対 上の 観念に 移して 行く の だ。 今、 何よりも 我々 

は 詩人に なり、 生れた る 貴族に ならねば ならない。 先 

ず 人間と して、 文明 情操の 根柢 を 作って おくの だ。 そ 

して 後、 この 一 つの 線路の 上に、 あらゆる 反対 矛盾す 

る 近代 思潮 を 走らせよう。 自然主義 も、 民衆 主義 も、 

社会主義 も、 また これに 衝突す る 他方の 思潮 も、 かく 


て 始めて 我々 の 内地 を 走り、 日本が 世界的の 交通に 出 

てく るだろう。 今日の 事態に 於け る もの は、 すべて 島 

もうそう 

国 鎖国 の 迷夢で あり、 空の 空た る でたらめの 妄想 に す 

ぎない の だ。 
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新 日本の 世界的 創造 は、 決して これより 他に あり 得 

ない。 もし 人々 がそれ を 意欲し、 自覚に 於て 進むなら 

ば、 すくなくとも 吾人の 文化と 芸術と を、 新しき 方向 

に 向ける ことができ るだろう。 そして この 時、 日本の 


文壇 も 世界と 同じく、 詩人 を 尊敬して 見る ようになる 

であろう。 なぜならば 詩の 本質 は 主観で ぁリ、 かつ 元 

来 貴族的の ものである 故に、 西洋文明の 精神が 潮流す 

ると ころで は、 詩 は 必然に 先導に 立ち、 文学の 一 切 を 

越えて 崇敬され る。 然るに 今日の 我が 文壇で は、 その 

あまりに 日本的な レア リズムから、 主観が 一 切 排斥 さ 

れ、 その あまりに 日本的な デモ クラシ ィ から、 貴族 感 

さら 

的なる すべての 精神が 嫌われる ため、 詩 は 全く 地位 を 

得る ことができな いの だ。 

吾人 はか かる 文壇 を 軽蔑しょう。 詩人から 文壇の 方 

に 降り、 彼等に 巻き込まれて 行く のでな く、 逆に 文壇 


を 吾人の 方に、 詩的 精神の 方に 高く 引き あげて 教育し 

よう。 でなければ 永久に、 我々 の 文化 を 世界的に する 

こと はでき ないだろう。 そして 日本が 世界的に 進出し 

た 時、 始めて 我々 の 国語に 於て、 新 日本の 美 や 音律が 

生れる だろう。 そこで こそ、 始めて 我々 の 「芸術」 が 

創作され、 真の 意味での 「詩」 が 出来て くる。 今日 あ 

る 事態の もの は、 未だ 何等の 意味での 文明で もな く、 

芸術 前 派の 日本に すぎない。 況んゃ 文明の 花で あり、 

国語の 精華で あるべ き 詩が、 日本に 現在す ベ き 道理が 

ない。 我々 は その 道 を 造って 行こう。 

我れ は 踏まれた る 石な り 


家 は その上に 建つべし 

こんとん 

「詩人」 という 言葉 は、 我々 の 混沌た る 過渡期に あつ 

て は、 実の 芸術家 を 指示し ないで、 むしろ 文明の 先導 

に 立つ、 時代の 勇敢なる 水先案内 —— 航海への 冒険者 

II を 指示して いる。 新体 詩の 当初 以来、 すべての 詩 

壇が 一 貫して きた 道 はそう であった。 彼等 は 夢と 希望 

に充 ち、 異国に あこがれ、 所有し ない ものへの 欲情 か 

ら、 無限の 好奇心に よって 進出して 来た。 彼等 は 太平 

きしべ 

洋の 岸辺に 立って、 大陸からの 潮風が 吹き送る 新 日本 

せんえい 

の 文明 を、 いつも 時代の 尖鋭に 於て 触覚して いた。 そ 

して この 島国 を あの 大陸へ、 潮流に 乗って 導こうと 考 


えていた ところの、 真の 夢想 的なる、 青春に 充 ちた 口 

マン チ ストの 一 群だった。 

しかしながら この ロマンチスト は、 我々 の あまりに 

現実主義 的なる、 あまりに 夢 を 持たない 俗物の 文壇 か 

ら、 常に 冷笑の 眼で 眺められ、 一 々侮辱され ねばなら 

なかった。 実に 新体 詩の 昔から、 我々 はこれ を 忍んで 

きた。 そして 恐らく、 今後 も 尚 忍ばねば ならない だろ 

う。 けれども 時が くる 時、 いっか は 文壇に も イデ ャが 

生れ、 さすがに 現実 家なる 日本人 も、 何 かの 夢 を 欲情 

する 日が 来る であろう。 我々 は その 日 を 待とう。 そし 

てこの 新しい 希望の 故に、 尚 かつ 我々 の 未熟な 詩 を 書 


いている の だ。 もしそう でなかったら、 今日の ような 

国語に よる、 西洋 まがいの 無理な 自由詩な ど 作らない 

で、 芸術と してず つと 遙 かに 完成され たる、 伝統 詩形 

の 和歌 や 俳句 を 作る だろう。 我々 はだれ も、 今日の 詩 

が 芸術と しての 完成 さで、 和歌 俳句に 及ばない こと を 

知りき つてい る。 しかし 我々 の 求める もの は、 美の 完 

成で なくして 創造で あり、 そして 実に 「芸術」 よりも 

「詩」 なので ある。 

詩！ 我々 はこの 言葉の 中に 響く、 無限に 人間的な 

かわき 

意味 を 知っている。 そこに は 情熱の 渴が あり、 遠く 

きこ 

音楽の ように 聴え てく る、 或る 倫理 感へ の 陶酔が ある。 


然り、 詩 は 人間性の 命令 者で、 情慾の 底に 燃えて いる 

ヒュ— マ 二 チイ だ。 我々 は それ を 欲しても 欲しないで 

も、 意志に よって 駆り立てられ、 何 かに 突進せ ねばな 

ら なくなる。 詩が 導いて 行く ところへ 直行しょう。 

* 活動写真 を 見る 時、 いつも 西洋に ついて 面 

白く 思う こと は、 一 方に 絹帽ゃ 礼服 をき た 紳士 

が 居り、 一 方に 破れ 服の 貧民 や 労働者が 居る こ 

とだ。 日本に はこの 対照が なく、 どれ を 見ても 

大同小異の 階級 者が、 デモ クラ チックに 均一 し 

て 銀座 通り を 歩いて いる。 こんな 単調で つまら 


ない 社会 は、 おそらく 世界の どこに も あるまい。 

** 明治 初年の 日本 —— それ は 進歩 思想 を 有 

する 武士階級の 青年に よ つ て 統治され た —— は、 

近代に 最も 光彩 ある、 最も 大胆 自由の 社会 だつ 

た。 彼等の ロマンチックな 為政者 等 は、 一時 

仏蘭西の 共和政体 を 日本に 布こうと さえ 考えた。 

いわゆる 

所謂 プロレタリア 文芸の 運動 は、 その あら ゆ 

る稚 態と 愚劣に かかわらず、 本質に 於て 日本の 

文壇 を 正 導すべき、 一 の 純潔な ヒュ— マ 二 チイ 

を 有して いる。 著者 はこの 点 だけ を 彼等に 買つ 


てる。 過去の 白樺 派の 人道主義が、 やはり これ 

と 同様だった。 すべて これ 等の 文学 は、 未だ 自 

然 主義の 懐疑 時代 を 通過して いない。 無産 派 も 

白樺 派 も、 無邪気な 楽天的 感激 主義の 文学で あ 

リ、 遠く 浪漫主義 発生 前 派の 者に 属する。 しか 

も 日本に あって は、 何よりも この 「浪漫派 前 派 

の 精神」 が 必要な の だ。 一 切の 文明と 芸術と は、 

この アルファベットの 第一 音から、 改めて 建設 

されねば ならない の だ。 


『詩の 原理』 の 出版に 際して 


誤解と いう こと は、 どんな 場合に も 避けが たいこと 

である。 だが 僕の 詩論の ように、 一 般 から ひどく 誤解 

され、 見当違いの 反駁 や 抗議 を 受けた の はすくな かろ 

う。 ずっと 先年 来から、 僕 は 旧 「日本 詩人」 及び 「近 

代 風景」 誌上で、 自分の 自由詩 論 を 発表して 来た。 も 

とより 断片の もので あり、 体系 ある 論文で はないけれ 

ども、 自分と して は 常に 一 貫して、 主旨の あると ころ 

を 略説した つもりであった。 


ところが 僕の 自由詩 論 は、 諸方で いろいろな 人から 

反駁と 抗議 を 受けた。 今 記憶して いる 限りで も、 すく 

なくと も 五 人の 詩人が、 公開の 紙上で 僕の 詩論に 

ちょうせん 

挑戦して いる。 僕 は 常に 注意して、 これ 等の 人の 議 

論 を 読んで る。 にもかかわらず、 かって 一度 もこれ に 

対し、 自ら 弁明した ことがない。 僕の 論敵に 対する 態 

度 は、 常に 一 貫して 沈黙 —— 黙殺と は 言わない —— で 

ある。 何故だろう か？ すべての 挑戦者 等が、 思想の 

立脚す る 根本 点で、 僕 を まるき リ 誤解して いるからで 

ある。 

すべ て 弁駁と か 論戦と か 言う こと は、 相互の 意見が 


一 致せず、 思想に 相違点 を 発見 するとき 始めて 起って 

くる 問題で ある。 然るに 僕の 場合で は、 読者が まるで 

僕 の 言語 を 理解せ ず、 僕 の 思想 の 主題す ると ころ を 知 

ら ないで、 意外な 思いがけない 解釈から、 勝手な 言い 

がかり をして くるので ある。 例えば 僕が、 詩 は 音律 要 

素 を 重視せ ねばならな いと 説く に 対し、 多くの 意外な 

なんじ 

挑戦者 等が、 否、 汝の 言う ところ は 誤ってい る。 詩 は 

音律 を 重視すべき であると 言つ て、 あべこべ に 僕 を 説 

教 してく る 類いで ある。 こういう 挑戦者 (？) に 対し 

て、 僕の 常に 答えよう とすると ころ は、 何の 反撃で も 

なく、 弁明で もな く、 単に 却って 賛成の 意 を 表する の 


みだ。 即ち、 僕 は、 これ 等の 人々 に 答えて 言って いる。 

「全く、 君の 言う 通り。 すべて 同感 至極です。 君の 説 

くと ころ は、 僕に 対する 反駁で なく、 実に、 僕の 説の 

裏書きで あり、 僕の 論文の 繰返しに すぎません ご 

従来の 記憶に よれば、 僕の 詩論の 反対者 は、 たいて 

いこの 類の 読者で ある。 即ち 僕 を 理解せ ず、 全く 反対 

の 意味に 解釈して いるので ある。 いったい どうした わ 

けで、 僕 はこん なにも 人々 から、 意外の 誤解 をされ る 

のだろう か。 先日 も 北 原 白 秋 氏 宅で 小 会の あった 時、 

同席した 竹 友 藻 風 氏が、 僕の 詩論に ついて 反対の 攻撃 

を 向けられ たが、 その 意味から 推察す ると、 まるで 僕 


を 誤解され てるのに 驚いた。 北 原 白 秋 氏 さえ も、 しば 

しば 同じような 誤解 を、 僕の 詩論に 対して 抱いて るよ 

うに 思われる。 それで 「近代 風景」 の 小 会に 列席す る 

と、 僕 はまる で 四面 攻撃の 中心点に 立って るよう で、 

八方から 詩論に ついて 非難され るが、 僕と して は、 い 

つも 意外の 感に 耐えない ので ある。 (そんな わけから、 

一 時 僕 は、 「近代 風景」 の 誌上に 於て、 自分の 「評判の 

悪い —— 皆に 嫌がられる —— 詩論」 の 発表 を 遠慮し よ 

うと さえ 思った。) 

僕 はもち ろん、 思想 上の 敵 を 持つ こと を 恐れ はしな 

い。 否、 敵の 存在 は 自分に とっての 名誉で ある。 しか 


し 誤解に よる 敵 だけ は 持ちたくない。 僕の 考える とこ 

ろに よれば、 竹 友 氏で も 北 原 氏で も、 詩論 上の 立場に 

於て は、 すくなくとも 僕と 矛盾す る 理由がない。 詩論 

家と しての 僕 は、 決して 「近代 風景」 の 異端者で なく、 

水に 油 を さした ような 反対党 員で はない つもり だ。 に 

も かかわらず、 この 雑誌の 一味から は、 僕が 異端者の 

ように 考えられ、 多くの 思いがけない 読者から は、 常 

に 無理解の 反感 を 持 たれたり する 理由 は、 つま リ 言つ 

て、 僕の 論文に、 何 かの 著る しい 欠点が ぁリ、 説明の 

不充分 や 論述の 混乱から、 読者 を 誤解 さ せる ものが あ 

るからで ある。 


それで 僕 はこの 点に 自ら 考え 及んだ 時、 論客と して 

の 無能 さと、 表現 的 才能の 欠乏 を 自覚し、 自ら 大いに 

悲観せ ざる を 得な くな つ た。 人が いやしくも 思想 を 発 

表して、 読者に それが 理解され ないよう だったら、 文 

章 家と して 落第 以上の 無資格で ある。 しかし 一 方から 

考える と、 そこに はまた 特別の 事情が あって、 あなが 

ち 僕の 低能の せいでも ない。 第一 の 理由と して は、 僕 

の 詩論に 於け る 根本 思想が、 尋常 一 様の 常識で なく I 

I 遙 かに 常識 を 超越して —— 複雑して いる 為で ある。 

この 点で 言うならば、 多くの 詩人の 自由詩 論 は、 僕の 

知る 限り、 たいてい 小学生 程度の 常識 論に すぎない の 


で、 殊 さら 論ずる まで もな く、 だれに も 解りき つてる 

ことなの である。 そこで 或る 読者 等が、 もし 小学生の 

常識 論し か 理解で きない 程度の、 低い 理性の 頭脳し か 

持って いないと するならば、 僕の 高等 詩論 は 難解で あ 

り、 必然に 誤解 を 避けが たくなる。 

第二の 理由と して は、 言語 上の 用法から くる 誤解で 

めいせき 

ある。 僕 は 論文 を 書く 場合に、 言語 を できるだけ 明晰 

にし、 辞書が 正解す る 通りの、 最も 普遍的な 字義 解に 

よって 使って いる。 けだし 論文に 於て は、 言語 を 厳重 

あいまい 

の 語義で 使用し、 一 切の 曖昧なる 転化 的 用法 や、 人に 

よ つ て 意味の ちがう 如き、 すべての 特殊 的 語義 を 排斥 


せねば ならない からだ。 然るに 日本の 詩壇で は、 言語 

が 甚だ 曖昧に 使用され てる。 多くの 詩人た ち は、 純 

粋に 理論 を 重んずべき 論文に 就いて すら も、 詩作 上に 

於け る 如き 言語の 表象 性 を 濫用して いる。 したがって 

日本の 一 般 詩壇で は、 言語が 甚だしく 転用 化され、 語 

義が 象徴的に 漠然とし ている。 たとえば 「韻律」 とい 

う 言語の 如き も、 本来 は 一 定の 規則正しき 拍節を 有す 

る もの (時計の チク タク、 心臓の鼓動の 如き) を 意味 

する のに、 日本で は 自由詩 以来 でたらめの 意味に 濫用 

され、 散文的な 自由 律の 文学に さえ も、 この 韻律の 語 

を あてはめた りする。 もっと 甚だしき は 語意 を 内容 的 


に 転化 さ せて、 詩 を 思う 心 は リズムで あるな ど 言う 人 

さえ ある。 

したがつ てまた 日本で は、 「散文」 「韻文」 等の 言語 

が、 全く でたらめに 使用され てる。 西洋で は、 自由詩 

のこと を 無韻詩と 称し ている。 無韻詩と は 韻律 の 無 い 

詩で あるから、 それ 自ら 散文の 一 種で あるの は 明らか 

だ。 然るに 日本の 詩壇で は、 自由詩が いつも 韻文と し 

て 考えられ、 散文の 対照の ように 思われて いる。 そし 

て 一 体に、 こうした 言語が 正解され ず、 ひどく でたら 

めの 語義に 濫用され てる。 しかも 言語が、 かく 無 定義 

に 使用され、 漠然たる 曖昧の 意味で 考えられ てる 間 は、 


詩に 関する いかなる 認識 も 起り 得ない。 

それ 故 僕 は、 特に 言語 を 合理的に、 辞書の 正解に よつ 

て 文字通りに 使用して いる。 然るに 僕の 読者 等 は、 詩 

壇の 通俗な 常識 解で、 言語 を 曖昧に 使用して ると ころ 

から、 僕の 意味す る 語義が、 しばしば 読者の 側から 反 

対に 受け取られる。 たとえば 僕が、 自由詩に 於け る 韻 

律 観念 を 排斥し、 川路 柳 虹 君 等の 形式論 者に 反対す 

る 時、 読者の 方で はこれ を 解して、 僕 を 詩の 破壊者と 

見、 詩の 音律 を 不用 視 して 散文的に 低落させる ところ 

の、 邪道 的 暴論 者 流の ように 考える。 思う に 「近代 風 

景」 一 味の 人々 が、 僕に 対して 有する 抗議の 中心点が、 


この辺の 誤解に もとづいて いるの だろう。 

すべて こうした 誤解 は、 僕の 使用す る 言語の 意味と、 

読者の 観念す る 言語の 字義と が、 本質的に 食いち が つ 

ており、 時には 正反対に さえな つてい るた め、 避けが 

たく 生ずる ので ある。 そこで 僕の 立場と して は、 第一 

に 言語の 語義 を 説明し、 一々 の 語に 定義 を 立てて、 そ 

れ から 論説 を 進めて 行かねば ならない の だ。 しかし 従 

来 僕の 書いた もの は、 すべて 時々 の 雑誌に 寄せた もの 

で、 もとよ リ 連絡 も 体系 もない、 一時的の 断片 論に す 

ぎない ので ある。 そうした 片々 たる 小論で、 言語の 定 

義 から 説明して 行く ような 行き方 は、 始めから 不可能 


でも あり、 かつ 論文と して 退屈で ある。 だから 僕の 立 

場と して は、 一 切の 説明 を 省略して、 直ちに 思想の 中 

心に 跳び 込んで 行く 外はなかった の だ。 そして この 点 

から、 僕 は 独断 的に 思われたり、 その 点で 非難 や 誤解 

を 受けたり したが、 事情 止む を 得ない ことで もあった。 

要するに 僕の 論文 は、 一 般 読者に とって 甚だしく 「難 

解」 の ものであった らしい。 そして この 「難解」 の責 

任 は、 或る 点 読者の 側に も あるだろう が、 主として 矢 

張、 僕 自身の 罪に 負わねば ならない。 何しろ 一冊の 書 

物に もな つてる ほど、 複雑した 困難の 問題 を、 月々 の 

かんじん 

雑誌で 軽々 しく 断片的に —— しかも 肝腎の 説明 を 省略 


して —— 思い つきに まかせて 書きとば した 物で あるか 

ら、 前後の 間に 矛盾 もで きる し、 意味の 混乱して 解ら 

ない ところ もで きる ^舌 だ。 そこで この 点の 不注意と 軽 

率と を、 僕 は 改めて 読者に お詫びしたい。 と言う わけ 

は、 今度 漸く 稿 を 集めて 僕の 体系 ある 自由詩 論の 一 

冊 を、 ァ ルスから 出版す る ことにな つたから だ。 

ほ とん 

僕 はずつ と 昔 —— 殆ど 十 年 以上 も 前 —— から、 詩 

の 本質に ついて 考え 続けた。 そもそも 詩と は 何だろう 

か？ 詩の 詩た る 本質 は 何だろう か？ この 一つの 問 

題 こそ、 僕が 詩 を 作り 始めた 最初の 時から、 ずっと 今 

日に 至る まで、 十 余 年の 長き にわた つて 考え 続けた こ 


とであった。 僕 は 元来、 瞑想 的な 気質 を 多分に 持った 

人間で あり、 一 つ こと を 考え出す と、 究理 的にまで 思 

索に 没頭せ ねば おられぬ ので、 詩 を 作り出した 最初の 

日から、 この 一 つの 瞑想が、 蛇の ように 執念深く から 

みついて た。 それで 過去に、 幾度 か 思想 を まとめよう 

として、 詩論の 体系 を 書き出し たが、 いつも それが 書 

けた 頃に、 次の 新しい 考えが 浮ぶ ので、 前の 思想が 幼 

稚 になり、 かつ 誤謬が 発見され て、 自ら 原稿 を 焼き 棄 

てて しまう。 実に 過去に 於て、 こうして 焼き 棄 てた 原 

およ 

稿が、 凡そ 二 千 枚に もな つてる だろう。 僕 は それ を考 

や 

える と、 今でも げっそり として 眷せ てし まう。 


こうした 幾度 か 反復され た、 幾多の 無益の 労作と、 

長い 長い 考察の 後に 於て、 結局 僕 は 一 つの 解決に 到達 

した。 もちろん それ とても、 僕の 懐疑の 全体 を尽 した 

もので なく、 かつ 後に なつ て みれば、 考えの 至らな かつ 

た 誤謬 や 欠陥の ある ものに ちがいな いが、 とにかく 或 

る 程度まで、 僕 自身 を 満足させる 解答に 達した ので、 

三年 ほど 前から、 稿 を 集めようと、 腹案に 取り かかつ 

た。 ところが いよいよ 執筆に 取り かかる と、 例に よつ 

てまた 別の 新しい 懐疑に 取りつ かれ、 殆んど 出版の 自 

信 を 失って しまった。 結局 僕の 思索 生活 は、 次から 次 

へと 新しい 懐疑の 続出で あり、 永久にい つまで たって 


も、 最後の 結論に 到達す る ことので きない もの、 空し 

き 無限軌道 の 努力に すぎない ように 思われる。 

しかし こうした 懐疑 的 思索の 中で も、 自由詩に 関す 

る 詩形 上の 問題 だけ は、 比較的 事が 簡単で ある だけに、 

可成 動きの ない 確信にまで 到達して いた。 それで 僕 は、 

ずっと 前から 計画して いた 『詩の 原理』 の 著述 を 断念 

し、 せめて その 一部と しての、 自由詩に 関する 論文 だ 

け を、 体系的に 著述し ようと 考えた。 そこで 鎌 倉に 居 

た 間、 約 一力 年の 時日 を、 もっぱら この 思索と 著述と 

に 没頭した。 (鎌 倉に 於け る 一 力 年 は、 文字通りの 哲 

人 生活であって、 朝から 晚 まで、 僕 は 抽象 上の 思案に 


ばかり 耽って いた。 人間的なる どんな 生活 も、 僕 は 全 

く 味わわなかった。) そして 遂に、 殆ど 脱稿に 近く 一  冊 

の 書物 を 書き まとめた。 

この 著作に 題して、 僕 は 『自由詩の 原理』 という 名 

を あたえた。 それ は 三度 稿 を 改め、 始めから 三度 書き 

直した。 そして 脱稿と 共に、 ァ ルスから 出版す る 約束 

まぎわ 

になって いた。 ところが 脱稿の 間際にな つて、 僕 は 

すっかり、 力が 弱り 堅い 思索に 耐えない ほど、 気力の 

ない 弱々 しい 人間に なって しまった。 ひどい 神経衰弱 

まさ 

から、 僕 は 絶望的な 自暴自棄に 陥った ので、 折角 正に 

出版 を 待って る 著作 を、 自分から 怠惰に 投げ出し てし 


まった。 しかし それでも、 近く 出そうと いう 下心 だけ 

は 残って いたので、 「近代 風景」 その他の 雑誌で、 しば 

しば この 『自由詩の 原理』 を 近刊すべく、 読者に 約束 

したりした。 

然るに 東京に 移って から、 元気が また 漸く 回復して 

来た。 (僕の 経験に よれば、 人間 は 都会に 居る ほど 健 

康 になり、 卧舎 にいる ほど 病弱になる。) そこで 最近、 

再度 また 新しき 勇 気を取り直して、 過去の 思索に 於け 

る 全 収穫 を 計算して みた。 その 結果、 遂に 思いきって 

『自由詩の 原理』 を 焼き 棄て、 全然 始めから 出発点 を 新 

たにし、 もっと 構想の 変った 別の 著述に 取り かかった。 


即ち 僕 は、 一 旦 絶望した 『詩の 原理』 の 問題 を、 改め 

てまた 執念深く 考え出し、 あえて 大胆に も その 著述に 

かかった の だ。 実にこう した 思索の 点で は、 僕 は 自分 

の 柄に もな く、 地獄の 悪魔の 如き 執念深 さと、 不撓 不 

屈の 精神 を 有して いる。 倒れても 倒れても、 僕 は 起き 

あがって 戦って くる 人間 だ。 だが そうで もなかったら、 

だれに も 「真理」 の 考察 はでき ないだろう。 真理 は芸 

術の ような もので なく、 不断の 熱心な 研究と、 不撓 不 

屈の 勉強に よっての み、 始めて 認識され 得る もので あ 

るから。 

こうして 長い 経過の 結果、 今度 始めて、 漸く 僕の 多 


年 宿願した 著述 『詩の 原理』 が、 この 九月に アル スか 

ら 出版され る ことにな つた。 この 書物 こそ は、 僕の 十 

年来の 思索に 於け る 収穫で 詩論と しての 総勘定 と 言う 

べき もの だ。 もとより 非力に して 無能、 才分まず しき 

僕の 著作で ある 故に、 赤面な しに 大言 する こと はでき 

ない けれども、 僕と して は 心血 を 注いだ もので、 広く 

一般の 人に 読書しても らいたい。 近頃、 僕 は 久しい 間 

沈黙して、 詩に も 論説に も、 何等 自信 ある 作品 を 出さ 

なかった ので、 今度 僕の 著述 『詩の 原理』 こそ、 詩集 

『青 猫』 以来、 始めて 僕の 世に 問おうと する 著述で ある。 

善かれ悪しかれ、 この 詩論 一巻の 価値に よって、 僕の 


定評 はっきる だろう。 何と なれば 『詩の 原理』 は 単に 

『詩の 原理』 である のみでな く、 同時に 詩人と しての 僕 

の 立場と、 僕の 芸術 上の 信条と を、 世に 問うて 自ら 明 

ら かに 示す ものであるから。 

なお 

僕 はこの 新しき 書物に ついて、 自分 は 尚 多くの 書き 

たいこと、 言いたい こと を 控えて いる。 だが 多言 は 遠 

慮しょう。 ただこの 書物が、 詩と いう 芸術の 真 本質 を、 

内容と 形式との 二部に わたって、 能う 限り 論理的に、 

合理論に よって 弁証した ものである こと だけ を、 本誌 

なかん ずく 

の 読者の ために 告げて おこう。 特に 就中、 反対論 者 

に対して 僕 は 是非 この 新著 を、 一 応 精読 されん こと を 


希望す る。 何と なれば 『詩の 原理』 は、 前に 焼棄 した 

『自由詩の 原理』 を、 その 一 節 自由詩 論の 中に 包括し、 

大体に わた つ て 論説 を尽 している から。 

今度の 著述 は、 従来 雑誌に 書いた ような 断片の 雑 論 

ではなく、 始めから 論理 を 立て、 説明の 組織 をつ くり、 

条理 一 貫せ る 体系に よって 書かれた ところの、 真の 意 

味の 論文で ある 故に、 いかなる 読者に も 明白に 理解 さ 

れる。 従来 人々 に 誤解され、 時に 難解 視 された 僕の 詩 

やす 

論 も、 これによ つて 始めて 常識に 入り 易く、 何人に も 

容易に 理解され るであろう。 したがって 従来の あら ゆ 

る 誤解 —— 特に 自由詩の 詩形 論に 関してい る —— は、 


ことごと 

この 著に よって 悉 く 一掃され ると 信ずる。 もし 尚 こ 

の 著に して、 世に 難解 視 される よう だったら、 僕 はも 

はや 再度 何事 を も 言わない つもり だ。 だが 万一 にも、 

そういう こと だけ は 無い と 思う。 

とにかく 僕の 知る 限り、 従来 僕の 詩論に 対して 反対 

したり、 挑戦 的 態度 を 見せたり した 人の 殆ど 大部 は、 

こんてい 

思想の 根柢の 立場に 於て、 悉く 僕 を 誤解して いる。 前 

きら 

にも 既に 言う 通り、 僕 は 敵 を 嫌う もので はない。 (敵 

の 無い という ことが、 常に 却つ て 僕 を 寂しく さえして 

わずら 

いるの だ。) しかも 誤解に よる 無意味の 敵 は、 その 煩 

わし さの 故に も、 馬鹿々々 しく、 避け 得る 限り 避けた 


いので ある。 故に 僕の 望む ところ は、 僕の すべての 読 

者 諸君、 特に 反対意見 を 持 たれる 諸君が、 好奇心から 

で も、 是非 今度の 書物 を 読ん でもら いたい ことで ある。 

それ を 一 応 読まれた 上で、 もし 尚 反対の 意見が あった 

ら、 その 時 こそ 遠慮なく、 正面から 僕に 挑戦して 来て 

もらいたい。 僕 もまた その 時 こそ 堂々 と 諸君 を 対 手に 

弁論し、 あくまで 説の 正邪 を 戦わして みょうと 思う。 

僕 は 常に 「真理」 を 愛し、 議論の 「勝敗」 の 如き を 意 

まさ 

に 介し ない。 故に 諸君の 反駁に して 僕に 優れば、 いつ 

力な 

にても 自説 を 改め、 より 正理に 適える 諸君の 門下に 帰 

する であろう。 
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